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開会 午前１０時００分 
〇議長（清水壽昌君） 

 改めまして、おはようございます。 
 本日ここに３月定例議会が招集されましたところ、議員各位にはご壮健にて、ご出席をいた

だき、誠に喜ばしい限りでございます。 
 本議会は、平成１７年度の当初予算と合併前の決算認定および補正予算等を審議する、重要

な議会であります。慎重審議の中にも効率的な議会運営ができますよう、ご協力とご理解をお

願い申し上げます。 
 次に本定例会におきまして、報道関係者から撮影の申し入れがありましたので、これを許可

したいと思いますので、ご了承いただきたいと思います。 
 また、ケーブルテレビ放送収録のため、議場内にテレビカメラを設置することにつきまして、

特に許可しておりますので、併せてご了承をいただきたいと思います。 
 ただいまの出席議員は３７名です。 
 定足数に達しておりますので、ただいまから平成１７年第１回北杜市議会定例会を開会いた

します。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１ 会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 
 本定例会の会期は、本日から３月２９日までの２１日間としたいと思いますが、ご異議あり

ませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、会期は本日から３月２９日までの２１日間に決定しました。 
 なお、定例会でございますので、追加案件もあろうかと思いますが、ご承知おきお願いいた

します。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第２ 会議録署名議員の指名ですが、会議規則第７９条の規定により、議長より指名いたし

ます。 
 １０番議員 秋山九一君 
 １１番議員 小尾直知君 
 １２番議員 日向万仁君 
 以上、３名を会議録署名議員に指名いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第３ 市長施政方針でございますが、施政に対する所信と本議会への提出案件に対する説明

を求めます。 
 市長。 
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〇市長（白倉政司君） 
 本日、ここに平成１７年３月北杜市議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆さまに

は公私ともご多用の中、ご出席をいただき、心からお礼を申し上げます。 
 開会にあたり、一言ごあいさつと提出いたしました案件につきまして、その概要を説明申し

上げるとともに、併せて私の所信の一端を申し述べ、議員の皆さんと市民の皆さんのご理解と

ご協力を賜りたいと思います。 
 昨年１１月の合併から４カ月余。市政につきましては、市議会ならびに市民の皆さまのご協

力により、順調に推移してまいりました。しっかりとした礎を築くため、全力でこれに当たる

所存であります。 
 さて、世界においてはイラク復興支援、テロ対策、北朝鮮拉致・核ミサイル、中国を中心と

するアジアの経済問題、人口増と食糧、環境問題など、国際的に大きな課題を抱えています。

また、国内では教育改革、経済対策、財政再建、三位一体、少子高齢化等、課題が山積してい

る大変な時代であります。 
 そのような中で、国も今、平成１７年度予算を審議中であります。一般会計総額で前年度比

０．７％増の８２兆１，８２９億円。歳入のうち、税収は約４４兆円で、不足額３４兆４千億

円を国債発行に頼っております。国債残高は５３８兆円という状況であります。国民は、これ

をどう見たらよいのでしょうか。 
 また、県の一般会計は前年対比２．１％減の４，６４６億円余となっており、県債残高は８，

６２４億円。国と同様に厳しい財政運営となっていますが、緊縮予算の中で少子化対策、観光

振興、防災対策などを重点に掲げた編成となっております。 
 次に北杜市の大きな課題について、申し上げます。 
 国の「財政構造改革」は地方にも大きな影響を与え、北杜市への財政運営にも多大の課題を

含んでおります。この荒波を乗り越えるためには、すべての行政分野での改革に加え、より地

域の特性を生かしたまちづくりや独自性、自立性によるふるさとづくりに努め、地域力を高め、

地域間競争に勝ち抜いていくことが必要と考えます。 
 まず、最初に少子化についてであります。 
 北杜市の昨年の出生数は２５０人余と、１０年前の４３０人に比較して激減しております。

出生率の低下は、地域社会の活力を低下させ、将来の市民生活に深刻な影響を与えると懸念さ

れております。主な要因といたしましては、晩婚や非婚化に加え、夫婦の出生力の低下が挙げ

られます。北杜市における１人女性が出産する出生率は１．４４人という状況にあるためです。

また、その背景には仕事と子育ての両立、子育ての負担感の増大等があるといわれております。 
 次の世代を担う子どもたちを、安心して産み育てることができる環境をつくることは、社会

全体で取り組むべき重要な課題であります。 
 このため、本市におきましては結婚祝金ならびに出産祝金の支給、遊び場を提供して子育て

相談に専門職員が当たるつどいの広場事業、２子以降の保育料軽減、保育園建築、学童保育の

充実などの事業を通して対策を講じてまいります。 
 県も過日、県民一人ひとりが子どもたちの健やかな成長に関わり、社会全体で子育てを支援

していくための、やまなし子育て支援プランを策定したところであります。県政とも連携する

中で、少子化対策に全力で当たっていきます。市民にも機会あるごとに、ご理解とご協力を求

めてまいりたいと思います。 
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 また賃貸住宅の建築を促進することにより、定住人口の増加を図り、にぎわいのあるまちづ

くりを創出することを目的とし、市内に民間投資による賃貸住宅を新築する者に対し、なんら

かの助成はできないか、検討していきたいと思います。 
 次に環境対策について、申し上げます。 
 １９９７年１２月、京都において開催された「環境サミット」において、温室ガス排出の削

減目標を定めた「京都議定書」が採択され、２１世紀の地球温暖化問題に対して、どのように

取り組んでいくかという道筋が定められ、７年を経過した去る２月１６日、京都議定書の発効

となったところであります。 
 ご承知のとおり、日本は９０年比６％の削減が義務付けられておりますが、現時点では当時

より８％増の排出量となっていることから、これから２０１２年までに二酸化炭素、メタン、

亜酸化窒素など６種類の対象排出ガス１４％を温暖化防止のため、削減していくことになりま

す。 
 国においては、目標達成計画を、５月をめどに策定することにしておりますが、国段階で何

を、地方では何を、どのようにするのかなど、具体的な目標を明確に示し、分かりやすくする

ことが重要であると考えます。 
 北杜市としましても、生活環境の各家庭から出るゴミのリサイクル化を積極的に進め、また

資源ゴミの再利用と併せ、焼却ゴミを少なくすることを目的としての環境基本計画を策定する

ほか、リサイクル推進調査に取り組むとともに、日射時間、日照量日本一を活用しての太陽光

発電や農業用水路を生かしたミニ水力発電など、新エネルギーの導入に向け、調査・研究をし

ていきたいと考えます。 
 次に小淵沢町との合併について、申し上げます。 
 去る２月１０日、北杜市・小淵沢町合併協議会が設置され、以来、今日まで全力で考え、全

力で走り、また全力で対応してきました。３回の幹事会、４回の協議会を開催し、合併の方式

は編入合併。合併後、小淵沢町選挙区の市議会議員定数を５人、合併協定調印式を３月２５日、

廃置分合等、知事への申請を３月２８日、そして合併の期日を平成１８年３月１５日とするな

どの合併協定項目、新市建設計画等が協議・承認されました。 
 また、小淵沢町との合併について、市民の皆さまに現状を説明し、ご意見をお伺いするため、

３月１日から３日間、市内３会場にて、合併協定項目、新市北杜市建設計画等について説明会

を終えたところであります。市議会議員をはじめ、多くの市民のご参加をいただき、おおむね

ご理解をいただいたと承知しておるところであります。当面、合併特例法に基づく３月末日ま

での廃置分合申請に向け、全力で作業に当たってまいります。 
 次に、県の峡北地区廃棄物最終処分場計画についてであります。 
 懸案となっている廃棄物処分場問題については、長年多くの方々が真剣な議論を重ねてまい

りました。北杜市合併の直前の、昨年１０月２８日に開催された峡北地区最終処分場整備検討

委員会において、処分場を明野地内に建設することが確認されるとともに、浅尾地域の理解を

得て早期の処分場の設置を切望すること明野の意向を尊重し、浅尾地区以外の同村内の地区を

新たな建設候補地とする場合、県は隣接する韮崎市と事前協議を行うものとすることが決議さ

れております。 
 その後につきましては、ご承知のことと思いますが、検討委員会も新しい委員構成となり、

協議を進めており、今後の予定として再調査に必要な選定基準を定め、適地調査に入ることに
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なっております。 
 私としても、より安全で安心な施設を大前提として明野処分場の問題解決に向けて取り組み

を進めていく考えであります。 
 次に、北杜市営火葬場につきましては、周辺整備も含め９月１日の供用開始を目指していま

す。 
 さて、１２月定例議会所信で市政運営にあたり、基本的な考え方を申し上げたところであり

ますが、新生北杜市が目指す将来都市像、「人と自然が躍動する環境創造都市」の実現に向けて、

７つの杜づくりを進めるにあたり、平成１７年度は、次のような施策を実行してまいります。 
 まずはじめに、①教育文化に輝く杜づくりでは、平成１６年度から進めています明野中学校

校舎建設、須玉中学校屋内体育館の建設、高根学校給食センターの基本設計をはじめ、安全対

策として小学生への防犯ベルの貸与を計画しております。 
 また、各学校の特色ある事業につきましては、引き続き実施していきます。 
 また、市内の遺跡、名木、古木などを先人たちの財産として、映像記録として後世に残すと

ともに、ふるさとを「知る」ことはふるさとを「愛」することに、ふるさとを「愛」するには

ふるさとを知らなければならないとの思いで、教材として活用していきます。 
 また、金田一春彦図書館やオオムラサキセンター、平山郁夫シルクロード美術館等は学校教

育にも積極的に活用を図り、情操教育、屋外、「はらっぱ教育」の一翼になればと考えます。 
 北杜市の先人たちは人づくり、教育に大変熱心でした。この時代も着実に地域の教育力を高

めてまいりたいと思います。 
 次に②産業をおこし、富める杜づくりでは、Ｕターン者、新規就職者、新規就農者への支援

として補助するとともに、工業適地調査を行い、企業誘致活動を展開してまいります。 
 また、茅ヶ岳山麓の畑地帯圃場整備を行い、農産物の生産を目的とする工場誘致に努め、太

陽日本一の里を売り込むとともに、雇用の拡大を図っていきたいと考えます。 
 次に、観光の振興についてであります。 
 北杜市は、他に誇れる観光資源がたくさんあります。水と太陽と名山をはじめとした景観、

さわやかな空気と豊かな大地。そのうち、ちょっとひろってみると、県立フラワーセンター、

Ｋｅｅｐ協会・清泉寮、スキー場、オルゴール博物館、オオムラサキセンター、ウィスキー博

物館、金田一春彦図書館、泰雲美術館、平山郁夫シルクロード美術館、各地の温泉施設等々、

これらを有機的に結び、相乗的に振興が図られるよう観光基本計画を策定し、観光客の一層の

誘致に努めます。国も「観光立国」、県も「観光立県」、それぞれの観光振興戦略とタイアップ

して、引き続き全力で観光振興に取り組んでまいります。 
 ③安全、安心で明るい杜づくりでは、地域防災計画の策定、災害物資の各総合支所への備蓄、

耐震性防火水槽の設置等をしてまいります。 
 この機会にご披露いたしますが、３月１５日、県消防記念式典において、平成１６年度財団

法人日本消防協会会長表彰の表彰旗を受けました。消防団長はじめ団員の皆さんに心から感謝

を申し上げます。これを期に、さらに市民の期待に応えていきたいと思います。 
 地域安全対策についてでありますが、パトロール車および公用車に地域監視のステッカーを

貼付して、韮崎ならびに長坂警察署と連携して地域の交通安全や防犯対策を強化し、安心して

暮らせるまちづくりを考えています。 
 福祉事業についてですが、高齢者や障害者をはじめとする、すべての市民が安全で安心して
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暮らせる生活環境の整備を望んでおります。障害者を持つ関係者から中高生の障害児の放課後

支援の要望がありますので、これに応えてまいります。 
 また、保健福祉推進員を設置し、充実を図るとともに食生活改善に向けて、地区組織を育成

し、市民の食生活の改善や向上に取り組み、「治療より予防」を重要視しての事業を展開します。 
 また、敬老祝金の見直しを行いまして、その財源を寝たきり老人在宅支援（給食サービス）

や要介護老人おむつ代補助等に充てたいと思います。 
 次に④基盤を整備し、豊かな杜づくりについてであります。 
 まず、道路網の整備についてであります。 
 道路の整備は、生活基盤の重要な課題でありますので、国・県道の改良は関係機関に強く働

きかけるとともに、本年度市道整備計画を策定し、計画的に整備してまいります。 
 また、広域農道をはじめ、農道の整備も促進し、今後とも体系的な道路網の整備に鋭意取り

組んでまいります。 
 都市計画については、北杜市の健全な発展と秩序ある整備を進めるため、都市計画基本調査

を実施してまいります。 
 次に地域交通についてでありますが、市民の足を確保すべく地域交通ネットワークの整備と

して、市営バスの連携を図ってまいります。 
 大きくなった市、全体を結びつける市営バス再編計画をつくり、より市民が便利であるよう、

バス路線の計画をつくってまいります。 
 次に⑤環境日本一の潤いの杜づくりでは、私たちは「京都議定書」といわず、地球環境を守っ

ていく責任があります。また、北杜市としても、ミネラルウォーター日本一、太陽日本一の里

は市民の誇りであり、これを末永く大切にし、また利用していかなければなりません。どんな

利活用があり、どんなクリーンエネルギーが導入可能なのか、そのメリットについて調査し、

新エネルギー計画策定をすることといたしました。 
 緑豊かな里を守ることについては、本市には先人が守り続けてきた緑豊かな里山があります。

近年、地主の山離れや高齢化、後継者不足などにより、管理が行き届かない状況が見られ、誠

に残念です。そこで間伐による里山の整備を進めるため、里山環境整備調査を実施し、そして、

ふるさとの山々の育林にあたってまいります。 
 次に⑥交流を深め躍進の杜づくりであります。 
 まず、国際交流ですが、本年は日韓国交正常化４０周年、日韓友情年に当たることから、「韓

国抱川市」と交流をさらに深め、浅川巧の森実現を目指します。アメリカ・マディソン郡なら

びにカナダ等の中学生の海外派遣事業などの姉妹交流を、さらに進めたいと考えています。ま

た、国内にあっては、以前から交流を深めてまいりました、それぞれの姉妹都市との交流も積

極的に推進していきたいと思います。 
 次に⑦連帯感ある和の杜づくりについてであります。 
 地域委員会については、総合支所の区域ごとに設置し、市民の意思を市政に反映しやすくし、

よりよい地域づくりのために設置をしたものでありますが、それぞれの地域委員会で個性ある

事業計画等が提案されておりますので、必要経費を計上いたしました。 
 伝統ある行事や各地域の手作りの催しものは、お膝元の行事として、これを伝承していきた

いと思います。 
 市民の皆さんのご協力のうちに融合を図り、そして一日も早く、名実ともに北杜は一つとな
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り、協調性のある北杜市となるよう、ご理解をお願いいたします。 
 次に、男女共同参画推進についてであります。 
 男性も女性もお互いの人格を尊重しつつ、責任も分かち合いながら、その個性と能力を発揮

することができる男女共同参画社会の実現は、重要な課題であります。各旧町村では、それぞ

れプランづくりがされておりましたが、一本化しながら北杜市の男女共同参画推進プランを策

定して、推進することにしております。 
 行政改革について、申し上げます。 
 厳しい環境の中にありますが、簡素で、より効果的・効率的な行政運営を、さらに目指して

まいらなければなりません。 
 まず、この４月の人事を考えながら、組織等の見直しを一部予定しています。また、北杜市

には多くの公の類似施設があり、統合はできないか。民間企業・法人等の入居を図れないか。

指定管理者制度の導入はどうか。公共施設の使用料はどうか等々、聖域なき見直しを考えなけ

れば、この厳しい時代を乗り越えることができないと思います。 
 これらの見直しは、平成１７年度に行財政改革アクションプランを策定し、事務事業、組織

機構の見直し、行政システムの能率化、財政の健全化等、効率的な行政運営を図るため、基本

的な指針をつくりたいと考えます。 
 引き続きまして、提出案件についてご説明申し上げます。 
 本定例会に提出いたしました案件は決算認定案件１００件、条例案件１５件、平成１６年度

補正予算１９件、平成１７年度当初予算２４件、一部事務組合の規約変更に伴う協議案件４件、

その他２件、合わせて１６４件であります。 
 平成１７年度一般会計当初予算でありますが、総額で２５９億５千万円としました。 
 まず、歳入でありますが、国の三位一体構造改革により、地方交付税、国・県補助金等の減

額、長引く不況によります市税収入の伸び悩みなど、厳しい財政状況の中で予算を編成いたし

ました。 
 歳出予算につきましては、先ほど申し上げました、人と自然が躍動する環境創造都市の実現

に向け、７つの杜づくりを積極的に推進するための経費を計上いたしました。 
 その主なるものは、まず教育文化に輝く杜づくりでは、子育て支援事業１億１，００６万円、

統合保育園整備事業２億３，１９２万２千円、学校施設整備事業１０億８，６９４万７千円等

に取り組んでまいります。 
 次に産業おこし、富める杜づくりでは優良企業の誘致１９０万４千円、担い手農業者育成事

業１千万円、観光振興６５７万５千円、農業基盤整備４億１，２６８万９千円等に取り組んで

まいります。 
 次に安全、安心で明るい杜づくりでは福祉保健事業２億８，２２１万４千円、災害に強い安

心して生活できるまちづくりとして、地域防災計画の策定１５０万円、防災援助物資の備蓄

６５３万５千円、耐震性貯水槽の設置３，７５０万円等に取り組んでまいります。 
 次に基盤を整備し、豊かな杜づくりでは地域交通ネットワークの整備５２５万円、道路整備

事業８億１，８３０万２千円、公営住宅の整備２億８，１９０万円等に取り組んでまいります。 
 次に環境日本一の潤いの杜づくりでは、新エネルギー活用調査事業３５０万円、環境基本計

画の策定４００万円、リサイクル推進事業１００万円、間伐など里山整備事業３００万円、林

道整備事業１億４，０２０万円等に取り組んでまいります。 
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 次に交流を深め、躍進の杜づくりでは、中学生の語学研修派遣事業、国際交流事業として、

８８１万８千円などに取り組んでまいります。 
 次に連帯感ある和の杜づくりにおいては、地域のカラーと特性を生かした特色ある地域づく

りを推し進めるための地域振興推進事業１億３，７００万円、総合プラザ整備事業６，０６５万

円を計上いたしました。その他、総合計画策定８４５万２千円、男女共同参画プランの策定

５５１万９千円、火葬場の建設事業４億８，８２２万５千円、尾白の森温泉施設整備事業４億

２，８７３万円に取り組んでまいります。 
 さらに市民サービスの向上に資するため、行財政運営の全般の見直しなど、行財政改革プラ

ン策定事業５４４万円に取り組んでまいります。 
 以上の諸事業にかかる、平成１７年度一般会計歳入歳出予算の総額を２５９億５千万円とい

たしております。 
 次に特別会計予算でありますが、国民健康保険特別会計予算ほか２１特別会計の予算総額は

１９７億７，３８９万８千円であります。 
 また、病院事業会計予算でありますが、収益的収入１９億１，３７７万４千円、収益的支出

２１億９，８６７万５千円に定め、資本的収入２億６７４万６千円、資本的支出２億１，９８０万

１千円と定めました。 
 次に、条例案件であります。 
 議案第３号 北杜市個人情報保護条例の制定であります。 
 個人情報の取り扱いに関し、必要な事項を定めるため、本条例を制定するものであります。 
 次に議案第４号 北杜市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の制定であります。 
 地方公共団体における人事行政の運営等の状況を住民に公表するため、本条例を制定するも

のであります。 
 次に議案第５号 北杜市総合計画審議会条例の制定であります。 
 新生北杜市の新たなまちづくりを総合的に進めるための指針となる、総合計画の策定のため

に、本条例を制定するものであります。 
 次に議案第６号 北杜市北の杜聖苑条例の制定であります。 
 平成１７年度より稼動する火葬場について、設置、営業日、営業時間、使用料等の規定を定

める必要があるため、本条例を制定するものであります。 
 次に議案第７号 北杜市石堂山恩賜県有財産保護財産区財政調整基金条例の制定と議案第

８号 北杜市鳳凰山、山葵澤、城山、大澤恩賜県有財産保護財産区運営調整基金条例を制定す

るものであります。 
 次に議案第９号 北杜市行政区長設置条例の一部改正であります。 
 この改正は各行政区長が区域内より推薦されてくるため、実情に合わせて所要の改正をする

ものであります。 
 次に議案第１０号 政治倫理の確立のための北杜市長の資産等の公開に関する条例の一部改

正であります。 
 この改正は、政治倫理の確立のための国会議員の資産等の公開に関する法律が改正されたこ

とに伴い、所要の改正をするものであります。 
 次に議案第１１号 北杜市ケーブルテレビ情報連絡施設の設置及び管理に関する条例の一部

改正であります。 
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 この改正は利用料に対する消費税付加を条項に明示するため、改正するものであります。 
 次に議案第１２号 北杜市税条例の一部改正および議案第１４号 北杜市下水道条例の一部

改正であります。 
 不動産登記法等の改正に伴い、所要の改正をするものであります。 
 次に議案第１３号 北杜市介護保険条例の一部改正であります。 
 この改正は北杜市介護保険事業計画を定め、平成１７年４月から事業運営を行うことに伴い、

所要の改正をするものであります。 
 次に議案第１５号 北杜市農業集落排水事業分担金徴収条例の一部改正であります。 
 この改正は白州第３地区の供用開始に伴い、改正するものであります。 
 次に議案第１６号 北杜市農業委員会の委員の定数等に関する条例の全部改正であります。 
 この改正は、合併特例法による在任期間が本年７月１９日に満了となることから、次回の選

挙から選挙による委員の定数等を定めるため、改正するものであります。 
 次に議案第１７号 北杜市工場誘致条例の一部改正であります。 
 この改正は工場誘致の促進を図るため、所要の改正をするものであります。 
 次に議案第１８号 韮崎市外２市１町１組合の指導主事を共同設置する地方公共団体の数の

減少及び同指導主事共同設置規約の一部改正であります。 
 これは共同設置団体である甲斐市が、平成１７年３月３１日をもって脱退するため、議会の

議決を求めるものであります。 
 次に議案第１９号 上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村自治センターを組織する

地方公共団体の数の変更であります。 
 これは上野原市および山梨市の設置に伴い、市町村の合併の特例に関する法律第９条の３、

第１項の規定を適用し、山梨県市町村自治センターが当該２市の区域における事務を従前の例

により行うものとしたことについて、地方自治法第２８６条第１項の規定により、協議が必要

となり、同法第２９０条の規定により、議会の議決を求めるものであります。 
 次に議案第２０号 上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村総合事務組合規約の変更

であります。 
 これは上野原市の設置に伴い、市町村の合併の特例に関する法律第９条の３、第１項の規定

を適用し、山梨県市町村総合事務組合が上野原市の区域における事務を従前の例により行うも

のとしたこと、および山梨市の設置に伴う山梨県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体

の数を増減することについて協議が必要であり、地方自治法第２９０条の規定により、議会の

議決を求めるものであります。 
 次に、議案第２１号の上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村議会議員公務災害補償

等組合規約の変更であります。 
 これは上野原市の設置に伴い、市町村の合併の特例に関する法律第９条の３、第１項の規定

を適用し、山梨県市町村議会議員公務災害補償等組合が上野原市の区域における事務を従前の

例により行うものとしたこと、および山梨市の設置に伴う山梨県市町村議会議員公務災害補償

等組合を組織する地方公共団体の数を増減することについて、同法第９条の２、第１項の規定

により協議が必要であり、地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求めるものであ

ります。 
 次に議案第２２号 住民訴訟に係る弁護士報酬の負担についてであります。 
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 この弁護士報酬の負担については、地方自治法等の一部を改正する法律の附則第４条の規定

により、議会の議決を求めるものであります。 
 次に議案第６６号 不動産の取得についてでありますが、公共用地として取得するため、議

会の議決を求めるものであります。 
 続きまして、補正予算についてご説明申し上げます。 
 まず、一般会計補正予算（第２号）でありますが、６億７，１５６万２千円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８２億４，６７３万７千円と定めるものであります。 
 主なものは歳入では市民税、国庫補助金、特別会計からの繰入金等の増額であります。 
 歳出では、基金への積立金であります。 
 次に国民健康保険特別会計補正予算（第１号）でありますが、３，７７３万１千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２２億６，０１７万７千円と定めるものであります。 
 主なものは、保険給付費によるものであります 
 次に老人保健特別会計補正予算（第１号）でありますが、２，８３０万５千円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２３億５，６５８万６千円と定めるものであります。 
 主なるものは、１６年度決算見込みに基づく償還金であります。 
 次に介護保険特別会計補正予算（第１号）でありますが、１億２，５４０万２千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３億３，７５０万４千円と定めるものであります。 
 主なものは、保険給付費の増額であります。 
 次に簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）でありますが、７，８９４万７千円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６億７０８万４千円と定めるものであります。 
 主なものは、事業費確定による減額であります。 
 次に下水道事業特別会計補正予算（第１号）でありますが、４，９５４万２千円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３３億７，３１５万４千円と定めるものであります。 
 主なものは、事業費確定による減額であります。 
 次に農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）でありますが、６，００４万７千円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２億３，４３３万７千円と定めるものであり

ます。 
 主なるものは、事業費確定による減額であります。 
 次に辺見診療所特別会計補正予算（第１号）でありますが、２，２３５万円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９，６９２万１千円と定めるものであります。 
 主なものは、基金積立金であります。 
 次に白州診療所特別会計補正予算（第１号）でありますが、１００万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ４，８６７万７千円と定めるものであります。 
 主なものは、医薬品代の増額であります。 
 次に土地開発事業特別会計補正予算（第１号）でありますが、３，３５６万３千円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２，４６０万５千円と定めるものであります。 
 主なものは、土地売却収入の減額であります。 
 次に白州・尾白の森名水公園事業特別会計補正予算（第１号）でありますが、５３５万６千

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１，８５５万１千円と定めるものであり

ます。 
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 主なるものは、事業費確定による減額であります。 
 次に武川ふるさと活性化事業特別会計補正予算（第１号）でありますが、１，９８８万８千

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７，０４５万円と定めるものであります。 
 主なものは、農産物の原材料費であります。 
 次にケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第１号）でありますが、２１０万６千円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９，６５７万３千円と定めるものであります。 
 主なるものは、インターネット使用料の増額であります。 
 次に温泉事業特別会計補正予算（第１号）でありますが、２００万円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ６，０８５万３千円と定めるものであります。 
 主なものは、積立金の減額であります。 
 次に居宅介護支援事業特別会計補正予算（第１号）でありますが、１，８８７万２千円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２，９２５万７千円と定めるものであります。 
 主なるものは、一般会計への繰出金であります。 
 次に明野財産区特別会計補正予算（第１号）でありますが、科目更正であります。 
 次に須玉財産区特別会計補正予算（第１号）でありますが、１，８３５万９千円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２，２１３万９千円と定めるものであります。 
 主なるものは、繰入金の減額によるものであります。 
 次に高根財産区特別会計補正予算（第１号）でありますが、１，４９６万７千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３，３８３万６千円と定めるものであります。 
 主なものは、基金積立金であります。 
 次に浅尾原財産区特別会計補正予算（第１号）でありますが、２０万６千円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３，４８５万１千円と定めるものであります。 
 主なものは、事業費確定によるものであります。 
 次に、決算の認定についてであります。 
 平成１６年１１月１日の合併により、旧７町村の平成１６年度決算は今議会に付議されるこ

とになり、それぞれ一般会計、特別会計、病院組合会計、合わせて１００案件となります。 
 以上、提案いたしました案件の説明と、私の所信の一端を申し上げたわけであります。よろ

しくご審議の上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 
 なお、議長からも説明がありましたが、定例会でありますので、追加案件もあろうかと思い

ますが、よろしくご理解をお願い申し上げます。 
 弥生、３月は芽生えの月でもありますけれど、まだまだ寒さが身にしみる季節であります。

どうぞ議員各位におかれましては、健康には十分ご留意されまして、市政発展のため、さらな

るご活躍に期待を申し上げまして、私の所信表明および議案説明とさせていただきます。 
 ありがとうございました。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の説明が終わりました。 
 以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。 
 次の会議は３月１０日、午後１時より開会いたしますので、全員の定刻による、ご参集をお

願いいたします。 
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 本日は、これをもちまして散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

 
散会 午前１０時５０分 
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日程第１ 議案第１８号 韮崎市外２市１町１組合の指導主事を共同設置する地方公共
団体の数の減少及び同指導主事共同設置規約の一部を変更

する規約について 
日程第２ 議案第１９号 上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村自治センター

を組織する地方公共団体の数の変更の件について 
日程第３ 議案第２０号 上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村総合事務組合

規約の変更について 
日程第４ 議案第２１号 上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村議会議員公務

災害補償等組合規約の変更について 
日程第５ 議案第６６号 不動産の取得について 
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再開 午後 １時００分 
〇議長（清水壽昌君） 

 本日の議事がスムーズな運営のうちに進行できますよう、よろしくお願い申し上げまして、

あいさつといたします。 
 ただいまの出席議員は３７名です。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 お諮りいたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１ 議案第１８号 韮崎市外２市１町１組合の指導主事を共同設置する地方公共団体の数

の減少及び同指導主事共同設置規約の一部を変更する規約について 
   日程第２ 議案第１９号 上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村自治センターを組織す

る地方公共団体の数の変更の件について 
   日程第３ 議案第２０号 上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村総合事務組合規約の変

更について 
   日程第４ 議案第２１号 上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村議会議員公務災害補償

等組合規約の変更について 
 以上４議案を一括議題といたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第１ 議案第１８号から日程第４ 議案第２１号までの４議案を一括議題とい

たします。 
 朗読。 

〇議会事務局書記（伊藤勝美君） 
 朗読いたします。 
 議案第１８号 韮崎市外２市１町１組合の指導主事を共同設置する地方公共団体の数の減少

及び同指導主事共同設置規約の一部を変更する規約について 
 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の７、第２項の規定により平成１７年３月

３１日をもって、甲斐市を脱退させ、併せて韮崎市外２市１町１組合指導主事共同設置規約の

一部を次のとおり変更するものとする。 
 韮崎市外２市１町１組合指導主事共同設置規約の一部を変更する規約（別紙） 
 平成１７年３月９日 提出 

北杜市長 白倉政司 
 議案第１９号 上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村自治センターを組織する地方

公共団体の数の変更の件について 
 上野原市および山梨市の設置に伴い、市町村の合併の特例に関する法律（昭和４０年法律第

６号）第９条の３、第１項の規定を適用し、山梨県市町村自治センターが当該２市の区域にお

ける事務を従前の例により行うものとしたことについて、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２８６条第１項の規定により、山梨県市町村自治センターを組織する地方公共団体

の数を次のとおり変更する。 
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 １．上野原町および秋山村が平成１７年２月１２日をもって、山梨県市町村自治センターを

脱退し、上野原市が平成１７年２月１３日から山梨県市町村自治センターに加入したので、

山梨県市町村自治センターを組織する地方公共団体の数を変更する。 
 ２．山梨市、牧丘町および三富村が平成１７年３月２１日をもって、山梨県市町村自治セン

ターを脱退し、山梨市が平成１７年３月２２日から山梨県市町村自治センターに加入する

ので、山梨県市町村自治センターを組織する地方公共団体の数を変更する。 
 平成１７年３月９日 提出 

北杜市長 白倉政司 
 議案第２０号 上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村総合事務組合規約の変更につ

いて 
 上野原市の設置に伴い、市町村の合併の特例に関する法律（昭和４０年法律第６号）第９条

の３、第１項の規定を適用し、山梨県市町村総合事務組合が上野原市の区域における事務を従

前の例により行うものとしたこと、および山梨市の設置に伴う山梨県市町村総合事務組合を組

織する地方公共団体の数を増減することについて、市町村の合併の特例に関する法律第９条の

２、第１項の規定により、山梨県市町村総合事務組合規約を次のとおり変更する。 
 山梨県市町村総合事務組合規約の一部を改正する規約（別紙） 
 平成１７年３月９日 提出 

北杜市長 白倉政司 
 議案第２１号 上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村議会議員公務災害補償等組合

規約の変更について 
 上野原市の設置に伴い、市町村の合併の特例に関する法律（昭和４０年法律第６号）第９条

の３、第１項の規定を適用し、山梨県市町村議会議員公務災害補償等組合が上野原市の区域に

おける事務を従前の例により行うものとしたこと、および山梨市の設置に伴う山梨県市町村議

会議員公務災害補償等組合を組織する地方公共団体の数を増減することについて、市町村の合

併の特例に関する法律第９条の２、第１項の規定により、山梨県市町村議会議員公務災害補償

等組合規約を次のとおり変更する。 
 山梨県市町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部を改正する規約（別紙） 
 平成１７年３月９日 提出 

北杜市長 白倉政司 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 提案理由の説明を願います。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第１８号の韮崎市外２市１町１組合の指導主事を共同設置する地方公共団体の数の減少

及び同指導主事共同設置規約の一部改正について、ご説明申し上げます。 
 共同設置団体である甲斐市が平成１７年４月１日から、旧双葉町立小中学校の指導主事につ

いて、別に共同設置する南アルプス市外１市３町の指導主事において、一貫した教育指導を行

うことに伴い、平成１７年３月３１日をもって、当該団体から韮崎市外２市１町１組合の指導

主事を共同設置する地方公共団体から脱退し、および、これに伴い、同指導主事共同設置規約
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を変更することについて、地方自治法第２５２条の７第３項の規定により、議会の議決を経る

必要があるためであります。 
 内容につきましては、教育次長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほど

をお願い申し上げます。 
 議案第１９号の上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村自治センターを組織する地方

公共団体の数の変更について、ご説明申し上げます。 
 上野原市および山梨市の設置に伴い、市町村の合併の特例に関する法律第９条の３第１項の

規定を適用し、山梨県市町村自治センターが当該２市の区域における事務を従前の例により行

うものとしたことについて、地方自治法第２８６条第１項の規定により、山梨県市町村自治セ

ンターを組織する地方公共団体の数の変更について協議が必要であり、同法２９０条の規定に

より、議会の議決を経る必要があるためであります。 
 内容につきましては、総務部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほど

をお願い申し上げます。 
 議案第２０号の上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村総合事務組合規約の変更につ

いて、ご説明申し上げます。 
 上野原市の設置に伴い、市町村の合併の特例に関する法律第９条の３第１項の規定を適用し、

山梨県市町村総合事務組合が上野原市の区域における事務を従前の例により行うものとしたこ

と、および山梨市の設置に伴う山梨県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数を増減

することについて、市町村の合併の特例に関する法律第９条の２第１項の規定により、山梨県

市町村総合事務規約の変更の協議が必要であり、この協議には地方自治法第２９０条の規定に

より、議会の議決を経る必要があるためであります。 
 内容につきましては、総務部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほど

をお願い申し上げます。 
 議案第２１号の上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村議会議員公務災害補償等組合

規約の変更について、ご説明申し上げます。 
 上野原市の設置に伴い、市町村の合併の特例に関する法律第９条の３、第１項の規定を適用

し、山梨県市町村議会議員公務災害補償等組合が上野原市の区域における事務を従前の例によ

り行うものとしたこと、および山梨市の設置に伴う山梨県市町村議会議員公務災害補償等組合

を組織する地方公共団体の数を増減することについて、同法第９条の２、第１項の規定により、

山梨県市町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更にかかる協議が必要であり、この協議に

は同法第２９０条の規定により、議会の議決を経る必要があるためであります。 
 内容につきましては、総務部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほど

をお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本件は読解を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、読解を省略いたします。 
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 これから質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これから討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１ 議案第１８号 韮崎市外２市１町１組合の指導主事を共同設置する地方公共団体

の数の減少及び同指導主事共同設置規約の一部を変更する規約

について 
 日程第２ 議案第１９号 上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村自治センターを組

織する地方公共団体の数の変更の件について 
 日程第３ 議案第２０号 上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村総合事務組合規約

の変更について 
 日程第４ 議案第２１号 上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村議会議員公務災害

補償等組合規約の変更について 
 以上４件を採決いたします。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、 
 日程第１ 議案第１８号 韮崎市外２市１町１組合の指導主事を共同設置する地方公共団体

の数の減少及び同指導主事共同設置規約の一部を変更する規約

について 
 日程第２ 議案第１９号 上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村自治センターを組

織する地方公共団体の数の変更の件について 
 日程第３ 議案第２０号 上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村総合事務組合規約

の変更について 
 日程第４ 議案第２１号 上野原市及び山梨市の設置に伴う山梨県市町村議会議員公務災害

補償等組合規約の変更について 
は、原案のとおり可決することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第５ 議案第６６号 不動産の取得についてを議題といたします。 

 朗読。 
〇議会事務局書記（伊藤勝美君） 

 朗読いたします。 
 議案第６６号 不動産の取得について 
 地方自治法第９６条第１項第８号および北杜市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得、

または処分の範囲を定める条例第３条の規定により、次のとおり土地を取得するものとする。 
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 １．所 在 地 北杜市高根町村山西割４２８３番１２５ほか８筆 
 ２．地  籍 ３万１，２１２．５１平方メートル 
 ３．取得価格 １億５，２４７万２千円 
 ４．取得目的 公共用地取得のため 
 ５．所 有 者 東京都千代田区大手町１丁目８番３号 
        全国農業協同組合連合会代表理事 理事長 田村聰 
 平成１７年３月９日 提出 

北杜市長 白倉政司 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第６６号の不動産の取得について、ご説明申し上げます。 
 公共用地として取得するため、北杜市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得、または処

分の範囲を定める条例第３条の規定により、議会の議決をお願いするものであります。 
 内容につきましては総務部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほどを

お願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本件は読解を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、読解を省略いたします。 
 これから質疑を許します。 
 中村隆一君。 

〇２５番議員（中村隆一君） 
 この用地はバイオマス事業を行う用地であると。これが周辺地域住民の理解が得られなかっ

たということで、この事業は断念をした。この土地での事業は断念をしたと、こういうことに

なったわけですので、この土地を全農から買い上げる、そこに何か、買わなければならない約

束があったかどうか、このへんをお聞きしたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務部長。 
〇総務部長（小林奎吾君） 

 中村議員のご質問にお答えを申し上げます。 
 当時、バイオマス事業といたしまして、１万平方メートルほどの土地のほうを計画していた

ところでございますけども、バイオマス事業につきましては、この地域では理解が得られない

と、こういうことで断念した経過がございます。そうした中で、ここの全国農業協同組合の一

団とした土地、３万１千平方メートル有余の土地があるわけでございますが、将来の公共用地
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といたしまして利活用していきたいと、こういうことで、今回、不動産の取得の件につきまし

て、議会の議決をお願いしたところでございます。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 中村隆一議員。 

〇２５番議員（中村隆一君） 
 私が聞いたのは、事業が行われないということで、普通、そこで事業が行われなければ、そ

の土地を無理に買う必要はないわけですよね。そこで、この事業が断念になったけども、その

土地は全農から買うんだよという、そこに約束があったか、ないかということなので、その質

問についてお答え願いたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務部長。 
〇総務部長（小林奎吾君） 

 前段で、この土地を買う約束があったかというようなお話でございますけども、その時点で

は、そのようなお約束はしていなかったというふうに聞いております。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 浅川議員。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 昨日、説明をるる聞いて承知しておるわけですが、撤去費の２，８８７万２千円というのは、

今年度の予算へ計上はしてあるんですか。それから聞きたいんですが。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務部長。 
〇総務部長（小林奎吾君） 

 購入費でございますけども、３万１，２１２．５１平方メートルで、５，８１０円の平米単

価でございます。そうした中で撤去費用といたしまして、２，８８７万２千円ということで、

土地の購入代金１億５，２４７万２千円ということで、計上をさせていただいたところでござ

いまして、撤去費用というのは別に計上はしてございません。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 浅川議員。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 そこで、今回の３月の予算には計上していないというようなことですが、臨時会にしろ、次

の６月の定例会にしろ、計上していただいて、あれを撤去してもらわないと、自分はあそこの

地域の一番近場でよく、しょっちゅう見たりしているんですが、そのままにしておくと、西か

らはおがみやさんの私道ですね、自分で土地を買って入ったから、あそこは一般の人は入って

はいけないんですが、南と東のほうから入っていきます。そして北が山、西が山、東が山とい

うようなことで、行ってみれば分かるけど、いろいろなものがいっぱい捨てられていて、環境

に非常によくないですから、計上していただいて、それだけの金を予定しているんですから、

撤去していただいて、そしてフェンスなり何かといえば金がかかるから、ときに有刺鉄線か何
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かやらないと、また、そこへゴミでもなんでも持ってくるという、そういう状況の場所でござ

います。行ってみれば。 
 続きの南はおがみやさんの土地ですが、そこでまた、おがみやさんの関係ですが、年間来て

おりますが、夏中になると、何千人という方が来ますね。来るから、早く撤去してやらないと

おがみやさんが割合、年寄りの人、若い人がいて、そして暑いから部屋の中にいたり、暑いか

ら山の中へ行ったり、若いカップルかどうか知らないけども、そういう人たちがいろいろやる

というのは、実際自分たちが見て分かっているから、早く撤去して完全な有刺鉄線をやって、

管理を早くしてもらわないと、いろいろな問題が出ると思いますが、それはどうですか。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 議会の皆さんにも、大変心配をおかけしておるわけでありますけども、この土地については

旧高根町がバイオマスとして利用したいというときがあったことも確かであります。今、この

地がバイオマスとして断念したことも確かであります。でも、あの土地は、あの地域にとって、

広く北杜市にとって、ぜひひとつ活用したい地域であるということで、取得するわけでありま

して、ご理解をいただきたいと思います。 
 また、心配されている宗教団体の話でありますけども、上水道の問題もあります。下水道の

問題もあります。そして、また進入路の問題もあります。協議して、心配のことをクリアして

いきたいと思いますので、ご理解いただきたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 質疑を終結いたします。 
 これより討論を行います。 
 討論ございますか。 
 中村隆一君。 

〇２５番議員（中村隆一君） 
 この不動産取得について、反対をいたします。 
 反対の理由は、先ほども言いましたけれども、バイオマス事業のために取得を予定していた

土地です。したがって、バイオマス事業が周辺住民の理解が得られなかったということで断念

をしたと。断念をしたのですから、この１億５千万円有余のお金は、無理にここで支出する必

要がなく、今、非常に財政厳しいというお話なので、このお金を福祉とか教育とか、そういう

方面に活用していくべきではないかと、このように考えて反対をいたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 坂本治年君。 
〇２４番議員（坂本治年君） 

 議案第６６号 不動産取得の件についてですが、１２月の定例会におきまして、一般会計で

計上され、すでに確定されておる次第であります。北杜市土地利用発展のために必要な土地と

理解いたしております。 
 よって、賛成討論といたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 ほかに討論はございませんか。 
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 小林保壽君。 
〇３５番議員（小林保壽君） 

 議案第６６号の不動産取得について、賛成討論を行います。 
 取得する土地は旧高根町で、バイオマスのコンポストプラントを建設するという予定地でも

ありました。私は高根町時代に、このコンポストプラントの建設に反対をいたしました。その

理由の中に、大泉町の若林交差点の下にあり、県道八ヶ岳公園線に則し、これからの北杜市に

とり重要な商業地になり得るところであると主張してまいりました。 
 北杜市が取得し、地域発展のために使用するのなら、素晴らしい土地であると認識し、賛成

討論といたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 ほかに討論はございますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、本件に対する採決を行います。 
 この採決は起立によって、行います。 
 本件は原案どおり、可決することに賛成の方はご起立願います。 
 （ 起 立 多 数 ） 
 起立多数です。 
 よって、議案第６６号 不動産の取得については原案どおり可決することに決しました。 
 以上をもちまして、本日の日程は終了しました。 
 次の会議は３月１７日、午前１０時より再開いたしますので、全員定刻にご参集ください。 
 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

 
散会 午後 １時３０分 
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日程第４５ 認定第４５号 平成１６年度高根町念場ヶ原山恩賜林保護財産区特別会計

歳入歳出決算の認定 
日程第４６ 認定第４６号 平成１６年度高根町上手原山恩賜林保護財産区特別会計歳

入歳出決算の認定 
日程第４７ 認定第４７号 平成１６年度長坂町一般会計歳入歳出決算の認定 
日程第４８ 認定第４８号 平成１６年度長坂町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定 
日程第４９ 認定第４９号 平成１６年度長坂町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第５０ 認定第５０号 平成１６年度長坂町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第５１ 認定第５１号 平成１６年度長坂町指定居宅介護支援事業特別会計歳入歳

出決算の認定 
日程第５２ 認定第５２号 平成１６年度長坂町統合簡易水道特別会計歳入歳出決算の

認定 
日程第５３ 認定第５３号 平成１６年度長坂町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第５４ 認定第５４号 平成１６年度長坂町農業集落排水下水道事業特別会計歳入

歳出決算の認定 
日程第５５ 認定第５５号 平成１６年度長坂町恩賜県有財産保護財産区古杣川西外七

字施業区恩賜林特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第５６ 認定第５６号 平成１６年度長坂町恩賜県有財産保護財産区三ツ墓施業区

恩賜林特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第５７ 認定第５７号 平成１６年度大泉村一般会計歳入歳出決算の認定 
日程第５８ 認定第５８号 平成１６年度大泉村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定 
日程第５９ 認定第５９号 平成１６年度大泉村老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第６０ 認定第６０号 平成１６年度大泉村簡易水道給水特別会計歳入歳出決算の

認定 
日程第６１ 認定第６１号 平成１６年度大泉村下水道特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第６２ 認定第６２号 平成１６年度大泉村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第６３ 認定第６３号 平成１６年度大泉村居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決

算の認定 
日程第６４ 認定第６４号 平成１６年度大泉村ケーブルテレビ特別会計歳入歳出決算

の認定 
日程第６５ 認定第６５号 平成１６年度大泉村甲斐大泉温泉特別会計歳入歳出決算の

認定 
日程第６６ 認定第６６号 平成１６年度白州町一般会計歳入歳出決算の認定 
日程第６７ 認定第６７号 平成１６年度白州町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定 
日程第６８ 認定第６８号 平成１６年度白州町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第６９ 認定第６９号 平成１６年度白州町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
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日程第７０ 認定第７０号 平成１６年度白州町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の
認定 

日程第７１ 認定第７１号 平成１６年度白州町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決
算の認定 

日程第７２ 認定第７２号 平成１６年度白州町町立診療所特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第７３ 認定第７３号 平成１６年度白州町白州・尾白の森名水公園事業特別会計歳

入歳出決算の認定 
日程第７４ 認定第７４号 平成１６年度武川村一般会計歳入歳出決算の認定 
日程第７５ 認定第７５号 平成１６年度武川村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定 
日程第７６ 認定第７６号 平成１６年度武川村老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第７７ 認定第７７号 平成１６年度武川村営農飲雑用水事業特別会計歳入歳出決

算の認定 
日程第７８ 認定第７８号 平成１６年度武川村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決

算の認定 
日程第７９ 認定第７９号 平成１６年度武川村ふるさと活性化事業特別会計歳入歳出

決算の認定 
日程第８０ 認定第８０号 平成１６年度武川村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第８１ 認定第８１号 平成１６年度武川村介護サービス事業特別会計歳入歳出決

算の認定 
日程第８２ 認定第８２号 平成１６年度武川村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第８３ 認定第８３号 平成１６年度武川村高齢者等健康増進事業特別会計歳入歳

出決算の認定 
日程第８４ 認定第８４号 平成１６年度須玉町外―ヶ村病院組合会計歳入歳出決算の

認定 
日程第８５ 認定第８５号 平成１６年度大泉村恩賜県有財産保護団体会計歳入歳出決

算の認定 
日程第８６ 認定第８６号 平成１６年度三宝恩賜林保護財産区管理会会計歳入歳出決

算の認定 
日程第８７ 認定第８７号 平成１６年度前山恩賜林保護財産区管理会会計歳入歳出決

算の認定 
日程第８８ 認定第８８号 平成１６年度日向山外―字恩賜林保護財産区管理会会計歳

入歳出決算の認定 
日程第８９ 認定第８９号 平成１６年度大日向山外十三字恩賜林保護財産区管理会会

計歳入歳出決算の認定 
日程第９０ 認定第９０号 平成１６年度眞原小山平恩賜県有財産保護組合会計歳入歳

出決算の認定 
日程第９１ 認定第９１号 平成１６年度大平山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決

算の認定 
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日程第９２ 認定第９２号 平成１６年度奥山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算
の認定 

日程第９３ 認定第９３号 平成１６年度前山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算
の認定 

日程第９４ 認定第９４号 平成１６年度浅尾原共有地組合会計歳入歳出決算の認定 
日程第９５ 認定第９５号 平成１６年度日野原山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出

決算の認定 
日程第９６ 認定第９６号 平成１６年度淵ヶ沢山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出

決算の認定 
日程第９７ 認定第９７号 平成１６年度鳳凰山外三字恩賜県有財産保護組合会計歳入

歳出決算の認定 
日程第９８ 認定第９８号 平成１６年度石堂山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決

算の認定 
日程第９９ 認定第９９号 平成１６年度内山の内十二山恩賜県有財産保護組合会計歳

入歳出決算の認定 
日程第１００ 認定第１００号 平成１６年度駒ヶ岳の内黒戸山恩賜県有財産保護組合会計歳

入歳出決算の認定 
日程第１０１ 議案第３号 北杜市個人情報保護条例の制定について 
日程第１０２ 議案第４号 北杜市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の制定に

ついて 
日程第１０３ 議案第５号 北杜市総合計画審議会条例の制定について 
日程第１０４ 議案第６号 北杜市北の杜聖苑条例の制定について 
日程第１０５ 議案第７号 北杜市石堂山恩賜県有財産保護財産区財政調整基金条例の制

定について 
日程第１０６ 議案第８号 北杜市鳳凰山、山葵澤、城山、大澤恩賜県有財産保護財産区

運営調整基金条例の制定について 
日程第１０７ 議案第９号 北杜市行政区長設置条例の一部を改正する条例について 
日程第１０８ 議案第１０号 政治倫理の確立のための北杜市長の資産等の公開に関する条

例の一部を改正する条例について 
日程第１０９ 議案第１１号 北杜市ケーブルテレビ情報連絡施設の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例について 
日程第１１０ 議案第１２号 北杜市税条例の一部を改正する条例について 
日程第１１１ 議案第１３号 北杜市介護保険条例の一部を改正する条例について 
日程第１１２ 議案第１４号 北杜市下水道条例の一部を改正する条例について 
日程第１１３ 議案第１５号 北杜市農業集落排水事業分担金徴収条例の一部を改正する条

例について 
日程第１１４ 議案第１６号 北杜市農業委員会の委員の定数等に関する条例の全部改正に

ついて 
日程第１１５ 議案第１７号 北杜市工場誘致条例の一部を改正する条例について 
日程第１１６ 議案第２２号 住民訴訟に係る弁護士報酬の負担の件について 
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日程第１１７ 議案第２３号 平成１６年度北杜市一般会計補正予算（第２号） 
日程第１１８ 議案第２４号 平成１６年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
日程第１１９ 議案第２５号 平成１６年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第１号） 
日程第１２０ 議案第２６号 平成１６年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第１号） 
日程第１２１ 議案第２７号 平成１６年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 
日程第１２２ 議案第２８号 平成１６年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 
日程第１２３ 議案第２９号 平成１６年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号） 
日程第１２４ 議案第３０号 平成１６年度北杜市辺見診療所特別会計補正予算（第１号） 
日程第１２５ 議案第３１号 平成１６年度北杜市白州診療所特別会計補正予算（第１号） 
日程第１２６ 議案第３２号 平成１６年度北杜市土地開発事業特別会計補正予算（第１号） 
日程第１２７ 議案第３３号 平成１６年度北杜市白州・尾白の森名水公園事業特別会計補

正予算（第１号） 
日程第１２８ 議案第３４号 平成１６年度北杜市武川ふるさと活性化事業特別会計補正予

算（第１号） 
日程第１２９ 議案第３５号 平成１６年度北杜市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算

（第１号） 
日程第１３０ 議案第３６号 平成１６年度北杜市温泉事業特別会計補正予算（第１号） 
日程第１３１ 議案第３７号 平成１６年度北杜市居宅介護支援事業特別会計補正予算（第

１号） 
日程第１３２ 議案第３８号 平成１６年度北杜市明野財産区特別会計補正予算（第１号） 
日程第１３３ 議案第３９号 平成１６年度北杜市須玉財産区特別会計補正予算（第１号） 
日程第１３４ 議案第４０号 平成１６年度北杜市高根財産区特別会計補正予算（第１号） 
日程第１３５ 議案第４１号 平成１６年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第１号） 
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２．出席議員は、次のとおりである。（３７名） 

 
 １番 坂 本  ・  ２番 植 松 一 雄 
 ３番 篠 原 眞 清  ４番 千 野 秀 一 
 ５番 五 味 良 一  ６番 利 根 川 昇 
 ７番 渡 邊 陽 一  ８番 鈴木今朝和 
 ９番 浅 川 哲 男 １０番 秋 山 九 一 
１１番 小 尾 直 知 １２番 日 向 万 仁 
１３番 風 間 利 子 １４番 田 中 勝 海 
１５番 浅川富士夫 １６番 小 林 元 久 
１７番 小 澤  寛 １８番 篠 原 珍 彦 
１９番 保坂多枝子 ２０番 内 田 俊 彦 
２１番 鈴 木 孝 男 ２２番 細 田 哲 郎 
２３番 林  泰 ・ ２４番 坂 本 治 年 
２５番 中 村 隆 一 ２６番 中 村 勝 一 
２７番 岡 野  淳 ２８番 小 林 忠 雄 
２９番 小 澤 宜 夫 ３０番 内 藤  昭 
３１番 秋 山 俊 和 ３２番 小野喜一郎 
３３番 渡 邊 英 子 ３４番 中 嶋  新 
３５番 小 林 保 壽 ３６番 古 屋 富 藏 
３７番 清 水 壽 昌 

 
 

３．欠 席 議 員 （ な し ） 
 
 

４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（１９名） 
 

市 長 白 倉 政 司 収 入 役 小 澤 壯 一 
企 画 部 長 坂 本  等 総 務 部 長 小 林 奎 吾 
保健福祉部長 古 屋 克 巳 生活環境部長 坂 本 伴 和 
産業観光部長 浅 川 清 朗 建 設 部 長 真 壁 一 永 
教 育 次 長 小 池 光 和 明野総合支所長 萩 原 武 一 
須玉総合支所長 小 澤 功 宜 高根総合支所長 植 松 好 義 
長坂総合支所長 小 沢 孝 文 大泉総合支所長 藤 原  宝 
白州総合支所長 植 松 治 雄 武川総合支所長 福 井 俊 克 
秘 書 室 参 事 藤 巻 正 一 教 育 長 小清水淳三 
塩川病院管理局長 村 田 圭 司 

 

 ３７



 
５．職務のため議場に出席した者の職氏名（３名） 

 
議会事務局長 三 枝 基 治 
議 会 書 記 小 澤 永 和 
   〃    伊 藤 勝 美 
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再開 午前１０時００分 
〇議長（清水壽昌君） 

 本日の議事がスムーズな運営のうちに進行できますよう、よろしくお願いを申し上げます。 
 ただいまの出席議員は３７名です。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 お諮りいたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１ 認定第１号 平成１６年度明野村一般会計歳入歳出決算の認定 
   日程第２ 認定第２号 平成１６年度明野村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第３ 認定第３号 平成１６年度明野村国保辺見診療所特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第４ 認定第４号 平成１６年度明野村老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第５ 認定第５号 平成１６年度明野村住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決

算の認定 
   日程第６ 認定第６号 平成１６年度明野村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第７ 認定第７号 平成１６年度明野村居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第８ 認定第８号 平成１６年度明野村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第９ 認定第９号 平成１６年度明野村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第１０ 認定第１０号 平成１６年度明野村特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定 
   日程第１１ 認定第１１号 平成１６年度明野村明野ふるさと太陽館特別会計歳入歳出決算の

認定 
   日程第１２ 認定第１２号 平成１６年度金ヶ岳山外二字恩賜林保護財産区管理会特別会計歳

入歳出決算の認定 
   日程第１３ 認定第１３号 平成１６年度大平外一字恩賜林保護財産区管理会特別会計歳入歳

出決算の認定 
   日程第１４ 認定第１４号 平成１６年度明野村小笠原財産区管理会特別会計歳入歳出決算の

認定 
   日程第１５ 認定第１５号 平成１６年度明野村朝神財産区管理会特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第１６ 認定第１６号 平成１６年度須玉町一般会計歳入歳出決算の認定 
   日程第１７ 認定第１７号 平成１６年度須玉町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第１８ 認定第１８号 平成１６年度須玉町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第１９ 認定第１９号 平成１６年度須玉町土地開発事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第２０ 認定第２０号 平成１６年度須玉町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第２１ 認定第２１号 平成１６年度須玉町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第２２ 認定第２２号 平成１６年度須玉町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第２３ 認定第２３号 平成１６年度須玉町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第２４ 認定第２４号 平成１６年度須玉町居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第２５ 認定第２５号 平成１６年度松尾山恩賜県有財産保護財産区特別会計歳入歳出決

算の認定 
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   日程第２６ 認定第２６号 平成１６年度日向矢窪山恩賜県有財産保護財産区特別会計歳入歳
出決算の認定 

   日程第２７ 認定第２７号 平成１６年度肥道山恩賜県有財産保護財産区特別会計歳入歳出決
算の認定 

   日程第２８ 認定第２８号 平成１６年度穂足財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第２９ 認定第２９号 平成１６年度多麻財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第３０ 認定第３０号 平成１６年度江草財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第３１ 認定第３１号 平成１６年度高根町一般会計歳入歳出決算の認定 
   日程第３２ 認定第３２号 平成１６年度高根町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第３３ 認定第３３号 平成１６年度高根町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第３４ 認定第３４号 平成１６年度高根町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第３５ 認定第３５号 平成１６年度高根町居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第３６ 認定第３６号 平成１６年度高根町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第３７ 認定第３７号 平成１６年度高根町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第３８ 認定第３８号 平成１６年度高根町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第３９ 認定第３９号 平成１６年度高根町高等学校通学バス運営特別会計歳入歳出決算

の認定 
   日程第４０ 認定第４０号 平成１６年度高根町安都玉財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第４１ 認定第４１号 平成１６年度高根町安都那財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第４２ 認定第４２号 平成１６年度高根町熱見財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第４３ 認定第４３号 平成１６年度高根町甲財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第４４ 認定第４４号 平成１６年度高根町清里財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第４５ 認定第４５号 平成１６年度高根町念場ヶ原山恩賜林保護財産区特別会計歳入歳

出決算の認定 
   日程第４６ 認定第４６号 平成１６年度高根町上手原山恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出

決算の認定 
   日程第４７ 認定第４７号 平成１６年度長坂町一般会計歳入歳出決算の認定 
   日程第４８ 認定第４８号 平成１６年度長坂町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第４９ 認定第４９号 平成１６年度長坂町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第５０ 認定第５０号 平成１６年度長坂町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第５１ 認定第５１号 平成１６年度長坂町指定居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算

の認定 
   日程第５２ 認定第５２号 平成１６年度長坂町統合簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第５３ 認定第５３号 平成１６年度長坂町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第５４ 認定第５４号 平成１６年度長坂町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認

定 
   日程第５５ 認定第５５号 平成１６年度長坂町恩賜県有財産保護財産区古杣川西外七字施業

区恩賜林特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第５６ 認定第５６号 平成１６年度長坂町恩賜県有財産保護財産区三ツ墓施業区恩賜林

特別会計歳入歳出決算の認定 
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   日程第５７ 認定第５７号 平成１６年度大泉村一般会計歳入歳出決算の認定 
   日程第５８ 認定第５８号 平成１６年度大泉村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第５９ 認定第５９号 平成１６年度大泉村老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第６０ 認定第６０号 平成１６年度大泉村簡易水道給水特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第６１ 認定第６１号 平成１６年度大泉村下水道特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第６２ 認定第６２号 平成１６年度大泉村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第６３ 認定第６３号 平成１６年度大泉村居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第６４ 認定第６４号 平成１６年度大泉村ケーブルテレビ特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第６５ 認定第６５号 平成１６年度大泉村甲斐大泉温泉特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第６６ 認定第６６号 平成１６年度白州町一般会計歳入歳出決算の認定 
   日程第６７ 認定第６７号 平成１６年度白州町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第６８ 認定第６８号 平成１６年度白州町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第６９ 認定第６９号 平成１６年度白州町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第７０ 認定第７０号 平成１６年度白州町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第７１ 認定第７１号 平成１６年度白州町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第７２ 認定第７２号 平成１６年度白州町町立診療所特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第７３ 認定第７３号 平成１６年度白州町白州・尾白の森名水公園事業特別会計歳入歳出

決算の認定 
   日程第７４ 認定第７４号 平成１６年度武川村一般会計歳入歳出決算の認定 
   日程第７５ 認定第７５号 平成１６年度武川村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第７６ 認定第７６号 平成１６年度武川村老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第７７ 認定第７７号 平成１６年度武川村営農飲雑用水事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第７８ 認定第７８号 平成１６年度武川村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第７９ 認定第７９号 平成１６年度武川村ふるさと活性化事業特別会計歳入歳出決算の

認定 
   日程第８０ 認定第８０号 平成１６年度武川村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第８１ 認定第８１号 平成１６年度武川村介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第８２ 認定第８２号 平成１６年度武川村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
   日程第８３ 認定第８３号 平成１６年度武川村高齢者等健康増進事業特別会計歳入歳出決算

の認定 
   日程第８４ 認定第８４号 平成１６年度須玉町外―ヶ村病院組合会計歳入歳出決算の認定 
   日程第８５ 認定第８５号 平成１６年度大泉村恩賜県有財産保護団体会計歳入歳出決算の認定 
   日程第８６ 認定第８６号 平成１６年度三宝恩賜林保護財産区管理会会計歳入歳出決算の認定 
   日程第８７ 認定第８７号 平成１６年度前山恩賜林保護財産区管理会会計歳入歳出決算の認定 
   日程第８８ 認定第８８号 平成１６年度日向山外―字恩賜林保護財産区管理会会計歳入歳出

決算の認定 
   日程第８９ 認定第８９号 平成１６年度大日向山外十三字恩賜林保護財産区管理会会計歳入

歳出決算の認定 
   日程第９０ 認定第９０号 平成１６年度眞原小山平恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算

の認定 
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   日程第９１ 認定第９１号 平成１６年度大平山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算の認定 
   日程第９２ 認定第９２号 平成１６年度奥山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算の認定 
   日程第９３ 認定第９３号 平成１６年度前山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算の認定 
   日程第９４ 認定第９４号 平成１６年度浅尾原共有地組合会計歳入歳出決算の認定 
   日程第９５ 認定第９５号 平成１６年度日野原山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算の

認定 
   日程第９６ 認定第９６号 平成１６年度淵ヶ沢山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算の

認定 
   日程第９７ 認定第９７号 平成１６年度鳳凰山外三字恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決

算の認定 
   日程第９８ 認定第９８号 平成１６年度石堂山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算の認定 
   日程第９９ 認定第９９号 平成１６年度内山の内十二山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出

決算の認定 
   日程第１００ 認定第１００号 平成１６年度駒ヶ岳の内黒戸山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳

出決算の認定 
までの１００案件を一括議題といたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第１から日程第１００までを一括議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 認定第１号から認定第１００号の決算認定についてでありますが、平成１６年１１月１日の

合併により、旧７町村の平成１６年度決算は今議会に付議されることになり、それぞれ一般会

計、特別会計および病院組合会計、合わせて１００案件となります。 
 地方自治法第２３３条の規定により、監査委員の意見を付し、提案するものであります。 
 内容につきましては、収入役が説明をいたしますが、質問に対しましてはそれぞれの担当部

長および総合支所長がお答えしますので、よろしくご審議の上、ご認定のほどをお願い申し上

げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長の説明が終わりました。 
 次に認定第１号から認定第８３号までと、認定第８５号から認定第１００号までの内容説明

を収入役より求めるわけでございますが、収入役による内容説明については、一般会計のみの

説明とし、各特別会計および財産区会計につきましては、お手元の配布の決算書のとおりであ

りますので、申し添えます。 
 収入役。 

〇収入役（小澤壯一君） 
 ただいま、ご提案いただきました認定第１号の平成１６年度明野村一般会計の歳入歳出決算

の認定から、認定第１００号の平成１６年度駒ヶ岳の内黒戸山恩賜県有財産保護組合歳入歳出

決算の認定までのうち、認定第８４号の平成１６年度須玉町外一ヶ村病院組合歳入歳出決算の
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認定を除く認定案件９９案件について、決算の概要についてご説明を申し上げたいと思います。 
 旧町村の平成１６年度の決算調製および議会への認定につきましては、通常年度の決算手続

きと同様に、地方自治法第２３３条の規定に基づき、処理をしたところであります。したがい

まして、合併後３カ月以内に決算を調製するものであります。 
 北杜市といたしましては、平成１７年の１月３１日に市長に決算書を提出し、平成１７年の

２月１０日に監査委員による決算審査を受け、議会に提出することとなりました。平成１６年

度の決算は、北杜市の合併が年度中途の１１月１日ということであり、当該年度の執行期間が

７カ月でございました。したがって、予算額に比較してみると、収入済額、支出済額ともに５０％

から６０％前後であります。 
 また、会計によっては赤字決算となっておりますが、一時借入や歳計現金の流用等により、

対処しておるところであります。 
 また、各町村とも合併を控え、積極的に事業に取り組んでおります。このため、基金の繰り

入れや起債の借り入れ等が目立ち、予算規模が増大しておるところでもあります。 
 また、市町村税や保険税などにおいては納期限が到来していないため、未収金も多く目立っ

ているところでございます。 
 なお、決算の認定９９件についてご説明申し上げるには、相当の時間を要することから、議

長さんや議会運営委員会のご配慮をいただき、各町村の一般会計のみの説明となります。各会

計とも歳入歳出事項別明細書が添付してありますので、詳しくはそちらのほうをご覧いただき

たいと思います。 
 それでは、認定第１号 平成１６年度明野村一般会計歳入歳出決算書から、ご説明を申し上

げます。 
 まず、説明につきましては、款項の収入済額、それから支出済額を朗読いたしますので、よ

ろしくお願いを申し上げます。 
 それでは、申し上げます。 
 歳入、１村税２億５，７２８万２，９９４円。１村民税６，１５３万７，８２３円。固定資

産税１億７，６３９万８，２８０円。軽自動車税１，１０６万９，５００円。４タバコ税６５７万

３，２４１円。５の特別土地保有税は０であります。６の入湯税１７０万４，１５０円。 
 ２款の地方譲与税１，７１７万６千円。１所得譲与税３９８万１千円。２自動車重量譲与税

９５５万７千円。３地方道路譲与税３６３万８千円。 
 ３利子割交付金１０２万５千円。項も同額であります。４配当割交付金２８万５千円。項も

同額であります。４株式等譲渡所得割交付金０であります。６地方消費税交付金２，５０２万

円。項も同額であります。ゴルフ場利用税交付金８７４万５，６００万円。項も同額です。８の

自動車取得税交付金５６１万１千円。項も同額です。９地方特例交付金１，１３０万６千円。

項も同額です。１０地方交付税９億９，０１４万２千円。項も同額です。１１の交通安全対策

特別交付金５２万円。項も同額です。 
 まくっていただきます。 
 １２分担金及び負担金２，９５３万５，７３２円。１分担金７０万９，７６５円。２の負担

金２，８８２万５，９６７円。 
 １３の使用料及び手数料８２６万１，９５７円。１使用料５７６万９，２０７円。２手数料

２４９万２，７５０円。 
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 １４国庫支出金１，８００万８，２７４円。１の国庫負担金１，３４３万５，３７４円。２の

国庫補助金０。３の国庫委託金４５７万２，９００円。 
 １５の県支出金９００万５，２０７円。１県負担金２９６万５，９４５円。２県補助金４０９万

８，２６２円。３県委託金１９４万１千円。 
 １６財産収入９９３万６，２２４円。１財産運用収入９８４万２２４円。２財産売り払い収

入９万６千円。 
 １７寄附金７１万円。項も同額です。 
 １８の繰入金３億４，３６３万１，５４３円。１基金繰入金２億９，２６６万円。２特別会

計繰入金５，０９７万１，５４３円。 
 １９繰越金１億５，２３８万５，２０８円。項も同額です。 
 ２０諸収入３９９万２，３９１円。延滞金加算金及び過料が０であります。２の村預金利子

４万８，６３７円。３の受託事業収入３５万２，５９９円。４雑入３５９万１，１５５円。 
 ２１村債２億４８０万円。項も同額であります。 
 収入合計２０億９，７３８万１９０円でございます。 
 次にまくっていただきまして、歳出でございます。 
 議会費３，５７１万７，４５１円。項も同額です。 
 ２の総務費３億５，４６５万８，３０３円。１総務管理費３億２，０８５万２，５２９円。

２徴税費１５万１，５１２万７，３２７円。３の戸籍住民基本台帳費９５９万２，９４２円。

４選挙費８７１万６，１１７円。５の統計調査費１５万５，０２４円。６の監査委員費２１万

４，３６４円。 
 ３の民生費２億４，４９７万５，６９３円。１の社会福祉費、１目２８万８，６９３円。２の

老人福祉費７，０５１万９，２１５円。３の児童福祉費７，４１６万７，７８５円。 
 ４の衛生費２億６，７８０万７，６８０円。１の保健衛生費１億８，３１１万５，３２９円。

２の清掃費２，５９７万３，３５１円。３の上水道費５，８７１万９千円。 
 ６の農林水産業費１億４，１００万２，００８円であります。１の農業費１億３，２６５万

６，１４２円。２の林業費８３４万５，８６６円。 
 ７の商工費９２７万１，７９０円。項も同額です。 
 ８の土木費２億７，１６３万９，７４６円。１の土木管理費１，２２８万４５３円。２の道

路橋梁費２億５，０７２万５，４４０円。３の河川費４２万７，３５０円。４の住宅費８２０万

６，５０３円であります。 
 ９の消防費７，６０９万２，８７８円。項も同額であります。 
 １０の教育費２億２，５２０万６９７円。１の教育総務費１億４７４万６，５３９円。２の

小学校費１，４４５万６，９００円。３の中学校費２，０３７万５，１１７円。 
 まくっていただきます。 
 ４の社会教育費５，１６０万２，３８９円。 
 ５の保健体育費３，４０１万９，６９２円。 
 １２の公債費３億３，９４４万９，１６０円。項も同額でございます。 
 予備費でありますけれども、支出済額０であります。 
 歳出合計が１９億６，５８１万５，４０６円でございまして、歳入歳出残額１億３，１５６万

４，７８４円につきましては、全額繰り越しとなっております。 
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 なお、会計につきまして、主な事業といたしましては総合建設事業費、それから村道の整備

事業、それから明野中学校改築事業、それから営農改善促進事業等が主な支出となっておりま

す。 
 次に認定第１６号 平成１６年度須玉町一般会計歳入歳出決算書でございます。 
 １ページをお開きいただきます。 
 歳入でございます。 
 １町税５億２，７３８万７，５７２円であります。１町民税１億４，１１０万９，１７６円。

２の固定資産税３億３，８６９万６１３円。３の軽自動車税１，３８６万５，３００円。４タ

バコ税２，３３４万２，４３３円。５の特別土地保有税はございません。６の入湯税１，０３８万

５０円。 
 ２の地方譲与税２，３５６万２千円。１の所得譲与税５９８万４千円。２の自動車重量譲与

税１，２７３万１千円。３の地方道路譲与税４８４万７千円であります。 
 ３の利子割交付金１５８万７千円。項も同額であります。配当割交付金４４万１千円。項も

同額であります。株式等譲渡所得割交付金１千円。項も同額であります。 
 ６の地方消費税交付金４，６３９万６千円。項も同額です。 
 ７のゴルフ場利用税交付金７４６万９，８４０円。項も同額です。 
 ８の自動車取得税交付金７４６万１千円。項も同額であります。 
 ９の交通安全対策特別交付金８７万６千円。項も同額です。 
 １０の地方特例交付金１，９９９万８千円。項も同額です。 
 地方交付税１２億１，４１１万円。項も同額であります。 
 まくっていただきまして、分担金及び負担金であります。４，２８７万２，４８０円。項も

同額であります。 
 １３の使用料及び手数料３，７３７万２，４９０円。１使用料３，５５４万２，３２０円。

２の手数料３８３万１７０円であります。 
 １４の国庫支出金２，２５７万８，５８８円。１の国庫負担金２，１３８万６，５８８円。

国庫補助金０。３の委託金１１９万２千円。 
 １５の県支出金１億４，９４４万８，７７５円。１の県負担金６６０万５，５６５円。２の

県補助金１億３，２１２万１千円。３の委託金１，０７２万２千円であります。 
 １６の財産収入４，０９４万４，８０２円。１の財産運用収入４９万４６５円。２の財産売

り払い収入４，０４５万４，３３７円です。 
 １７の寄附金１８９万９，０６９円。項も同額であります。 
 １８の繰入金１，０１５万３，８９０円。１の財産区繰入金８０万円。２の基金繰入金が０。

３の特別会計繰入金９３５万３，８９０円です。 
 １９の繰越金１億１８４万７，５９３円。項も同額です。 
 ２０の諸収入７億２，４１６万８，４０４円。１の延滞金加算金及び過料が０です。２の町

預金利子７，９１８円。３の雑入７，１４３万７，７３６円。４の受託事業収入６億５，２７２万

２，７５０円。 
 まくっていただきまして、２１の町債２億３４０万円。項も同額でありまして、収入合計が

３１億８，５９７万５，５０３円でございます。 
 次に歳出でございます。４ページであります。 
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 １の議会費４，４４９万２，０５１円。項は同額であります。 
 ２の総務費９億１，８３３万５，１８９円。１の総務管理費８億４，０１７万４３３円。２の

徴税費３，８９４万７，３２７円。 
 ３の戸籍住民基本台帳費３，０３３万４，７４８円。４の選挙費８４３万８，９２０円。５の

統計調査費３２万４，２４４円。６の監査委員費１１万９，５１７円です。 
 ３の民生費３億８，０２５万１，６９８円。１の社会福祉費２億３，７９４万３，５１４円。

２の児童福祉費１億４，２３０万８，１８４円であります。 
 ４の衛生費３億７，５４１万４，２２６円であります。項も同額であります。 
 ５の農林水産業費３億７，９２５万１，５１４円。１の農業費１億２，２５６万１，６６６円。

２の農業費２億５，６６８万９，８４８円であります。 
 ６の商工費８，２３２万２，７０１円。項も同額であります。 
 ７の土木費１億６２７万８，１３１円。１の土木管理費１，６１９万８，１０６円。２の道

路橋梁費７，２８８万３７５円。３の住宅費１，６０６万５，１６４円。４の都市計画費１１３万

４，４８６円。 
 ８の消防費１億１，１１２万１，４８６円。項も同額であります。 
 ９の教育費２億５，１０１万４，７１６円。１の教育総務費６，０８０万５３２円。２の小

学校費３，９５８万８，３９４円であります。 
 まくっていただきまして、３の中学校費４，３８５万６，９６２円。４の社会教育費８，

８９７万２，７８５円。５の保健体育費１，７７９万６，０４３円であります。 
 １０の公債費３億９，９６９万６，８０５円。項も同額であります。 
 諸支出金が０であります。 
 １２の災害復旧費１万１，６００円。１の農林水産業施設災害復旧費３，９００円。２の公

共土木施設災害復旧費７，７００円であります。 
 予備費が０でありまして、歳出合計が３０億４，８１９万１１７円でございまして、歳入差

引残高１億３，７７８万５，３８６円。これは全額繰り越しとなっております。 
 なお、須玉町におきましては林道の開設工事、それから瑞牆山自然公園、管理棟建設工事、

それから総合健診の委託料、それから田園空間整備事業の負担金、中山間事業総合整備事業等

が主な主要事業として掲載されておるところであります。 
 次に、認定第３１号でございます。 
 認定第３１号 平成１６年度高根町一般会計歳入歳出決算書でございます。 
 １ページをめくっていただきます。 
 歳入、１町税８億４，６２５万６，３２８円。１村民税２億３，３４１万８１５円。２固定

資産税５億５，２９１万９，０５７円。３の軽自動車税１，９７５万７，５００円。４の町タ

バコ税３，３７０万４，８５６円。５の特別土地保有税は０であります。６の入湯税６４６万

４，１００円でございます。 
 ２の地方譲与税３，２２８万３千円。１所得譲与税７７１万４千円。２の自動車重量譲与税

１，７７９万４千円。３の地方道路譲与税６７７万５千円。３の利子割交付金２３１万２千円。

項も同額の場合は、省略させていただきたいと思います。 
 それから４の配当割交付金６４万２千円。５の株式等譲渡所得割交付金１千円。６の地方消

費税交付金５，４５２万５千円。７のゴルフ場利用税交付金６０７万６，１４０円。８の自動
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車取得税交付金１，０３９万８千円。９の地方特例交付金２，８８９万９千円。地方交付税１４億

４，３８４万円。 
 まくっていただきまして、１１の交通安全対策特別交付金９５万円。 
 １２分担金及び負担金１億７，２５４万９，９８７円。１の分担金２０４万円。２の負担金

１億７，０５０万９，９８７円。 
 １３の使用料及び手数料１億２，２８１万８，１６９円。１使用料１億１，２５３万７，

２６４円。２の手数料５６５万３，５３５円。３の証紙収入４６２万７，３７０円です。 
 １４の国庫支出金２，３２５万９，８１４円。１の国庫負担金２，１３５万９，８１４円。

２の国庫補助金は０。３の国庫委託金１９０万円。 
 １５の県支出金１，９０８万１，５９６円。１の県負担金３６１万９，３３７円。県補助金

７８３万１，４５９円。３の県委託金７６３万８００円。 
 １６の財産収入５１３万３，１３２円。１の財産運用収入４２万９，１３２円。２の財産売

り払い収入４７０万４千円。 
 １７の繰入金１億３，９４３万５，２８５円。１の基金繰入金１０億３，３１７万２８５円。

２の他会計繰入金６２６万５千円。 
 １８の繰越金２億１，０１１万９，１７５円であります。 
 １９の諸収入５，１１７万８，６４４円。まくっていただきまして延滞金。１の延滞金は３２万

４，８１５円。２の町預金利子１万７，３９０円。３の雑入５，０８３万６，４３９円。 
 ２０の町債１億６０万円。項も同額です。 
 寄附金１，３９２万５千円。歳入合計が４１億８，４２８万３，２７０円でございます。歳

入収入であります。 
 次に歳出であります。 
 ４ページでありますが、議会費４，４２９万４，２３２円。２の総務費６億７，０５９万８，

８０６円。１の総務管理費５億６，１４６万１，５６５円。２の徴税費６，７９８万７，３７２円。

３の戸籍住民登録費３，１８９万１，９０４円。４の選挙費８４３万４，２０７円。５の統計

調査費４０万７，９６０円。６の監査委員費４１万５，７９８円。 
 ３の民生費４億３，７２４万２，６４５円。１の社会福祉費２億６，６０３万５，０１３円。

２の児童福祉費１億７，１２０万７，６３２円。 
 ４の衛生費３億６，６４７万６，０７８円。 
 ５の労働費３６２万５，６３５円。 
 ６の農林水産業費３億１，５３１万７，２０５円。１の農業費３億８４１万円９，５８０円。

２の農村環境整備費３９２万１８８円。３の林業費２９７万７，４３７円。 
 商工費７，７２５万８，９４７円。 
 ８の土木費４億１，３７７万２，２５５円。１土木管理費２億４，７４１万３，９７７円。

２の道路橋梁費１億５，６２２万４，５４８円。河川費が０。住宅費１，０１３万３，７３０円。 
 ５ページでございます。 
 ９の消防費１億４，２６４万６，４５４円。 
 １０教育費２億６，９６０万６，１３８円。１教育総務費２，８２０万２，８９７円。２の

小学校費１億９００万９，７０６円であります。 
 ２の中学校費２，６４８万８，０９５円。 
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 ３の社会教育費４，９１１万６，６４８円。５保健体育費５，６７８万８，７９２円です。 
 １１の災害復旧費は０。 
 １２の公債費５億７，６０２万３，１５０円であります。 
 予備費は０でありまして、歳出合計３３億１，６８６万１，５４５円でありまして、歳入歳

出差し引き残金が８億６，７４２万１，７２５円で、全額繰り越しとなっております。 
 なお、高根町におきましては、北杜市の火葬場の建設事業費とか高根ふれあいテレビ、ある

いは道の駅南清里管理運営費とか町道の整備事業費、それから各小中学校の施設整備等が主な

事業となっております。 
 次に認定第４７号でございます。 
 次に認定第４７号 平成１６年度長坂町一般会計歳入歳出決算書でございます。 
 １ページをまくっていただきます。 
 歳入の１町税１１億４，２４５万６，５３９円。１の町民税３億８，６４６万５，４４８円。

２の固定資産税６億８，５３９万４，４２０円。３の軽自動車税１，７１３万２，２００円。

４市町村タバコ税５，０８７万８２１円。特別土地保有税が０。入湯税２５９万３，６５０円

です。 
 ２の地方譲与税２，９２１万５千円。１の所得割譲与税７７４万２千円。２の自動車重量譲

与税１，５５５万２千円。３の地方道路譲与税５９２万１千円。利子割交付金２５９万８千円。

４の地方消費税交付金６，５５８万９千円。５の配当割交付金７２万２千円。６の株式等譲渡

所得割交付金１千円。７のゴルフ場利用税交付金２５１万４，２８９円。８の自動車取得税交

付金９１１万９千円。９の地方特例交付金２，８２２万円。１０の地方交付税１５億２，８３９万

９千円。１１交通安全対策特別交付金１０７万１千円。１２分担金及び負担金５，０９５万７千

円。 
 まくっていただきまして、１の分担金６１４万円。２の負担金４，４８１万７千円。１３の

使用料及び手数料７，０１０万５，６８７円。１の使用料５，３９６万８，６８７円。２の手

数料１，２１１万９，７１０円。３の証紙収入４０１万７，２９０円。 
 １４国庫支出金３億２，２９８万８，７１７円。１の国庫負担金１，８５８万９，７１７円。

２の国庫補助金３億２８２万８千円。３の国庫委託金１５７万１千円。 
 １５の県支出金７，１６６万７，３８８円。１県負担金３７１万７，３３８円。２県補助金

５，２７３万円。３委託金１，５２２万５０円。 
 １６の財産収入１，１９３万４７５円。１の財産運用収入８４万２，９００円。２の財産売

り払い収入１，１０８万７，５７５円。 
 １７寄附金１，５３８万円。 
 １８繰入金１２億１，１６０万７，０９５円。１特別会計繰入金５，７８１万１，３１７円。

２基金繰入金１１億５，３７９万５，７７８円。雑入は０であります。 
 繰越金３億８，４０７万５，６４７円。 
 ２０の諸収入１，３２２万８，５３８円。１延滞金加算金及び過料１，３００円。２町預金

利子１６万３，１６２円。３雑入１，３０６万４，０７３円。 
 町債２億５，３８０万円。 
 歳入合計が５２億１，５６４万５，３７２円でございます。 
 次に歳出でございます。 
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 １の議会費４，１９７万１，６３４円。２の総務費１１億９５７万９３９円。１総務管理費

１０億４，２６９万９，８５６円。 
 ２徴税費４，５７０万１，７４４円。３の戸籍住民登録費１，２８８万１，８１６円。４の

選挙費７６４万２，４５６円。５の統計調査費３７万７，５４５円。６の監査委員費２６万７，

５２２円です。 
 ３の民生費３億８，５９８万８，５６４円。１社会福祉費２億５，９１１万５，９５６円。

２の児童福祉費１億２，６８７万２，６０８円。３の生活保護費が０。４の災害救助費０であ

ります。 
 ４の衛生費１億５，５９４万５，３６６円。 
 それから５の労働費４２９万６，６２７円。 
 ６の農林水産業費２億４，２０５万６，９４２円。１の林業農業費２億３，８４８万２，

２０５円。２の林業費３５７万４，７３７円。 
 ７の商工費１０億１，２３１万６，６８３円。 
 ８の土木費１億６，２９７万９，５２１円。１の土木管理費２，２７８万２，５１１円。２の

道路橋梁費１億１，８８１万１，８０５円。河川費が０でありまして、住宅費１，８３９万２，

７０５円。５の都市計画費２９９万２，５００円。消防費１億３，６１１万１，１４２円であ

ります。 
 次に教育費でありますが、１５億３，４８９万２，９９４円。１教育総務費５，３６４万７，

１０３円。２の小学校費８，５８６万２，１２５円。３の中学校費１１億７，３５６万７，２９３円。

４の社会教育費１億３，９６９万６１３円。５の保健体育費８，２１２万５，８６０円です。 
 災害復旧費は０であります。 
 １２の公債費４億２，５１３万２，１９８円。 
 １３の諸支出金が０でありまして、予備費が１７５万円であります。 
 歳出合計が５２億１，３０１万２，６０７円でありまして、歳入歳出差し引きが２６３万２，

７６５円となっておりまして、全額翌年度へ繰り越すということであります。 
 なお、長坂町においては長坂中学校の改修事業費、それから中心市街地活性化推進事業基盤

整備促進事業、それから田園空間整備事業等が、今回支出されておるところであります。 
〇議長（清水壽昌君） 

 暫時休憩します。 
 １１時１０分に再開いたします。 

休憩 午前１１時００分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１１時１０分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 収入役。 

〇収入役（小澤壯一君） 
 それでは、認定第５７号でございます。 
 平成１６年度大泉村一般会計歳入歳出決算書でございます。 
 １ページをめくっていただきたいと思います。 

 ４９



 歳入、１村税６億５，２６４万５，６９９円。村民税１億１，４８８万２，６４６円。２固

定資産税５億１２２万２，８０６円。３の軽自動車税８６３万６，９００円。４タバコ税１，

４５５万７，８４７円。５の特別土地保有税が０であります。入湯税１，３３４万５，５００円。

２地方譲与税１，３１１万８千円。１所得譲与税３３６万円。２自動車重量譲与税７０６万７千

円。３地方道路譲与税２６９万１千円。３の地方消費税交付金２，６８９万３千円。４利子割

交付金１２７万９千円。５配当割交付金３５万５千円。株式等譲渡所得割交付金が０でありま

す。 
 ７の自動車取得税交付金４１３万１千円。地方交付税４億５，８００万４千円。 
 ９の地方特例交付金１，５４４万５千円。 
 １０の交通安全対策特別交付金５３万５千円。 
 １１分担金及び負担金２，４９１万７，９２６円。負担金が同額でございます。分担金は０で

あります。 
 １２使用料及び手数料５，２７７万３，３３０円。１使用料５，０２４万１，５４０円。２の

手数料４２万５，４５０円。３証紙収入２１０万６，３４０円。 
 １３の国庫支出金１，４２１万３，８０４円。１国庫負担金９５３万７，２０４円。国庫補

助金０。委託金４６７万６，６００円。 
 １４県支出金１，１５０万３４円。１県負担金１６９万７，３４２円。２の県補助金８１８万

９９２円。３の委託金１６２万１，７００円。 
 １５の財産収入２，７５５万３，１５３円。１の財産運用収入５５万３，１５３円。２の財

産売り払い収入２，７００万円。 
 １６の寄附金１７８万５千円。 
 １７繰入金３億１，４７１万２，５３８円。基金繰入金２億６，４７７万７，５３８円。特

別会計繰入金４，９９３万５千円。 
 １８の繰越金２億６，９９８万９，１５７円。 
 １９諸収入２，３５１万６，００１円。１の村預金利子１０万１，６０８円。２受託事業収

入５，６００円。３の雑入２，３４０万８，７９３円。村債９，６９０万円。 
 歳入合計２０億１，０２６万６，６４２円であります。 
 次に歳出であります。 
 １議会費３，９５４万７，８７３円。２総務費３億６，３８３万７，６８９円。１総務管理

費３億９２万２，３８９円。２の徴税費３，４４９万３，９９５円。３戸籍住民基本台帳費１，

８４０万２，０１５円。４の選挙費５０５万８，９４５円。５の統計調査費２２万３，６１９円。

６の監査委員費１１万２，６７０円。７総合会館費４６２万４，０５６円。 
 ３の民生費２億７，７９３万３，５３１円。１社会福祉費２億８１５万５，４４８円。２児

童福祉費６，９７７万８，０８３円。 
 ４の衛生費１億４，６９１万５，９１４円であります。 
 ５の農林水産業費１億５，１３３万９，２２７円。１農業費１億３，３４５万９，７４６円。

２林業費１，７８７万９，４８１円。 
 ６の商工費６，０５２万４，３８２円。 
 ７の土木費２億９４万６，７５９円。１土木管理費９８７万４，３５０円。２の道路橋梁費

１，９０３万１，９７２円。３の河川費４３万３，２５０円。住宅費３０５万１，１８７円。

 ５０



５の下水道費１億６，８５５万６千円。 
 ８の消防費６，５８２万９，５３９円。 
 ９の教育費３億６，０４５万９円。１の教育総務費３，３５１万１，０６１円。２の小学校

費１，９１３万９，３０３円。３の中学校費２，８２５万９，８６７円。 
 まくっていただきまして、４の社会教育費２億４，６６２万８，８７７円。５の保健体育費

３，２９１万９０１円。 
 １０の災害復旧費１万７，０５０円。１の農林水産施設災害復旧費が０で、２の道路橋梁施

設災害復旧費１万７，０５０円です。 
 １１の公債費２億９８４万４，９８３円。 
 １２の諸支出金１，４１７円。 
 １３の予備費が０でありまして、歳出合計１８億７，７２０万８，３７３円でございます。 
 歳入歳出差し引き残額が１億３，３０５万８，２６９円で、全額繰り越しとなっております。 
 なお、大泉につきましては、障害者支援費制度費とか、あるいは総合健診費、村下水道関連

整備事業、あるいは谷戸城調査保存整備事業費等が主要事業となっております。 
 次に認定第６６号でございます。 
 平成１６年度白州町一般会計歳入歳出決算書でございます。 
 １ページをまくっていただきます。 
 歳入、町税５億６，０５７万２，８５６円。１町民税９，２４６万４，１２７円。２固定資

産税４億３，９４７万２，１６０円。３軽自動車税９２６万１千円。町タバコ税１，９２５万

３，２６９円。５入湯税１２万３００円であります。 
 ２の地方譲与税１，４３９万６千円。１の所得譲与税３５８万６千円。２の自動車重量譲与

税７８２万９千円。３の地方道路譲与税２９８万１千円。 
 ３の利子割交付金９０万７千円。配当割交付金２５万２千円。それから、５の株式等譲渡所

得割交付金は０であります。６の地方消費税交付金２，８０６万２千円。７のゴルフ場利用税

交付金３７７万１，４３２円。８の自動車取得税交付金４６０万１千円。９の地方特例交付金

１，７４９万５千円。１０の地方交付税６億５，７２３万円であります。 
 それから裏面になりますけれども、１１の交通安全対策特別交付金５３万８千円。 
 １２分担金及び負担金２，６２３万２，０３８円。１分担金１，４２５万６，７３０円。２の

負担金１，１９７万５，３０８円。 
 １３の使用料及び手数料３，６６０万６，２４０円。１の使用料３，３９０万９０円。２の

手数料２７０万６，１５０円。 
 １４国庫支出金４，５５３万８，６２７円。１国庫負担金８４８万２，３２７円。２の国庫

補助金３，２１５万９千円。３の国庫委託金４８９万７，３００円であります。 
 １５の県支出金１，８４２万４，１５４円。県負担金２３６万３，７７５円。２の県補助金

１，４８７万７，３７９円。３の県委託金１１８万３千円。 
 次に１６の財産収入でありますが、２１１万７，２６２円。１財産運用収入４０万４，７１８円。

２の財産売り払い収入１７１万２，５４４円であります。 
 １７の寄附金１７０万円。 
 １８繰入金２億７，９９０万６，８４９円。 
 １９の繰越金２億９，７９１万８，５２６円。 
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 諸収入が６１２万３，８５０円であります。１の延滞金加算金及び過料が１万３，８００円。

３の町預金利子４万４，１２８円。３の雑入６０６万５，９２２円。 
 ２１の町債１億６２０万円であります。 
 歳入合計が２１億８５９万２，８３４円でございます。 
 次に歳出でございます。 
 １の議会費でありますが、３，２５５万８，７３７円。２の総務費が４億８，０３８万３，

６０５円。１の総務管理費が４億３，４５３万７，４２８円。２の徴税費２，７６５万１，８１７円。

３の戸籍住民台帳費１，２６７万５，８８４円。４の選挙費５１２万２，６９６円。５の統計

調査費１３万５，５３０円。６の監査委員費２６万２５０円であります。 
 ３の民生費２億２，５１５万８２３円。１社会福祉費１億６，９９６万７６円。２の児童福

祉費５，５１９万７４７円であります。 
 ４の衛生費１億８８２万４，６７４円であります。 
 ５の農林水産業費２億３，３５８万２，３７４円。１農業費２億４９９万５，７７５円。２の

林業費２，８５８万６，５９９円であります。 
 ６の商工費５，３６７万３，９１１円。 
 ７の土木費１億２，３２１万２，９９４円です。１の土木管理費１，４２７万７，０４３円。

２の道路橋梁費１億５７０万７２２円。３の河川費５２万２千円。４の住宅費２７１万３，

２２９円。 
 ８の消防費７，２９８万５，６２０円。 
 それから５ページですが、教育費３億１，４２８万３，７１１円。１教育総務費２，６７３万

７，９７２円。２小学校費３，０５２万９，６９５円。３中学校費１億９千万４，２３１円。

４の社会教育費４，６０３万７，７５９円。５の保健体育費２，０９７万４，０５４円であり

ます。 
 １０の災害復旧費１万１，９００円。１農林水産施設災害復旧費４，２００円。２公共土木

施設災害復旧費７，７００円です。 
 １１の公債費２億７，８４７万１，３０５円。 
 １２の諸支出金２，２００万１，４５８円であります。１の財産取得費が８４円。２の基金

費２，２００万１，３７２円です。 
 １３の予備費は２０万円。 
 歳出合計が１９億４，５３２万１，１１２円でありまして、歳入歳出差し引き残高１億６，

３２７万１，７２２円が総額繰り越しとなるものでございます。 
 なお白州町におきましては、白州・尾白の森温泉施設整備事業、それから農道舗装工事、そ

れから白州中学校体育館地震補強工事等が主要事業となっております。 
 次に認定第７４号でございます。 
 平成１６年度武川村一般会計歳入歳出決算書でございます。 
 １ページをまくっていただきます。 
 歳入、村税２億１，４５８万９，６４６円。１村民税５，７３４万９，７０３円。２固定資

産税１億３，９０６万６，５００円。３の軽自動車税６５６万６千円。３タバコ税１，１６０万

７，４４３円。入湯税が０であります。 
 ２の地方譲与税９７９万９千円。１所得譲与税２８６万８千円。２の自動車重量譲与税
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５０２万円。地方道路譲与税１９１万１千円であります。 
 ３の利子割交付金８５万１千円。配当割交付金２３万６千円。株式等譲渡所得割交付金が０で

あります。 
 ６の地方消費税交付金２，０２２万３千円。それからゴルフ場利用税交付金５６９万７，

５８０円。自動車取得税交付金２９４万９千円。地方特例交付金１，０１０万４千円。地方交

付税５億６，７５６万８千円。交通安全対策特別交付金３７万１千円。 
 １２の分担金及び負担金７３９万３，５００円であります。 
 １３の使用料及び手数料５３１万６，２７８円。１使用料が３５１万１，７２８円でありま

す。 
 それから、まくっていただきまして、２の手数料１６２万４，５５０円。 
 １４の国庫支出金９４０万６，４５６円。１国庫負担金７８５万３，４５６円。２の国庫補

助金９０万円。３の国庫委託金６５万３千円であります。 
 １５の県支出金４，４２２万８，９４９円。１国庫負担金２４３万９，０３２円。２の県補

助金３，７７３万６，３１７円。県委託金４０５万３，６００円。財産収入２６２万５，２４８円。

１財産運用収入１９８万９９３円。財産売り払い収入６４万４，２５５円。２の寄附金２１３万

５千円であります。 
 繰入金６億６，５６７万９，８７４円。１特別会計繰入金１，０１７万９，８７４円。２基

金繰入金６億５，５５０万円。 
 ９の繰越金２億６，８９０万９，３２８円。 
 ２０の諸収入２，３１４万２，７３６円。 
 延滞金加算金及び過料が０。村預金利子３，３９１円。３の雑入２，３１３万９，３４５円

であります。 
 受託事業収入が０でありまして、村債９，６９０万円。 
 歳入合計が１９億５，７９４万５，５９５円になります。 
 次に歳出でありますが、議会費２，８９７万９，１３３円。２総務費３億４，１３０万２，

５８７円。１総務管理費３億３，８８７万８，２１３円。２徴税費９８７万４千円。３戸籍住

民基本台帳費８５２万６，１７８円。４選挙費３７５万８，０６６円。５の統計調査費９万８，

３４０円。６の監査委員費１６万７，７７０円です。 
 ３の民生費２億３，３０３万５，３４９円。１社会福祉費１億８，３６７万７，４２７円。

児童福祉費４，９３５万７，９２５円。災害救助費は０であります。 
 ４の衛生費７，５９４万４，４１０円。１の保健衛生費５，１８３万４，０４７円。２清掃

費２，４１１万３６３円です。 
 ６の農林水産業費２億８，５２５万４，２５４円。１農業費２億１，１８９万８，２４９円。

２の林業費７，３３５万６，００５円。 
 ７の商工費１，９４０万３，２１１円。 
 ８の土木費１億２，５３５万３，８６９円。１道路橋梁費１億２，３５６万７，５７０円。

河川費４３万２，７９８円。住宅費１３５万３，５０１円。 
 ９の消防費６，９７３万３，９７０円。 
 １０の教育費１億２，７６２万７，９７７円。１の教育総務費３，２０６万１，５７２円。

２の小学校費２，７３１万６，６８０円。３の中学校費１，５５９万４，２７７円。２の社会
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教育費３，０１１万９８円。それから５の保健体育費２，２５４万５，３５０円。 
 １１災害復旧費は０であります。 
 １２の公債費１億９，４０９万９，２９６円。それから３の諸支出金が０。 
 それから予備費が０でありまして、歳出総額１５億２，０７３万４，０５６円でございます。 
 歳入差し引き残高４億３，７２１万１，５３９円は、全額繰り越しとなっております。 
 なお、武川村においては農山村広場の公園工事、それから大平の林道改良工事、それから有

害獣の防止電気柵、それから武川総合交流プラザの用地取得等が主な経費でございます。 
 以上、本当に簡単でございますが、一般会計についてのみ朗読をいたし、説明に代えさせて

いただきます。 
 よろしくご審議くださいますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で、収入役の説明が終わりました。 
 次に認定第８４号について、塩川病院管理局長より説明を求めます。 
 管理局長。 

〇塩川病院管理局長（村田圭司君） 
 認定第８４号 平成１６年度須玉町外―ヶ村病院組合会計歳入歳出決算の認定について、ご

説明をいたします。 
 決算書の３ページをお開きください。 
 収益的収入及び支出ですが、第１款病院事業収入、決算額８億２，０４５万８，７１８円。

第１項医業収益７億８，７４８万４，１００円。医業外収益３，２９７万４，６１８円。 
 支出ですが、第１款病院事業費用、決算額１５億６，０８１万６，６９５円。第１項議会費

５３万７，２３６円。医業費用１０億６，４３６万６，１２７円。医業外費用４億９，５９１万

３，３３２円。 
 まくってください。４ページをお開き願います。 
 資本的収入及び支出 収入、第１款資本的収入８億４，５１４万７，７５７円。第１項負担

金１，５９９万３，９８４円。第２項企業債８億１，７９９万８，７７３円。第３項の補助金

１，１１５万５千円。 
 支出ですが、第１款資本的支出８億９，７９６万２，３２４円。第１項企業債償還金１，

５９９万３，９８４円。建設改良費８億８，１９６万８，４４０円。 
 病院会計でございます。 
 続きまして、決算書の６０ページをお開きください。 
 介護老人保健施設の決算について、ご説明をいたします。 
 収益的収入及び支出 収入、第１款介護老人保健施設の事業収入ですが、決算額１億６，

１５８万８０７円。事業収入１億４，５７３万４，７２３円。事業外収入１，５８４万６，０８４円。 
 支出ですが、事業費用、決算額２億１９８万９，３１６円。事業費用１億７，９５４万７，

２７４円。事業外費用２，２４４万２，０４２円です。 
 まくって、６１ページをお開きください。 
 資本的収入及び支出 収入、第１款資本的収入、決算額９７２万２，１３６円。負担金９７２万

２，１３６円です。 
 支出、資本的支出１億１，１８３万３，５８６円。企業債償還金９７２万２，１３６円。建
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設改良費１億２１１万１，４５０円です。 
 決算書の９４ページをお開きください。 
 訪問介護事業の決算について、ご説明いたします。 
 収益的収入及び支出 収入、訪問看護事業収入、決算額１，０５２万４１４円。事業収入１，

０４５万６，３９９円。事業外収入６，４１５円。 
 支出です。訪問看護事業の費用で、決算額１，１５７万６，３９７円。事業費用１，１５３万

８，２１３円。事業外費用３万８，１８４円。 
 以上でございます。 
 よろしくご審議のほどをお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で、管理局長の説明が終わりました。 
 暫時休憩。 
 午後１時より、再開いたします。 

休憩 午前１１時４４分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 １時００分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 認定第１号から認定第１００号までの１００案件の決算審査結果について、意見報告を求め

ます。 
 代表監査委員、清水喜一君。 

〇代表監査委員（清水喜一君） 
 私は、去る１２月の臨時議会におきまして、議員の皆さま方の選任・同意をいただき、同１３日

に白倉市長さんから選任証書を交付され、北杜市監査委員になりました高根町の清水喜一でご

ざいます。 
 議長さまのお許しをいただきましたので、あいさつと決算の審査結果について、意見報告を

申し上げます。 
 私は北杜市の監査委員として、今、その職責の重大さをひしひしと感じております。今、地

方公共団体の財政は国の財政構造改革によりまして、補助金の削減や地方交付税の減額等、非

常に厳しいものがございます。 
 こうした中で、北杜市の監査委員として、私は監査にあたっては計数の確認、そして支出、

収入等の合法性はもちろんのこと、住民の福祉の向上と最小の経費で最大の効果を挙げている

かどうか。また、事務事業が法令、条例等に従って、適正に処理されているかどうか。あるい

は、行政運営が効率的、効果的になされているかどうか等について監査をし、新生北杜市の目

指す人と自然が躍動する環境創造都市建設のために、微力ではありますが、職務に精進する所

存でございます。 
 議長さまをはじめ、議員の皆さま方のご指導とご教授を賜りますよう、お願い申し上げまし

て、あいさつに代えさせていただきます。 
 ありがとうございました。 
 それでは、平成１６年度各種会計決算および基金運営状況等決算の審査結果について、意見
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を申し上げます。 
 決算は、 
 平成１６年度明野村一般会計歳入歳出決算 
 明野村国民健康保険特別会計歳入歳出決算 
 明野村国保辺見診療所特別会計歳入歳出決算 
 明野村老人保健特別会計歳入歳出決算 
 明野村住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算 
 明野村介護保険特別会計歳入歳出決算 
 明野村居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算 
 明野村簡易水道特別会計歳入歳出決算 
 明野村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 
 明野村特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算 
 明野村明野ふるさと太陽館特別会計歳入歳出決算 
 金ヶ岳山外二字恩賜林保護財産区管理会特別会計歳入歳出決算 
 大平外一字恩賜林保護財産区管理会特別会計歳入歳出決算 
 明野村小笠原財産区管理会特別会計歳入歳出決算 
 明野村朝神財産区管理会特別会計歳入歳出決算 
 須玉町一般会計歳入歳出決算 
 須玉町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 
 須玉町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 
 須玉町土地開発事業特別会計歳入歳出決算 
 須玉町下水道事業特別会計歳入歳出決算 
 須玉町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 
 須玉町老人保健特別会計歳入歳出決算 
 須玉町介護保険特別会計歳入歳出決算 
 須玉町居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算 
 松尾山恩賜県有財産保護財産区特別会計歳入歳出決算 
 日向矢窪山恩賜県有財産保護財産区特別会計歳入歳出決算 
 肥道山恩賜県有財産保護財産区特別会計歳入歳出決算 
 穂足財産区特別会計歳入歳出決算 
 多麻財産区特別会計歳入歳出決算 
 江草財産区特別会計歳入歳出決算 
 高根町一般会計歳入歳出決算 
 高根町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 
 高根町老人保健特別会計歳入歳出決算 
 高根町介護保険特別会計歳入歳出決算 
 高根町居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算 
 高根町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 
 高根町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 
 高根町下水道事業特別会計歳入歳出決算 
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 高根町高等学校通学バス運営特別会計歳入歳出決算 
 高根町安都玉財産区特別会計歳入歳出決算 
 高根町安都那財産区特別会計歳入歳出決算 
 高根町熱見財産区特別会計歳入歳出決算 
 高根町甲財産区特別会計歳入歳出決算 
 高根町清里財産区特別会計歳入歳出決算 
 高根町念場ヶ原山恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出決算 
 高根町上手原山恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出決算 
 長坂町一般会計歳入歳出決算 
 長坂町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 
 長坂町老人保健特別会計歳入歳出決算 
 長坂町介護保険特別会計歳入歳出決算 
 長坂町指定居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算 
 長坂町統合簡易水道特別会計歳入歳出決算 
 長坂町下水道事業特別会計歳入歳出決算 
 長坂町農業集落排水下水道事業特別会計歳入歳出決算 
 長坂町恩賜県有財産保護財産区古杣川西外七字施業区恩賜林特別会計歳入歳出決算 
 長坂町恩賜県有財産保護財産区三ツ墓施業区恩賜林特別会計歳入歳出決算 
 大泉村一般会計歳入歳出決算 
 大泉村国民健康保険特別会計歳入歳出決算 
 大泉村老人保健特別会計歳入歳出決算 
 大泉村簡易水道給水特別会計歳入歳出決算 
 大泉村下水道特別会計歳入歳出決算 
 大泉村介護保険特別会計歳入歳出決算 
 大泉村居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算 
 大泉村ケーブルテレビ特別会計歳入歳出決算 
 大泉村甲斐大泉温泉特別会計歳入歳出決算 
 白州町一般会計歳入歳出決算 
 白州町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 
 白州町老人保健特別会計歳入歳出決算 
 白州町介護保険特別会計歳入歳出決算 
 白州町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 
 白州町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 
 白州町町立診療所特別会計歳入歳出決算 
 白州町白州・尾白の森名水公園事業特別会計歳入歳出決算 
 武川村一般会計歳入歳出決算 
 武川村国民健康保険特別会計歳入歳出決算 
 武川村老人保健特別会計歳入歳出決算 
 武川村営農飲雑用水事業特別会計歳入歳出決算 
 武川村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 
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 武川村ふるさと活性化事業特別会計歳入歳出決算 
 武川村介護保険特別会計歳入歳出決算 
 武川村介護サービス事業特別会計歳入歳出決算 
 武川村下水道事業特別会計歳入歳出決算 
 武川村高齢者等健康増進事業特別会計歳入歳出決算 
 須玉町外―ヶ村病院組合会計歳入歳出決算 
 大泉村恩賜県有財産保護団体会計歳入歳出決算 
 三宝恩賜林保護財産区管理会会計歳入歳出決算 
 前山恩賜林保護財産区管理会会計歳入歳出決算 
 日向山外―字恩賜林保護財産区管理会会計歳入歳出決算 
 大日向山外十三字恩賜林保護財産区管理会会計歳入歳出決算 
 眞原小山平恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算 
 大平山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算 
 奥山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算 
 前山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算 
 浅尾原共有地組合会計歳入歳出決算 
 日野原山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算 
 淵ヶ沢山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算 
 鳳凰山外三字恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算 
 石堂山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算 
 内山の内十二山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算 
 駒ヶ岳の内黒戸山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算 
の１００会計の審査を行いました。 
 また、地方自治法第２３３条２項および同法第２４１条第５項、ならびに地方公営企業法第

３０条第２項の規定により、決算書および基金運用状況、ならびに証書類を審査した結果をお

手元の平成１６年度一般会計特別会計歳入歳出決算書および公営企業会計決算書に添付の意見

書により、ご報告させていただいております。 
 今議会に付議された決算は峡北地区７町村の合併により、平成１６年１０月３１日をもって

旧７町村が廃止することになったため、旧７町村の町村長によって決算書を作成し、北杜市の

市長に引き継ぎされ、審査に付されたものであります。 
 審査に付された会計は、ただいま申し上げました７町村一般会計、７町村国民健康保険会計、

７町村老人保健会計、７町村介護保険会計、６町村居宅介護支援事業会計、６町村簡易水道事

業会計、７町村農業集落排水事業会計、７町村下水道事業会計、２町村診療所特別会計、３村

温泉事業特別会計ほか住宅新築貸付会計、土地開発事業特別会計、高等学校通学バス運営会計、

ケーブルテレビ特別会計、白州・尾白の森特別会計の計６会計と須玉町―ヶ村病院組合会計、

金ヶ岳山外二字財産区ほか３３財産区、三ツ墓恩賜県有保護財産区など３恩賜林会計の

１００会計でございます。 
 なお、この審査については、平成１７年２月１０日、３月７日、３月８日の３日間にわたり、

北杜市役所内において、審査のため提出されました決算書類について、帳簿と証書等に基づき、

内藤紀宏監査委員、篠原眞清監査委員、そして私の３名の監査委員が監査を実施いたしました。 
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 このたびの決算は合併による打ち切り決算ということですので、通常の決算審査とは異なり、

事業期間が短いために、年度間の比較や財政の分析ができませんので、各町村において、平成

１６年１０月までに実施されました監査委員の監査や例月出納監査等を尊重し、その結果をふ

まえて、各町村および新たに北杜市の特別会計となった関係諸機関の保有した合併直前の財産

が適正に移行されているか等に主眼を置いて、計数は正確であるか、財産の管理は適正か、決

算収支額および歳計現金の小計は適正か等、関係諸帳簿および証拠書類との照合をはじめ、必

要と認める、その他の審査を実施しました。 
 その結果、先ほど申し上げました１００会計について、決算計数は正確に処理されており、

歳計現金も北杜市に正しく承継されていることを認めました。 
 以上、簡単ではございますが、決算審査についての意見報告とさせていただきます。 
 ありがとうございました。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で、監査委員の意見報告が終わりました。 
 質疑を許します。 
 質疑のある方。 
 浅川哲男議員。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 一般会計、特別会計、合わせて１００の案件でございますが、総括して申し上げたいんです

が、非常に北杜市の財政厳しい中で、ちょっと調べて計算してみました。現年度の関係で、収

入はまだ、今年の関係でいいですが、１５年以前の滞納の繰り越しは、全部合わせると１０億

７千万円ほどあります。１５年以前が。そういう状況です。全部拾ってみると。住民税からは

じまって、国保から下水から全部合わせると１０億７千万円。 
 それだけあるんですから、そこで市長と総務部長に考え方をお聞きしたいんですが、昨日も

ちょっと申し上げましたが、これは滞納整理をしていただくには、住民税は住民税の滞納整理

にいくではなくて、住民税の関係の人は必ず何かほかの滞納がございます。国保から下水から

いろいろありますから、その滞納の個人のカードを作って、職員にやれと言っても、これは無

理だと思います。みんなでチームを組んでやるのも結構ですが、そのほか、いろいろのまだ合

併したばかりで大変だと思うんですが、それはそれで努力はしてもらいたいと思うんですが、

そこで外部から徴収員を２、３名あれして、自分の考え方ですが、固定給をあれして、収入を

受けた歩合制によってやったらどうかと。そうしないと、過年度のものが１０億円もあって、

まだ現年だって、今度あれをすれば、また滞納が出るというわけです。 
 そういう中で、この財政では非常にあれだということを思いますが、１つの例を申しますが、

韮崎の市を調べてみてください。あそこは外部の、以前、自分も聞いて、いろいろあれしたで

すが、外部の銀行員あがりの職員の取り立ての、これでなくて、取り立ての上手の人をあれし

て、韮崎の市の滞納は割合少ないですよ。ほかの市においても、ものすごくいろいろ努力をし

て、滞納整理はしないと、善良な納税者に対して、こういう話は出ないというわけです。 
 それだから、そんな考えで、自分はやってもらいたいと思うんですが、市長と総務部長はど

んなように思っているか。そして税務の体制を、もうちょっと強化しないと、これはできない

と思いますよ。それで全員でチームを組んでやれといったって、これもちょっと無理だと思い

ます。それも結構ですが、どんな考えか、市長と総務部長の考えをお聞きします。 
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〇議長（清水壽昌君） 
 総務部長。 

〇総務部長（小林奎吾君） 
 浅川議員のご質問にお答えを申し上げたいと思います。 
 ただいま、滞納整理の関係で、専門員を設けたらどうかと、こういうご質問かと思います。

これにつきましては、また、市長とも相談する中で考えていきたいと考えております。 
 なお、未納が非常に多いというのも現実でございまして、１円でも多く徴収していきたいと

いうことで、専門員の関係につきましては、またご相談を申し上げるところでございますが、

４月以降につきまして、職員こぞって滞納整理に入ってまいりたいと、こんな考えを持ってお

ります。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 今、総務部長が話をされたんですが、市長としてどんなように感じているか。もう１回、お

願いします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 いろいろな意味で、こんな景気でもあるでしょうから、滞納者が増えてきているのかもしれ

ませんが、今ご指摘の１０億７千万円なるものは、これから、これは１０月末までの決算です

から、そういうのもあろうかと思いますが、現実に滞納者が数字的に増えていることは確かで

あります。したがいまして、当たり前のこととはいえども、善良に納税をする人、完納する人

に対して申し訳ないということもあろうかと思います。 
 いずれにしましても、滞納者がないようにするのは行政の務めでありますけれども、専門的

な人というか、取り立て上手の人とかという、具体的なご指摘がありました。参考にさせてい

ただきたいと思います。 
 いずれにしましても、職員も滞納者がないように、取り立てにあたっては、みんなでチーム

を組んでやりたいとも考えております。 
 ご理解ください。 

〇議長（清水壽昌君） 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 もう１点、お伺いします。 
 認定の第５号ですが、これは明野村の住宅の貸し付けの関係ですが、ちょっとお伺いします。 
 これは、この間の決算の説明で、ちょっと自分が申し上げたんですが、今年で、貸し付けた

金で、国だか県だか借りた償還分がありますよね。償還分は今年、最後で終わるんですか。 
〇議長（清水壽昌君） 

 萩原支所長。 
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〇明野総合支所長（萩原武一君） 
 ただいまのご質問でございますが、償還分はまだ、これからもまだ返済が続いていきます。

返済の期限の年度はちょっと、資料が手元にございませんが、まだ続いております。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 ちょっと声が小さくて分からないんですが、こういうのは続くということですね、返すほう

は。 
 そこで、この間、とれないという感じの答弁を受けたんですが、この会計方式で税金では不

納欠損とかなんとかという未済額のラインが出ますが、ここの場合はなんにも出ていない。そ

して貸し付けですから、これは金融機関が金を貸して、取れない場合は不良債権か何かで落と

さなければならないというわけです。普通は。税金では不納欠損でいいけれども、金融で貸し

付けたもので、それを取れない理由はいろいろあって取れなければ取れないでもいいですが、

これでいくと、いくら貸し付けて、いくら返ってこないのか、全然分からないというわけです。

もっと、取れなければ取れないでも結構ですから、明確な内容を示してもらわないと、分から

ないと思うんですが、この会計について、あれですかね、総務部長は専門の立場でどんなよう

に思いますか。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務部長。 
〇総務部長（小林奎吾君） 

 この制度につきましては、旧明野村が住宅の新築等の貸し付け事業ということでやってきた

ところでございます。 
 この事業につきましては、平成１６年の３月３１日で貸し付け事業のほうは終了したと、こ

ういう状況でございますが、今、支所長のほうからお話がありましたように、まだ償還分が残っ

ているということで、償還分の特別会計ということになっております。 
 なお今、しっかりした資料を持っていないわけでございますが、当然、本人、借りた方が償

還していくということが原則でありまして、本人は元金と一部利子、その当時、一部は明野村

で利子補給していたということでございますが、元金と利子、合わせた償還をしていくという

状況でございます。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 ほかに質疑ございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 討論ございますか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 これより認定第１号から認定第１００号までの、以上１００案件を一括採決いたします。 

 ６１



 お諮りいたします。 
 本案は、原案どおり認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、 
 認定第１号 平成１６年度明野村一般会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２号 平成１６年度明野村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第３号 平成１６年度明野村国保辺見診療所特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第４号 平成１６年度明野村老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第５号 平成１６年度明野村住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第６号 平成１６年度明野村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第７号 平成１６年度明野村居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第８号 平成１６年度明野村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第９号 平成１６年度明野村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１０号 平成１６年度明野村特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定 
 認定第１１号 平成１６年度明野村明野ふるさと太陽館特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１２号 平成１６年度金ヶ岳山外二字恩賜林保護財産区管理会特別会計歳入歳出決

算の認定 
 認定第１３号 平成１６年度大平外一字恩賜林保護財産区管理会特別会計歳入歳出決算の

認定 
 認定第１４号 平成１６年度明野村小笠原財産区管理会特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１５号 平成１６年度明野村朝神財産区管理会特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１６号 平成１６年度須玉町一般会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１７号 平成１６年度須玉町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１８号 平成１６年度須玉町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１９号 平成１６年度須玉町土地開発事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２０号 平成１６年度須玉町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２１号 平成１６年度須玉町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２２号 平成１６年度須玉町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２３号 平成１６年度須玉町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２４号 平成１６年度須玉町居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２５号 平成１６年度松尾山恩賜県有財産保護財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２６号 平成１６年度日向矢窪山恩賜県有財産保護財産区特別会計歳入歳出決算の

認定 
 認定第２７号 平成１６年度肥道山恩賜県有財産保護財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２８号 平成１６年度穂足財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２９号 平成１６年度多麻財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第３０号 平成１６年度江草財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第３１号 平成１６年度高根町一般会計歳入歳出決算の認定 
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 認定第３２号 平成１６年度高根町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第３３号 平成１６年度高根町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第３４号 平成１６年度高根町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第３５号 平成１６年度高根町居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第３６号 平成１６年度高根町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第３７号 平成１６年度高根町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第３８号 平成１６年度高根町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第３９号 平成１６年度高根町高等学校通学バス運営特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第４０号 平成１６年度高根町安都玉財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第４１号 平成１６年度高根町安都那財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第４２号 平成１６年度高根町熱見財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第４３号 平成１６年度高根町甲財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第４４号 平成１６年度高根町清里財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第４５号 平成１６年度高根町念場ヶ原山恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出決算の

認定 
 認定第４６号 平成１６年度高根町上手原山恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第４７号 平成１６年度長坂町一般会計歳入歳出決算の認定 
 認定第４８号 平成１６年度長坂町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第４９号 平成１６年度長坂町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第５０号 平成１６年度長坂町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第５１号 平成１６年度長坂町指定居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第５２号 平成１６年度長坂町統合簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第５３号 平成１６年度長坂町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第５４号 平成１６年度長坂町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第５５号 平成１６年度長坂町恩賜県有財産保護財産区古杣川西外七字施業区恩賜林

特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第５６号 平成１６年度長坂町恩賜県有財産保護財産区三ツ墓施業区恩賜林特別会計

歳入歳出決算の認定 
 認定第５７号 平成１６年度大泉村一般会計歳入歳出決算の認定 
 認定第５８号 平成１６年度大泉村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第５９号 平成１６年度大泉村老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第６０号 平成１６年度大泉村簡易水道給水特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第６１号 平成１６年度大泉村下水道特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第６２号 平成１６年度大泉村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第６３号 平成１６年度大泉村居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第６４号 平成１６年度大泉村ケーブルテレビ特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第６５号 平成１６年度大泉村甲斐大泉温泉特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第６６号 平成１６年度白州町一般会計歳入歳出決算の認定 
 認定第６７号 平成１６年度白州町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第６８号 平成１６年度白州町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
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 認定第６９号 平成１６年度白州町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第７０号 平成１６年度白州町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第７１号 平成１６年度白州町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第７２号 平成１６年度白州町町立診療所特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第７３号 平成１６年度白州町白州・尾白の森名水公園事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第７４号 平成１６年度武川村一般会計歳入歳出決算の認定 
 認定第７５号 平成１６年度武川村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第７６号 平成１６年度武川村老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第７７号 平成１６年度武川村営農飲雑用水事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第７８号 平成１６年度武川村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第７９号 平成１６年度武川村ふるさと活性化事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第８０号 平成１６年度武川村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第８１号 平成１６年度武川村介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第８２号 平成１６年度武川村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第８３号 平成１６年度武川村高齢者等健康増進事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第８４号 平成１６年度須玉町外―ヶ村病院組合会計歳入歳出決算の認定 
 認定第８５号 平成１６年度大泉村恩賜県有財産保護団体会計歳入歳出決算の認定 
 認定第８６号 平成１６年度三宝恩賜林保護財産区管理会会計歳入歳出決算の認定 
 認定第８７号 平成１６年度前山恩賜林保護財産区管理会会計歳入歳出決算の認定 
 認定第８８号 平成１６年度日向山外―字恩賜林保護財産区管理会会計歳入歳出決算の認定 
 認定第８９号 平成１６年度大日向山外十三字恩賜林保護財産区管理会会計歳入歳出決算

の認定 
 認定第９０号 平成１６年度眞原小山平恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算の認定 
 認定第９１号 平成１６年度大平山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算の認定 
 認定第９２号 平成１６年度奥山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算の認定 
 認定第９３号 平成１６年度前山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算の認定 
 認定第９４号 平成１６年度浅尾原共有地組合会計歳入歳出決算の認定 
 認定第９５号 平成１６年度日野原山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算の認定 
 認定第９６号 平成１６年度淵ヶ沢山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算の認定 
 認定第９７号 平成１６年度鳳凰山外三字恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算の認定 
 認定第９８号 平成１６年度石堂山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算の認定 
 認定第９９号 平成１６年度内山の内十二山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１００号 平成１６年度駒ヶ岳の内黒戸山恩賜県有財産保護組合会計歳入歳出決算の

認定 
については、原案どおり認定することに決しました。 
 暫時休憩します。 

休憩 午後 １時４３分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ２時００分 
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〇議長（清水壽昌君） 
 再開いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１０１ 議案第３号 北杜市個人情報保護条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第３号の北杜市個人情報保護条例の制定について、ご説明申し上げます。 
 市の機関が保有する個人情報の開示、訂正および利用停止を求める権利を明らかにするとと

もに、個人の権利、利益を保護する必要があるため、条例を制定するものであります。 
 内容につきましては、総務部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほど

をお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務部長。 
〇総務部長（小林奎吾君） 

 それでは議案第３号 北杜市個人情報保護条例の制定について、ご説明を申し上げます。 
 高度情報通信社会の発展に伴いまして、個人情報の利用が著しく拡大していることに鑑み、

市の実施機関、これは市長、教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、農業委員会、固定資

産評価審査委員会、監査委員および議会におきます個人情報の取り扱いに関する必要事項を定

めることにより、個人情報の取り扱いによって侵害されるおそれのある個人の人格的、財産的

な権利、利益に対する侵害を未然に防止することを目的とし、制定するものでございます。 
 条文につきましては、第１章から第７章までの６６条で構成されております。 
 よろしくご審議の上、ご議決をくださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 この間、ここを見なくて質問しませんでしたから、今日はします。 
 ２１ページの審査会。審査会の委員は７人以内とあるんですが、これはどういう学識経験者

か、また町別に１人ずつ出すのか、ちょっとお聞きします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務部長。 
〇総務部長（小林奎吾君） 

 委員の７名でございますけども、今後、検討してまいります。 
 よろしくお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
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 討論ございませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１０１ 議案第３号 北杜市個人情報保護条例の制定についてを採決いたします。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第１０１ 議案第３号 北杜市個人情報保護条例の制定については、原案どお

り可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１０２ 議案第４号 北杜市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の制定について

を議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第４号の北杜市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の制定について、ご説明申

し上げます。 
 地方公務員法、地方公共団体の一般職の任期つき職員の採用に関する法律の一部を改正する

法律の施行に伴い、新たに条例を制定するものであります。 
 内容につきましては、総務部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほど

をお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務部長。 
〇総務部長（小林奎吾君） 

 議案第４号の北杜市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の制定について、ご説明を

申し上げます。 
 地方公務員法第５８条の２の規定によりまして、地方公共団体における人事行政の運営等の

状況を住民に公表することによりまして、その公正性、透明性を高める観点から、この条例を

制定するものでございます。 
 地方分権の進展等に対応いたしまして、地方公共団体の公務の能率的かつ適正な運営を推進

するために、任期つき採用の拡大などの任用および勤務形態の多様化、計画的な人材の育成、

人事行政運営における公正性および透明性の確保、公平委員会の機能の充実等を図るための措

置を講ずるものでございます。 
 このようなことから、毎年７月末までに報告し、職員にかかる給与などを毎年１２月末まで

に広報等に掲載し、公表しなければならないということでございます。 
 よろしくご審議の上、ご議決をいただきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
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 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 討論ございませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１０２ 議案第４号 北杜市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の制定につ

いてを採決いたします。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第１０２ 議案第４号 北杜市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の

制定については、原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１０３ 議案第５号 北杜市総合計画審議会条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第５号の北杜市総合計画審議会条例の制定について、ご説明申し上げます。 
 総合計画基本構想の策定にあたっての基準や内容に関し、審査するための付属機関として設

置するため、新たに条例を制定するものであります。 
 内容につきましては、企画部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほど

をお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 企画部長。 
〇企画部長（坂本等君） 

 内容のご説明を申し上げます。 
 北杜市総合計画審議会条例の制定につきまして、北杜市の新たなまちづくりを総合的に進め

るための指針となります総合計画の作成の基準となるべき事項、それから実施に関して必要な

事項を調査、審議するために設置するものでございます。 
 審議会の委員は全２４人以内としておりまして、全条項第９条から構成をいたしまして、平

成１７年４月１日から施行する予定のものでございます。 
 よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
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 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１０３ 議案第５号 北杜市総合計画審議会条例の制定についてを採決いたします。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第１０３ 議案第５号 北杜市総合計画審議会条例の制定については、原案ど

おり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１０４ 議案第６号 北杜市北の杜聖苑条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第６号の北杜市北の杜聖苑条例の制定について、ご説明申し上げます。 
 平成１７年度より稼動する火葬場について、設置、営業日、営業時間、使用料等の規定を定

める必要があるため、新たに条例を制定するものであります。 
 内容につきましては、保健福祉部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決の

ほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（古屋克巳君） 

 それでは、内容についてご説明をいたします。 
 まずは名称および位置でございまして、第２条関係でございます。 
 名称は、北杜市北の杜聖苑。 
 位置につきましては、北杜市高根町下黒沢３７８番地の６でございます。 
 休業日につきましては第５条関係でございまして、１２月２９日から翌年の１月３日まで。 
 そして使用料につきましては、別表に書いてございますけども、年齢１２歳以上の者につき

ましては市内が１万円、市外が５万円。１２歳未満の者につきましては市内が８千円、市外が

４万円というふうに、以下そのように定めてございます。 
 よろしくご審議の上、ご議決をよろしくお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
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 日程第１０４ 議案第６号 北杜市北の杜聖苑条例の制定についてを採決いたします。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第１０４ 議案第６号 北杜市北の杜聖苑条例の制定については、原案どおり

可決することに決しました。 
 お諮りいたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１０５ 議案第７号 北杜市石堂山恩賜県有財産保護財産区財政調整基金条例の制定につ

いて 
   日程第１０６ 議案第８号 北杜市鳳凰山、山葵澤、城山、大澤恩賜県有財産保護財産区運営調

整基金条例の制定について 
を一括議題としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、２案件を一括議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第７号の北杜市石堂山恩賜県有財産保護財産区財政調整基金条例の制定について、ご説

明申し上げます。 
 北杜市の合併に伴い、一部事務組合である石堂山恩賜県有財産保護組合を解散し、財産区を

新たに設置したことにより、財産区の財政の健全な運営を図る必要があるため、新たに条例を

制定するものであります。 
 議案第８号の北杜市鳳凰山、山葵澤、城山、大澤恩賜県有財産保護財産区運営調整基金条例

の制定について、ご説明申し上げます。 
 北杜市の合併に伴い、一部事務組合である鳳凰山ほか３恩賜県有財産保護組合を解散し、財

産区を新たに設置したことにより、財産区の財政の健全な運営を図る必要があるため、新たに

条例を制定するものであります。 
 ２件、内容につきましては、産業観光部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご

議決のほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 産業観光部長。 
〇産業観光部長（浅川清朗君） 

 それでは、議案第７号と８号の説明をさせていただきます。 
 北杜市石堂山恩賜県有財産保護財産区財政調整基金条例の制定であります。 
 これにつきましては、今、市長が言いましたような理由ということで、条例につきましては

第１条の設置から第７条の委任までということであります。 
 続きまして、議案第８号につきましても同様の理由で、第１条の設置目的から第６条の委任
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までということで、条例を制定するものであります。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１０５ 議案第７号 北杜市石堂山恩賜県有財産保護財産区財政調整基金条例の制定

について 
 日程第１０６ 議案第８号 北杜市鳳凰山、山葵澤、城山、大澤恩賜県有財産保護財産区運

営調整基金条例の制定について 
を一括採決いたします。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、 
 日程第１０５ 議案第７号 北杜市石堂山恩賜県有財産保護財産区財政調整基金条例の制定

について 
 日程第１０６ 議案第８号 北杜市鳳凰山、山葵澤、城山、大澤恩賜県有財産保護財産区運

営調整基金条例の制定について 
は、原案どおり可決することに決しました。 
 お諮りいたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１０７ 議案第９号 北杜市行政区長設置条例の一部を改正する条例について 
   日程第１０８ 議案第１０号 政治倫理の確立のための北杜市長の資産等の公開に関する条例の

一部を改正する条例について 
   日程第１０９ 議案第１１号 北杜市ケーブルテレビ情報連絡施設の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例について 
   日程第１１０ 議案第１２号 北杜市税条例の一部を改正する条例について 
   日程第１１１ 議案第１３号 北杜市介護保険条例の一部を改正する条例について 
   日程第１１２ 議案第１４号 北杜市下水道条例の一部を改正する条例について 
   日程第１１３ 議案第１５号 北杜市農業集落排水事業分担金徴収条例の一部を改正する条例に

ついて 
を一括議題といたしたいと思います。 
 ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
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 異議なしと認めます。 
 よって、議案第９号から議案第１５号までの７案件を一括議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第９号の北杜市行政区長設置条例の一部改正について、ご説明申し上げます。 
 行政区長は、それぞれの区域内より推薦されてくるため、北杜市行政区長設置条例の一部を

実情に合わせ、改正するものであります。 
 内容につきましては、総務部長が説明いたします。 
 議案第１０号の、政治倫理の確立のための北杜市長の資産等の公開に関する条例の一部改正

について、ご説明申し上げます。 
 政治倫理の確立のための国会議員の資産等の公開に関する法律が改正されたことに伴い、一

部を改正するものであります。 
 内容につきましては、総務部長が説明いたします。 
 議案第１１号の、北杜市ケーブルテレビ情報連絡施設の設置及び管理に関する条例の一部改

正について、ご説明申し上げます。 
 利用料に対する消費税賦課を条項に明示する必要があるため、一部を改正するものでありま

す。 
 内容につきましては、企画部長が説明いたします。 
 議案第１２号の北杜市税条例の一部改正について、ご説明申し上げます。 
 不動産登記法の改正に伴い、所要の改正をする必要があるため、一部を改正するものであり

ます。 
 内容につきましては、総務部長が説明いたします。 
 議案第１３号の北杜市介護保険条例の一部改正について、ご説明申し上げます。 
 北杜市介護保険事業計画を定め、平成１７年４月から事業運営を行うことに伴い、介護保険

料率を条例により定めるため、所要の改正をする必要があるため、一部を改正するものであり

ます。 
 内容につきましては、保健福祉部長が説明いたします。 
 議案第１４号の北杜市下水道条例の一部改正について、ご説明申し上げます。 
 不動産登記法の改正に伴い、所要の改正をする必要があるため、一部を改正するものであり

ます。 
 内容につきましては、生活環境部長が説明いたします。 
 議案第１５号の北杜市農業集落排水事業分担金徴収条例の一部改正について、ご説明申し上

げます。 
 白州町農業集落排水事業により施工した、白州第３地区が平成１７年４月より供用開始に伴

い、受益者が負担する分担金の額を定める必要があるため、一部を改正するものであります。 
 内容につきましては、生活環境部長が説明いたしますので、以上よろしくご審議の上、ご議

決のほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務部長。 
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〇総務部長（小林奎吾君） 
 それでは、私のほうから議案第９号、１０号、１２号を説明させていただきたいと思います。 
 はじめに、議案第９号の北杜市行政区長設置条例の一部改正についてでございますが、北杜

市行政区長設置第２条の規定によりまして、１６２の行政区があるわけでございますが、行政

区長さんの選任時期において、各行政区より後任者の報告がありますので、一緒に合わせまし

て、今回「選任」ということを「委嘱」に改正を行うものでございます。 
 続きまして、議案第１０号でございます。政治倫理の確立のための北杜市長の資産等の公開

に関する条例の一部改正についてでございます。 
 株式等の取り引きに関わります決済の合理化を図るための、社債等の振替に関する法律の一

部を改正する法律が、商法が改正されまして、株式を発行しない制度が導入されたため、条例

中の資産公開の対象となります株券の定義を整理する必要があるため、改正を行うものでござ

います。 
 続きまして、議案第１２号でございます。北杜市税条例の一部改正についてでございます。 
 不動産登記法の改正によりまして、「土地登記簿及び建物登記簿」が「登記簿」に改められ、

これに伴う不動産登記法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律が、平成１７年３月７日か

ら施行することによりまして、所要の改正を行うものでございます。 
 よろしくご審議の上、ご議決をお願いしたいと思います。 

〇議長（清水壽昌君） 
 企画部長。 

〇企画部長（坂本等君） 
 議案第１１号につきまして、ご説明を申し上げます。 
 北杜市ケーブルテレビ情報連絡施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いてというものでございます。 
 利用料に対します、利用者の皆さんからいただく利用料でございますが、消費税の賦課とい

うことが従前、条例の中で明記されておりません。このため、このたび、条項の中に消費税と

いう項目を設けまして、すべて税を含む内税ということで、条文の整備を図るものでございま

す。 
 よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（古屋克巳君） 
 それでは、北杜市介護保険条例の一部を改正する条例について、内容のご説明をいたします。 
 介護保険料につきましては、１６年度は旧町村ごとに、１７年度は統一と、こういうことで

きております。そして１７年度につきましては、第２条関係でございますけども、第１段階を

１万４，７３０円。第２段階を２万２，１００円。第３段階を２万９，４６０円。第４段階を

３万６，８３０円。第５段階を４万４，１９０円に定めるものでございます。 
 よろしくご審議の上、ご議決のほどをよろしくお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 生活環境部長。 
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〇生活環境部長（坂本伴和君） 
 それでは、私のほうからは議案第１４号と１５号のご説明をいたします。 
 まず議案第１４号でございますが、北杜市下水道条例の一部を改正する条例でございます。

これにつきましては、不動産登記法が全部改正されたことにつきまして、条例中の用語の一部

を改正するものでございます。 
 「登記簿の謄本」を「登記事項証明書」というふうに改めるものでございます。 
 続きまして、議案第１５号 北杜市農業集落排水事業分担金徴収条例の一部を改正する条例

についてでございますが、これにつきましては、白州第３地区が平成１７年４月より供用開始

することに伴いまして、受益者が負担する分担金の額を定める必要があるために、提案したも

のでございます。 
 内容につきましては下教来石地区、大坊地区と同様に分担金の額を１５万８千円とするもの

でございます。 
 よろしくご審議の上、ご議決をいただきたく、お願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１０７ 議案第９号 北杜市行政区長設置条例の一部を改正する条例について 
 日程第１０８ 議案第１０号 政治倫理の確立のための北杜市長の資産等の公開に関する条

例の一部を改正する条例について 
 日程第１０９ 議案第１１号 北杜市ケーブルテレビ情報連絡施設の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例について 
 日程第１１０ 議案第１２号 北杜市税条例の一部を改正する条例について 
 日程第１１１ 議案第１３号 北杜市介護保険条例の一部を改正する条例について 
 日程第１１２ 議案第１４号 北杜市下水道条例の一部を改正する条例について 
 日程第１１３ 議案第１５号 北杜市農業集落排水事業分担金徴収条例の一部を改正する条

例について 
を一括採決いたします。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、 
 日程第１０７ 議案第９号 北杜市行政区長設置条例の一部を改正する条例について 
 日程第１０８ 議案第１０号 政治倫理の確立のための北杜市長の資産等の公開に関する条

例の一部を改正する条例について 
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 日程第１０９ 議案第１１号 北杜市ケーブルテレビ情報連絡施設の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例について 
 日程第１１０ 議案第１２号 北杜市税条例の一部を改正する条例について 
 日程第１１１ 議案第１３号 北杜市介護保険条例の一部を改正する条例について 
 日程第１１２ 議案第１４号 北杜市下水道条例の一部を改正する条例について 
 日程第１１３ 議案第１５号 北杜市農業集落排水事業分担金徴収条例の一部を改正する条

例について 
は、原案どおり可決することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１１４ 議案第１６号 北杜市農業委員会の委員の定数等に関する条例の全部改正につい

てを議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第１６号の北杜市農業委員会の委員の定数等に関する条例の全部改正について、ご説明

申し上げます。 
 市町村の合併の特例に関する法律による在任特例期間の終了、および農業委員会等に関する

法律の改正に伴い、新たに条例の制定を行う必要があるため、全部を改正するものであります。 
 内容につきましては、産業観光部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決の

ほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 産業観光部長。 
〇産業観光部長（浅川清朗君） 

 それでは、議案第１６号をご説明させていただきます。 
 北杜市農業委員会の委員の定数等に関する条例の全部改正であります。 
 １枚まくっていただきたいと思います。 
 今回、改正の内容につきましては、大きく分けて２つということで、第２条の選挙による委

員の定数を４０名とするものであります。 
 これは現在、特例法によりまして８０名となっておりますが、任期満了につきまして４０名

ということであります。これは法律で定められている最大値を採用するものであります。 
 次に第３条の選挙区および各選挙区において選挙すべき委員の定数ということで、今回は小

選挙を用いたいということで、こういう設定になっております。 
 第１選挙区につきましては明野地区ということで、定数が５名。第２選挙区につきましては、

須玉町区域ということで７名。第３選挙区につきましては、高根町区域ということで１０名。

第４選挙区につきましては、長坂町の区域ということで７名。第５選挙区につきましては、大

泉の区域ということで４名。第６選挙区につきましては、白州町および武川町の区域というこ

とで７名となっております。 
 以上であります。 
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〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１１４ 議案第１６号 北杜市農業委員会の委員の定数等に関する条例の全部改正に

ついてを採決いたします。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第１１４ 議案第１６号 北杜市農業委員会の委員の定数等に関する条例の全

部改正については、原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１１５ 議案第１７号 北杜市工場誘致条例の一部を改正する条例についてを議題といた

します。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第１７号の北杜市工場誘致条例の一部改正について、ご説明申し上げます。 
 北杜市に工場等の誘致を促進するための北杜市工場誘致条例の適用基準のうち、常時使用す

る従業員数を３０人以上から、おおむね２０人以上にすることにより、多くの企業に誘致の機

会を与え、工場誘致の促進を図るために所要の改正を行う必要があるため、一部を改正するも

のであります。 
 内容につきましては、産業観光部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決の

ほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 産業観光部長。 
〇産業観光部長（浅川清朗君） 

 それでは議案第１７号 北杜市工場誘致条例の一部を改正する条例について、ご説明をさせ

ていただきます。 
 ２枚まくっていただきたいと思います。 
 新旧対照表をお願いいたします。 
 今回、改正をさせていただきたいというのは、旧で従業員数３０人以上となっているものを、

新では従業員数がおおむね２０人以上とするものであります。これは１つでも多くの企業に、

その機会を与えたいということで、このような改正をさせていただきたいと思います。 
 以上です。 
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〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１１５ 議案第１７号 北杜市工場誘致条例の一部を改正する条例についてを採決い

たします。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第１１５ 議案第１７号 北杜市工場誘致条例の一部を改正する条例について

は、原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１１６ 議案第２２号 住民訴訟に係る弁護士報酬の負担の件についてを議題といたしま

す。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第２２号の住民訴訟に係る弁護士報酬の負担の件について、ご説明申し上げます。 
 弁護士報酬の負担については、地方自治法等の一部を改正する法律の附則第４条の規定によ

り、議会の議決を経る必要があるためであります。 
 内容につきましては、総務部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほど

をお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務部長。 
〇総務部長（小林奎吾君） 

 議案第２２号の住民訴訟に係る弁護士報酬の負担について、ご説明を申し上げます。 
 この事件でございますけども、高根町の住民より平成１４年８月１５日にフラワーパーク損

害賠償請求訴訟の提起がされたところでございます。 
 東京高裁において、控訴人の控訴を棄却する判決を平成１７年１１月２４日言い渡し、平成

１６年の１２月９日に確定したものでございます。 
 事件の概要でございますけども、高根町にあります花関所の郷、南清里フラワーパーク企業

組合に対しまして支出した助成金は不適当な支出負担行為であるので、当該行為によって高根

町のこうむった損害を補填するために必要な措置を講ずるよう監査請求し、却下され、不服と

いたしまして控訴したものであります。 
 住民訴訟に係る弁護士報酬については、地方自治法の一部を改正する法律、附則第４条の規
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定によりまして、経過措置により控訴人の請求が棄却され、判決が確定したので、弁護士費用

を負担するため、議会の議決をお願いするものでございます。 
 よろしくご審議の上、ご議決くださいますよう、お願い申し上げます。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１１６ 議案第２２号 住民訴訟に係る弁護士報酬の負担の件についてを採決いたし

ます。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第１１６ 議案第２２号 住民訴訟に係る弁護士報酬の負担の件については、

原案どおり可決することに決しました。 
 暫時休憩。 
 ３時に再開いたします。 

休憩 午後 ２時４１分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ３時００分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１１７ 議案第２３号 平成１６年度北杜市一般会計補正予算（第２号）を議題といたし

ます。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第２３号の平成１６年度北杜市一般会計補正予算（第２号）でありますが、総額に６億

７，１５６万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１８２億４，６７３万７千円と

定めました。 
 内容につきましては、総務部長が説明いたしますが、質問に対しましては、それぞれの担当

部長がお答えしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務部長。 
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〇総務部長（小林奎吾君） 
 それでは、議案第２３号 平成１６年度北杜市一般会計補正予算書（第２号）の説明をいた

します。 
 ２ページをお開き願いたいと思います。 
 歳入でございますけども、補正額、計ということで朗読をさせていただく中で説明に代えさ

せていただきます。 
 なお、款項同額の場合は、款で説明をさせていただきたいと思います。 
 市税でございます。１億３，６１７万７千円の追加をお願いいたしまして、１２億７，０９２万

３千円でございます。１項の市民税でございますが、１億５２７万５千円を追加お願いしまし

て、６億４，３１８万１千円。３の軽自動車税でございますが、６３万６千円を追加お願いい

たしまして６４万８千円。４項のうちタバコ税でございますが、１，９５９万４千円を追加さ

せていただきまして、１億円。６項の入湯税でございます。１，０６７万２千円を追加させて

いただきまして、１，９８２万円でございます。 
 １０款の地方交付税でございます。２，５８０万３千円を追加させていただきまして、３２億

６，８９３万８千円でございます。 
 １２款分担金及び負担金でございますが、１，０５７万３千円を追加お願いいたしまして、

２億６，５００万８千円でございます。１項の分担金でございますが、１，９４４万７千円を

追加させていただきまして、５，８８１万４千円でございます。２の負担金でございますが、

８８７万４千円の減額をお願いする中で、２億６１９万４千円でございます。 
 １３款の使用料及び手数料でございますが、３，５５４万６千円の減額をお願いし、２億

４６４万８千円でございます。１の使用料でございますが、３，５７５万１千円の減額をお願

いしまして、１億９，３９３万円でございます。２項の手数料でございます。２０万５千円を

追加お願いいたしまして、１，０７１万８千円でございます。 
 １４款国庫支出金でございますが、６億５，９９２万９千円の追加をお願いいたしまして、

２４億６，２５９万１千円でございます。１項の国庫負担金でございますが、２，４７０万４千

円の減額をお願いいたしまして、５億１，８７２万４千円でございます。２項の国庫補助金で

ございますが、６億８，４６３万３千円の追加をお願いいたしまして、１９億３，６９６万５千

円でございます。 
 １５款でございますが、県支出金でございます。５，０７４万２千円の減額をお願いいたし

まして、１７億７，９４６万９千円でございます。１項の県負担金でございますが、１８７万

４千円の追加をお願いいたしまして、２億２，５５２万７千円でございます。２の県補助金で

ございますが、４，００６万８千円の減額をお願いいたしまして、１４億９，９９２万１千円

でございます。 
 ３ページへお願いいたします。 
 ３の県委託金でございます。１，２５４万８千円の減額をお願いいたしまして、５，４０２万

１千円でございます。 
 １８の繰入金でございますが、１億４７９万２千円の追加をお願いいたしまして、９億８，

１６５万９千円でございます。 
 ２０の諸収入でございますが、４６２万４千円の減額をお願いいたしまして、１８億２，

２９４万２千円でございます。４の受託事業収入でございますが、１４万５千円の減額をお願
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いいたしまして、１０９万５千円でございます。雑入でございます。２３６万９千円の増額を

お願いいたしまして、１８億１，０４６万３千円でございます。６項の収益事業収入でござい

ますが、６８４万８千円の減額をお願いしまして、８２７万９千円でございます。 
 ２１款の市債でございますが、１億７，４８０万円の減額をお願いいたしまして、５５億５，

４９０万円でございます。 
 歳入合計でございますが、６億７，１５６万２千円の追加をお願いいたしまして、１８２億

４，６７３万７千円でございます。 
 めくっていただきまして、歳出をお願いいたします。 
 議会費でございますが、５９万４千円の減額をお願いいたしまして、７，６３４万４千円で

ございます。 
 ２款の総務費でございますが、６，０４９万７千円の減額をお願いいたしまして、２６億６，

３７４万６千円でございます。 
 １総務管理費でございますが、３，１３９万７千円の減額をお願いいたしまして、２４億４，

６８６万７千円でございます。３の戸籍住民基本台帳費でございます。２，９９９万４千円の

減額をお願いしまして、５，１０８万８千円でございます。４項の選挙費でございます。８７万

７千円の追加をお願いしまして、６，９４３万１千円でございます。５の統計調査費でござい

ますが、１万７千円の追加をお願いしまして、８６６万２千円でございます。 
 ３款の民生費でございますが、７，１６７万９千円の追加をお願いいたしまして、２４億

４７６万９千円でございます。１項の社会福祉費でございますが、１億４，０８４万１千円の

追加をお願いいたしまして、１１億６，３４２万１千円でございます。２項の児童福祉費でご

ざいますが、５，９６６万７千円の減額をお願いいたしまして、１１億５，４４８万６千円で

ございます。３項の生活保護費でございますが、９４９万５千円の減額をお願いいたしまして、

８，６８６万２千円でございます。 
 ４款の衛生費でございますが、５，５０８万７千円の減額をお願いいたしまして、１６億４，

０７９万１千円でございます。１項の保健衛生費でございますが、５，１９６万１千円の減額

をお願いいたしまして、１４億８，１９６万１千円の減額をお願いいたしまして、１４億８，

１３０万１千円でございます。２項の清掃費でございます。３１２万６千円の減額をお願いし

まして、１億５，９４９万円でございます。 
 ６の農林水産業費でございますが、２億９，２１３万８千円の減額をお願いするものでござ

いまして、２６億４，０３０万５千円でございます。１項の農業費でございますが、２億７，

５９４万６千円の減額をお願いいたしまして、２３億９，４９１万１千円でございます。２の

林業費でございますが、１，６１９万２千円の減額をお願いいたしまして、２億４，５３９万

４千円でございます。 
 ７款の商工費でございます。１，８１８万１千円の減額をお願いいたしまして、３億９５２万

４千円でございます。 
 ５ページのほうをお願いいたします。 
 ８款でございます。土木費でございます。１億１，００１万３千円の減額をお願いいたしま

して、１８億７，６７０万円でございます。１項でございます。土木管理費でございますが、

６９８万円の減額をお願いいたしまして、８，５８７万８千円でございます。２の道路橋梁費

でございますが、３，７７３万４千円の減額をお願いいたしまして、９億６，７７３万６千円
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でございます。４項の住宅費でございますが、６３９万２千円の減額をお願いいたしまして、

８，７６３万３千円でございます。５項の都市計画費でございますが、５，８９０万７千円の

減額をお願いいたしまして、７億２，２３９万２千円でございます。 
 ９の消防費でございますが、６５２万２千円の減額をお願いいたしまして、２億２，８２４万

７千円でございます。 
 １０款でございます。教育費でございますが、５，７７７万１千円の減額をお願いしまして、

２０億７，９８０万５千円でございます。１項でございますが、教育総務費９３３万７千円の

減額をお願いいたしまして、３億２，１４２万９千円でございます。２項の小学校費でござい

ますが、７３３万４千円の追加をお願いしまして、２億３，１４４万６千円でございます。８の

中学校費でございます。１，２０７万３千円の減額をお願いいたしまして、７億７，９５１万

１千円でございます。４項でございます。社会教育費でございますが、４，７７０万６千円の

減額をお願いいたしまして、４億６，９２５万９千円でございます。５項の保健体育費でござ

いますが、４０１万１千円の追加をお願いいたしまして、２億７，８１６万円でございます。 
 １１の災害復旧費でございますが、１，３８７万８千円の減額をお願いいたしまして、８，

８６１万５千円でございますが、１項の農林水産施設災害復旧費でございます。７３７万８千

円の減額をお願いいたしまして、８，５３６万２千円でございます。２項の公共土木施設災害

復旧費でございますが、６５０万円の減額をお願いいたしまして、３２５万３千円でございま

す。 
 １２款の公債費でございます。６，６４２万８千円の追加をお願いいたしまして、３０億５，

１７５万４千円でございます。 
 めくっていただきまして、６ページをお願いいたします。 
 諸支出金でございますが、１１億４，８１３万６千円の追加をお願いいたしまして、１１億

４，８１６万５千円でございます。 
 歳出合計でございますが、補正額が６億７，１５６万２千円。合計で１８２億４，６７３万

７千円でございます。 
 第２表でございますが、繰越明許費補正でございます。 
 追加の関係でございますが、６款の関係、農業費の関係でございますが、県営田園交流基盤

整備事業５００万円でございます。県営中山間地域の総合整備事業７５４万円でございます。

県営中山間地域総合整備事業３９６万６千円でございます。県営中山間地域総合整備事業

１５８万４千円でございます。県営広域営農団地農業整備事業４３０万円でございます。山村

振興事業でございます。１，００１万円でございます。連合保育所道路改良工事１，９００万

円でございます。畜産振興事業３，２００万円でございます。 
 続きまして、土木費の関係でございますが、市単独事業にかかります道路新設改良工事１億

２，３４９万７千円でございます。同じく補助事業でございますが、道路新設改良事業５，

６８３万円でございます。 
 続きまして、道路維持補修費でございます。１，２７９万円でございます。 
 続きまして、災害復旧費の関係でございますが、農業用施設災害復旧費ということでござい

ますが、２６８万２千円でございます。 
 続きまして、農地災害復旧費６２万７千円。 
 合計いたしまして、２億７，９８２万６千円を追加、お願いするものでございます。 

 ８０



 めくっていただきまして、８ページをお開き願いたいと思います。 
 明許費の補正でございます。 
 変更でございますが、総務費の関係で白州・尾白の森の名水公園温泉施設の整備事業、補正

額２億１，０４０万円でございます。補正前が２億１，０４０万円でございますが、補正後２億

７，３７２万６千円でございます。 
 民生費の関係でございますが、児童館の建設費でございますが、補正前の額が４，４３８万

６千円。補正後が４，４６３万８千円でございます。 
 ４款の衛生費でございますが、火葬場建設事業費、補正前が１億２９４万円でございますが、

補正後２億９，８８２万１千円でございます。 
 補正後の合計でございますが、６億１，７１８万５千円でございます。 
 続きまして、第３表 地方債の補正をお願いいたします。 
 補正後のほうで、説明をさせていただきたいと思います。 
 合併特例事業債でございますが、８億５，８９０万円でございます。 
 過疎対策事業債１３億４，５１０万円でございます。 
 減税補填債６億８，７００万円でございます。 
 一般公共事業債２億４，０１０万円でございます。 
 一般単独事業債２億９９０万円でございます。 
 臨時地方道整備事業債２億４８０万円でございます。 
 市町村振興資金２億１，９００万円でございまして、合計５５億５，４９０万円でございま

す。 
 以上、雑駁な説明ではあったわけでございますけども、１０ページ以降の歳入歳出補正予算

事項別明細書をご覧いただきまして、よろしくご審議の上、ご議決をいただきたいと思います。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 今回の補正は、大体計数整理的なものが多いと思うんですが、お伺いします。 
 まず１７、１８ページをお願いします。 
 地方交付税ですが、これは最終段階の決定が、昨日ですか、報告をされたわけですが、確定

的な地方交付税の数字をもう１回教えていただきますか。 
 そして、ここは普通交付税とありますが、昨日のあれでは特交も入っていますから、総額は

いくらで、特交の分がいくらというのを、ちょっと教えていただけますか。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務部長。 
〇総務部長（小林奎吾君） 

 お答えいたします。 
 普通交付税の分が９３億７，１４０万９千円でございます。それから特別交付税の関係で、

１１億６，１２９万６千円でございます。合計いたしまして、１０５億３，２７０万５千円に
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なります。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 よく分かりました。 
 そこで普通交付税にしろ特交にしろ、普通交付税は、これは基準でくるわけですが、特交の

場合に、大変特効薬というか、これはあれですが、１１億６千万円と言ったんですね。その場

合、普通交付税に対して、全国平均の場合は６％ですね。そうすると約６億円かなんぼですが、

１１億円となると、大変もらって、ありがとうございました。 
 それはそこまでとして、次に１９、２０ページ。 
 １９、２０ページで、民生費の使用料、そして、こっちの節と説明のほうにきまして、むか

わの湯の使用料が△の２，３５０万５千円ですね。これは当初は、湯に入る利用者が多かった

けれども、大体試算してみると、これだけ減ったということですかね、そうですか。 
〇議長（清水壽昌君） 

 保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（古屋克巳君） 

 協議会のときにご説明をいたしましたけれども、合併後の予算の中で１，１００万円ほど多

く盛りすぎたと、過大に見積もったということと、もう１点は市外の人が１万６千人ほど、３月

までの見込みですけども減っていると、こういうことでございます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 浅川哲男君。 
〇９番議員（浅川哲男君） 

 分かりました。 
 大体、湯というのは最初のうち出れば、どっと行くのが多いですが、そこで要望しておきま

すが、３月で年度の終わりですね。そこで北杜市内の温泉の利用客の一覧表が、みんな分かる

と思います。全部の。そして、できれば開所以来、何年度に何十万人来たとか、５万人とか１０万

人とかあるわけですが、３月の末にその資料をぜひ参考に見たいんですが、いいですか。全部

の湯の関係。 
〇議長（清水壽昌君） 

 保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（古屋克巳君） 

 浅川議員さんのご質問でございますけれども、３月末に数値が確定しますので、改めて、ま

た一覧表をつくって提示したいと思います。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 次に２３、２４ページですが、国庫の支出金、国庫の補助金でもって、市町村合併推進体制

整備費補助金、これは５億１千万円ですね。これは推進体制ですから、なんか事務をやったと
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いうのではなくて、今まで苦労した合併の推進の費用だと思うんですが、これは国庫補助金で

すが、合併については県からもなんか、いろいろテレビだ、いろいろの県のあれをみると、県

からも合併については支援をする、予算がたぶん出ていると思うんですが、これを見る限り、

県のほうは何も書いていないんですが、どんなようになっているか。そして、今のこれは推進

体制というのは、どんなような内容か。そして、ちょうど、今年度において、小淵沢町との合

併の問題が出ているんですが、その関係について、国や県のほうはどんなようになっているか、

ちょっとお聞きします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務部長。 
〇総務部長（小林奎吾君） 

 お尋ねの５億１千万円の市町村合併推進体制整備国庫補助金でございますが、５億１千万円

につきましては、当初は３年間で５億１千万円ということであったわけでございますが、今年

度、前倒しで５億１千万円もらうような形になりました。１年ごと、１億７千万円×３年間と

いうことで、５億１千万円の予定でございました。 
 この内容でございますけども、特に合併のための電算システムの構築、それから合併により

ます地域間における格差是正のための関係でございますが、これにつきましては、中学校の整

備の関係、それから主に新市における地域間の市道の整備ということ。それから新市における

観光、文化等の施設等の整備等々あるわけでございますが、項目的には１６項目ほど該当して

おります。これにつきましては、平成１６年度に事業をしたものが国庫補助金の対象というこ

とで、５億１千万円をいただいたところでございます。 
 なお、５年間で１０億円ということは、１年間２億円の県の関係でございますけども、これ

につきましては、前の本予算のほうで計上させていただいております。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 これは国庫ですが、県の場合は何もないですか。県のほうの補助金。市町村の合併に対して。 

〇議長（清水壽昌君） 
 総務部長。 

〇総務部長（小林奎吾君） 
 県の補助金は１０億円の話でしょうか。１０億円。５年間で１０億円というお話でしょうか。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 県の合併に対する・・・。県からの。 

〇総務部長（小林奎吾君） 
 それにつきましては、本予算で、もう盛ってございます。 
 予算的にはもう・・・はい、そうです。２億円です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 ２６ページで、市町村のバスの運行費の、これは県の補助金ですね。これですが、北杜市に
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なったから、いろいろバスの運行、旧のときにも、みんな市町村のバス運行をやっていたわけ

ですが、この補助金はどこの対象の分でくれたんですか。北杜市全体についてか。路線別にみ

んなありますよね、旧からはじまって。 
〇議長（清水壽昌君） 

 企画部長。 
〇企画部長（坂本等君） 

 ただいまの浅川議員さんのご指摘でございますが、総務管理費の補助金ということでござい

まして、市町村の自主運営バスの運行補助金、増額でございます。２７万８千円という計数、

数値を増額させていただいたところでございますが、この関係につきましては、もうすでに合

併になったときの北杜市の本予算、その中で調整をいたしました。今回は、その最終調整をさ

せていただいた増額２７万８千円でございます。 
 市町村の自主運営バスでございますので、自主運営バスにつきましては、それぞれ合併前に、

例えば須玉町において、塩川・黒森間のスクールバスを兼ねた、例えば町民バス、それからあ

と高根バス、長坂、大泉バス、武川循環バス、以上このような路線運行をして、自主運営をし

ておったわけでございます。 
 当初は大体総額いたしますと、県の補助金のほうは少額になりますが、５３５万４千円とい

うものを従前、本予算の中に計上してございました。それに額が確定するという見込みの中で、

２７万８千円を増額いたすものでございます。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 ５６ページで火葬場の関係ですが、これは今年度の最終な補正ですが、１，５８７万１千円

減額になったんですが、当初予定していたよりは、これだけ減ったということは、入札したと

きに差金が出たのか、どんなあれか、ちょっと。１００万円や２００万円ではいいけど、１千

何百万円ですから、ちょっとお聞きします。まだ、事業をしないのがあるかどうか。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務課長。 
〇総務課長（柴井英記君） 

 それでは、北の杜聖苑の火葬場のご質問でございますけども、総額１，５６０万円の減額で

ございます。主なものは公有財産の購入費１，１２２万８千円でございますけども、これにつ

きましては関連の道路、建設を予定しておりました、その用地買収費でございますけども、こ

れが買収単価、当初火葬場を購入する単価で見積もりをしておりましたけども、町の購入単価

に切り替えました。当初平米８千円を４，６００円にしたことによりまして、公有財産の購入

費が安くなるということで、その部分を減額させていただいたものでございます。 
 あと、賃金等につきましては、埋蔵文化財の調査、こういったものに要した費用が不用額と

いうことで減額をさせてもらいました。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 ほかに質問のある方。 
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 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１１７ 議案第２３号 平成１６年度北杜市一般会計補正予算（第２号）を採決いた

します。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第１１７ 議案第２３号 平成１６年度北杜市一般会計補正予算（第２号）は

原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１１８ 議案第２４号 平成１６年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
   日程第１１９ 議案第２５号 平成１６年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第１号） 
   日程第１２０ 議案第２６号 平成１６年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 以上３案件を一括議題といたしたいと思います。 
 ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第２４号から議案第２６号までの３案件を一括議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ３議案について、ご説明申し上げます。 
 議案第２４号の平成１６年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）については、

総額に３，７７３万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２２億６，０１７万７千

円と定めました。 
 次に議案第２５号の平成１６年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第１号）については、

総額に２，８３０万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２３億５，６５８万６千

円と定めました。 
 次に議案第２６号の平成１６年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第１号）については、

総額に１億２，５４０万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１３億３，７５０万

４千円と定めました。 
 この３議案の内容につきましては、保健福祉部長が説明いたしますので、よろしくご審議の

上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長の説明が終わりました。 
 なお、内容説明につきましては、お手元に配布の予算書のとおりでございます。 
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 ただいまから質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これから討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１１８ 議案第２４号 平成１６年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
 日程第１１９ 議案第２５号 平成１６年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第１号） 
 日程第１２０ 議案第２６号 平成１６年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第１号） 
を採決いたします。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、 
 日程第１１８ 議案第２４号 平成１６年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
 日程第１１９ 議案第２５号 平成１６年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第１号） 
 日程第１２０ 議案第２６号 平成１６年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第１号） 
は原案どおり可決することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１２１ 議案第２７号 平成１６年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 
   日程第１２２ 議案第２８号 平成１６年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 
   日程第１２３ 議案第２９号 平成１６年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

 以上３案件を一括議題といたしたいと思います。 
 ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第２７号から議案第２９号までの３案件を一括議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ３議案について、ご説明申し上げます。 
 議案第２７号の平成１６年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）については、

総額から７，８９４万７千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１６億７０８万４千円

と定めました。 
 次に議案第２８号の平成１６年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第１号）については、

総額から４，９５４万２千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３３億７，３１５万４千

円と定めました。 
 次に、議案第２９号の平成１６年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）に

ついては、総額から６，００４万７千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１２億３，
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４３３万７千円と定めました。 
 この３議案の内容につきましては、生活環境部長が説明いたしますので、よろしくご審議の

上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長の説明が終わりました。 
 なお、内容説明につきましては、お手元に配布の予算書のとおりでございます。 
 ただいまから質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１２１ 議案第２７号 平成１６年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 
 日程第１２２ 議案第２８号 平成１６年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 
 日程第１２３ 議案第２９号 平成１６年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 
を採決いたします。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、 
 日程第１２１ 議案第２７号 平成１６年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 
 日程第１２２ 議案第２８号 平成１６年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 
 日程第１２３ 議案第２９号 平成１６年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 
は原案どおり可決することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１２４ 議案第３０号 平成１６年度北杜市辺見診療所特別会計補正予算（第１号） 
   日程第１２５ 議案第３１号 平成１６年度北杜市白州診療所特別会計補正予算（第１号） 

 以上２案件を一括議題といたしたいと思います。 
 ご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第３０号から議案第３１号までの２案件を一括議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ２議案について、ご説明申し上げます。 
 議案第３０号の平成１６年度北杜市辺見診療所特別会計補正予算（第１号）については、総

額に２，２３５万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９，６９２万１千円と定めまし

た。 

 ８７



 次に、議案第３１号の平成１６年度北杜市白州診療所特別会計補正予算（第１号）について

は、総額に１００万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４，８６７万７千円と定めま

した。 
 この２議案の内容につきましては、保健福祉部長が説明いたしますので、よろしくご審議の

上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長の説明が終わりました。 
 なお、内容説明につきましては、お手元に配布の予算書のとおりでございます。 
 ただいまから質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１２４ 議案第３０号 平成１６年度北杜市辺見診療所特別会計補正予算（第１号） 
 日程第１２５ 議案第３１号 平成１６年度北杜市白州診療所特別会計補正予算（第１号） 
を採決いたします。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、 
 日程第１２４ 議案第３０号 平成１６年度北杜市辺見診療所特別会計補正予算（第１号） 
 日程第１２５ 議案第３１号 平成１６年度北杜市白州診療所特別会計補正予算（第１号） 
は原案どおり可決することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１２６ 議案第３２号 平成１６年度北杜市土地開発事業特別会計補正予算（第１号）を

議題といたしたいと思います。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第３２号の平成１６年度北杜市土地開発事業特別会計補正予算（第１号）について、ご

説明申し上げます。 
 総額から３，３５６万３千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２，４６０万５千円

と定めました。 
 内容につきましては、建設部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほど

をお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長の説明が終わりました。 
 なお、内容説明につきましては、お手元に配布の予算書のとおりでございます。 

 ８８



 ただいまから質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これから討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１２６ 議案第３２号 平成１６年度北杜市土地開発事業特別会計補正予算（第１号）

を採決いたします。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって日程第１２６ 議案第３２号 平成１６年度北杜市土地開発事業特別会計補正予算

（第１号）は原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１２７ 議案第３３号 平成１６年度北杜市白州・尾白の森名水公園事業特別会計補正予

算（第１号） 
   日程第１２８ 議案第３４号 平成１６年度北杜市武川ふるさと活性化事業特別会計補正予算

（第１号） 
 以上２案件を一括議題といたしたいと思います。 
 ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第３３号から議案第３４号までの２案件を一括議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ２議案について、ご説明申し上げます。 
 議案第３３号の平成１６年度北杜市白州・尾白の森名水公園事業特別会計補正予算（第１号）

については、総額から５３５万６千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１，８５５万

１千円と定めました。 
 次に、議案第３４号の平成１６年度北杜市武川ふるさと活性化事業特別会計補正予算（第

１号）については、総額に１，９８８万８千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７，

０４５万円と定めました。 
 この２議案の内容につきましては、産業観光部長が説明いたしますので、よろしくご審議の

上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長の説明が終わりました。 
 なお、内容説明につきましては、お手元に配布の予算書のとおりです。 
 ただいまから質疑を許します。 
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 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これから討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１２７ 議案第３３号 平成１６年度北杜市白州・尾白の森名水公園事業特別会計補

正予算（第１号） 
 日程第１２８ 議案第３４号 平成１６年度北杜市武川ふるさと活性化事業特別会計補正予

算（第１号） 
を採決します。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、 
 日程第１２７ 議案第３３号 平成１６年度北杜市白州・尾白の森名水公園事業特別会計補

正予算（第１号） 
 日程第１２８ 議案第３４号 平成１６年度北杜市武川ふるさと活性化事業特別会計補正予

算（第１号） 
は原案どおり可決することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１２９ 議案第３５号 平成１６年度北杜市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第

１号）を議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第３５号の平成１６年度北杜市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第１号）につい

て、ご説明申し上げます。 
 総額に２１０万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９，６５７万３千円と定め

ました。 
 内容につきましては、企画部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほど

をお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長の説明が終わりました。 
 なお、内容説明につきましては、お手元に配布の予算書のとおりです。 
 ただいまから質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これから討論を行います。 
 （ な し ） 
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 討論なしと認めます。 
 日程第１２９ 議案第３５号 平成１６年度北杜市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算

（第１号）を採決いたします。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第１２９ 議案第３５号 平成１６年度北杜市ケーブルテレビ事業特別会計補

正予算（第１号）は原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１３０ 議案第３６号 平成１６年度北杜市温泉事業特別会計補正予算（第１号）を議題

といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第３６号の平成１６年度北杜市温泉事業特別会計補正予算（第１号）について、ご説明

申し上げます。 
 総額から２００万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６，０８５万３千円と定めま

した。 
 内容につきましては、保健福祉部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決の

ほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長の説明が終わりました。 
 なお、内容説明については、お手元に配布の予算書のとおりです。 
 ただいまから質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１３０ 議案第３６号 平成１６年度北杜市温泉事業特別会計補正予算（第１号）を

採決します。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第１３０ 議案第３６号 平成１６年度北杜市温泉事業特別会計補正予算（第

１号）は原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１３１ 議案第３７号 平成１６年度北杜市居宅介護支援事業特別会計補正予算（第１号）

を議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第３７号の平成１６年度北杜市居宅介護支援事業特別会計補正予算（第１号）について、

ご説明申し上げます。 
 総額に１，８８７万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２，９２５万７千円と

定めました。 
 内容につきましては、保健福祉部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決の

ほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長の説明が終わりました。 
 なお、内容説明については、お手元に配布の予算書のとおりです。 
 ただいまから質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１３１ 議案第３７号 平成１６年度北杜市居宅介護支援事業特別会計補正予算（第

１号）を採決します。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって日程第１３１ 議案第３７号 平成１６年度北杜市居宅介護支援事業特別会計補正予

算（第１号）は原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１３２ 議案第３８号 平成１６年度北杜市明野財産区特別会計補正予算（第１号） 
   日程第１３３ 議案第３９号 平成１６年度北杜市須玉財産区特別会計補正予算（第１号） 
   日程第１３４ 議案第４０号 平成１６年度北杜市高根財産区特別会計補正予算（第１号） 
   日程第１３５ 議案第４１号 平成１６年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第１号） 

 以上４案件を一括議題といたしたいと思います。 
 ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第３８号から議案第４１号までの４案件を一括議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
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 市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 ４議案について、ご説明申し上げます。 
 まず、議案第３８号の平成１６年度北杜市明野財産区特別会計補正予算（第１号）について

は、科目更正であります。 
 次に、議案第３９号の平成１６年度北杜市須玉財産区特別会計補正予算（第１号）について

は、総額から１，８３５万９千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２，２１３万９千

円と定めました。 
 次に、議案第４０号の平成１６年度北杜市高根財産区特別会計補正予算（第１号）について

は、総額に１，４９６万７千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億３，３８３万６千

円と定めました。 
 次に、議案第４１号の平成１６年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第１号）につい

ては、総額に２０万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３，４８５万１千円と定

めました。 
 この４議案の内容につきましては、産業観光部長が説明いたしますので、よろしくご審議の

上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長の説明が終わりました。 
 なお、内容説明については、お手元に配布の予算書のとおりです。 
 ただいまから質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１３２ 議案第３８号 平成１６年度北杜市明野財産区特別会計補正予算（第１号） 
 日程第１３３ 議案第３９号 平成１６年度北杜市須玉財産区特別会計補正予算（第１号） 
 日程第１３４ 議案第４０号 平成１６年度北杜市高根財産区特別会計補正予算（第１号） 
 日程第１３５ 議案第４１号 平成１６年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第１号） 
を採決します。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、 
 日程第１３２ 議案第３８号 平成１６年度北杜市明野財産区特別会計補正予算（第１号） 
 日程第１３３ 議案第３９号 平成１６年度北杜市須玉財産区特別会計補正予算（第１号） 
 日程第１３４ 議案第４０号 平成１６年度北杜市高根財産区特別会計補正予算（第１号） 
 日程第１３５ 議案第４１号 平成１６年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第１号） 
は原案どおり可決することに決しました。 
 以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。 
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 次の会議は３月１８日、午前１０時より再開いたしますので、全員定刻にご参集ください。 
 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

 
散会 午後 ３時５５分 
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１．議事日程 

 
平成１７年第１回北杜市議会定例会（４日目） 

 
平成１７年３月１８日 
午前１０時００分開議 
於 議 場 

 
 

日程第１ 議案第４２号 平成１７年度北杜市一般会計予算 
日程第２ 議案第４３号 平成１７年度北杜市国民健康保険特別会計予算 
日程第３ 議案第４４号 平成１７年度北杜市老人保健特別会計予算 
日程第４ 議案第４５号 平成１７年度北杜市介護保険特別会計予算 
日程第５ 議案第４６号 平成１７年度北杜市簡易水道事業特別会計予算 
日程第６ 議案第４７号 平成１７年度北杜市下水道事業特別会計予算 
日程第７ 議案第４８号 平成１７年度北杜市農業集落排水事業特別会計予算 
日程第８ 議案第４９号 平成１７年度北杜市辺見診療所特別会計予算 
日程第９ 議案第５０号 平成１７年度北杜市白州診療所特別会計予算 
日程第１０ 議案第５１号 平成１７年度北杜市土地開発事業特別会計予算 
日程第１１ 議案第５２号 平成１７年度北杜市白州・尾白の森名水公園事業特別会計予算 
日程第１２ 議案第５３号 平成１７年度北杜市武川ふるさと活性化事業特別会計予算 
日程第１３ 議案第５４号 平成１７年度北杜市ケーブルテレビ事業特別会計予算 
日程第１４ 議案第５５号 平成１７年度北杜市温泉事業特別会計予算 
日程第１５ 議案第５６号 平成１７年度北杜市居宅介護支援事業特別会計予算 
日程第１６ 議案第５７号 平成１７年度北杜市明野財産区特別会計予算 
日程第１７ 議案第５８号 平成１７年度北杜市須玉財産区特別会計予算 
日程第１８ 議案第５９号 平成１７年度北杜市高根財産区特別会計予算 
日程第１９ 議案第６０号 平成１７年度北杜市長坂財産区特別会計予算 
日程第２０ 議案第６１号 平成１７年度北杜市大泉財産区特別会計予算 
日程第２１ 議案第６２号 平成１７年度北杜市白州財産区特別会計予算 
日程第２２ 議案第６３号 平成１７年度北杜市武川財産区特別会計予算 
日程第２３ 議案第６４号 平成１７年度北杜市浅尾原財産区特別会計予算 
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２．出席議員は、次のとおりである。（３６名） 

 
 １番 坂 本  ・  ２番 植 松 一 雄 
 ３番 篠 原 眞 清  ４番 千 野 秀 一 
 ５番 五 味 良 一  ６番 利 根 川 昇 
 ７番 渡 邊 陽 一  ８番 鈴木今朝和 
 ９番 浅 川 哲 男 １０番 秋 山 九 一 
１１番 小 尾 直 知 １３番 風 間 利 子 
１４番 田 中 勝 海 １５番 浅川富士夫 
１６番 小 林 元 久 １７番 小 澤  寛 
１８番 篠 原 珍 彦 １９番 保坂多枝子 
２０番 内 田 俊 彦 ２１番 鈴 木 孝 男 
２２番 細 田 哲 郎 ２３番 林  泰 ・ 
２４番 坂 本 治 年 ２５番 中 村 隆 一 
２６番 中 村 勝 一 ２７番 岡 野  淳 
２８番 小 林 忠 雄 ２９番 小 澤 宜 夫 
３０番 内 藤  昭 ３１番 秋 山 俊 和 
３２番 小野喜一郎 ３３番 渡 邊 英 子 
３４番 中 嶋  新 ３５番 小 林 保 壽 
３６番 古 屋 富 藏 ３７番 清 水 壽 昌 

 
 

３．欠 席 議 員 
 

１２番 日 向 万 仁 
 
 

４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（１８名） 
 

市 長 白 倉 政 司 収 入 役 小 澤 壯 一 
企 画 部 長 坂 本  等 総 務 部 長 小 林 奎 吾 
保健福祉部長 古 屋 克 巳 生活環境部長 坂 本 伴 和 
産業観光部長 浅 川 清 朗 建 設 部 長 真 壁 一 永 
教 育 次 長 小 池 光 和 明野総合支所長 萩 原 武 一 
須玉総合支所長 小 澤 功 宜 高根総合支所長 植 松 好 義 
長坂総合支所長 小 沢 孝 文 大泉総合支所長 藤 原  宝 
白州総合支所長 植 松 治 雄 武川総合支所長 福 井 俊 克 
秘 書 室 参 事 藤 巻 正 一 教 育 長 小清水淳三 
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５．職務のため議場に出席した者の職氏名（３名） 

 
議会事務局長 三 枝 基 治 
議 会 書 記 小 澤 永 和 
   〃    伊 藤 勝 美 
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再開 午前１０時００分 
〇議長（清水壽昌君） 

 本日の議事がスムーズな運営のうちに進行できますよう、よろしくお願い申し上げまして、

あいさつといたします。 
 ただいまの出席議員は３６名です。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 １２番議員、日向万仁君は一身上の都合により、本日、午前中の会議を欠席する旨、届け出

がありました。 
 諸般の報告を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１ 議案第４２号 平成１７年度北杜市一般会計予算を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 今朝は一段と春近しを感じます。議員各位におかれましては、連日、精力的にご審議してい

ただいて、大変ありがたく思います。 
 議案第４２号の平成１７年度北杜市一般会計について、ご説明申し上げます。 
 歳入歳出予算の総額をそれぞれ２５９億５千万円と定めました。 
 内容につきましては、総務部長が説明いたしますが、質問に対しましてはそれぞれの担当部

長がお答えしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務部長。 
〇総務部長（小林奎吾君） 

 それでは議案第４２号 平成１７年度北杜市一般会計予算について、ご説明を申し上げます。 
 お手元の資料、２ページをお開き願いたいと思います。 
 歳入歳出、款項で説明させていただきたいと思いますが、款項同額の場合は款で説明させて

いただきたいと思います。 
 まず、市税でございます。４９億７，３５２万７千円でございますが、構成比１９．２％で

ございます。 
 １市民税でございますが、１４億６，４４２万３千円。２の固定資産税でございますが、３１億

２０２万４千円。３の軽自動車税でございますけども、９，２４２万円。４の市タバコ税でご

ざいますが、２億４，２０５万２千円。５の特別土地保有税、内訳で１千円でございます。６の

入湯税７，２６０万７千円でございます。 
 ２款でございますが、地方譲与税３億８，０１０万円でございますけども、構成比１．５％

でございます。１の所得譲与税でございますが、７，５００万円。２の自動車重量譲与税でご

ざいますが、２億２，２１０万円。３の地方道路譲与税８，３００万円でございます。 
 ３款でございますが、利子割交付金３，８００万円でございますけども、構成比０．１％で

ございます。４の配当割交付金でございますが、６００万円でございます。構成比は出てまい

りません。５の株式等の譲渡所得割交付金でございますが、２８０万円。構成比は出てまいり
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ません。 
 ６款でございますが、地方消費税交付金でございますけども、３億８千万円。構成比１．５％

でございます。 
 ３ページへ移っていただきまして、７款のゴルフ場利用税交付金でございますけども、８，

２００万円。０．３％の構成比でございます。 
 ８款の自動車取得税交付金１億７千万円。構成比０．７％でございます。 
 ９の地方特例交付金１億３，５００万円。構成比０．５％でございます。 
 １０款の地方交付税９６億円でございます。構成比３７．０％でございます。 
 １１の交通安全対策特別交付金７００万円でございますが、出てまいりません。 
 １２の分担金及び負担金でございますが、４億５，７０２万８千円でございます。構成比１．

８％でございます。１の分担金でございますが、４，９２３万４千円でございます。２の負担

金につきましては、４億７７９万４千円でございます。 
 １３款の使用料及び手数料でございますが、５億６，９３３万円でございますけども、２．

２％の構成比でございます。１の使用料でございますが、４億９，７５３万３千円。２の手数

料でございますけども、７，１７９万７千円でございます。 
 １４款国庫支出金でございますが、１４億８，９７８万５千円で構成比５．７％でございま

す。１の国庫負担金でございますが、６億６，５９０万２千円。２の国庫補助金でございます

が、８億１，００６万９千円でございます。 
 めくっていただきまして、４ページをお開き願いたいと思います。 
 ３款の国庫委託金でございますが、１，３８１万４千円でございます。 
 １５款の県支出金でございますが、１４億１，１５５万７千円で、構成比５．４％でござい

ます。１の県負担金２億６，２６０万円でございます。２の県補助金１０億７，２１６万４千

円でございます。３の県委託金７，６７９万３千円でございます。 
 １６款でございますが、財産収入２，９０６万７千円。構成比０．１％でございます。１の

財産運用収入２，９０６万５千円。２の財産売り払い収入２千円。 
 １７款寄附金でございます。１千円。存目でございます。 
 １８の繰入金１７億９，５８０万円。構成比６．９％でございます。１の特別会計繰入金

５００万円。２の基金繰入金１７億９，０８０万円。 
 １９款でございます。繰越金でございますが、３億７，７００万円。構成比１．５％でござ

います。 
 ２０款の諸収入でございますが、１億３，０３０万５千円。構成比０．５％でございます。

１の延滞金加算金及び過料でございますが、５０万１千円。３の貸付金元利収入３２０万円。

４の受託事業収入１９８万１千円。 
 ５ページのほうへ、お移り願いたいと思います。 
 ５の雑入でございます。９，７０６万９千円。６の収益事業収入２，７５５万４千円。 
 ２１款の市債でございます。３９億１，５７０万円。構成比１５．１％でございます。 
 歳入合計２５９億５千万円でございます。 
 めくっていただきまして、６ページをお開き願いたいと思います。 
 歳出でございます。 
 １款の議会費２億２，８３３万６千円。構成比０．９％でございます。 
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 ２款の総務費３３億２，８８７万３千円でございますが、構成比１２．８％でございます。

１の総務管理費２９億１，５３２万２千円でございます。２の徴税費２億３，２７６万９千円

でございます。３の戸籍住民基本台帳費１億１，８７７万５千円でございます。４の選挙費２，

７５４万６千円でございます。５の統計調査費２，３２２万７千円でございます。６の監査委

員費１，１２３万４千円でございます。 
 ３款の民生費でございますが、４６億１，８７５万６千円で、構成比１７．８％でございま

す。１の社会福祉費２６億８，８８３万７千円でございます。２の児童福祉費１６億８，８９６万

３千円でございます。３の生活保護費２億４，０９５万６千円でございます。 
 ４款でございます。衛生費でございますが、２８億５，９１５万３千円でございまして、構

成比１１．０％でございます。５の労働費でございますが、９９６万２千円。構成比が出てま

いりません。 
 ６款でございますが、農林水産業費２６億６，５７４万３千円でございまして、構成比１０．

３％でございます。１の農業費２４億２４６万６千円。 
 ７ページをご覧いただきたいと思います。 
 ２の林業費２億６，３２７万７千円。 
 ７款の商工費でございますが、４億４，２１０万３千円。構成比１．７％でございます。 
 ８款でございます。土木費でございますが、３０億７，１１５万７千円で、構成比１１．８％

でございます。１の土木管理費１億９，２４０万６千円でございます。２の道路橋梁費８億６，

３６６万９千円でございます。３の河川費６７６万９千円でございます。４の住宅費３億４，

６６３万５千円でございます。５の都市計画費１６億６，１６７万８千円でございます。 
 ９の消防費でございますが、５億１，４３０万７千円。構成比２．０％でございます。 
 １０款の教育費でございますが、３７億２，４６９万７千円。構成比１４．４％でございま

す。１の教育総務費５億４，２７９万２千円。２の小学校費４億１，１６３万２千円でござい

ます。３の中学校費１３億７，１４９万４千円でございます。４の社会教育費８億３，０６４万

８千円でございます。５の保健体育費５億６，８１３万１千円でございます。 
 １１款でございますが、災害復旧費５５９万２千円でございます。構成比が出てまいりませ

ん。１の農林水産施設災害復旧費６４万円でございます。２の公共土木施設災害復旧費４９５万

２千円でございます。 
 １２款公債費でございますが、４４億４，８９９万３千円で、構成比１７．１％でございま

す。 
 １３款の諸支出金でございますが、２３２万８千円で構成比が出てまいりません。 
 １４の予備費でございますが、３千万円。０．１％でございます。 
 歳出合計２５９億５千万円ということでございます。 
 ９ページをご覧いただきたいと思います。 
 第２表でございますが、地方債でございます。 
 合併特例事業債１３億２，６６０万円。 
 過疎対策事業債７億４，４９０万円。 
 臨時財政対策債１１億３千万円。 
 減税補填債９千万円。 
 一般公共事業債１億１，５００万円。 
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 一般単独事業債５２０万円。 
 臨時地方道整備事業債７，１００万円。 
 市町村振興資金２億６，９００万円。 
 公営住宅建設事業債１億６，４００万円。 
 合わせまして、３９億１，５７０万円を借り入れるものでございます。 
 なお、歳出の主なものでございますが、教育文化に輝く杜づくりといたしまして、３億４，

１９８万２千円。産業を興し富める杜づくりといたしまして、４億３，３４６万円。安全、安

心で明るい杜づくりの関係で３億２，８３４万９千円。基盤を整備し、豊かな杜づくりで８億

２，７０５万２千円。環境日本一の潤いの杜づくりということで、１億５，１７０万円。交流

を深め、躍進の杜づくりで８８１万８千円。連帯感ある輪の杜づくりで１億９，６６５万円。

行政改革の関係で５４４万円が主なものでございます。 
 以上、詳細につきましては、１０ページ以降の歳入歳出予算事項明細書をご覧いただきまし

て、よろしくご審議の上、ご議決をいただきたいと思います。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 北杜市になって、初めての当初予算ということで、非常に財政厳しい中で苦慮したと思いま

す。 
 そこで聞きたいんですが、新市の建設計画というのは１０年間の計画があって、初年度が今

年度、平成１７年度から始まるわけですが、当初予算ですから、補正予算と年間の間で、減る

ことはなくて増えると思うんですが、そこでちょっと質問しますが、工事費の関係で、新市計

画では５８億円盛っております。一般建設事業費で。そして今度の予算には、工事請負費を全

部足すと２８億円でございます。工事請負費を、ずっと足していってみてください。２８億円。

そうすると３０億円という、当初からそれだけの差が出るわけですが、そこで歳入がなければ、

歳出ができないということで事業もできないと思うですが、これから工事請負費も、いろいろ

検討すると思うんですが、こんなに工事請負しなくても、必要なものだけすればいいなと思っ

ているんですが、その状況と、そして次に、よく見ないとわからないけれども、繰出金の関係

が新市の計画で見ますと、３０億円よりちょっと上ですが、今後、この予算書の繰り出しを全

部足してみますと３９億円ですね。そうすると、よその会計へ繰り出すのが、予定どおりの建

設計画では３０億円ちょっとですが、実際には一般会計ほかの会計へ繰り出すのが３９億円と

いうことは９億円、一般会計のまま、いろいろできないということになるね。 
 そんなあれで、これはいろいろの会計をやっていくにはやむを得ないと思うんですが、いろ

いろの見通しがまだ、合併協議の中で、いろいろ専門家が試算してやって数字と大変差が、初

年度から出るようなことで、これはやむを得ないんですが、この１０年間経てば、もっといろ

いろ変化は出ると思います。 
 そこで、今後の１０年間は別として、当年のこの計画と、今度の予算に対して、総務課長、

非常に苦労したと思うんですが、歳入がなければやむを得ないんですが、１点お願いします。 
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〇議長（清水壽昌君） 
 企画部長。 

〇企画部長（坂本等君） 
 企画部長ですが、お答えいたします。合併の建設計画の絡みもございますので、お答えしま

す。 
 ただいま、ご指摘というんでしょうか、いただきましたことにつきまして、工事請負費の関

係、それからあと繰出金の関係につきまして、合併当時、あれは平成１４年の後半から１５年

度の当初にかけて、７町村が合併するために新市の建設計画というものを策定いたしまして、

その中に１０年間を見通した財政計画の数値を歳入歳出、お載せしている部分がございます。 
 浅川議員はそのことと、現在の平成１７年の北杜市の当初予算との比較を申されたわけでご

ざいますが、前にもちょっと、このような質問にお答えをしたかと思いますが、新市の、７町

村が合併する北杜市の建設計画につきまして、現在に置き換えますと、約２年近い年数が経過

しておるわけでございます。その間に国の三位一体改革、地方分権に対するためのいろんな考

え方、そういうものの税の配分とか交付税の削減、いろんな状況が極端に変貌してきたという

のが現実、当初の建設計画との経過の中にございました。 
 そのときには、建設計画では、ある程度、推計、シミュレーション的な意味合いも深めなが

ら、三位一体改革等のことは、とりあえずは１０年間の計画の中に織り込まない中で策定をい

たしまして、できる限り投資的経費をある程度多く持ちながら、合併に対して、住民のために

役に立つような投資的経費の分野に事業費を向けていくような意味合いの中で、建設計画を

もっておりまして、５８億円ぐらいの工事、投資的経費が計上されているのが当初の建設計画

でございました。 
 そのようなところ、そして合併前の懸案としているような事業、事務事業も北杜市の当初予

算には可能な限り盛り込む、それから将来を展望して優先順位、事業の投資的効果、そういう

ものを勘案する中で、平成１７年度の予算を一応、２５９億５千万円というような数字で、一

般会計をまとめたところ、浅川議員ご指摘のように、２８億円というようなところで、投資的

経費については、かなりの差が出たわけでございます。その投資的経費の差異が出たものにつ

きましては、現在、７町村合併して暫定予算、本予算等を執行してくる中で、平成１７年度を

見通したときに、三位一体改革とか国の施策によっては、財源がついてこない部分があるとい

う、そんなようなところも部分的には見えてきましたので、最も投資的効果のある優先順位の

考えを合わせた中での建設事業費を、総額２８億円というような規模に相成ったわけでござい

ます。 
 それから、あと繰出金につきましては、ご指摘のように３０億少々というような繰り出しで、

シミュレーション的な建設計画をもっていたわけでございますが、やはり公共下水道事業等の

進捗、簡易水道事業の進捗、それからあと福祉対策に関わります老人保健対策というような特

別会計の事業を積極的に推進してきて、平成１７年目につきましても、可能な限り、推進を図っ

ていくというような意味合いで、事業費に対する一般会計の応分の負担、事業費繰り出しとい

うような、そういう意味合いで繰出金は約９億円ほど、当初の計画、合併当初持っていた計画

よりは繰出金の額は９億円程度、増額をしていたというような経過を辿って、平成１７年度当

初予算の編成と相成ったわけでございます。 
 やはり、このような中で、一番市民の住民の皆さんにとって、何が一番望まれている施策か
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というようなところを、これからも十分検討を加えながら対応していくというわけでございま

すが、どうしても議員ご指摘のように財源が伴ってこない中では、むやみな起債の発行という

ことも差し控えるわけでございますから、最も効率ある財源を活用しながら、優先順位を見な

がら、これから諸事務、事務事業に当たっていきたいと、こんなように、私ども考えておりま

して、これからまた新しい枠組みの建設計画というような中で策定をすることになりまして、

一部、部分的には議会の皆さまに将来的な展望も、一部、過日、お知らせをした部分もござい

ます。 
 そんな中で、いろいろ国の状況等を十分捉えながら進めていきたいと、こんなように考えて

いるところでございますので、ご理解をお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 浅川哲男君。 
〇９番議員（浅川哲男君） 

 繰出金の関係で、さっき一緒に聞けばいいんですが、その中に教育関係で３億６，７００万

円。これは甲陵高校の中高一貫教育ですかね、その関係で、こっちから繰り出しするんですが、

その場合、ちょっと教えていただきたいんですが、これは交付税の対象には全額なるんですか。

総務部長か誰か、分からないけれども。教育ですかね。 
〇議長（清水壽昌君） 

 教育次長。 
〇教育次長（小池光和君） 

 浅川議員のご質問にお答えいたします。 
 全額交付税算入されるものでございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 国際交流で、今まで合併前は４カ町村、北部４カ町村でケンタッキーへいろいろ交流の関係

で、ホームステイ、議会も行ったこともあるし、一般の代表、または最近は子どもさんという

か、学童生徒ですね。そういう関係があるんですが、今度合併しましたから、その関係はやっ

ぱり広く交流を深めたほうがいいと思うんですが、どんなことですか。そして、できるだけ中

学生、小学生は無理ですが、中学生のホームステイの交流をすべきだと思うんですが、その点

について、お考えをお願いします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 企画部長。 
〇企画部長（坂本等君） 

 お答えします。 
 合併前にも当然、ご指摘のようにケンタッキーとの交流を、Ｋｅｅｐ協会等の協力をいただ

きながら、基金造成もしておりまして、交流を深めてきたところでございます。 
 合併いたしましても、今度は市長とも相談をする中で、議員ご指摘のように、当初の４町村

のみならず、北杜市全体の中で、広く捉えていこうということになりまして、早速４月以降に

なると、また交流の時期になるわけでございますが、その中では各地域、北杜市の全域から交

流に参加していただける方を募りまして、ほぼ煮詰まった段階でございます。広く、これから
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交流を深めていきたいと思います。 
 中学生の交流につきましても、徐々に広めていきながら、交流を深めていって、国際感覚を

備えた子どもたちの育成に努めていきたいとも思っております。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 中村隆一君。 

〇２５番議員（中村隆一君） 
 ６４ページ、６５ページをお願いします。 
 そこの財産管理費というところですが、１３節と１６節ですね、６５ページ。この金額の内

訳、何をどれだけというふうに内訳を教えてください。また、その金額の中に・・・１３の委

託料と１７の公有財産購入費ですね、その金額の中に含まれている内訳と、そして地方債の内

訳、これを教えてください。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務部長。 
〇総務部長（小林奎吾君） 

 中村議員さんのご質問にお答えを申し上げます。 
 ６５ページの１３委託料４，９２５万３千円の内訳をということでございますが、予算説明

資料３ページをお願いしたいと思うわけでございますけども、庁舎の維持管理費に７２５万

３千円。それからＩＰ電話の保守に３６２万７千円。庁舎の清掃委託に１５６万円。機械の設

備保守７７万５千円。それからエレベーター保守点検５２万６千円。庁舎支所等の建設設計委

託でございますが、４，２００万円。これにつきましては、武川の総合プラザの設計委託でご

ざいます。 
 続きまして、１７の公有財産購入費４，０８５万円でございますが、予算説明資料、３ペー

ジもあるわけでございますが、現在、この本庁舎の前の道路を工事しているところでございま

すけども、非常に駐車場が手狭になるということで、本庁舎の現在の駐車場の西側の土地２筆

あります。これにつきまして、２，２２０万円を購入するものでございまして、そのほか武川

の総合プラザの用地１，８６５万円の購入費用でございます。 
 それから地方債の内訳ということでございますが、９ページの関係でよろしゅうございます

でしょうか。 
 それでは９ページの関係でございますが、１８１ページをお開き願いたいと思います。 
 ９ページの地方債の関係につきましては、旧事業債ということで、３９億１，５７０万円を

借り入れするものでございます。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 中村隆一君。 

〇２５番議員（中村隆一君） 
 その武川の総合プラザと言うんですか、そのお金は地方債のどれに当たるかというふうな、

そういう説明をお願いしたいなと思っていたんです。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務部長。 
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〇総務部長（小林奎吾君） 
 武川のプラザの土地購入費、これについては合併特例債を充てる予定でございます。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 中村隆一君。 

〇２５番議員（中村隆一君） 
 一般会計予算について、反対討論を行います。 
 今度の予算は市長にとっても北杜市にとっても、合併後初めての本格的な予算であります。

市民は合併の原則である、サービスは高く負担は低くがどうなるのか、注目をしています。 
 反対理由の第１は各種福祉サービスの廃止、後退があることです。以下、具体的に例を挙げ

ます。敬老祝金の支給対象者の縮小、長坂町の老人障害者から大変喜ばれています週１回、２時

間、専門の講師による機能訓練事業が今まで年間２００万円の予算で行われていました。これ

は長坂町だけのものだから新年度には予算がつかないことになり、楽しみに通っていた１５名

の人たちはがっかりしていました。なんとか継続できないかと思案したあげく、地域委員会の

理解で予算規模３分の１で継続になりました。 
 このような例が各町であります。明野、白州町で高齢者に行われていた乳酸菌飲料配付、ヤ

クルト配付というものですね。ならびに武川、白州町で電話で定期的に安否確認を行う、ふれ

あいコール事業の廃止。明野、白州、武川町で行われていた訪問理美容サービスの廃止。明野、

須玉、大泉、白州での配食サービスの後退。また明野、須玉、大泉町で行われていた寝具等洗

濯・乾燥サービスの廃止。また７町村で実施していた、介護用品支給事業の後退。さらに１つ

の町村でしかやってこなかった優れた制度の廃止、後退には須玉町のスポーツ少年団の指導者

の支援、白州町の２４時間電話健康相談事業の廃止などがあります。 
 反対理由の第２は福祉の廃止、後退の一方で武川総合プラザ建設のための用地買収費４，

２００万円と設計業務委託料に１，８６５万円が支出されていることです。 
 反対理由の第３に総務費、支所および出張所費について、地域委員会の果たす役割は旧町村

の伝統や団結を残していくために大事なものですが、この地域振興費は各町村ごと２千万円前

後でありますけれども、本当に少ないと言わざるを得ません。 
 財政難の折、須玉のふれあい館のような建物は北杜市に、これから３つも必要ないというの

が市民の共通した思いです。新たな大型の建物の建設は、市民の理解が得られません。地方自

治体の任務は住民の安全、健康福祉の増進を図ることです。厳しい財政であっても、老人など

社会的弱者や国の悪政の中で困難を強いられている市民に心を寄せ、暮らしを支えるために力

を注ぐのが政治の姿ではないでしょうか。 
 以上述べまして、反対討論といたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 反対討論がありました。 
 原案に賛成者の発言を許します。 
 秋山俊和君。 
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〇３１番議員（秋山俊和君） 
 私は、賛成の立場で意見を申し上げます。 
 全員協議会で十分説明を受け、質疑も済ませておりますし、私が拝見したところ、妥当な予

算であると思いますので、賛成いたします。 
 以上。 

〇議長（清水壽昌君） 
 ほかに討論ありますか。 
 渡邊陽一君。 

〇７番議員（渡邊陽一君） 
 福祉、民生費に関しましては、構成比１７．８％と大変、高率に盛っていただきました。今

回、予算をとっていただく中で、一番民生費のほうに傾けを、重点的にやっていただいたこと

に、私は賛成の意見といたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 ほかに討論ありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終わります。 
 これより本件に対する採決を行います。 
 採決は起立によって行います。 
 本案は原案どおり可決することに賛成の方は、ご起立願います。 
 （ 起 立 多 数 ） 
 起立多数です。 
 よって日程第１ 議案第４２号 平成１７年度北杜市一般会計予算は原案どおり可決するこ

とに決しました。 
 お諮りいたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第２ 議案第４３号 平成１７年度北杜市国民健康保険特別会計予算 
   日程第３ 議案第４４号 平成１７年度北杜市老人保健特別会計予算 
   日程第４ 議案第４５号 平成１７年度北杜市介護保険特別会計予算 

 以上３案件を一括議題といたしたいと思います。 
 ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第４３号から議案第４５号までの３案件を一括議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ３議案について、ご説明いたします。 
 議案第４３号の平成１７年度北杜市国民健康保険特別会計予算については、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ３４億７，７４９万３千円と定めました。 
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 次に議案第４４号の平成１７年度北杜市老人保健特別会計予算については、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ４６億６，２０６万４千円と定めました。 
 次に議案第４５号の平成１７年度北杜市介護保険特別会計予算については、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ２５億７，２６０万２千円と定めました。 
 この３議案の内容につきましては、保健福祉部長が説明いたしますので、よろしくご審議の

上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（古屋克巳君） 

 それでは、歳入歳出予算のご説明をいたします。 
 まず２ページをお開きください。 
 まず歳入でございますけども、款と項が同額の場合は、項は省略させていただきますので、

よろしくお願いをいたします。 
 まず歳入、国民健康保険税１１億９，０２０万３千円。使用料及び手数料５万１千円。国庫

支出金１１億８，２４０万８千円。１国庫負担金８億８，９５５万３千円。国庫補助金２億９，

２８５万５千円。 
 ４款療養給付費等交付金５億８，２９０万１千円。 
 ５款県支出金１億４，０９２万円。県負担金２，２５５万２千円。県補助金１億１，８３６万

８千円。 
 ６款共同事業交付金８，４２０万４千円。 
 ７款財産収入１千円。 
 ８款繰入金２億７，０２３万６千円。他会計繰入金２億７，０２３万４千円。基金繰入金１千

円。 
 ３ページに入りまして、直営診療施設勘定繰入金１千円。 
 ９款繰越金２，６５５万７千円。 
 １０款諸収入１万２千円。延滞金加算金及び過料５千円。預金利子１千円。雑入６千円。 
 歳入合計３４億７，７４９万３千円。 
 めくっていただきまして、歳出でございます。 
 １款総務費６，３３４万８千円。総務管理費４，７４４万２千円。町税費１，５１３万１千

円。運営協議会７７万５千円。保険給付費２０億２，８７５万円。療養諸費１７億４，９７５万

円。高額療養費２億３，２６０万円。移送費４０万円。出産育児諸費３千万円。葬祭諸費１，

６００万円。 
 ３款老人保健施設、老人保健拠出金でございます。９億１，９６８万４千円。 
 ４款の介護納付金２億９，２８０万６千円。 
 ５款共同事業拠出金９，０２４万円。 
 ６款保健事業費１，９１６万円。 
 ７款基金積立金１千円。 
 ページが変わりまして、公債費でございます。１００万円。 
 ９款の諸支出金２５０万４千円。償還金及び還付金２５０万３千円。延滞金１千円でござい

ます。 
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 １０款の予備費につきましては、６千万円。 
 歳出合計で３４億７，７４９万３千円でございます。 
 詳細につきましては、９ページ以降の事項別明細書でご確認をお願いしたいと思います。 
 続きまして、老人保健特別会計のご説明をいたします。 
 ２ページをお開きください。 
 先ほどと同じように款と項が同額の場合は、項は省略させていただきます。 
 まず歳入でございますけども、１款支払い基金交付金２６億８，８７５万円。 
 ２款国庫支出金１３億１，０６３万７千円。国庫負担金１３億１，００５万９千円。国庫補

助金５７万８千円。県支出金３億２，７５１万５千円。繰入金３億３，５１５万７千円。繰越

金１千円でございます。 
 ６款の諸収入４千円。延滞金及び加算金２千円。雑入２千円。 
 歳入合計４６億６，２０６万４千円でございます。 
 歳出でございますけども、１款総務費８２２万２千円。２款医療諸費４６億５，３８３万７千

円。諸支出金４千円。償還金が３千円。繰出金が１千円でございます。予備費１千円でござい

まして、歳出合計４６億６，２０６万４千円でございます。 
 これにつきましても、詳細につきましては、事項別明細書でご確認をお願いします。 
 続きまして、介護保険特別会計予算でございます。 
 ２ページをお開きください。 
 これも同じように、款項同額の場合は、項は省略させていただきます。 
 まず歳入でございます。 
 １款保険料でございます。３億５，３０４万４千円。 
 ２款使用料及び手数料２千円。 
 国庫支出金６億８，４９３万３千円。国庫負担金４億９，９３０万４千円。国庫補助金１億

８，５６２万９千円。 
 ４款支払い基金交付金７億９，８８８万６千円。 
 ５款県支出金３億１，２０６万５千円。 
 ６款財産収入１千円。 
 ７款繰入金４億２，３６６万２千円。一般会計繰入金３億７，８４０万３千円。基金繰入金

４，５２５万９千円。 
 ８款繰越金２千円。諸収入７千円。延滞金加算金及び過料２千円。預金利子１千円。雑入４千

円。 
 歳入合計２５億７，２６０万２千円でございます。 
 これにつきましても、詳細につきましては、事項別明細書をご確認願いたいと思います。 
 歳出でございます。 
 １款総務費でございます。６，６３４万４千円。１総務管理費３，４２０万１千円。２徴収

費３２０万３千円。介護認定審査会費２，８７９万円。計画策定費１５万円。 
 ２款保険給付費でございます。２４億９，６５２万１千円。介護サービス等諸費２３億８，

５６７万５千円。居宅支援サービス給付費９，５６１万７千円。その他諸費３７４万５千円。

高額サービス費１，１４８万４千円。 
 ３款財政安定化基金拠出金２２７万２千円。 
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 ５基金積立金１千円。 
 ６款公債費６９６万１千円。 
 ７款諸支出金５０万３千円。 
 歳出合計２５億７，２６０万円２千円でございます。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 中村隆一君。 

〇２５番議員（中村隆一君） 
 介護保険の資料で、８ページ、９ページのところですが、３款の国庫支出金、１項国庫負担

金、１節、９ページのほうに書いてありますが、介護給付費負担金、現年度分として、４億９，

９３０万３千円が歳入として見込まれているわけですけれども、今、国会で論議されている介

護保険制度の見直しにおいては、この１０月から施設入所者については居住費、ホテルコスト

なんて言っていますけども、それとか食事とか、そういうのを介護保険の給付から外して全額

自己負担にするようにというふうなことが、今論議されているわけですけれども、そのことを

想定した予算になっているのか、お伺いをいたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（古屋克巳君） 

 中村議員さんのご質問にお答えをいたします。 
 今、国会で介護保険制度を審議しております。その中で議員さん、おっしゃるとおり居住費、

あるいは食事については保険給付の対象外にすると、こういうことが今、審議されております。

まだ確定したものではございませんから、北杜市の介護保険の会計には、それは見込んでござ

いません。 
 国会で成立しますと、また国から県をとおして、内容の詳細が示されてきます。それに基づ

いて、また、もし必要があれば、予算の補正等で対応してまいります。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 介護保険ですが、２、３日前のテレビを見て、ちょっと思い出して質問をするわけですが、

介護保険は行政でやる場合と民間が会社をつくってサービスをして、そして請求する場合があ

るようですが、民間の場合にかなり水増しをして請求をして、ものすごい問題になっているよ

うです。そういう場合ですが、北杜市には民間で介護保険のサービスをして、お金を払うよう

なことがあるんですか。行政専門でやっているんですか。最近は民間で結構やっているようで

すが、テレビでやっていて、その水増しをどんどんしてしまって、還付するとか、なんとかと

いうのがあるんですが、ちょっと教えてください。 
〇議長（清水壽昌君） 

 保健福祉部長。 
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〇保健福祉部長（古屋克巳君） 
 介護保険制度で、民間ですけども、福祉法人等、例えば仁生園と、あと明山荘等いろいろあ

ります。一応、国保連で審査をして、そしてうちのほうで支払っているわけですけども、現状

でそういう例は、今のところございません。 
〇議長（清水壽昌君） 

 浅川富士夫君。 
〇１５番議員（浅川富士夫君） 

 国民健康保険についてお尋ねしますが、国民健康保険の加入者の件についてお伺いしたいと

思います。 
 全国的にも未加入者が増えているというようなお話が出ておるわけですけれど、北杜市につ

いても、当然、非常に厳しい財政の中で、一人でも多く加入していただきたいというのが願い

でございますが、そのへんの未加入者の人員を把握しているかどうか。もし把握しているとす

るならば、教えていただきたいと思いますが、よろしくお願いします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（古屋克巳君） 

 加入者は増えております。 
〇議長（清水壽昌君） 

 浅川富士夫君。 
〇１５番議員（浅川富士夫君） 

 加入者でなくて、当然、社会保険か国民健康保険へ加入すべきところへ、そういう資格を持っ

ている方が逆に入らない、未加入のほうですね、そういうのが全国的にも、俗に言うフリーラ

イターといって、入っていないという方が増えているような新聞報道なんかもあるわけですけ

れど、そういった点、相互扶助の精神に則っても、ぜひそういったものに入って、お互いにお

互いを見ていくと、これが国民健康保険の精神ではなかろうかと、こんなふうに思うわけです

が、そういった中での未加入者のほうです。その数字をつかまえているのかどうか。この点で

ございますが、よろしくお願いします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（古屋克巳君） 

 日本における保険制度は国民皆保険でございますから、必ず１つの保険に入らなければなら

ないと、こういうことでございます。ですから、我々としては保険に入っていない方は一人も

いないと、こういうふうに思っておりますけれども、また、そういうことが全国的にあるとも

聞いておりますので、調査をいたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 協議会のときにも、そういう議論があったわけでありますけども、北杜市の場合に国保に加

入している人たちが１万２３０人で６１．６５％。その他の市民が社会保険に入っておられる

と、おおむね４対６だという議論がありました。 
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 確かに今、お話のとおり、年金といわず保険といわず、みんな入る。皆年金であり、皆保険

であることはご承知のとおりであります。でも残念ながら、フリーターといわず、年金制度、

保険制度に対して一定の距離をもって、所得の関係もあるのかもしれませんが、加入者が制度

設立当時から比べれば、後退していることは確かであります。でも、私ども北杜市としては制

度を尊重しながら、法律でも位置づけられていることでありますので、ぜひひとつ、相互扶助

の精神で、全員加入でき得るよう、これからも働きかけていきたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 中村隆一君。 

〇２５番議員（中村隆一君） 
 今、国会で論議をされている介護保険の見直しについては、国が公費を減らしていくという

ことで、要支援、要介護１、この軽度介護者の制限をしていこうと。家事援助サービスなどを

打ち切ったり、施設に入っている人たちのホテルコストといわれる金額で、国が２兆円ぐらい

削減を見込んでいると。先ほどの古屋部長の答弁ですと、本市の介護保険の予算案は、まだこ

れは想定していないそうですけれども、これがとおったならば、補正予算を組んでやっていく

ということなので、国のこの改正に併せて、また本市の介護保険を連動して改悪されていくと

いうことになりますので、この介護保険の予算案について反対といたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 本案に賛成の討論の発言を許します。 
 植松一雄君。 

〇２番議員（植松一雄君） 
 全員協議会で十分慎重に審議済みでございます。まもなく新年度がスタートするわけでござ

いますが、スムーズな行政運営ができますように賛成をいたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 浅川哲男君。 
〇９番議員（浅川哲男君） 

 全員協議会は説明でいろいろしたわけですが、これは国の制度によってやって、その内容を

予算化しているわけですから賛成です。市だけの問題ではなくて、国の制度に基づいて、いろ

いろやっている内容ですから賛成です。 
〇議長（清水壽昌君） 

 討論を終わります。 
 これより、議案第４３号から議案第４５号までの３案件を一括採決いたします。 
 この３件に原案どおり可決することに賛成の方は、ご起立願います。 
 （ 起 立 多 数 ） 
 起立多数です。 
 よって、 
 日程第２ 議案第４３号 平成１７年度北杜市国民健康保険特別会計予算 
 日程第３ 議案第４４号 平成１７年度北杜市老人保健特別会計予算 
 日程第４ 議案第４５号 平成１７年度北杜市介護保険特別会計予算 
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は原案どおり可決することに決しました。 
 暫時休憩します。 
 １１時２０分より再開いたします。 

休憩 午前１１時０４分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１１時２０分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 お諮りいたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第５ 議案第４６号 平成１７年度北杜市簡易水道事業特別会計予算 
   日程第６ 議案第４７号 平成１７年度北杜市下水道事業特別会計予算 
   日程第７ 議案第４８号 平成１７年度北杜市農業集落排水事業特別会計予算 

 以上３案件を一括議題としたいと思います。 
 ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第４６号から議案第４８号までの３案件を一括議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ３議案について、ご説明申し上げます。 
 議案第４６号の平成１７年度北杜市簡易水道事業特別会計予算については、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ２４億４，３８２万６千円と定めました。 
 次に議案第４７号の平成１７年度北杜市下水道事業特別会計予算については、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ４０億１，３７４万６千円と定めました。 
 次に議案第４８号の平成１７年度北杜市農業集落排水事業特別会計予算については、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ１６億９，１８３万円と定めました。 
 この３議案の内容につきましては、生活環境部長が説明いたしますので、よろしくご審議の

上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 生活環境部長。 
〇生活環境部長（坂本伴和君） 

 それでは生活環境部所管の３特別会計につきまして、ご説明をいたします。 
 なお３特別会計とも款項同額の場合につきましては、項の説明を省略させていただきます。 
 まず、北杜市簡易水道事業特別会計の予算書をご覧いただきたいと思います。 
 ２ページをお願いいたします。 
 歳入でございますが、１款使用料及び手数料９億２，０４９万３千円でございます。うち１使

用料９億１，８８３万８千円。２手数料１６５万５千円でございます。 
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 ２款分担金及び負担金６，８９８万５千円でございます。 
 ３款国県支出金１億７，９５５万３千円でございます。 
 ４財産収入１万６千円です。１の財産運用収入１万１千円。２の財産売り払い収入５千円。 
 ５款繰入金８億４，４３４万３千円でございます。 
 ６款繰越金１，１６０万３千円でございます。 
 ７款諸収入２，６８３万３千円でございます。１の延滞金及び過料７千円。３の雑入１３３万

４千円。４の受託事業収入１，７４８万８千円。５還付金８００万４千円でございます。 
 ３ページをお願いいたします。 
 ８款市債でございますが、３億９，２００万円。 
 歳入合計２４億４，３８２万６千円でございます。 
 続きまして、４ページをお願いいたします。 
 歳出でございますが、１款水道管理費９億９，６９９万１千円でございます。１の総務管理

費１億７１１万６千円。２の施設管理費８億８，９８７万５千円でございます。 
 ２款水道施設整備費８億５，９４２万８千円でございます。 
 ３款公債費５億８，０９８万２千円でございます。 
 ４款諸支出金４３２万５千円でございますが、１基金積立金１万１千円。２繰出金４３１万

４千円でございます。 
 ５の予備費といたしまして、２１０万円を計上してございます。 
 歳出合計といたしまして、２４億４，３８２万６千円でございます。 
 ５ページの地方債でございますが、簡易水道事業債といたしまして、限度額３億９，２００万

円を予定しております。 
 続きまして、北杜市下水道事業特別会計の予算書をご覧いただきたいと思います。 
 ２ページをお願いいたします。 
 歳入でございますが、１の分担金及び負担金６，６１２万８千円でございます。１の分担金

６，５８７万６千円。２負担金２５万２千円でございます。 
 ２款の使用料及び手数料２億７，７９８万８千円でございます。１の使用料といたしまして、

２億７，７９７万３千円。２の手数料といたしまして、１万５千円でございます。 
 ３の国庫支出金８億８，７９２万７千円でございます。 
 ６の繰入金１５億５，２５９万４千円でございます。 
 ７の繰越金６００万円でございます。 
 ８の諸収入でございますが、１５０万９千円でございます。内訳といたしまして、１の雑入

が３千円。３の延滞金加算金及び過料といたしまして、２千円。４の還付金が１５０万４千円

でございます。 
 ９の市債でございますが、１２億２，１６０万円でございます。 
 歳入合計といたしまして、４０億１，３７４万６千円でございます。 
 続きまして、３ページの歳出でございますが、１の総務費３億７，５２９万２千円でござい

ます。 
 ２の事業費２２億４，５５５万８千円でございます。 
 ３の公債費１３億８，２９８万６千円でございます。 
 ４の諸支出金４９１万円でございます。 
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 ５の予備費といたしまして、５００万円でございます。 
 歳出合計４０億１，３７４万６千円でございます。 
 まくっていただきまして、５ページをお願いいたします。 
 第３表の地方債でございますが、下水道事業債といたしまして、限度額１２億２，１６０万

円を予定しております。 
 続きまして、北杜市農業集落排水事業特別会計の予算書をお願いいたします。 
 ２ページをお願いいたします。 
 まず歳入でございます。 
 １款の分担金及び負担金４，０８５万８千円でございます。１の分担金といたしまして、４，

０５０万６千円。２の負担金といたしまして、３５万２千円でございます。 
 ２款の使用料及び手数料９，６４３万５千円でございます。１の使用料９，６４２万７千円。

２の手数料が８千円でございます。 
 ３の国庫支出金でございます。３億５，６９７万円です。 
 ４の県支出金３，５３４万円でございます。 
 ６の繰入金といたしまして、７億３５１万９千円でございます。 
 ７の繰越金６００万円でございます。 
 ８の諸収入８千円でございます。１の雑入といたしまして、６千円。３の延滞金加算金及び

過料といたしまして、２千円でございます。 
 ９の市債でございますが、４億５，２７０万円でございます。 
 歳入合計１６億９，１８３万円でございます。 
 ４ページをお願いいたします。 
 歳出でございますが、１款の総務費１億９，９７３万９千円でございます。 
 ２の事業費９億３，２０１万６千円でございます。 
 ３の公債費５億５，２９７万４千円でございます。 
 ４の諸支出金２１０万１千円でございます。 
 ５の予備費といたしまして、５００万円でございます。 
 歳出合計が１６億９，１８３万円でございます。 
 ５ページをお願いいたします。 
 第２表の地方債でございますが、下水道事業債といたしまして、４億５，２７０万円を限度

額として、予定をしております。 
 以上で説明を終わらせていただきます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 議案第４６号の簡水ですが、この間の協議会で、ちょうど、このときには市長がいなかった

んですが、今日ここで市長の考えをとくとお聞きしたいんですが、１０ページで水道使用料、

これは今まで各町村の使用料の率というか、例えば１３ミリがいくらとか、みんな各町村、対

象は違います。そういう中で各町村、みんな額は違うわけですが、この水については昔からの
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水利の関係、水利権とかは尊い地域の財産でございます。そういう中で、全部の町村いろいろ

調査したり、調べてみますと、白州、武川、大泉ですね、それは水は昔からの水の中で、簡水

はやってきて、それなりに苦労してやっているんですが、これをずっと将来５０年、１００年

先のことは分かりませんが、そういう尊い水の権利の中で、水道事業をやってきた経過がござ

います。 
 そんな中で、今までの、その旧町村ですね、そういう中のそれでしていただかなければなら

ないと自分は考えているわけですが、市長はどんなように考えているか、ここで確認しておき

たいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 合併したわけですから、いろいろの負担とサービスは統一する方向で考えたいとは思ってい

ます。よってもって、水道料金も基本的には北杜市民、統一的な料金のほうが望ましいことは

確かでありますけども、会計だけは統一しました。できるだけ早く統一したいのでありますけ

ども、これも議員もご承知のとおり、旧町村間において、水道料金が相当、差があることは確

かでありますので、このへんも承知しながら、順に統一に向かっては努力したいと思いますが、

当面はこの水道料金で、また下水道料金を含めてご理解をいただきたいと思っています。 
〇９番議員（浅川哲男君） 

 はい、分かりました。 
〇議長（清水壽昌君） 

 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第５ 議案第４６号 平成１７年度北杜市簡易水道事業特別会計予算 
 日程第６ 議案第４７号 平成１７年度北杜市下水道事業特別会計予算 
 日程第７ 議案第４８号 平成１７年度北杜市農業集落排水事業特別会計予算 
を一括採決いたします。 
 本案は、原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、 
 日程第５ 議案第４６号 平成１７年度北杜市簡易水道事業特別会計予算 
 日程第６ 議案第４７号 平成１７年度北杜市下水道事業特別会計予算 
 日程第７ 議案第４８号 平成１７年度北杜市農業集落排水事業特別会計予算 
は、原案どおり可決することに決しました。 
 お諮りします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
 

 １１７



〇議長（清水壽昌君） 
   日程第８ 議案第４９号 平成１７年度北杜市辺見診療所特別会計予算 
   日程第９ 議案第５０号 平成１７年度北杜市白州診療所特別会計予算 

 以上２案件を一括議題といたしたいと思います。 
 ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第４９号から議案第５０号までの２案件を一括議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ２議案について、ご説明いたします。 
 議案第４９号の平成１７年度北杜市辺見診療所特別会計予算については、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ１億４１８万６千円と定めました。 
 次に議案第５０号の平成１７年度北杜市白州診療所特別会計予算については、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ１億２５１万４千円と定めました。 
 この２議案の内容につきましては、保健福祉部長が説明いたしますので、よろしくご審議の

上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（古屋克巳君） 

 それでは、辺見診療所特別会計のご説明をいたします。 
 ２ページをお開きください。 
 款と項が同額の場合は、項を省略させていただきます。 
 まず歳入でございます。 
 １款診療収入９，０４０万２千円。 
 ２款使用料及び手数料３７万２千円。 
 ３款財産収入１千円。 
 ４款繰入金２千円。基金積立金１千円。基金繰入金１千円。 
 ５款繰越金でございますけども、１，３１４万９千円。 
 ６款諸収入２６万円。 
 歳入合計１億４１８万６千円。 
 歳出でございます。 
 総務費４，７７４万３千円。移設管理費４，７１３万９千円。研究研修費６０万円。運営委

員会費４千円。 
 ２款医業費５，３５４万３千円。 
 ３款諸支出金１千円。 
 ４款公債費１８９万９千円。 
 ５款予備費１００万円。 
 歳出合計１億４１８万６千円でございます。 
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 次に白州診療所特別会計でございます。 
 同じように款と項が同額の場合は、項は省略させていただきます。 
 歳入、１款診療収入８，１２５万２千円。外来収入８，１００万２千円。その他の診療報酬

収入２５万円。 
 ２款使用料及び手数料１８０万１千円。１使用料１４４万１千円。手数料３６万円。 
 ３款財産収入２千円。財産運用収入１千円。財産売り払い収入１千円。 
 繰入金１，８９５万８千円。他会計繰入金１，８９５万７千円。基金繰入金１千円。 
 ５款繰越金１千円。 
 ６款諸収入５０万円。 
 歳入合計１億２５１万４千円。 
 歳出でございます。 
 総務費５，９３７万５千円。総務管理費５，９０９万４千円。研究研修費２８万円。運営委

員会１千円。 
 ２款医業費４，３０３万８千円。 
 ３款諸支出金１千円。 
 予備費１０万円。 
 歳出合計１億２５１万４千円でございます。 
 詳細につきましては、事項別明細書をご覧願いたいと思います。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第８ 議案第４９号 平成１７年度北杜市辺見診療所特別会計予算 
 日程第９ 議案第５０号 平成１７年度北杜市白州診療所特別会計予算 
を一括採決します。 
 本案は、原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、 
 日程第８ 議案第４９号 平成１７年度北杜市辺見診療所特別会計予算 
 日程第９ 議案第５０号 平成１７年度北杜市白州診療所特別会計予算 
は、原案どおり可決することに決しました。 
 暫時休憩します。 
 午後は１時より、再開します。 
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休憩 午前１１時４１分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 １時００分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１０ 議案第５１号 平成１７年度北杜市土地開発事業特別会計予算を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第５１号の平成１７年度北杜市土地開発事業特別会計予算について、ご説明申し上げま

す。 
 歳入歳出予算の総額をそれぞれ３，５３２万８千円と定めました。 
 内容につきましては、建設部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほど

をお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 建設部長。 
〇建設部長（真壁一永君） 

 それでは議案第５１号 北杜市土地開発事業特別会計予算について、ご説明申し上げます。 
 ２ページと３ページをご覧いただきたいと思います。 
 まず２ページの歳入、１款財政収入、１項財産売り払い収入３，５２９万９千円。 
 ２款１項とも繰越金２万９千円。 
 ３ページ、歳出でございます。 
 １款土地開発費、１項土地開発事業費９８万３千円。 
 ２款公債費、１項公債費３，４３４万５千円。 
 歳入合計、歳出合計とも３，５３２万８千円でございます。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１０ 議案第５１号 平成１７年度北杜市土地開発事業特別会計予算を採決いたしま

す。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
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 異議なしと認めます。 
 よって、日程第１０ 議案第５１号 平成１７年度北杜市土地開発事業特別会計予算は原案

どおり可決することに決しました。 
 お諮りします。 

  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１１ 議案第５２号 平成１７年度北杜市白州・尾白の森名水公園事業特別会計予算 
   日程第１２ 議案第５３号 平成１７年度北杜市武川ふるさと活性化事業特別会計予算 

 以上２案件を一括議題としたいと思います。 
 ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第５２号から議案第５３号までの２案件を一括議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ２議案について、ご説明いたします。 
 議案第５２号の平成１７年度北杜市白州・尾白の森名水公園事業特別会計予算については、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ４，３４０万８千円と定めました。 
 次に議案第５３号の平成１７年度北杜市武川ふるさと活性化事業特別会計予算については、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ９，９０３万５千円と定めました。 
 この２議案の内容につきましては、各担当総合支所長が説明いたしますので、よろしくご審

議の上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 白州総合支所長。 
〇白州総合支所長（植松治雄君） 

 それでは、白州・尾白の森名水公園特別会計につきまして、ご説明をさせていただきます。 
 ２ページ、３ページをご覧いただきます。 
 最初に歳入でございます。 
 １款の使用料及び手数料、１の使用料でございますが、２，２５０万円。 
 ３款繰越金５０万円。 
 ４款諸収入、１の収益事業収入といたしまして、２，０３９万８千円。２の雑入１万円。 
 歳入合計４，３４０万８千円でございます。 
 続きまして、３ページの歳出でございますが、１款の総務費、１の総務管理費２，２１７万

９千円。 
 ２款の事業費でございますが、２，１１２万９千円。 
 ３款予備費１０万円。 
 歳出合計で４，３４０万８千円でございます。 
 以上で説明を終わります。 

 

 １２１



〇議長（清水壽昌君） 
 武川総合支所長。 

〇武川総合支所長（福井俊克君） 
 続きまして、北杜市武川ふるさと活性化事業特別会計のご説明を申し上げます。 
 ２ページ、３ページをお開きください。 
 はじめに歳入ですが、１款使用料及び手数料１，３６６万７千円。１項使用料９８１万３千

円。２項手数料３８５万４千円。 
 ３款繰越金、１項の繰越金１００万円でございます。 
 ４款諸収入８，４３６万８千円。１項収益事業収入でありますが、８，４３３万８千円です。

２項雑入３万円。 
 歳入合計９，９０３万５千円でございます。 
 歳出でございますが、１款事業費であります。 
 １項の事業費９，９０３万５千円であります。 
 歳出合計９，９０３万５千円。 
 以上であります。よろしくご審議のほどをお願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１１ 議案第５２号 平成１７年度北杜市白州・尾白の森名水公園事業特別会計予算 
 日程第１２ 議案第５３号 平成１７年度北杜市武川ふるさと活性化事業特別会計予算 
を一括採決します。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、 
 日程第１１ 議案第５２号 平成１７年度北杜市白州・尾白の森名水公園事業特別会計予算 
 日程第１２ 議案第５３号 平成１７年度北杜市武川ふるさと活性化事業特別会計予算 
は、原案どおり可決することに決しました。 

  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１３ 議案第５４号 平成１７年度北杜市ケーブルテレビ事業特別会計予算を議題といた

します。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

 

 １２２



〇市長（白倉政司君） 
 議案第５４号の平成１７年度北杜市ケーブルテレビ事業特別会計予算について、ご説明申し

上げます。 
 歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億８，７７９万円と定めました。 
 内容につきましては、企画部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほど

をお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 企画部長。 
〇企画部長（坂本等君） 

 内容のご説明を申し上げます。 
 お手元の予算書の２ページをお開きください。 
 歳入でございます。 
 １款分担金及び負担金、１項分担金及び負担金につきましては１，４７５万円でございます。 
 ２款の使用料及び手数料につきましては、１億８４１万４千円でございます。１項の使用料

といたしまして、１億８４１万３千円。２項の手数料１千円でございます。 
 続きまして、３款の財産収入につきましては、１項財産収入１千円でございます。 
 ４款繰入金につきましては、１項繰入金でございまして、６，４６２万４千円でございます。 
 ５款諸収入、１項諸収入につきましては１千円でございます。 
 歳入合計、合わせまして１億８，７７９万円でございます。 
 続きまして、３ページの歳出の説明を申し上げます。 
 １款の総務費、１項総務費でございますが、１億９０６万７千円。 
 ２款公債費、１項公債費でございます。７，８７２万２千円。 
 ３款の予備費、１項予備費におきましては１千円でございます。 
 歳出合計、合わせまして１億８，７７９万円でございます。 
 以上、よろしくご審議のほどをお願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１３ 議案第５４号 平成１７年度北杜市ケーブルテレビ事業特別会計予算を採決し

ます。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第１３ 議案第５４号 平成１７年度北杜市ケーブルテレビ事業特別会計予算

は原案どおり可決することに決しました。 

 １２３



  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１４ 議案第５５号 平成１７年度北杜市温泉事業特別会計予算を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第５５号の平成１７年度北杜市温泉事業特別会計予算について、ご説明申し上げます。 
 歳入歳出予算の総額をそれぞれ６，４８９万９千円と定めました。 
 内容につきましては、保健福祉部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決の

ほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（古屋克巳君） 

 それでは、温泉事業特別会計予算書の説明をいたします。 
 ２ページをお開きください。 
 歳入でございますけれども、１款使用料及び手数料４，２４９万円。 
 ３款繰入金１千万円。 
 ４款繰越金７７３万８千円。 
 ５款諸収入４６７万１千円。 
 歳入合計６，４８９万９千円。 
 歳出でございますけれども、７款甲斐大泉温泉事業費でございまして、６，４８９万９千円。

事業費６，１３９万９千円。公債費３５０万円。 
 歳出合計６，４８９万９千円でございます。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１４ 議案第５５号 平成１７年度北杜市温泉事業特別会計予算を採決します。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第１４ 議案第５５号 平成１７年度北杜市温泉事業特別会計予算は原案どお

り可決することに決しました。 
 
 

 １２４



  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１５ 議案第５６号 平成１７年度北杜市居宅介護支援事業特別会計予算を議題といたし

ます。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第５６号の平成１７年度北杜市居宅介護支援事業特別会計予算について、ご説明申し上

げます。 
 歳入歳出予算の総額をそれぞれ１，６７５万５千円と定めました。 
 内容につきましては、保健福祉部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決の

ほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（古屋克巳君） 

 それでは、居宅介護支援事業特別会計予算書の説明をいたします。 
 ２ページをお開きください。 
 まず歳入でございますけれども、１款サービス収入１，２２４万円。 
 ３款繰入金４５１万２千円。 
 ４款繰越金１千円。 
 ５款諸収入２千円。預金利子１千円。雑入１千円でございまして、歳入合計１，６７５万５千

円。 
 歳出でございますけれども、総務費１，６７５万５千円。 
 歳出合計１，６７５万５千円でございます。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１５ 議案第５６号 平成１７年度北杜市居宅介護支援事業特別会計予算を採決いた

します。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第１５ 議案第５６号 平成１７年度北杜市居宅介護支援事業特別会計予算は

原案どおり可決することに決しました。 

 １２５



 お諮りします。 
  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１６ 議案第５７号 平成１７年度北杜市明野財産区特別会計予算 
   日程第１７ 議案第５８号 平成１７年度北杜市須玉財産区特別会計予算 
   日程第１８ 議案第５９号 平成１７年度北杜市高根財産区特別会計予算 
   日程第１９ 議案第６０号 平成１７年度北杜市長坂財産区特別会計予算 
   日程第２０ 議案第６１号 平成１７年度北杜市大泉財産区特別会計予算 
   日程第２１ 議案第６２号 平成１７年度北杜市白州財産区特別会計予算 
   日程第２２ 議案第６３号 平成１７年度北杜市武川財産区特別会計予算 
   日程第２３ 議案第６４号 平成１７年度北杜市浅尾原財産区特別会計予算 

 以上８案件を一括議題としたいと思います。 
 ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第５７号から議案第６４号までの８案件を一括議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第５７号から議案第６４号までの８議案について、ご説明申し上げます。 
 議案第５７号の平成１７年度北杜市明野財産区特別会計予算については、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ１，１６２万３千円と定めました。 
 次に議案第５８号の平成１７年度北杜市須玉財産区特別会計予算については、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ３，３１０万１千円と定めました。 
 次に議案第５９号の平成１７年度北杜市高根財産区特別会計予算については、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ１億２，６５９万５千円と定めました。 
 次に議案第６０号の平成１７年度北杜市長坂財産区特別会計予算については、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ９１１万１千円と定めました。 
 次に議案第６１号の平成１７年度北杜市大泉財産区特別会計予算については、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ２４７万７千円と定めました。 
 次に議案第６２号の平成１７年度北杜市白州財産区特別会計予算については、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ１７８万３千円と定めました。 
 次に議案第６３号の平成１７年度北杜市武川財産区特別会計予算については、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ６４３万９千円と定めました。 
 次に議案第６４号の平成１７年度北杜市浅尾原財産区特別会計予算については、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ６，７２９万３千円と定めました。 
 この８議案の内容につきましては、各担当総合支所長が説明をいたしますので、よろしくご

審議の上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 説明が終わりました。 

 １２６



 なお、内容説明については、お手元に配布の予算書のとおりであります。 
 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第１６ 議案第５７号 平成１７年度北杜市明野財産区特別会計予算 
 日程第１７ 議案第５８号 平成１７年度北杜市須玉財産区特別会計予算 
 日程第１８ 議案第５９号 平成１７年度北杜市高根財産区特別会計予算 
 日程第１９ 議案第６０号 平成１７年度北杜市長坂財産区特別会計予算 
 日程第２０ 議案第６１号 平成１７年度北杜市大泉財産区特別会計予算 
 日程第２１ 議案第６２号 平成１７年度北杜市白州財産区特別会計予算 
 日程第２２ 議案第６３号 平成１７年度北杜市武川財産区特別会計予算 
 日程第２３ 議案第６４号 平成１７年度北杜市浅尾原財産区特別会計予算 
を一括採決します。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、 
 日程第１６ 議案第５７号 平成１７年度北杜市明野財産区特別会計予算 
 日程第１７ 議案第５８号 平成１７年度北杜市須玉財産区特別会計予算 
 日程第１８ 議案第５９号 平成１７年度北杜市高根財産区特別会計予算 
 日程第１９ 議案第６０号 平成１７年度北杜市長坂財産区特別会計予算 
 日程第２０ 議案第６１号 平成１７年度北杜市大泉財産区特別会計予算 
 日程第２１ 議案第６２号 平成１７年度北杜市白州財産区特別会計予算 
 日程第２２ 議案第６３号 平成１７年度北杜市武川財産区特別会計予算 
 日程第２３ 議案第６４号 平成１７年度北杜市浅尾原財産区特別会計予算 
は、原案どおり可決することに決しました。 
 以上をもちまして、本日の日程は終了しました。 
 ３月２３日の会議は議員協議会に切り替え、午後１時より全員協議会を行います。 
 本会議は３月２５日、午後１時より再開いたしますので、全員定刻にご参集ください。 
 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

 
散会 午後 １時２５分 
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再開 午後 １時００分 
〇議長（清水壽昌君） 

 本日の議事がスムーズな運営のうちに進行できますよう、よろしくお願いを申し上げまして、

あいさつといたします。 
 ただいまの出席議員は３７名です。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 暫時休憩します。 
 １時１５分より、再開いたします。 

休憩 午後 １時０５分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 １時１５分 
〇議長（清水壽昌君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、お手元に配布してございます議事日程により、日程の変更および追加をいたした

いと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、お手元に配布の議事日程のとおり、日程の変更および追加をすることに決しました。 
 お諮りします。 
 ただいま秋山九一君ほか４人から、 
 発議第１号 北杜市議会政務調査費の交付に関する条例の制定について 
 市長から、 
 議案第６７号 北杜市行政組織条例の一部を改正する条例について 
 議案第６８号 北杜市過疎地域自立促進計画の策定について 
 議案第６９号 北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合について 
 議案第７０号 北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合に伴う財産処分に関する協議について 
 議案第７１号 北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合に伴う特例措置に関する協議について 
 中村隆一君から、 
 請願第１号 請願の件（介護保険制度の見直しの改正にあたり「改善」を求める請願書） 
が提出されました。 
 これを日程に追加し、追加日程第１から追加日程第７として議題にしたいと思いますが、ご

異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、 
 発議第１号 北杜市議会政務調査費の交付に関する条例の制定について 
 議案第６７号 北杜市行政組織条例の一部を改正する条例について 
 議案第６８号 北杜市過疎地域自立促進計画の策定について 
 議案第６９号 北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合について 
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 議案第７０号 北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合に伴う財産処分に関する協議について 
 議案第７１号 北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合に伴う特例措置に関する協議について 
 請願第１号 請願の件（介護保険制度の見直しの改正にあたり「改善」を求める請願書） 
を日程に追加し、追加日程第１から追加日程第７として議題とすることに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   追加日程第１ 発議第１号 北杜市議会政務調査費の交付に関する条例の制定についてを議題と

します。 
 提出者であります、秋山九一君から提案理由の説明を求めます。 
 １０番議員、秋山九一君。 

〇１０番議員（秋山九一君） 
 発議第１号 
 平成１７年３月２５日 
 北杜市議会議長 清水壽昌様 

提出者 北杜市議会議員 秋山九一 
賛成者    〃    植松一雄 
       〃    小林忠雄 
       〃    小澤  寛 
       〃    保坂多枝子 

 北杜市議会政務調査費の交付に関する条例の制定について 
 上記議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条の規定により提出します。 
 提案理由および条例の内容について、説明いたします。 
 北杜市議会議員の調査研究に資するため、必要な経費の一部を議会における会派、または議

員に対して交付するため、地方自治法第１００条第１３項および第１４項の規定に基づき、制

定するものであります。 
 第１条から第１２条により規定され、議会における会派、または会派に所属しない議員の職

にあるものに対し、北杜市議会議員の調査研究に必要な調査費として交付する内容の条例制定

であります。 
 以上、条例の内容説明を終わります。 
 よろしくご審議いただき、ご議決いただきますようお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本件については質疑・討論を省略し、採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって質疑・討論を省略し、直ちに採決いたします。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 

 １３４



 よって追加日程第１ 発議第１号 北杜市議会政務調査費の交付に関する条例の制定につい

ては、原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   追加日程第２ 議案第６７号 北杜市行政組織条例の一部を改正する条例についてを議題といた

します。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第６７号の北杜市行政組織条例の一部改正について、ご説明申し上げます。 
 行政改革を推進するため行革調整室を新たに設け、事務の効率化を図るため、一部を改正す

るものであります。 
 内容につきましては、総務部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほど

をお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務部長。 
〇総務部長（小林奎吾君） 

 議案第６７号 北杜市行政組織条例の一部を改正する条例について、ご説明を申し上げます。 
 第１条中の部および室の設置についてでございますが、「秘書室」の次に新たに「行革調整室」

を設けるものでございます。 
 次に第２条中でございますが、分掌事務についてでありますが、企画部に財政課の業務を加

えまして、総務部に地域創造課の業務を加えるものでございます。 
 よろしくご審議の上、ご議決くださいますようお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 小林忠雄議員。 

〇２８番議員（小林忠雄君） 
 お伺いいたします。 
 行革調整室、新しいセクションを設けるということで、当初より市長は大変、そのように望

んでいたと思いますし、また私ども、そのように思っておるところでございます。 
 具体的に職分掌等が分かりましたらお知らせ願いたいし、またどのような人事をされるのか

も併せてお願いしたいと思います。 
 また、その次にあります企画部の市政の総合的な計画調整に関することということでありま

すので、内容が若干、ものによってはダブった提案といいますか、そういうことが提案される

んではないかなと、こんなように思うんですが、このへんの兼ね合いがどうなっているか。お

聞きしたいと、こんなふうに思います。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
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 総務部長。 
〇総務部長（小林奎吾君） 

 行革調整室の業務でございますけども、北杜市といたしまして、行政改革につきましては喫

緊の課題でございます。そうした中で行革調整室を新設するに当たりまして、行政改革を一層

進めてまいりたいと、こういうことでございます。 
 なお、企画部の関係、財政課を加えるということでございますが、企画部の関係で、市政の

総合的な計画、調整を今後、早急にしていかなければならないと、こういうことで、それに伴

いまして、財政的な見地から、よりよい計画を進められるよう、財政と一緒に総合計画等々を

進めてまいりたいと、こんなことで企画部のほうへ財政課の業務を加えたものでございます。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 小林忠雄君。 

〇２８番議員（小林忠雄君） 
 了解しました。 

〇議長（清水壽昌君） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 追加日程第２ 議案第６７号 北杜市行政組織条例の一部を改正する条例についてを採決い

たします。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、追加日程第２ 議案第６７号 北杜市行政組織条例の一部を改正する条例について

は原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   追加日程第３ 議案第６８号 北杜市過疎地域自立促進計画の策定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第６８号の北杜市過疎地域自立促進計画の策定について、ご説明申し上げます。 
 北杜市過疎地域自立促進計画の策定については、過疎地域自立促進特別措置法第６条の規定

により、議会の議決を経る必要があるためであります。 
 内容につきましては、企画部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほど

をお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 企画部長。 
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〇企画部長（坂本等君） 
 内容につきまして、ご説明を申し上げます。 
 お手元に概要書がお届けしてあると思いますが、この概要書に基づきまして、ご説明を申し

上げます。 
 議案第６８号になりますが、北杜市過疎地域自立促進計画の策定についてというものでござ

いまして、策定の理由といたしましては、本市には須玉町、白州町、武川町の３つの地域が過

疎地域として指定をされているわけでございます。 
 この３つの地域の指定に基づきまして、この計画は新年度、平成１７年度から平成２１年度

までの５カ年計画となっております。平成１７年４月からの適用となるものでございまして、

たまたま北杜市、昨年の１１月１日に合併をいたしましたが、その当初、前期の５カ年が経過

しようとしているときの合併でございました。 
 平成１６年度が終了いたしますと、今度は後期の５カ年の計画が、北杜市の計画として認め

られ、諸事業を推進していくという、そういうものでございます。 
 この計画の基本方針といたしましては、大別いたしますと、少子高齢化への対応、循環型社

会の確立、地域自治・地域コミュニティーの創造、高度情報通信ネットワーク社会への対応と

いう、この４項目については、大きな項目を設定してございます。 
 今、やはりお手元にお届けをしてございます、北杜市過疎地域の自立促進計画の詳細な計画

書をお届けしてございます。その中に、この大きな４つの基本方針を基にいたしまして、さら

に細かな分野につきまして、過疎地域であります３つの町、地域の計画が網羅されているわけ

でございます。このような計画をもちまして、これから後期５年間の計画を繰り返していくわ

けでございます。 
 なお、この計画の事前審査を山梨県のほうにお願いをすることにしてありまして、この３月

１７日には山梨県のほうから事前審査で遺漏がない、異議はありませんというところで回答を

いただきました。このたび、この計画につきまして、ご議決をいただきまして、また、然るべ

き手続きをとる中で、後期の５カ年の北杜市としての事業、過疎計画、過疎事業の進展を図っ

ていきたいと、このような計画でございます。 
 どうぞ、よろしくご議決のほどをお願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 追加日程第３ 議案第６８号 北杜市過疎地域自立促進計画の策定についてを採決いたしま

す。 
 本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 

 １３７



 よって追加日程第３ 議案第６８号 北杜市過疎地域自立促進計画の策定については原案ど

おり可決することに決しました。 
 お諮りします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   追加日程第４ 議案第６９号 北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合について 
   追加日程第５ 議案第７０号 北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合に伴う財産処分に関する

協議について 
   追加日程第６ 議案第７１号 北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合に伴う特例措置に関する

協議について 
 以上３案件を一括議題としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第６９号から議案第７１号までの３案件を一括議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第６９号から議案第７１号までの３議案について、ご説明いたします。 
 まず、議案第６９号の北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合についてでありますが、平成

１８年３月１５日から北巨摩郡小淵沢町を廃し、その区域を北杜市に編入することを山梨県知

事に申請するため、地方自治法第７条第５項の規定により、議会の議決を必要とするためであ

ります。 
 次に、議案第７０号の北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合に伴う財産処分に関する協議

についてでありますが、平成１８年３月１５日から北巨摩郡小淵沢町を廃し、その区域を北杜

市に編入することに伴う財産処分に関する協議については、地方自治法第７条第５項の規定に

より、議会の議決を必要とするためであります。 
 次に、議案第７１号の北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合に伴う特例措置に関する協議

についてでありますが、平成１８年３月１５日から北巨摩郡小淵沢町を廃し、その区域を北杜

市に編入することに伴い、議会の議員および農業委員会の委員について、市町村の合併の特例

に関する法律第７条第４項および第８条第４項において準用する、同法第６条第８項の規定に

より、議会の議決を必要とするためであります。 
 この３議案の内容につきましては、企画部長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、

ご議決のほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 企画部長。 
〇企画部長（坂本等君） 

 内容のご説明を申し上げます。 
 まず議案第６９号でございますが、北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合についてでござ

います。 
 この廃置分合につきましては、山梨県におきましては関係市町村の申請に基づきまして、県
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議会の議決を経て総務大臣に届け出るということに、自治法で決まってございます。この関係

市と町が山梨県のほうに申請を行うために、本日、関係する町村議会の皆さま方に、事前にご

議決をいただいて、山梨県にこの申請を提出するというために、本日、提案を申し上げたとこ

ろでございます。 
 それから続きまして、議案第７０号でございます。 
 北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合に伴う財産処分に関する協議について 
 やはりこれも廃置分合に伴いまして、財産処分に関することにつきましては、合併に伴う関

係市町が協議して、これを定めるということで、この定める項目といたしましては、別紙が付

いてございますが、大平山の関係の恩賜県有財産の関係、それから篠原山の恩賜県有財産保護

組合に関する財産の、この２項目でございます。 
 この財産処分につきまして、この議会におきましてご審議をいただきまして、協議済みとい

うところで、やはり県知事のほうに関連する議案として、この項目も認定をいただくようなこ

とになる事務処理でございますので、この場でご協議、ご議決をお願い賜りたいと、こういう

内容でございます。 
 続きまして、議案第７１号でございますが、北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合に伴う

特例措置に関する協議についてでございます。 
 やはり、これも編入合併するということに伴いまして、別紙がございますが、その１点目に

つきましては、議会の議員の定数、それから２点目といたしましては、農業委員会の委員の在

任という、この２つの項目につきましてご協議をいただいて、ご議決をいただきまして、これ

から合併の廃置分合に伴います申請等にも、このような考え方を示した中で、許可をいただく

という、このような段階を経ることになりまして、本日、ご提案申し上げた次第でございます。 
 どうぞ、よろしくお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 中村隆一君。 

〇２５番議員（中村隆一君） 
 議案第６９号、議案第７０号、議案第７１号の３議案について、反対いたします。 
 そもそも、今回進められている平成の大合併は、小泉構造改革に基づくものであり、その目

的は総務省が市町村合併をすれば安上がりになると繰り返し述べているように、地方交付税、

国庫負担金、国庫補助金を減らし、国にとってはお金のかからない地方制度をつくることにあ

ります。 
 そして、市町村が１千程度になれば、地方交付税は４兆円から５兆円縮減できるとして、自

主的な市町村合併ということを建前にしながら、合併特例債という飴と、地方交付税の削減と

いうムチで、合併特例法の期限までにと市町村に合併を押し付けてきました。 
 合併問題は自分たちの町や村など、自治体の形をどうするのか、まさに地方自治の基礎が問

われる問題であり、そこには何にもまして、住民の意思と自主性が大いに尊重されなければな
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りません。 
 ところが、この間、北杜市民に対しては市内３カ所で説明されたものの、市民の意思を確認

する機会も与えられず、合併協議会だよりが配布されただけで、拙速に合併協議が進められ、

今日に至っています。本来、この住民説明会が出発点として、住民合意の形成に取り組むべき

でした。北杜市と小淵沢町との法定協議会も２月１０日設置されてから、５回の開催で合併に

関するすべての協議が行われ、本日、合併調印式が須玉町ふれあい館で行われました。 
 今までも、何度も指摘してまいりましたが、合併特例債の使い道は建設事業に限られており、

その額も１１０億円と莫大なものです。特例債は７０％を地方交付税で措置され、有利な借金

と言われていますが、国にとっても地方にとっても、借金であることには変わりありません。 
 地方交付税制度については、現在、政府が進めている地方への税源移譲の三位一体改革の一

環として、地方交付税を削減したことに対して、知事会、市町村会等が遺憾と懸念を表明した

ように、制度そのものが破綻しつつあることは明らかであり、今後の本市の財政運営にも大き

な影響を与えることは必至です。 
 合併１１年目から地方交付税の算定特例がなくなり、段階的に減らされますが、そのときに

も借金の返済は続きます。この間、市財政が大変だからとして、行財政アクションプランに基

づいての行革が進められ、市民には次々と痛みが押し付けられるのではないかと懸念するもの

です。 
 不要不急の公共事業は思い切って削り、住民の暮らしや福祉、教育にとって、本当に必要な

事業を財政規模に見合った堅実な計画のもとに、進めていくべきではないでしょうか。 
 以上を述べて、合併の３議案についての反対討論といたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 ほかに討論はありますか。 
 内田俊彦君。 

〇２０番議員（内田俊彦君） 
 私は北巨摩郡小淵沢町を廃し、その区域をもって北杜市に編入する廃置分合について、賛成

の立場で討論を行います。 
 昨年１１月１日、北巨摩郡明野村、須玉町、高根町、長坂町、大泉村、白州町および武川村

の７町村は合併により、新たに北杜市としてスタートいたしました。これは現在、三位一体改

革が国において進められておりますが、国・地方を通じての未曾有の財政危機と同時に進行す

る超高齢化・少子化の動向の中で現状のまま、安閑として身近な行政サービスの停滞を招くの

ではなく、７町村が団結し、力を合わせて、自らの行財政能力を高めるとともに、地方自治を

確保するだけではなく、さらに地方分権を推進していこうという、強い自我意識を伴う決断か

らのものと認識しております。 
 このたび、小淵沢町との合併につきましては、こうした認識を基本としつつ、北杜市と合併

することが北巨摩郡として、これまで苦楽を共に分かち合い、共に築いてまいりました歴史や

文化、心のつながりなどの一体性をより一層高めることとなり、住民福祉のさらなる向上につ

ながるという、私の信念と重なるものであります。 
 北杜市、小淵沢町両議会の議決に基づき、設置されました北杜市・小淵沢町合併協議会にお

ける協議を重ねた成果であります３６項目にわたる合併協定書、そして新しい北杜市の新しい

まちづくりの基本となる新北杜市建設計画の双方を熟読いたしましたが、私の信念はいささか
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の揺らぎもなく、より一層、固い信念となりました。 
 以上のことから、私は北杜市と小淵沢町の廃置分合に賛成するものであります。 
 当局におかれましては、速やかに新北杜市を実現されますようお願いいたしまして、私の賛

成討論といたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 ほかに討論ございますか。 
 浅川富士夫君。 

〇１５番議員（浅川富士夫君） 
 私は北巨摩郡小淵沢町を廃し、その区域をもって北杜市に編入する廃置分合について、賛成

の立場で討論を行います。 
 北杜市と小淵沢町とは、特に旧北部町村においては、地理的にも歴史、文化、人のつながり

においても先人たちより深い関係を持ってきております。特に行政、教育、福祉等の面におい

ては学校組合、病院組合、衛生組合、峡北地域の行政事務組合、あるいはまた水道企業団体等

等、同一歩調で今日まで取り組んできておりました。 
 今回の合併により、新北杜市として地方分権体制の確立と、さらなる経済発展、住民福祉の

向上のために、より一層の一体感を持って進めるべきと考えております。 
 また、小淵沢町では昨年８月２２日の住民投票の結果では、高いハードルはクリアできませ

んでしたが、合併賛成が反対を大きく上回ったことは、すでに皆さんも承知のことと思います。

これは小淵沢町の民意は、合併を望んでいたと。現在の議員も合併賛成者が多数と聞いており

ます。合併の機は、まさに熟したりであります。 
 本年の２月１０日の北杜市・小淵沢町両者の意思のもとに合併協議会が設立され、今日の調

印式となったのであります。精力的に協議が進められて、この合併特例法の期限内で調印式が

完了できたことは、本当に関係者一同、敬意を表するものであります。 
 今後の北杜市がますます発展するためにも、ぜひとも小淵沢町と一緒に、この北杜市を盛り

上げていく必要があります。 
 以上のことから、私は北杜市と小淵沢町の廃置分合に賛成するものであります。 
 当局におきましては、速やかに、この新北杜市を実現されますようお願いいたしまして、私

の賛成討論といたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 ほかに討論はございますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 追加日程第４ 議案第６９号 北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合について 
 追加日程第５ 議案第７０号 北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合に伴う財産処分に関

する協議について 
 追加日程第６ 議案第７１号 北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合に伴う特例措置に関

する協議について 
 以上３案件を一括採決いたします。 
 この採決は、起立によって行います。 
 原案どおり可決することに、賛成の諸君の起立を求めます。 

 １４１



 （ 起 立 多 数 ） 
 起立多数です。 
 よって、 
 追加日程第４ 議案第６９号 北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合について 
 追加日程第５ 議案第７０号 北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合に伴う財産処分に関

する協議について 
 追加日程第６ 議案第７１号 北杜市及び北巨摩郡小淵沢町の廃置分合に伴う特例措置に関

する協議について 
は、原案どおり可決することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   追加日程第７ 請願第１号 請願の件（介護保険制度の見直しの改正にあたり「改善」を求める

請願書）を議題といたします。 
 紹介議員の趣旨説明を求めます。 
 ２５番、中村隆一君。 

〇２５番議員（中村隆一君） 
 介護保険制度の見直しの改正にあたり「改善」を求める請願書 

請願団体 介護保険改悪反対やまなしネット 
住  所 甲府市朝日５の７の２山梨県労気付 
代  表 上所 洋 
紹介議員 中村隆一 

 北杜市議会議長 清水壽昌殿 
 請願趣旨 
 介護保険制度は平成１２年４月発足以来、まもなく５年を経過し、利用者は大幅に増えてお

ります。介護保険法附則２条、介護保険施行後５年を目途に必要な見直しの措置が講じられる

こととなっております。 
 こうした中、社会保障審議会、介護部会の介護保険制度の見直しに関する意見の報告を受け、

今年２月８日に介護保険法の一部を改正する法律案が、国会に上程されました。 
 その法案によると、施設入所者の居住費や食費等は施設介護サービスの対象にしないことや

要支援や要介護１などの軽介護者を対象に、新たな介護予防サービスを創設するとしています。 
 こうした見直しについて、必要な介護サービスが受けられなくなるのではないかという、高

齢者の不安も高まっています。 
 ついては貴議会において、十分ご審議をいただき、国の関係機関に意見書を提出していただ

けますように、ここに請願いたします。 
 請願事項 
 １．特別養護老人ホーム等の施設入所者の居住費や食費等については、施設介護サービス費

として、大幅な自己負担を導入しないこと。 
 １．要支援や要介護１などの軽介護者を、現行の介護保険サービスの給付対象から除外しな

いこと。 
 以上、請願事項ですけれども、現在、国会で審議中ですので、ぜひともその審議を、この審
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議の改正にあたって、このような趣旨が果たされるよう、ご議決願いたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 請願の趣旨説明が終わりました。 
 お諮りします。 
 本件につきましては、所管である文教厚生常任委員会に付託し、審査したいと思いますが、

ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって追加日程第７ 請願第１号 請願の件（介護保険制度の見直しの改正にあたり「改善」

を求める請願書）については、文教厚生常任委員会に付託し、審査することに決しました。 
 以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。 
 次の会議は３月２８日、午後１時より再開いたしますので、全員定刻にご参集ください。 
 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

 
散会 午後 １時５０分 
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１．議事日程 

 
平成１７年第１回北杜市議会定例会（６日目） 

 
平成１７年３月２８日 
午後１時００分開議 
於 議 場 

 
 

日程第１ 一般質問 
１４番  田中勝海君 
 ９番  浅川哲男君 
１７番  小澤 寛君 
３３番  渡邊英子君 
２３番  林 泰・君 
 ２番  植松一雄君 
 ６番  利根川昇君 
２９番  小澤宜夫君 
１６番  小林元久君 
２５番  中村隆一君 
３１番  秋山俊和君 
 ７番  渡邊陽一君 
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２．出席議員は、次のとおりである。（３７名） 

 
 １番 坂 本  ・  ２番 植 松 一 雄 
 ３番 篠 原 眞 清  ４番 千 野 秀 一 
 ５番 五 味 良 一  ６番 利 根 川 昇 
 ７番 渡 邊 陽 一  ８番 鈴木今朝和 
 ９番 浅 川 哲 男 １０番 秋 山 九 一 
１１番 小 尾 直 知 １２番 日 向 万 仁 
１３番 風 間 利 子 １４番 田 中 勝 海 
１５番 浅川富士夫 １６番 小 林 元 久 
１７番 小 澤  寛 １８番 篠 原 珍 彦 
１９番 保坂多枝子 ２０番 内 田 俊 彦 
２１番 鈴 木 孝 男 ２２番 細 田 哲 郎 
２３番 林  泰 ・ ２４番 坂 本 治 年 
２５番 中 村 隆 一 ２６番 中 村 勝 一 
２７番 岡 野  淳 ２８番 小 林 忠 雄 
２９番 小 澤 宜 夫 ３０番 内 藤  昭 
３１番 秋 山 俊 和 ３２番 小野喜一郎 
３３番 渡 邊 英 子 ３４番 中 嶋  新 
３５番 小 林 保 壽 ３６番 古 屋 富 藏 
３７番 清 水 壽 昌 

 
 

３．欠 席 議 員 （ な し ） 
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再開 午後 １時００分 
〇議長（清水壽昌君） 

 本日の議事がスムーズな運営のうちに進行できますよう、よろしくお願いを申し上げまして、

あいさつといたします。 
 ただいまの出席議員は３７名です。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 本日の一般質問は１２人の議員が市政について、質問いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１ 一般質問に入ります。 

 通告順に一般質問を許します。 
 なお、一般質問をする議員に申し上げます。 
 質問は再々質問までで、持ち時間は１５分でありますので申し添えます。 
 １４番議員、田中勝海君。 

〇１４番議員（田中勝海君） 
 １４番、田中勝海でございます。 
 一般質問３件を、これからお願いしたいと思います。 
 １件目に全市に下水道事業の早期完結について、質問いたします。 
 合併前の各町村では、美しい自然の保護と日常生活の住環境を配慮したまちづくりを進める

ために、多額の事業債を活用して、下水道事業に取り組んできましたが、全市全体での１７年

度の当初予算の資料では、下水道の地方債の現在高が実に３３０億円と、莫大な公共事業債と

なっています。 
 全市での下水道事業の完結、進捗状況は１６年度末までの実績では特管、農集排事業を含め、

全体で８３．４％と聞いていますが、目標まで、あと一歩のところまで近づいています。 
 市の将来構想であります、人と自然が躍動する環境創造都市の構築を目指す新市として、厳

しい財政事情は承知していますが、所期の投資効果と目的を達成させるために、早期に完結、

１００％に第一優先で取り組むべきと思いますが、第１質問としまして、市として、今後、残

りの当初計画での下水道工事はいつまでに完了し、そして、その総事業額はどのくらいになる

のか、教えていただきたいと思います。 
 質問２番目といたしまして、合併協定項目の下水道の取り扱いの中で、排水設備工事に関わ

る補助金について、原則廃止する。ただし、現行の補助制度については、期限を定め廃止する

となっていますが、この期限はいつまでか伺いたいと思います。 
 質問３番目としまして、合併前の我が長坂町では加入促進対策として、下水道条例が制定さ

れていまして、各戸接続工事助成金制度で供用開始から２年以内に接続すると、期限に応じた

助成金が支給され、各戸接続期間が過ぎますと、罰則規定もございました。 
 また、同様に他町でも助成金制度があると聞いておりますが、市として、この継続されてい

くのか、お伺いをいたします。 
 質問４番目といたしまして、同じく下水道設備等、改善資金融資斡旋制度で、融資限度額

１５０万円以内。償還期間が５年以内で、利子の２％が町が補給する制度も主として、今後、

継続されていくのか。この点についても、伺いたいと思います。 
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 また、質問５といたしましては、現在までの各町村別の供用開始から特管、農排を含めまし

て、各戸接続工事の完了戸数と達成率を伺いたいと思います。 
 ２件目につきましては、行政区見直しと新規定住者の扱いについて、質問させていただきま

す。 
 四方を１００名山に囲まれた風光明媚の八ヶ岳南麓地域に、生活の永住を求め、年々新規定

住世帯者が増加の一途を辿っている長坂町でございます。現在、町全体の世帯数は３，５９５戸

（施設等入居者１７３世帯は省く）、これにつきましては仁生園、あるいは星の里、あるいはシ

ルバーケアホームセンター等の施設の方は省いております。そのうち行政区加入世帯数は２，

４８５戸、自治会組織加入世帯数は１７８戸、どちらも加入していない世帯数については

８９９戸で、全体の２６％を占めていますが、特に私が住んでおります小泉地区に集中し、全

世帯数８９９戸のうち、行政区加入世帯数は３９８戸、自治会加入世帯数は５２戸、どちらも

加入していない世帯数は４４９戸で、実に地区全体の５０％を占めております。 
 年々、増加傾向を辿る小泉地区では日常生活の中で行政区民と加入していない定住者とによ

る、さまざまな確執や風俗壊乱等が生じてきているのが実情でございます。 
 同じ地域で生活する市民として、自分たちの住んでいる地域は自分たちで築き、守るための

心を一つにした共通意識を持つ方策として、現在、市では１６２区の行政区統合等の組織の見

直しを検討されていると聞いておりますが、行政区設置条例に準じた自治会設置規約を制定し、

どちらも加入していない世帯者に入会の義務付けをし、地域単位で行政のつながりを持つこと

が必要不可欠と思いますが、今後、他町も含め、共通の課題として市長の見解を伺います。 
 ３件目に助役の選任について、質問いたします。 
 北杜市が誕生して、４カ月余が経過し、今回の３月の定例会の人事案件として、上程される

かと思いましたが、市長も合併後、新市スタートから多大な公務、行政課題を抱え、日々寝食

を忘れるほどの多忙を極めていると思われます。 
 過大な負担を考えるときに、市政執行の女房役として、現在、空席となっています助役選任

の考えはあるのか、ないのか。見解をお伺いいたします。 
 以上３件の質問について、よろしく答弁のほどをお願いいたします。 
 終わります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 １件、ご報告させていただきます。 
 本日、午前１０時、山梨県知事室に議長、収入役と一緒に、そして小淵沢町の町長、議長と

一緒に対小淵沢町との合併、廃置分合の申請を提出してきましたことを報告させていただきま

す。 
 それでは、田中勝海議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に全市に下水道事業の早期完結についての、ご質問にお答えいたします。 
 生活環境の整備につきましては、市民が真に豊かさを実感できる住みよい地域社会をつくる

ため、強力に推進する必要があると、私も考えております。 
 とりわけ下水道の整備は住環境の改善および公衆衛生上の要請に留まらず、ふるさとの河川
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の水質の保全のためにも、緊急に整備する必要があり、まさに北杜市が掲げている人と自然が

躍動する環境創造都市を目指すものであります。 
 こうした中で、ご質問の今後の下水道計画でございますが、現在、北杜市には３９地区の処

理区があります。今後、公共下水道では須玉第１、第３処理区、高根日野春処理区、大泉石堂

地区、武川処理区の整備を平成２２年度までに総事業費約１７５億円を投じて、整備を進める

予定であります。 
 一方、農業集落排水事業では、須玉江草地区、高根和田地区、白州上教来石地区、横手地区

の整備を同じく平成２２年までに、総事業費約４５億円を投じて、整備してまいります。 
 なお、これらの事業を推進するためには、国・県の補助金をお願いするわけですが、ご存じ

のように、三位一体の改革により、国の補助金については、非常に厳しい状況ではありますが、

なお一層、国・県に働きかけ、早期完結するよう努力する所存であります。 
 次に排水設備工事にかかる補助制度でございますが、合併協定項目では排水整備工事にかか

る補助金については、新市において原則廃止する。ただし、現行の補助制度については期限を

定め廃止するものとし、長坂町の例による排水設備工事資金融資斡旋制度により普及・促進を

図るとされています。 
 現在、長坂町では供用開始後１年以内で５万円、１年を超え２年以内で３万円を補助し、大

泉町では供用開始後、３年以内に限り５０メートルまで、メーター当たり２千円、５０メート

ル以上はメーター当たり３千円を施工距離に応じて補助しております。 
 市といたしましては、平成１７年度中に下水道審議会を開催し、委員の意見をお伺いしなが

ら、今までの過程、今後の整備計画等を考慮した中で、検討したいと考えています。 
 罰則規定につきましては、北杜市下水道条例で設けてありますが、ご質問の長坂町で条例化

しておりました期限内に接続しない場合の罰則規定は、市としては設けておりません。 
 また、下水道排水設備工事資金融資斡旋制度につきましては、下水道供用開始後、３年以内

に市民の皆さんが排水設備の改良、あるいは下水道接続工事の資金を借り入れた場合、融資限

度額１５０万円。償還期限が５年以内で、２％までの利子補給をする制度です。 
 市全体の下水道整備率は、認可面積２，６２３．７ヘクタールに対し、整備面積は２，１８７．

７ヘクタールであり、整備率は８３．４％であります。 
 次に接続人数と接続率ですが、明野町は接続人数３，０５３人で、６８．９％。須玉町は２，

７９１人で５５．５％。高根町は４，６９５人で６０．９％。長坂町は７，６４８人で８１．

９％。大泉町は１，８５０人で６８．０％。白州町は１，９６９人で７０．９％。武川町は１，

０５３人で７４．１％であります。 
 下水道整備については、多額な投資が必要となりますが、北杜市の恵まれた自然と環境を次

世代に引き継ぐためにも、整備された下水道施設に市民の方々がいち早く接続するための補助

制度はなんらかの形で継続できるよう、検討してまいりたいと考えています。 
 次に行政区見直しと新規定住者の扱いについて、お答えいたします。 
 議員ご指摘のように、行政区への未加入者も多くを数えており、行政からの情報伝達の方法

等にも苦慮しているところであります。 
 現在、それぞれの行政区においては、地域の身近な問題の自主的な解決や行政区内の伝統行

事や文化の継承およびコミュニティー活動を通じて、地域形成がなされており、このような活

動に対して、新規定住者は煩わしさや拘束感などを感じており、さらには各行政区の実情もあ
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り、これらが行政区への加入が進まない要因でもあると考えられます。 
 区長会においても、行政区の見直しを検討しておりますが、１７年度においては行政改革推

進委員会を立ち上げ、北杜市の将来を見据えた改革を図ってまいるところでありますので、皆

さま方のご理解、ご協力をお願い申し上げます。 
 最後に、助役の選任についてのご質問にお答えします。 
 助役の設置につきましては、私も市長就任以来、考えてまいりました。北杜市といたしまし

ても、行政改革や小淵沢町の合併問題など、いくつかの課題を抱えております。こうしたとき、

助役を設置し、その中心となって、積極的に課題解決を進め、この厳しい時代を乗り切ってい

くため、４月から助役を設置することといたしました。今議会に追加提案したく、考えており

ますので、ご理解のほどをよろしくお願いいたします。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 １４番議員、再質問はありますか。 
 １４番、田中勝海君。 

〇１４番議員（田中勝海君） 
 ただいま、答弁をいただきまして、分かりましたけれども、１番目の下水道工事の事業債、

要するに投資も計画的な形で、２２年度ですか、それまでに計画的に進めるということで、先

ほど申し上げましたように、当初の人と自然が躍動する環境創造都市 北杜市として、ぜひ第

一優先で、これから取り組んでほしいということを、再度要望したいと思います。 
 ２番目に行政とのつながり。つながりと言いますか、これに新住民の方たちにですね、私た

ちの地域の中では５０％、来年あたりはもう、逆に新住民の人たちの世帯数のほうが多くなる、

明らかになると思いますけども、そのへんで行政区とのつながりについて、行政区としては財

産区の問題とか、いろいろありますけども、地域をやはり、みんな同じ、心を一つにして、こ

れを行政とのつながりをなんとかしなければ、それに対して、私たちも将来的に、非常に不安

といいますか、それに対しても危惧しているところでございます。 
 ぜひ、そのへんも、一つの自治会組織、その地域の中で、行政区まではいかなくても、そう

いう一つの組織をもって、つながりを、将来的にはもっていただくような対応をぜひ、検討し

ていただきたいと、かように思います。 
 ３番目の市政の執行については、助役の選任ということで、先ほどお話ししましたように、

ぜひ、そんな形で、非常に厳しい市政の中の公務があろうかと思います。ぜひ、それに対して、

前向きに検討していただくということですから、私は一応、要望も含めて、私の一般質問を終

わらせていただきます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 以上で質問を打ち切ります。 
 これで１４番、田中勝海議員の一般質問を終わります。 
 次に９番議員、浅川哲男君。 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 ９番、浅川哲男。 
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 本３月定例議会は北杜市の新市建設計画に基づく、初めての年間予算の編成でありますが、

市民は今回の予算内容に関心を持っているところでございます。 
 北杜市においては、市民から見る目は合併前に各町村とも類似的大型公共施設を駆け込み、

または先取りとも見える建設と大型の継続事業などあり、そのツケは新市に重くのしかかって

ございます。他の市に比べて、地方債、いわゆる借金ですが、その残高は人口１人当たり９０万

円を超え、他の市から比べて２倍から３倍多くあります。また、基金、これは貯金ですが、そ

の残高も少なく、執行部は本年度の予算編成にあたっては、非常に厳しい財政の中で、大変苦

慮された内容がうかがわれます。 
 今後の市政運営にあたっては、行財政の基盤を強化しなければ、市民に対しての安定的な行

政サービスの維持はできないのではないかと、私は懸念するところでございます。そこで、新

市建設計画の見直しと、約３００近くある公共施設の維持管理費など、約４７億円余かかると

のこと。また、市民税の収入は４９億円余でありますが、市民税の収入、これに対して、あま

りにも公共施設の維持管理費が多すぎ、市の財政を圧迫しております。 
 市においては、本年度予算で、行財政改革をアクションプラン策定事業費として、５４４万

円が予算化されました。そんな中で、新たに行革調整室が設けられたのであります。行財政全

般にわたり、大きな痛みにも耐えながら、市民に理解してもらえるように、大胆な行財政改革

ができることを望み、期待するところでございます。 
 次に４件について、質問に入ります。 
 まず、第１点の公共事業でございます。 
 平成１７年度予算で、工事請負費は一般会計で２７億９千万円余、特別会計で３２億７，

５００万円余、併せて６０億６，５００万円余が予算化されましたので、次の５点について伺

います。 
 まず１点ですが、一般会計および特別会計で各町村別の、これは主要な事業で結構ですが、

主要事業と予算内容をお伺いします。 
 ２として、入札制度について、新入札制度が施行されているようですが、具体的にどのよう

な制度か伺います。 
 ３として、北杜市内で登録業者数と指名参加願いが出されておると思いますが、その業者数

をお願いします。 
 ４として、財務規則１９３条では、工事については１３０万円以上、物件については５０万

円以上のものについては、入札対象としているが、金額区分による市長、部長、課長、支所長

等の決裁決定権はどのように設けてあるか。併せて、事務専決規定、文書管理規定が例規集に

ないが、決めてあるかどうか。 
 ５番として、入札制度の改革で業務の効率化や人員の削減を進め、行政機関と業者双方がコ

ストダウンを図るために、電子入札の導入を検討すべきであるがどうか。 
 この５点について、市長ならびに総務部長の答弁を願います。 
 次に２件目でございますが、道路認定見直しについてでございます。 
 道路には市道、農道、林道等がありますが、この道路の延長面積により、地方交付税が受け

られますことは、執行部はご承知のとおりでございますが、財源確保の面から、次の２点につ

いて伺います。 
 まず１点ですが、市内の全域の道路状況の調査をし、見直しをすべきですが、どうか。例え
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ば、これまで農道、林道であったが、その間、住宅地域が増えております。俗に生活道路と呼

ばれ、一般市道と、これはなります。そんなことで、その調査も願います。 
 次に、１つの例ですが、今までは各町村で道路認定はしてございましたが、合併になりまし

たので、各町と町の関係の道路を統一した、それぞれの認定をしたらどうか。お願いします。 
 ２番として、大泉町においての開拓道路は戦前戦後に井出原地区内に開拓者の入植により、

この道路は農林省と開拓組合の所有道路でありました。平成６年と７年に大泉村に寄附贈与さ

れ、この道路は筆数２３５筆、延長１万８，７６０メートル、面積は２７万９，４１１平方メー

トルであります。この地域は現在、ほとんど住宅地域になっており、生活道路でありますので、

市道に認定し、交付税の算入により、財源確保すべきだと思いますが、どうか伺います。 
 次に３件目でございますが、図書館の整備と運営について。 
 白倉市長は教育文化に輝く杜づくりを掲げており、その一環である図書館の整備と運営につ

いては、合併協議書の中で、図書館に関する項目として、合併時に中央館、地域館としての機

能も果たすと定め、その他の館を地域館とするとなっており、新市になって、速やかに調整す

るとの内容でありますが、話しに聞くと中央館は各町持ちまわりにしたらどうかという話を聞

いております。 
 そこで北杜市７町の運営状況を見ますと、全館合わせて蔵書数は２４万冊、うち金田一春彦

記念館の図書館は８万６千冊。３５％を保有してございます。貸し出し冊数は１５年度実績で

７館で３６万５千冊。うち金田一春彦記念館の図書館は１５万６千冊。４３％を占めてござい

ます。また年間開館日日数は３３７日。開館時間も通年、午後７時までで、夜間１０時までは

自動貸し出し返却機による部分開館をしており、他の図書館には見られない利用者の利便性を

図ってございます。 
 しかし、現在は旧大泉村からの引き継ぎの体制で、児童館併設による運営も兼ねていますが、

職員は５人のうち４人が臨時職員でございます。正規の職員の図書館司書も配置されておりま

せん。 
 今後、北杜市が全国に誇れる金田一春彦記念図書館であるためには、市長はどのように考え

ているか、お伺いします。 
 次に４件目でございますが、旧７町村の歴史の編さんについてでございます。 
 北杜市が平成１６年１１月１日に誕生され、新たに北杜市の歴史が始まりました。この合併

までの旧７町村の歴史の発刊を見ますと、明野が平成８年、須玉平成１４年、高根が平成２年、

長坂が平成２年、大泉が平成元年、白州が昭和６１年、武川が平成元年であります。それから

見ますと、３年から２０年を経過してございますが、合併までの旧７町の町村の歴史を編纂し

て、後世に伝えるべきだと考えますが、市長の考えを伺います。 
 終わります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 北杜市の財政に大変ご心配をいただきましたが、厳しい中にもしっかりとした財政計画、財

政基盤をつくり、北杜市のスタート時、礎を築いてまいる決意ですので、議員の皆さんのご理

解とご協力をお願いしたいと思います。 
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 浅川哲男議員のご質問にお答えします。 
 はじめに、一般会計および特別会計における主要工事と予算内容はとのご質問であります。 
 国における三位一体の改革などの影響により、平成１７年度当初予算は非常に厳しい財政状

況ではありますが、新市建設計画を基本に予算編成を行ったところであります。 
 このような状況の中で、平成１７年度の主要事業の主なものを申し上げますと、まず福祉保

健関係では保育園整備事業２億３，１９２万２千円。火葬場整備事業４億８，８２２万５千円。

農林業関係では農業基盤整備事業４億１，２６８万９千円。林道整備事業１億４，０２０万円。

土木関係では市道整備事業８億１，８３０万２千円。市営住宅整備事業２億７，９９０万円。

消防関係では耐震性貯水槽整備事業３，７５０万円。教育関係では学校施設整備事業１０億８，

６９４万７千円。公園整備事業で７，３２７万４千円。その他事業では、総合プラザ整備事業

６，０６５万円。温泉施設整備事業４億２，８７３万円となっております。 
 なお、特別会計における建設事業は簡易水道事業８億８７７万円。下水道事業２０億８，

７０４万２千円。農業集落排水事業９億３，２１０万円を計上しています。 
 続きまして、入札制度について申し上げます。 
 市では公正で透明な入札制度を確立するため、新しい入札制度を施行しています。制度の主

な内容は指名委員会において、指名業者を選定すること。予定価格をすべて事前公表すること。

入札はすべて１回として、不落による随意契約は行わないことなどが挙げられます。今後も検

討を重ねながら、よりよい方法を取り入れてまいります。 
 また、市内業者の登録数につきましては、平成１６年度では建設業者１１１社、設計委託業

者７社、物品納入業者８社となっており、合計１２６社が指名参加、有資格者として登録して

います。 
 なお、平成１７年度、１８年度の入札参加資格申請につきましては、現在整理作業を行って

おりますが、１２０社程度になる見込みであります。 
 次に事務採決規定および文書管理規定について、申し上げます。 
 これらの規定は、事務取り扱いの上では重要な規定でありますので、いずれも合併時に制定

しています。また、事務決裁規定で定めた決裁金額の区分につきましては、まず支出負担行為

伺いにより支出決定の決裁を受けることになりますが、この決裁区分は一般的に市長は

２００万円以上、助役は２００万円未満、部長および支所長は１００万円未満、課長は５０万

円未満と定めています。 
 次に電子入札制度の導入について、申し上げます。 
 この制度は入札を電子化することにより、発注者と業者の双方の事務軽減を図ることを目的

に導入が進められていますが、全国的にはまだ少数の団体しか導入されていない状況です。山

梨県においては、来年度から段階的に導入を開始し、平成１９年度から完全実施を予定してい

ます。北杜市といたしましては、今後環境整備を整える中で、検討してまいりたいと考えてい

ます。 
 次に道路認定の見直しについて、いくつかお尋ねをいただいております。 
 最初に市内全域の道路状況を調査して、認定の見直しをすべきだにつきまして、お答えいた

します。 
 合併時、旧町村道はすべて市道として認定いたしました。その市道の状況は１，６２３路線

で総延長は約９７２キロメートルです。 
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 お尋ねのとおり、住宅地域の増加により一般市道に認定すべき路線が多く発生していること

も事実であり、見直しを行われなければならないと認識しております。そのため、平成１７年

度の当初予算において、市道路線の見直しに必要な所要額は計上させていただきました。 
 なお、農道および林道の市道編入につきましては、実態にあった道路認定になるよう見直し

をしていきたいと思っています。 
 次に開拓道路の路線認定については、大泉町はすでに国より譲り受けされており、それ以外

に白州町などの開拓道路もありますが、現在、譲り受け申請中であり、農道林道の見直しと同

様に検討し、見直しを進めていく予定ですので、ご理解をいただきたいと思います。 
 次に図書館については、現在、須玉森の図書館をセンター館として、書類および事務等のと

りまとめをしていただいております。 
 図書館の利用者に対しては、統一されたシステムの導入により、以前よりサービスが向上さ

れており、図書返却については、市内どこの図書館へ返却されてもよいメール便を利用してい

ます。図書館に対する市民のニーズは大きく、多数利活用されていることは素晴らしいことで

す。 
 中央館の各町の持ちまわりは考えにくいところであります。ご指摘の大泉金田一春彦記念図

書館は、北杜市の最も誇れる施設の一つで、円滑な運営に努めるとともに、これからも充実を

図っていきたいと思います。 
 なお、正規職員の司書につきましては、中央館の位置付けも含め、併せ検討させていただき

ます。 
 次に旧７町村の歴史続編について、お答えいたします。 
 浅川議員のお調べのとおりですが、白州町、武川町におきましては平成１６年合併前に平成

版として作成済みであり、他の５町においては記念誌として、写真を主として昨年、発刊して

おります。北杜市も合併したばかりですので、主として、北杜市として発刊する折に、旧町村

を取り入れ、編纂したらと考えております。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 ９番、浅川議員の再質問はありませんか。 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 まず、第１点の公共工事に関してのことですが、市長の答弁ですと、決裁権の場合に各課長

まで申されましたが、支所長に対しての決裁権はいくらになっているかお聞きします。 
 それと、もう１つ。登録業者１２６社ですか、そういう関係の人たちが市内に大勢おります

ので、できるだけ市内の業者を使っていただきたいと、自分は考えております。というのは、

その業者は地元へみんな税金を落とすということで、できるだけお願いします。 
 そして、もう１つ。工事の内容によっては、予定価格とか、そういうあれでなくて、一般指

名競争入札でなくて、一般競争入札も考えているのかどうか。工事の内容によりけりですが、

それらもお答え願います。 
 次に道路の認定は、これはいいと。図書館の関係ですが、皆さん大泉の金田一春彦図書館へ

いきますと、ほかの図書館と違って、図書を貸し出すばかりではなくて、いろいろのビデオの
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映像とか言葉の学校とか、ほかに見られない、全国で有数の図書館でございます。ぜひ、中央

館として、ぜひ北杜市のための図書館にしていただきたいと、こんなふうに思います。 
 次に歴史の関係でございますが、写真入りでいろいろやっているようですが、今まで出した

歴史本を村史、町史を見ていただければ分かりますが、それに似たような歴史の編纂の重要な

ことを、やっぱり見直しをしていただきたい。写真入りデータの概要みたいなものとか、その

ほかいろいろな項目がございます。よろしくお願いします。答弁も願います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 舌足らずであったのかもしれませんけども、決裁のことですけれども、支所長は部長と同じ

く１００万円未満というふうに、説明させていただきました。それから、指名業者の話であり

ますけども、今までも私は極めて地元優先感で指名を入れてきたつもりであります。これから

も地元の業者を大切にしながら、指名に入れてお願いする予定であります。 
 それから、一般競争入札につきましては、誠にそのとおりでありまして、そのように競争入

札をしてまいりたいと思っています。 
 それから、図書館でありますけども、先ほども言いましたけども、合併協の中では中央館は

持ちまわりということになっておりますけども、なかなか現実的には不合理な話だと思います。

これから、近い将来、中央館の位置づけを考えなければならないと思いますけども、図書館の

内容、利用状況、そしてまた、その他客観的な情勢を見ながら、できるだけ早く、北杜市の図

書館の中央館は指定してまいりたいと考えております。 
 それから、もう１つ。歴史の編纂でありますけども、先ほども言いましたとおり、まだ合併

したばかりでありますので、今ここで、すぐ編纂するということも、いかがなものかと思いま

す。ただ、合併して、何年か経ったときに、編纂するときには旧村の歴史も取り入れた形の中

の北杜市の編纂にしたほうがいいではないかというふうに考えておりますので、ご理解いただ

きたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 浅川議員、まだ質問ありますか。 
 （ な し ） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで９番、浅川哲男議員の一般質問を終わります。 
 次に１７番、小澤寛君。 
 小澤寛君。 

〇１７番議員（小澤寛君） 
 １７番、小澤でございます。 
 議長より、一般質問の機会を与えていただきましたので、私は次の３点について質問をさせ

ていただきます。 
 まず第１点といたしましては、市内の小中学校および保育園、または保育所の防犯体制につ

いて、お伺いします。 
 寝屋川市の事件発生後、保護者および児童生徒等、心理的に動揺しており重大な社会問題と
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なっております。これを受け、県教委においては去る２月１６日から２４日にかけて、県下の

すべての小中学校の防犯体制、６項目について対応の有無を調べ、この結果が３月１日の山梨

日日新聞で報道されたところでありますが、小中学校のみならず、社会的弱者が団体生活をし

ております保育園等を含めた北杜市の対象施設での防犯体制は、どのような状況であるか。ま

た、防犯体制に不備な点があるとしたら、今後どのように対応していくか、ご所見をお伺いし

ます。 
 第２点目といたしまして、児童虐待の実態についてお伺いします。 
 本年４月１日から児童福祉法が改正され、法的基盤は整備され、今後の課題は自治体が具体

的にどのように対応するかが重要な問題となっております。これをふまえ、次の３項目につい

てお伺いします。 
 １番目は北杜市内における児童虐待の実態について、お伺いします。 
 ２番目は当初において、児童福祉士に代わる専門職員の配置の状況について、お伺いします。 
 ３番目は今後の対策として、地域一体型の児童虐待防止ネットワークづくり等をお考えか。 
 以上３点につきまして、ご所見をお伺いします。 
 ３点目でございますが、道路網の整備についてであります。 
 当初の道路網の整備につきましては、市長施政方針および当初予算編成の面からも十分理解

でき、厳しい財政の中、精力的に事業執行をしていただけることに敬意を表するものでござい

ますが、この中で、現在、事業執行中の市道、妙河原大免線の事業進捗状況はどの程度である

か。また、全線供用開始はいつごろを予定しておいでか、お伺いします。 
 この道路は市役所へのアクセス道路として、市役所を訪れる方への利便供用のために、誠に

重要な役割を果たすものであり、早期完成を期待しているものでありまして、併せて、市役所

周辺整備のための社会資本でもありますので、場合によっては、単独事業の拡大等により完成

を早めていくこともあり得るかどうか等について、ご所見をお伺いいたします。 
 以上３点について、私の質問を終わらせていただきます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 小澤寛議員の小中学校および保育園の防犯体制について、お答えいたします。 
 最初に保育園の防犯体制についてのご質問ですが、休日、夜間については警備会社に委託し、

防犯体制をとっております。開園中につきましては、防犯監視カメラ、インターフォン設置、

園内への出入り口を１カ所に限定等の措置をして、防犯に努めております。 
 また万一、不測の事態発生に備え、年２回から４回、実践的な避難訓練等を実施しています。

今後さらに不審者侵入後の対処法について、専門機関と連携し、日ごろの訓練の実効性が高ま

るよう努めてまいりたいと思います。 
 小中学校の防犯体制についてでありますが、校長に対し、防犯マニュアルの再点検をお願い

したところでありますが、授業や公務を抱えている教職員による警戒には限界があります。警

備強化は必要な対策と思いますが、財政面の負担が大きいわけです。 
 不審者用防具の設置や全校放送施設に接続し、携帯型リモコンでＳＯＳを発信する緊急事態

発生場所報知等の検討をしております。 
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 公安関係者に聞きますと、なんと言っても、地域の人たちが連帯して警戒すること、あるい

は声を掛け合うことが、最も予防の必要なことだとも聞いておるわけであります。そこで、い

ずれにしましても、地域と一体になって、子どもを守るという、基本理念のもとに安全強化を

図ってまいりたいと思います。 
 次に当市における児童虐待の実態について、いくつかお尋ねをいただいております。 
 現在、児童虐待、非行などの相談は県の児童相談所が窓口となっており、平成１６年１１月

末現在、県下における児童虐待相談件数は５年前と比較しますと、２．５倍に増加しています。 
 また、厚生労働省の調べによりますと、全国での児童虐待相談件数についても、２倍以上、

増加しています。 
 北杜市については、明らかに虐待であるとして、取り扱っておりますのは、合併前と合併後

も、相変わらず２件で、ごく少数でございます。 
 次に当市における専門職員の配置状況についてですが、現在当市においては、児童虐待相談

も含めた児童家庭相談業務が各教育センター内に配置しています青少年育成カウンセラーが兼

務しております。相談業務は専門性を必要とするため、平成１７年度から兼任でなく、専任職

員を児童家庭課に１名配置いたします。 
 次に地域一体型の児童虐待防止ネットワークづくりについて、お答えいたします。 
 児童家庭相談員業務は虐待を受けた子どもに限られるものではなく、障害児や非行児童に関

する相談等、子どもに関するあらゆる種類の相談が含まれております。このため医師、保健師、

福祉事務所の各課、また他の各部局等および県の児童相談所などと連携を図っていかなければ

ならないと考えます。 
 また学校、警察、病院など、虐待防止に関係するさまざまな機関との情報交換も虐待防止に

つながると考えます。 
 次に道路網の整備についての質問に、お答えいたします。 
 小澤議員のご質問のとおり、妙河原大免線は市役所と市民のアクセス道路としても、非常に

重要な道路であると認識しております。平成１５年１０月に旧須玉商業高等学校跡地が、北杜

市暫定本庁舎として決定されたため、この路線の予備設計および詳細測量設計を行い、全体延

長８００メートル、幅員１０．７５メートルの計画となっております。 
 今年度より、国の補助事業として、現在、県道より延長１７８メートルの工事を施工中であ

ります。 
 平成１７年度でも、引き続き一部用地買収、工作物の補償を行い、併せて工事も行ってまい

ります。平成１７年度中には工事を完成させ、一日も早く供用開始ができますよう、事業を進

めてまいりたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 １７番議員、再質問ありますか。 
 小澤寛君。 

〇１７番議員（小澤寛君） 
 明快なご答弁をいただきまして、十分に理解ができたわけでございますが、第１点目の問題

につきましては、当該施設で事件を未然に防止することが重要でありますので、防犯体制の強
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化には、なお一層、努力していただきたいと思います。 
 ２点目といたしまして、２点目の問題といたしましては、児童虐待の問題は死亡した子ども

の４割が０歳児であるということで、非常に嘆かわしい状況でありますが、これを根絶するこ

とが少子化対策とも連携するものであると思いますので、これも未然に防止できるよう、行政

としてのご努力をお願いします。 
 また、３点目の道路網の整備についてでございますが、市役所周辺の活性化と市政発展のた

めにも、ぜひとも計画どおり、事業執行が行われますことに期待をいたしまして、これは要望

的なものでございますから、ご答弁は結構でございます。 
 私の質問を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで１７番、小澤寛議員の一般質問を終わります。 
 暫時休憩します。 
 ２時１０分より、再開いたします。 

休憩 午後 １時５８分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ２時１０分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 一般質問を続けます。 
 ３３番議員、渡邊英子君。 
 渡邊英子君。 

〇３３番議員（渡邊英子君） 
 ３３番、渡邊英子。 
 ３月議会にあたり、３点質問させていただきます。 
 まず、北杜市の農業振興についてお尋ねいたします。 
 今、国では食料自給率の向上に懸命であります。しかし、我が国の農業は農業従事者の高齢

化や後継者の不足など、大きな課題を抱えていることから、悲観的な見方が多いわけでありま

す。 
 こうした環境の中で、農林水産大臣の諮問機関である食料・農業・農村政策審議会は先般、

我が国の農業施策のあり方を示す基本計画を答申しましたが、その中で２００７年度から効率

的な生産活動を行う農家に農業補助金を重点配布する方向を明示し、また自給率の目標達成の

ために経営規模など、一定の条件を満たしている農家に所得補償することを検討しており、大

規模農家に集約されていく考えが示されています。 
 北杜市における農業は、１戸あたりの経営面積も小さく、傾斜地も多いことから、こういっ

た政策が打ち出されると、その影響は大きいと思うのであります。しかし、北杜市にとって農

業は産業の柱であり、なんとしても生き残らなければならない重要な産業だと思っています。 
 今、北杜市の農業は企業的な経営によって、他産業に負けない所得を確保するなど、大規模

な経営を行っている農家もありますが、小規模ながら、野菜や果物の直売などにより、所得の

増大に努めている農家が年々多くなってきています。 
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 特に地産地消運動などを通じて、直接販売の動きは加速してきており、梨北農協管内におけ

る昨年の農作物販売額で見ますと、約２６億円のうち、直売関係の販売額が約１０億円と４０％

近くを占めています。一方、農作業を請け負う組織が地域の活性化や遊休農地の解消に一役買っ

ているところでもあります。 
 このように内外ともに農業を取り巻く環境は変化してきますが、北杜市の農業が時代の流れ

に乗り遅れないようにするためには、行政の適切な誘導が必要であります。 
 今こそ、北杜市の農業の将来ビジョンを具体的に示すべきだと思いますが、市長のお考えを

お伺いいたします。 
 さて、市長が所信表明で、農業の担い手支援をお示しいただいたところでありますが、支援

対策の効果的な推進を望むところであります。 
 最近の１０年間で見た北杜市における新たな就農者は８８名で、県内全体の新規就農者

４８０名の約２割を占め、地域農業の担い手として、期待は大きいものがあります。ご承知の

とおり、山梨県では昭和５２年度から実践を通して農家を支援する指導農業士の制度を定めて

おります。 
 北杜市には現在１１人の指導農業士がおり、農業改良普及センターなどと連携しながら、農

業を目指す人の受け入れをはじめ、農家の栽培指導や販売の支援などを行っているところであ

ります。 
 そこで、北杜市においても農業の担い手支援対策などの推進にあたっては、より効果を挙げ

るため、指導農業士を積極的に活用すべきと思いますが、いかがでしょうか。 
 一方、所信表明の中で観光振興を掲げており、その成果を大いに期待しているところであり

ます。最近の観光は名所旧跡やテーマパークを訪ねて歩く見る観光から、自然の中に身を置き、

地域の産物を食べ、生産にも関わる、いわゆる行動する観光へと移行してきています。幸いに

して、北杜市は、これらの観光ニーズに対応できる条件が整っていると考えております。その

中でも、農業と連携した観光は観光産業の発展と農業振興につながると思うのであります。 
 現在、実施されている地産地消運動の心は地域で生産された安全で、新鮮な農作物を食材に、

地域の飲食店や旅館、ペンションなどが調理し、お客さんに喜んで食べていただくことにあり、

このことは観光振興にとって重要な要件であると考えております。 
 そこで、観光振興の柱に農業との連携と、地産地消運動を据え、それを観光の目玉にすべき

と思いますが、お考えを伺います。 
 ２点目として、通学路の安全確保についてお尋ねいたします。 
 全国では子どもたちに対する性的犯罪が多発し、大きな社会問題となっております。北杜市

内の学校においても、峡北教育事務所が受けた不審者情報は、昨年４月から本年２月末までに

小学校で４件、中学校で７件、高校３件でありました。 
 特に車社会の中で、全国的には交通事故を装った犯罪も発生していますが、中には通学路に

歩道やガードレールがあったら防げただろうと思われるものもあります。 
 北杜市管内においても、車にまつわる不審者情報が７件報告されており、その対策が緊急の

課題であります。犯罪の発生を未然に防ぐには、家庭や学校だけでなく、地域全体の問題とし

て取り組む必要があります。 
 そこで、子どもの通学時の安全を確保するため、通学路に歩道やガードレール、街灯などを

早急に整備する必要があると思いますが、いかがでしょうか。 
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 一方、子どもは地域で守るという観点から、私は地域の住民が協力して、予防対策に取り組

む必要があると痛感しています。 
 したがいまして、すでに予算化されている防犯ベルの補助はもちろんのこと、不審者情報を

地域と共有できる仕組みづくりや緊急時に駆け込みができるよう、民間の協力者を確保するな

ど、きめ細かな対策をとる必要があると思いますが、ご所見をお伺いします。 
 ３点目に支所機能の充実について、お尋ねいたします。 
 支所機能につきましては、合併協議会において旧町村長や議員が議論を重ねる中で、住民サー

ビスは低下させないということで合意形成がされ、地域に対して説明されていたと理解してお

ります。 
 しかし、実態を見ますと、本所と支所の役割分担が明確でないためか、市民の皆さんから支

所では本所へ、本所では支所へと仕事がなかなか完結しないという声を聞いています。 
 一方、合併直後ということもあって、支所での役割について、職員自身が戸惑っているとい

う印象が強く、このままでよいのかと心配をしているところであります。市民の皆さんは合併

により、サービスが低下すること、不便になることを危惧しているのです。 
 もし、今まで支所で解決できた問題が、これからは本所へいかなければ解決できないとすれ

ば、自家用車のない人は本所までの交通手段についても、心配しなければならないのです。 
 また、金銭的な負担も大きく、長坂駅前から本所まで行くのに、タクシーで片道３，７００円

ほどかかったというお年寄りからのお話もありました。地域住民にとりましては、日常的な問

題や課題は、その場で解決できる身近な役所が必要なのです。 
 現在、仕事の権限が本所に集中し、かつ情報が広範囲にわたる中で、本所と支所の横のつな

がりがないままに、仕事が行われているとすれば、住民サービスの低下は免れないところであ

ります。 
 新しい市が発足して、新たな政策も加わり、仕事はますます多様化してまいります。幸い、

北杜市には１人パソコンが導入されていると伺っておりますが、メール機能を活用して、敏速

に課題の解決を行うなど、発想の転換が必要であります。 
 さらには地方分権の時代と言われる中で、支所に権限を移譲できるものはするなど、部署に

よって仕事の仕組みを検討する必要があると考えます。そこで、改めて支所のあり方と機能の

充実について、市長のお考えをお伺いいたします。 
 以上、質問を終わります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 渡邊英子議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に北杜市の農業振興についてのご質問でありますが、国においては平成１１年７月に新

たな農政の政策指針として、食料・農業・農村基本法が制定され、平成１２年３月に策定され

た食料・農業・農村基本計画に基づき、計画的な施策の推進が図られてまいりました。 
 この基本計画は、おおむね５年ごとに見直すこととされており、今回、品目、横断的政策へ

の転換、担い手、農地制度の見直し、農業環境、資源保全政策の確立に重点を置き、農業農村

政策審議会において論議がなされ、去る３月９日に答申され、今年の秋までに内容を決定する
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こととされております。 
 北杜市としても、これらの状況を見据えながら、新たな農業振興指針として、平成１６年３月、

県において策定された、山梨農業農村活性化ビジョンで定める峡北農業の推進方向に沿い、地

産地消の推進と主要農産物のブランド化、観光農業の推進、集落営農、担い手確保、営農環境

整備の推進、都市と農村の交流推進等を柱に、現在策定中の北杜市総合計画との整合性を図り

ながら、北杜市地域農業マスタープランを策定したいと考えております。 
 担い手育成対策につきましては、現在市内に８８名のＵターンを含めた新規参入者がおりま

す。これらの人たちへの営農支援を行うための予算化もしたところであります。また、すぐれ

た農業経営を実践して、地域農業の振興に貢献し、知事より認定された指導農業士１１名、青

年農業士３名が市内におりますので、関係機関と連携を図りながら、人材の活用を推進したい

と考えております。 
 地産地消につきましては、山梨県では安全、安心で生産者の顔が見える地元の農産物の消費

拡大を目指し、地産地消を県民運動として推進しておりますので、これらの事業と連動しなが

ら、市内に点在する直売所と観光施設との連携策を模索し、農業と観光が連携した地域振興策

を推進してまいりたいと考えております。 
 見る観光から行動する観光は、今日的な流れなのかもしれません。渡邊議員も農業振興には、

大変汗をかいておられまして、花卉栽培等、実践しておるわけでありまして、大変、敬意を表

するところであります。 
 私も北杜市にとって農業は過去も今も、これからも産業の柱であり、ふるさとを守るには、

農業を守ることだとの思いで、農業振興を図る決意であります。 
 次に通学路の安全確保についてでありますが、通学路の歩道やガードレールの整備、街路灯

の整備については、現地の状況を確認の上、検討し、通学路の安全性の確保に努めてまいりま

す。 
 防犯ベルについては、子どもたちに貸与できるよういたします。 
 また、緊急時に駆け込みできるところの確保については、通学路沿いの商店などを子ども

１１０番の家に指定し、危険を感じた子どもが駆け込むことができるような取り組みを考えて

います。 
 警察やＰＴＡだけでなくて、地域住民が連携して登下校する子どもを、温かく見守るネット

ワークづくりをつくるべく、検討します。 
 次に北杜市の支所機能の充実についてでありますが、総合支所につきましては、合併協議の

中で新しい行政組織および機構を定めるにあたっての基本方針として、現在の住民サービスが

低下しないよう配慮することを基本として、配置してまいりましたが、議員ご指摘のように、

業務によっては、市民の皆さんにご迷惑をおかけしたところもあったと聞いているところであ

ります。 
 合併から５カ月が過ぎようとしておりますが、この状況をふまえ、より一層、職員の意識改

革と本町と支所の連携をさらに強化し、住民サービスの向上に努めてまいりたいと考えますの

で、ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 ３３番議員、再質問はありませんか。 
 渡邊英子君。 
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〇３３番議員（渡邊英子君） 
 先ほど、農業政策について答弁いただきましたが、山梨県の中で地産地消、それからブラン

ド化というふうなことで、今、観光農業の推進ということが進められているわけですけれども、

今、北杜市現在を見ましても、ブランド化された作目、作品というものはたくさんあるように

思います。山梨県のほうでは、今それを一生懸命探して、求めている段階にありますので、早

い時点で北杜市のブランド化を図っていただきたいと思います。 
 それから２点目の通学路の安全確保についてでございますけれども、これはやはり通学路は

昔のままの、安全で交通量が少ないという道路が通学路にあったわけですが、今現在、非常に

会社などの、できた状況で、特に秋田の郵便局から、それから中島医院、あの間の道路は、今

まで交通量がほとんどございませんでしたが、今は大泉のほうに会社ができたりなどして、非

常に交通量も多く、狭く、子どもたちが日時、集団登下校をしている中で、危険が伴っている

ように思います。そういうふうな場所が各場所に、たくさんあるように思います。 
 今、市長が答弁の中で、いち早く現況を調査してという言葉をいただきましたので、一日も

早く、そのような調査をしていただいて、事故のないよう、それから不審者に対しての手立て

を早急にしていただきたいと思います。 
 それから不審者についてでございますけれども、この近くで、不審者が車で追い回したとい

う状況の中でも、地域の方たちには全然、そういうふうな情報が伝わっていないわけです。 
 行き帰り、そういうふうな中で、私たちも私的に、そういうふうな状況を聞きまして、地域

の皆さんに登下校の、特に帰りの時間には皆さん、時間があったら畑に出て、まわりで見てみ

ましょうねという、語りかけをしているわけですけれども、そういう情報があるとないでは、

ずいぶん、地域の中で違ってくるんではないだろうかと思います。そういう中で、地域に、そ

ういう事故があったときに、どういうふうに知らせるか。個人の、あったことを知られたくな

いということもあるかもしれませんが、未然に防ぐには地域の中へどういうふうに知らせてい

くか、プライバシーを侵害しないようにしながら、知らせる方法を、ぜひ考えていただきたい

と思います。 
 それから、支所機能についてですけれども、これは今度の一般質問の中にもありますが、市

営バスについてもですが、非常に困っている、車のある方は支所機能については、さほど感じ

ないでしょうが、車のない方たちに対しての利便性というものが、非常に考えていかなければ

ならない問題ではないかと思いますので、併せてよろしくお願いいたします。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 農業振興の中で、北杜市に自慢できる農産物をはじめとしたものはたくさんあるはずだとい

う、ご指摘であります。思いつきのまま、勝手に話すのも無責任かもしれませんけども、１つ

は、私が勝手に今、思っていることは、例えて言えば、明野の大根と八ヶ岳山麓の高原野菜、

自慢できるものがあります。そしてまた、浅川巧等の関係で、抱川市との姉妹関係も併せ考え

るならば、なんとなくキムチの里日本一づくりはできないかとか、そんなこんなのブランド化

も予想されるわけでありますけども、議員ご指摘のとおり、県の考え方等もやりながら、山梨

農業農村活性化ビジョンとも抱き合わせしながら、ブランド化に努めてまいりたいと思ってお
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ります。 
 それから、具体的に今、夏秋、大八田地区の街路灯の話も出ましたけども、街路灯のほうは

市としても、積極的に防犯で考えたいと思いますけども、東京電力にも、この街路灯の防犯の

ための枠はありますので、また東京電力とも併せ相談してみたいと思います。 
 それから不審者のお話ですけども、いわば、事件が起きる前の対応と事件が起きないように

努力するという二本立てで、これから一生懸命、防犯に努めてまいりたいと思います。 
 それから支所のお話ですけども、確かに本庁が１つになったわけですから、地域住民からす

れば、時に本庁へ来るという意味からすれば、タクシー代といわず、時間、タクシーに乗る人

からすれば、料金が加算されることは確かでありますけども、基本的に一般市民の方が役所へ

来るということは少なくて、なぜ来るかというと証明業務が多いはずであります。印鑑証明だ、

住民票だ、戸籍謄本等と。ときに市民相談的なこともあるのかもしれません。相談窓口とか、

証明業務だけは支所の中で市民サービスが怠らないようなことを考えていきたいと思っており

ます。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 ３３番議員の残り時間は、あと４１秒であります。 
 まだ、質問ございますか。 
 （ な し ） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで３３番、渡邊英子議員の一般質問を終わります。 
 次に２３番議員、林泰・君。 
 林泰・君。 

〇２３番議員（林泰・君） 
 ２３番議員、林泰・。 
 平成１６年度は、あと３日で閉じますが、北杜市にとっては本世紀の中で、歴史的なことが

重なった年度でもあります。 
 まず第１には旧７町村が平成１４年度に任意の合併協議会を設置し、その後、法定協議会へ

と移行し、対等合併に向けて精力的に協議を進め、１６年度１１月１日に新生北杜市としてス

タートしたことであります。 
 そして、第２には一足遅れはいたしましたが、北巨摩地域の一員として、長年一体的な活動

を進めてきた小淵沢町が北杜市へ編入合併する町民の意思がまとまり、１７年２月１０日、北

杜市・小淵沢町合併協議会が設置されました。 
 白倉市長の言葉のとおり、全力で考えて全力で走り、全力で走り全力で考える状況の中で協

議が進められ、３６項目の協定と新北杜市建設計画が決定され、３月２５日には２市町により

めでたく合併調印式が執り行われました。 
 その日のうちに両市町の議会において、平成１８年３月１５日を合併の日と定めた廃置分合

の議決がされ、今日午前中、両氏から知事へ申請されたことであります。 
 このように歴史的な合併へと進められるのは、両市町の住民の大多数が合併に向けた合併協

定項目を信じて、市長と議会に負託されたものだということで、極めて重い責務があると、私

は認識しております。 
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 さて、こうした経緯の中で、北杜市は平成１７年度が名実ともに自然と人が躍動する環境創

造都市と新市の発展に向けてスタートする年度になるわけであります。 
 そこで、最初に平成１７年度当初予算編成と合併協定項目との関連について、４つほど市長

にお伺いします。 
 １つは平成１５年１０月１日に旧７町村が歴史的な１ページとして、合併協定書に調印した

９０項目は、市民にとって極めて重要な約束事として受け止められてきているものであります。 
 初代の白倉市長の新市政の基本理念に、この合併協定項目が生かされることが課せられてい

ると考えますが、１７年度から始まる新市の施策へどのように反映されたのか、改めてお伺い

します。 
 ２つには市民の多くの方々は、初年度の予算にすでに市民に提示し、理解を求めた。新市将

来構想にある合併効果、北杜市民の暮らしはこうなりますとの約束がどのように取り組まれた

のか注視しております。また、合併協定項目の中で、当面現行どおりとした項目がどのように

扱われたのか。強い関心を持っておりますが、これらの実情について、お伺いします。 
 ３つ目には合併協定項目の中で、新市になって、調整決定した項目で、当初予算に計上した

ものがあれば、お伺いします。 
 ４つ目には所信表明の中では、厳しい財政事情から聖域なき見直し改革を進めるとしておら

れますが、当面、合併協定項目で合意された項目について、どのように扱っていかれるのか、

お伺いします。 
 次に緑豊かな里山を守る環境整備について、いくつかお伺いします。 
 我が北杜市は、豊かな緑と恵まれた名水を育む森林比率が極めて高いことから、自然の中で

リフレッシュすることを求めて、多くの人々が観光と癒しの場として求められております。 
 １７年度の白倉市長の施策では、日本一の潤いの杜づくりで、緑豊かな里山の整備を積極的

に推進しようとしておりますが、極めて緊要な行政課題と期待しております。 
 そこで、１つは近年、松くい虫の被害ばかりでなく、里山の落葉果樹、クヌギ、楢、栗、桜

など病害虫の被害で広域的に枯れた立木が緑の中に目立ち、ひどいところは枯れ木の林となり、

自然が破壊されつつあるのかと、何か恐ろしささえ感じております。 
 この実態を早期に調査確認し、防除の徹底を図ることが急がれますが、その対応について、

お伺いします。 
 ２つには、現状の里山は管理が行き届いていないのが実態であります。地主が自ら管理され

ていない現実ではありますが、里山こそしっかり管理し、自然環境を守ることが不可欠であり

ます。 
 このため、私有地の里山管理を第三者機関やＮＰＯ、あるいは森林組合などにより、積極的

に管理支援する組織をもって、実行されることが望まれますが、その対応についてお伺いしま

す。 
 ３つ目には里山の管理が実行されない理由の１つには、長年放置されていたので、昔からあっ

た山道が荒れ果ててしまっておることです。かつては山そうじに、あるいは炭焼きに、木の葉

かきにと通った山道が消えてしまっていることであります。こうした素朴な管理道を計画的に

整備する対策が必要であります。その対応についても、お伺いします。 
 ４つ目には里山をはじめ、田畑に出没する有害獣、鹿、イノシシ、サルなどの生息密度が過

剰になり、里山や田畑での生産活動に大きな被害を与え、生産意欲が減退されている実態であ
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りました。 
 こうした状況の解決には、有害獣の生息密度を大幅に徹底して下げる対策が緊要課題であり

ますが、それらの対応についてもお伺いします。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 林泰・議員のご質問にお答えいたします。 
 はじめに合併協定書に盛り込まれた９０項目について、施策にどのように反映させたのかの

お尋ねであります。 
 合併協定内容につきましては、当時の合併協議会委員をはじめ、多くの方々の大変なご努力

により、まとめられたものであり、その協議結果は尊重していかなければならないものと認識

しているところであります。 
 しかしながら、合併して５カ月余りが経過し、新生北杜市の行政運営を進めていく中で、従

来の町村単位で得られていた事業効果も、北杜市としての事業効果を考えたとき、同じ事業で

あっても、改めて検討しなければならない課題が、多々見えてきたところであります。 
 このような状況の中で、できる限り協定書の内容を考慮し、予算の編成に取り組んでまいり

ました。具体的には、総合計画や男女共同参画計画をはじめとする各種の計画策定のための予

算を計上したところであります。 
 また、協定書で当面、現行どおりと定められた項目につきましては、地方税の取り扱いや簡

易水道事業、公共下水道事業、農業集落排水事業等における使用料金や負担金につきましては、

当分の間、従来どおりとしたところであります。 
 また、新市において調整すると定められた項目につきましても、放課後児童クラブの定員の

見直しや利用料の統一を図ったほか、出産祝金支給制度、介護慰労金支給制度等々、新たな制

度につきましても、予算の計上をしたところであります。 
 次に行政改革を進める上で、合併協定項目をどう扱うかとのお尋ねでありますが、地方分権

により国は中央に集中している権限や財源を、県や市町村に移し、地域で考える行政システム

に転換する方向へと変わってきています。私の言う聖域なき見直しとは、市民の皆さんと地方

自治体が力を合わせて、自分たちの地域や暮らしをどう変えていくかを、ともに考えていくこ

とであります。 
 公共サービスは、すべて行政の役割、責任だという考えを見直し、市民とともに考え、役割

分担を明確にする必要もあると思います。 
 北杜市は今までの町村と違い、大きな市になりました。小さい町村では必要だった施設も、

市として考えると必要のないものも見えてきました。市役所組織の見直しで、行革調整室をつ

くったのも、それが目的の一つであります。行財政改革の策定により、新しい時代への体制固

めを考えたいと思います。 
 次に緑豊かな里山を守る、里山環境整備についてでありますが、ご指摘のとおり、北杜市管

内では栗、小楢等の樹木が枯死したり、衰弱している状況が見受けられます。原因となる病害

虫は把握しておりますが、防除についての方法は薬剤散布しかなく、広範囲な森林に薬剤散布
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等の防除対策をすると環境生態系にも影響が出るおそれがありますので、困難な状況にありま

す。 
 また、里山に隣接した荒廃地農地が発生源の一つでもあると言われておりますので、荒廃農

地の管理について、指導していきたいと思います。今後も状況を見ながら、県の関係機関と対

応を検討していきたいと考えております。 
 次に地主が里山を管理委託するには、森林組合、あるいは林業公社等の分収契約を締結し、

管理する方法があります。 
 事業実施については、受益者負担が極力軽減できるよう、補助制度を導入し、里山整備を推

進してまいりたいと考えております。 
 里山、民有林が主でありますけども、里山を育てるため、現在、国・県と協議中であります。 
 次に小規模の林道の整備につきましては、合併前の各町村で策定した森林整備計画に基づき

簡易な作業道の整備が可能でありますので、推進していきたいと思います。 
 次に有害獣の生息密度を下げる対応につきましては、有害鳥獣対策のうち、鹿については駆

除により個体数を減らし、被害の低減を図れますが、他の動物については難しい状況にありま

す。イノシシについては現在、群れごと捕獲することが有効とされ、サルについては群れの大

半を駆除しても、群れが分かれて被害地域が広域化するおそれがあり、難しい状況にあります。 
 これらの状況から、電気網、一斉追い払い等による防除と併せ、野生動物が出没しにくい環

境整備も必要と思われますので、総合的な対策について、県の関係機関との連携を図りながら、

検討してまいりたいと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長の答弁が終わりました。 
 ２３番議員、再質問はありませんか。 
 林泰・君。 

〇２３番議員（林泰・君） 
 ただいま、２つほど大きな課題で、質問をさせていただきましたが、第１点の合併協定項目

の関連でございますけれども、北杜市民にとっては、その約束として、極めて初歩的でござい

ますけれども、強く受け止めている実態でございます。 
 ただいまの答弁のとおり、一方では行政執行の上で財政事情、極めて厳しい報告であること

は見逃せない実態でもございますが、したがいまして、市民の方々が理解している合併協定項

目の中で、これらについての考え方や、あるいは調査・検討した結果、決まったことにつきま

しては、できる限り、当初予算の中、今回編成した中での、従来、措置をどうとりましたよ、

あるいは、これからの施策の中で当時の状況と違うというようなことを、いち早く、情報を市

民に提供して、市民の方々のご理解を得る必要があろうかと思うわけでございます。 
 合併して、当初、いろいろな不安がありますが、これらは聞いてみますと、事前に一言、お

話があり、あるいはこういう状況だというようなことが、市民に伝わっていれば、なるほどそ

ういうことかということで、理解されたというようなことが、いわれております。 
 また、そうあるべきだと思いますが、今後、市政を進める中で、市長さんをはじめ、職員の

方々、市民の人たちが合併協定項目等で、いろんなイメージも事前にあるわけですから、そう

いったことの、事前の、変更の、あるいは慣例等を変える場合にはいち早く、できるだけ速や

かに。今回、当初予算も組んでおりますので、それと含めて、できるだけ早く、分かりやすい

 １６９



情報提供をして、市民の理解を得るようにお願いすべきではなかろうかというように考えます。 
 そして、また、もう１つ。里山のことでございますけれども、いろんな制度をもちながら進

めていくわけですが、やはりなかなか所有者、年をとった人もありますし、県外者もあります

が、残念なのは枯れた山を見たときに、このまま自然の恵みの里が、破壊されていってしまう

んではないかというような感じもあるわけですが、ぜひ、その組織を通して、県外者を含めた

里山所有者の人たちの奮起を呼び戻してほしいと、こんなふうに考えますが、それらについて、

ご所見を伺いたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 先ほどもお話させてもらったわけでありますけども、合併協定項目は最大限に尊重して、こ

れをもって実施できるよう、これからも全力で頑張りたいと思います。 
 ただ、私どもが７町村の合併のときのシミュレーションと、１年半経った対小淵沢町との新

北杜市との１０年間のシミュレーションを見ても、相当数字が変わっていることも事実であり

ます。 
 そんな中ではありますけども、今、議員ご指摘のとおり、市民に真実を伝えるということで

あります。確かに真実を伝えることが大切だと思いますので、こういった議会の機会を通じな

がら、あるいは北杜市には地域委員会という大変ユニークな諮問機関をつくっていただきまし

たので、ときに地域委員会から、あるいはまた機会あるごとに、そのような状況は執行部とし

てもしてまいりたいと考えております。 
 それから、里山の荒れ方と整備でありますけども、私も常日頃言っておるところであります

けども、なんといっても、ふるさとの山が荒れたら、ふるさとの地力が落ちる。そして、また

県土保全も大変になるということであります。いまさら、これで緑の効用、効果を言うつもり

もありませんけども、大変大きな山林、山には効用があるはずであります。この時代にしっか

りとした育林をしていくことが、非常に大切だと。 
 今、全国どこを歩いてみても、山が荒れていることは確かであります。でも、せっかく先輩

たちが、せっかく先祖が植えた木を、ここでしっかりと守り育てていくことが、必ずや近い将

来、また将来にわたって、高い評価と喜ばれるものと信じながら、１００年後、２００年後の

北杜の山は一味違うと、そんな山を夢見ながら、今一生懸命、頑張る決意でありますので、ご

理解をいただきたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 ２３番議員、まだ質問ございますか。 
 （ な し ） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで２３番、林泰・議員の一般質問を終わります。 
 次に２番議員、植松一雄君。 
 植松一雄君。 

〇２番議員（植松一雄君） 
 ２番、植松一雄でございます。 
 有害鳥獣による被害の防止対策について、白倉市長に質問いたします。 
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 有害鳥獣による農作物への被害が増加しており、今年もその拡大が懸念されます。人と野生

動物との共生が理想でありますが、松くい虫による倒木、手入れの行き届かない里山、耕作放

棄で荒廃した田や畑、釜無川などの河川敷で大きく成長した立ち木と藪の中で、ニホンザル、

ニホンジカ、イノシシなどの野生動物が年々、その個体数を増やし、それに伴って、被害もま

すます増加しております。個別の農家単位での防除には限界があり、耕作意欲の低下による放

棄地も散見され、里山でも植林した樹木への食害が見られます。 
 地域によっては防護柵や電柵を設置しておりますが、未設置集落も多く、猟友会による捕獲

と駆除も個体数の増加に追いつかない状況であります。被害の防除には防護柵、電柵など、単

一的な対策のみでなくて、生息環境の整理による排除、忌避材、追い払い用品の使用、捕獲、

駆除など、複合的な対策が必要であり、北杜市の活力ある農林業の確立のためにも、速やかな

対策が求められます。 
 よって、北杜市有害鳥獣対策協議会を設立し、有害鳥獣による被害状況と種類別の群れの状

況などを把握し、関係機関と地元も連携した総合的な対策の中で、有害鳥獣駆除実施要綱など

の策定による駆除も必要であると思考いたします。 
 県でもニホンジカ保護管理計画に基づき、４月からメス鹿の駆除も開始の模様です。また、

野生動物の広い行動範囲などから、北杜市のみならず、近隣の市町村とも連携した広域的な対

策が望まれます。 
 なお、関連して、予算計上５，１７３万９千円の松くい虫防除対策事業費、これの効果的な

活用と併せ、有害鳥獣の生息環境の排除と洪水災害予防のため、釜無川など河川敷の立ち木の

除去を県・主管課へ強く要請していただきたく、要望いたします。 
 以上につきまして、先ほどの質問の中で、お答えも半分出ていたような気もいたしますが、

ぜひ具体的なご所見をお伺いしたいと思います。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 植松一雄議員の有害鳥獣対策についての質問にお答えいたします。 
 鳥獣による農作物等に対する被害は、全国的にも年々増加の傾向を辿り、農家にとって経済

的にも精神的にも多大な被害を与えているのが現状であります。 
 鳥獣害対策については農家、行政、普及センター、試験研究機関等が一体となって、被害防

止対策を効果的、効率的に実施していくことが重要であり、県においても昨年１２月、県の関

係機関と市町村で構成する峡北地区農作物鳥獣害防止対策会議を立ち上げ、関係機関で相互に

連絡調整を行い、より効率的な対策が講じられるよう、検討が行われております。 
 今後、被害が甚大な地域については、現行の侵入防止柵や捕獲対策を行いつつ、有害鳥獣の

一斉追い払いや野生鳥獣が出没しにくい環境整備などについて、検討してまいりたいと考えて

おります。 
 また、植松議員提案の北杜市有害鳥獣対策協議会等の設置につきましては、県の対策会議の

動向を見極めながら、検討してまいりたいと考えておりますので、ご理解をお願いします。 
 なお、松くい虫対策に対しては、山梨県は全国では最も全力で、この対策を推進してきた県
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だと思います。でも、率直にいって、あちらこちら歩くと、相当松くい虫にやられているとい

うことは確かであり、県財政当局も、この松くい虫対策の継続には、大変頭を痛めていると聞

いております。なんとか、継続したいものであります。限られた予算の中で、最大限効果的、

効率的に執行してまいりたいと思います。 
 また、釜無川を見ながら、あの河川を河川林と皮肉る人がいます。河川機能も弱まるはずで

あります。状況を調査して、関係機関へ要請してまいりたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 ２番議員、再質問はありませんか。 
 植松一雄君。 

〇２番議員（植松一雄君） 
 有害鳥獣による被害の防止対策、これにつきましては、やはり広域的な対策が必要かと思い

ます。各町村でそれぞれ対策協議会等をつくって実施してきた町村もあるはずでございます。

広域的にやる必要がありますということで、北杜市としても、ぜひ一日も早く、協議会を立ち

上げていただきたいと要望いたします。 
 以上で、私の質問を終わらせていただきます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 これで２番議員、植松一雄議員の一般質問を終わります。 
 暫時休憩します。 
 ３時１０分に再開します。 

休憩 午後 ３時０２分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ３時１０分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 一般質問を続けます。 
 ６番議員、利根川昇君。 
 利根川昇君。 

〇６番議員（利根川昇君） 
 議長の許可をいただきましたので、一般質問をさせていただきます。６番、利根川です。 
 ２月１８日に山梨県の今年度予算が山日新聞で発表されましたが、県でも重点事業として、

少子化対策、観光振興、防災対策、教育文化振興、市町村合併推進などに重点を置いていまし

た。 
 私は、この中で北杜市の観光振興と防災対策について、市長のビジョンをお聞きしたいと思

います。 
 １．観光政策への市長への考え方は。 
 また２番としまして、防災対策への市長の姿勢をお伺いしたいんですが、どちらも細かい部

分、４点ずつお願いいたします。 
 まず、観光政策への市長の考え方につきまして、太陽と水が日本一と称される、この北杜市

には甲斐駒ヶ岳をはじめ、いろんな山々が南アルプス、八ヶ岳、茅ヶ岳など、素晴らしい景観
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と自然環境があります。至るところに点在する観光資源を、それぞれ個性豊かな方法で発展さ

せ、またよい意味での競争をする中で、連携を密にし、観光振興に結びつけ、さらなる誘客促

進を図るために、市長の考え方をお尋ねいたします。 
 １番、観光基本計画の具体的内容についてです。 
 市長は先の市政表明で、観光基本計画策定を掲げ、予算化されております。また、北杜市シ

ルクロード観光ルートを提唱されました。自分としましては、市内に数多く点在する観光施設

間の連携をとったり、観光地間をつなぐ周遊ルートの創設、また農業酪農果樹などの生産物と

のパイプとしてのルートの開発など、市全体での集客を目指し、また、先ほど渡邊議員にもあ

りました地産地消を目標に取り組む姿勢として、そのように、自分としては捉えております。 
 そこで、まず、このシルクロード構想を含む観光基本計画の具体的内容について、説明をお

願いいたします。 
 ２つ目です。 
 観光予算の組み立てにおける基本姿勢についてですが、先ごろ、市全体の観光を考える北杜

市観光協会の設立に向けて、準備会が発足しました。これまで個別に行ってきた観光協会の一

本化は、広域に点在する観光資源を有効活用する上で、極めて重要であると考えますが、同時

に検討課題も含んでおります。 
 例えば観光予算の立て方として、単純に地域ごとに一律では、必ずしも適切であるとは思え

ません。誘客のための宣伝活動やイベントも現状では地域ごとに独自の考え方で進められてお

り、パンフレットから、テレビやラジオ、新聞、雑誌、さらにインターネットまで使用媒体も

さまざまです。 
 今後は県の観光総合サイトの構築も図るなど、連携をとりながらの新たな情報発信も求めら

れてくるでしょう。こうした中、観光予算は各地区の希望どおりの額になれば、それにもちろ

ん、こしたことはありませんが、厳しい現状の中で、現実に即した予算組みが重要かと思いま

すが、市長の考え方をお願いいたします。 
 ３つ目です。 
 清里駅前、再開発事業の現況は。清里の観光も、いまや、かつてのようなにぎわいは減り、

シャッターを下ろす店舗も、年々増えてきているのが現状です。中でも駅前通りは、このとこ

ろ本当に厳しい状況が続いており、地域住民は駅前再開発に絶大なる期待を寄せております。 
 もちろん、地域としても個人としても、営業努力をすることは当然の義務でありますし、ま

た、この事業につきましては、国の指定の関係もありますが、なんとか、この開発が実現され

ますように願い、現状と市長の考えを伺います。 
 ４つ目です。 
 清里学校寮地区の空き地にグラウンドを。 
 昭和３５年ころからの歴史をもつ清里学校寮地区には、最盛期には市や学校の寮が３２戸あ

りましたが、現在では２２戸にまで減っております。それぞれの寮において、収容能力は１軒

あたり６０人くらいから、３００人くらいまでもあります。 
 利用者の多くは、大学生や小中学校の生徒です。寮の利用時点でも、それ自体、大変ありが

たいことではありますが、今後、彼らが成長して、また家族を連れてきてくれる、このことに、

さらに大きな意味があると思います。 
 現在は場所柄、夏における勉強のためのゼミ合宿、林間学校、ハイキング等での利用が主流
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ですが、こうした若い層の利用を拡大するためには、さらにスポーツ関係の部活動や合宿等を

加えることが重要であり、そのためのグラウンドの整備を地区住民が望んでおります。 
 現在、ここの空き区画１０カ所は面積が５千坪から１万坪あり、平らにならして、砂を入れ

る程度で、十分グラウンドとして使えると思います。 
 特別に立派なものを願っているものではありませんし、県有地ですから、許可をとる必要も

ありますが、ぜひとも実現に向けて、市の力をいただきたく、質問させていただきます。 
 次に防災対策への市長の姿勢ですが、昨年のスマトラ沖地震による津波被害、国内において

は新潟の中越地震、また阪神大震災から、ちょうど１０年ということで、神戸宣言が発せられ

ました。 
 新聞紙上では防災関係の記事が毎日掲載され、全国的に意識が高まっていると感じます。そ

のような状況の中で、以下の４点について伺います。 
 １．防災無線整備の進捗状況です。 
 本年度の県予算に防災行政無線デジタル化整備が盛り込まれておりますが、北杜市としては

県と連携しながら、どのように整備していくお考えでしょうか。 
 警戒宣言が発せられた場合、また有事の際、市長を中心とした防災本部が設置されるわけで

すが、その折に市内の災害状況の把握や情報収集をどれだけ迅速に市長が行えるかが、やはり

一番心配される点です。 
 広域災害の場合には、有線での通信手段では１カ所断線すれば、おしまいですし、携帯電話

の回線がパンクして、一切使えなくなることは明らかです。それを考えますと、無線が最良の

通信手段であるということは明らかです。 
 しかし、旧７町村の放送設備の状況を見ると、市長から市民へ伝えることはできるものの、

あくまでも一方通行であり、市民の側から情報を伝達することには、不十分と言わざるを得ま

せん。 
 このほど、甲府市の消防団では全２５分団に携帯無線機が配備されるということだそうです。

また、富士吉田では通信器具による情報伝達のための訓練をしたという事実もあります。 
 北杜市としましては、予算の関係も当然あるでしょうが、一度に全配備は難しいと思います。

配備すべき対象は各地区の代表者や警察消防などの防災関係者ですし、旧７町村の器具も使い

ながら、段階的に整備していくことが肝要かと考えます。市長の見解はいかがでしょうか。 
 ２つ目です。 
 備蓄品の整備および調達ルートの考慮はなされているか。災害時には衣食住や災害復旧のた

めに、さまざまなものが必要になります。北杜市としては災害時の備蓄品予算として、６５３万

円を計上していますが、具体的にはどのような内容をお考えでしょうか。 
 現在、旧７町村には何が備蓄されていて、今回、新たに備蓄するものはなんなのか。もちろ

ん腐食、腐敗しないものであれば、できるだけ、多くのものを備蓄するにこしたことはありま

せんが、現実問題として、なんでもかんでもというわけにはいきません。そこで、重要なのは

国や県、近隣市町村とも連携をとりながら、必要物資をスムーズに調達のできるルートを構築

しておくことが必要だと思います。具体的な必要物品に対するルートのリストアップが行われ

ているか、この点について伺います。 
 ３番、非常持ち出し袋の配付は考えられますか。 
 各家庭において、非常時に持ち出す最低限の品物を確認し、普段から家庭でもできる災害対
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策を考える、きっかけとなり、意識の効用を図るという、この意味において非常持ち出し袋の

配付を予算化していくお考えはありませんか。 
 一斉配付は無理としても、何か記念品を配付するような機会ができた場合には、非常持ち出

し袋をはじめ、懐中電灯、携帯ラジオ、エマージェンシーブランケット、ステンレスでできた

ジャンバーのようなものです。または乾パンのような保存食品などの防災グッズを記念品の候

補として加えることも一報と考えますが、検討いただけませんでしょうか。市長のお考えを伺

います。 
 ４つ目。 
 最後にヘリポートの整備、また指定は考えられますか。 
 北杜市は総面積５７０平方キロと山梨県最大の面積であり、緑豊かな山々を有し、素晴らし

い環境でありますが、その広さゆえ、隅々までの安全確保をすることは大変困難です。そこで、

災害時には広域で活動のできるヘリコプターが登場する機会も、当然多くなることでしょう。

現に警察関係では、年に数回の救助出動がされているほか、清泉寮前の牧草地などは山岳レン

ジャーの救助用中継拠点としても使われております。ヘリコプターは学校のグラウンドでも空

き地でも、広いところならばどこへでも降下することはできます。しかし、専用のヘリポート

が要所要所に整備され、地図などに表示され、また指定地の表示などがされていれば、市民の

安心感も増し、意識の高揚にもつながると考えます。この点についてはいかがでしょうか。 
 以上２項目、８点についてお願いいたします。 
 ありがとうございました。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 利根川昇議員の質問にお答えいたします。 
 まず、観光基本計画の具体的な内容につきましては、議員のおっしゃるとおり、文字どおり

名山と緑豊かな大地、しかも外からのエネルギー導入口として、４つのインターチェンジ、９つ

のＪＲ駅を有し、首都圏には近く、またアクセスはよい。観光資源は、その内容の豊富さと質

において、これほどの条件や素材がそろっているところは、全国でもまれであります。いいや、

オンリーワンかもしれません。我々の誇りであります。外に向かってアピールできる、一つの

大きな雰囲気づくりをしなければなりません。 
 それには自然、歴史、文化、産物など、地域の観光資源の再発掘をするための基礎調査を関

係者の皆さんのご協力をいただきながら、早急に実施して、実のある北杜市観光基本計画を平

成１７年度に策定してまいりたいと思っております。 
 これらを有機的に結んで、地域の観光を位置付けたい。これがシルクロード観光構想であり

ます。これを全国に情報を発信し、都市との交流をさらに推し進め、観光立国、観光立県とも

提携して観光振興を図ってまいりたいと考えます。 
 次に観光予算の組み立てにおける基本姿勢につきましては、本市の観光振興を考えるとき、

新しい観光基盤づくりが必要であると思います。それには観光資源の見直しを含めたしっかり

とした観光基本計画策定の中で、観光ビジョンや観光ルートの開発等を行い、北杜市としての

観光イメージづくりが大切と考えます。これまでは旧町村の限られた範囲の中で、観光協会等
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を主体として取り組みがされ、それに対して各種助成を行ってきたものであります。 
 今後、北杜市としては、それぞれの地域特性を生かしながらの一本化が必要であると考え、

このたび北杜市観光協会の設立準備会を発足させたところであります。その準備会において検

討していただいた中では、協会の一本化には異論ないが、地域のそれぞれの実情を考慮すると

早急には厳しい状況でありますので、時間をかけて、最良の方法を見つけた中で、新たに協会

を立ち上げてまいりたいと考えております。 
 また、４月より観光基盤の拡大や観光振興に必要な人材育成を図るために、財団法人 山梨

県観光物産連盟に２年間の職員派遣、研修を行います。そして、今年度の観光協会にかかわる

予算措置につきましては、現在の各観光協会等からの要望をとりまとめた中で、内容精査を行

い、予算の計上を行ったところであります。 
 次に清里駅前再開発事業の現状に対するお尋ねですが、清里の観光は大変深刻な状況である

と、私も思います。かつての活力と魅力ある駅前周辺の姿を取り戻すため、今回の再開発事業

が計画され、平成１３年度より、地域住民による意向調査および検討会を進めてまいりました。

その中で、平成１６年４月に国土交通省におけるまちづくり、交付金事業が創設され、駅前周

辺を一体的に整備できることから、現在、この事業を取り入れて整備することで、これまで県

とも協議を進めてまいりました。事業認可が決定となりましたならば、６月議会に予算計上し

て、計画を実施してまいりたいと考えております。大きな事業となりますが、急いで進めたい

と考えます。 
 次に清里学校寮地区の空き地にグラウンドをについて、お答えいたします。 
 清里地区の学校寮は昭和３３年４月、東京教育大学が県有林の１１３林班内に開設したのが

始まりであります。学校寮区として、４１区画、約７８ヘクタールを区画して、現在は２９区

画、約５９ヘクタールを学校、自治体等、２５団体が使用しており、１２区画、１８．８ヘク

タールについては未使用となっております。 
 また、近年観光地の集客の落ち込みや学校林の活用が図られない等の状況が相まって、返還

地の増加も懸念されるところであります。 
 そこでグラウンド整地も含め、未使用部分の活用方法について、積極的に県に働きかけをし

てまいりたいと思います。一言で言うならば、よいと考えることはみんなで行動して実現を図

りたいと思います。 
 次に防災無線等の整備状況についてのご質問ですが、利根川議員には消防体験があり、防災

に対し、貴重な提言をいただきました。 
 北杜市は旧町村における既存の防災無線と、高根町地内におけるＣＡＴＶ網を接続し、現在、

市役所本庁舎において、一斉放送を行うことが可能となっております。 
 しかしながら、システムの老朽化や旧町村ごとに個別の周波数を使用しているという問題が

あるため、議員のご指摘のとおり、今後はデジタル化への移行を考慮しながら、周波数の統一

を図る必要があります。 
 ご承知のとおり、北杜市は県下でも最大な面積を有し、かつ高低さも大きく、市内全域をカ

バーするためには、中継局を整備する必要があります。また、携帯無線機、いわゆる移動系防

災無線の配備についてでありますが、災害現場における情報伝達手段として、非常に有効なも

のであると考えておりますので、今後、総合的に検討してまいりたいと思います。 
 次に備蓄品の整備についてでありますが、現在、北杜市においては毛布、乾燥米、浄水器、
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発電機などの資機材および食料を備蓄しており、当初予算においては、主要な品目といたしま

しては可搬の医療資機材セット、防寒用品、保存可能な食料品といった物品を優先的に備えて

いく予定であります。 
 備蓄以外の調達ルートにつきましては、多くの市民が住宅を喪失するような大規模災害が発

生した場合は、基本的には災害救助法の適用を受け、物資の提供を受けることとなっておりま

す。 
 また、比較的被害が少なく、災害救助法の適用を受けられなかった場合等も想定し、市独自

の調達ルートを確保しておくことは、大変重要なことであると考えられます。 
 次に非常持ち出し袋の配付についてですが、市民一人ひとりの備えが不可欠であると考えて

おります。 
 次にヘリポートの整備および指定についてですが、現在、北杜市においては２１カ所のヘリ

コプターの主要発着場を指定しております。専用ヘリコプターについてのお尋ねですが、現状

ではこれらの発着場は主に学校等教育施設や社会体育施設のグラウンドを兼用し、災害や事故

の発生時には、必要に応じてヘリポートとして、利用するという方式をとっておりますので、

ご理解をいただきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 ６番議員、再質問はありませんか。 
 利根川昇君。 

〇６番議員（利根川昇君） 
 観光の３つ目、再開発事業につきまして、ご回答いただきまして、ありがとうございます。

なんとか国の指定が受けられますように、よろしくお願いいたします。 
 それと、私としましては、学校の地区のグラウンドにつきましては、そのへんもグラウンド

とヘリポートもかみ合わせて考えておりましたので、そのへんも頭の隅に入れていただければ

ありがたいなというふうな、この希望を２つ申し上げまして、質問を終わります。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで６番、利根川昇議員の一般質問を終わります。 
 次に２９番議員、小澤宜夫君。 
 小澤宜夫君。 

〇２９番議員（小澤宜夫君） 
 ２９番、小澤宜夫です。 
 まずはじめに、昨年１２月定例会におきまして、私、一般質問で伺いましたけれども、水稲

の生産調整につきましては、生産量の傾斜配分、さらに作付けの地域内調整の補助金、転作作

物の価格保障など、迅速・素早い対応で有効かつ、きめの細かい施策を実施していただきまし

て、本当にありがとうございます。多くの農家が、この春、安心して米作りができるというふ

うに思っています。 
 それでは、質問に入ります。 
 質問事項の１番。 
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 中山間地域、農家直接支払い制度について伺います。 
 この制度は５年前にできた、集落営農といいますか、零細の農家の対応ということでできま

した。今年度、交付金単価、格差をつけず、見直しをした上で、さらに５年間の延長が国のほ

うでなされておりますけれども、この制度は集落営農に道を開いたということで、とりわけ、

高齢化によって、少し弱まってきた地域のコミュニティーの再構築という面で、大変、力になっ

ているというふうに思っています。 
 これら農業の将来像の明確化など、問題も多くあり、今後の行政の力強い視点が求められて

いると思います。市内で過去５年間行ってきた、このような集落協定を結んでいた団体の現況

と、これからの見通しについて、市長に伺います。 
 質問事項の２番。 
 子育て支援でございます。 
 子育て支援はマンパワーとしましては保健師、保育士、教育課、教育委員会、ボランティア、

地域と多岐にわたっております。 
 この中で施設、人員とも潜在能力を一番持っているのが保育園であるというふうに思ってい

ます。市内では現在まで白州、武川の２園において、入園前の親子に子育て支援事業を行って

おります。この制度は国、県からも補助金があるように伺っております。財政的にも有利な保

育園における入園前の子どもさんに対する子育て支援事業について、今後さらに多くの園児を

増やしていく考えがあるか、市長に伺います。 
 質問事項の３番。 
 男女共同参画推進事業について、伺います。 
 新市発足に伴って、北杜市では新たなる新市としてのプラン策定を予算化しておりますけど

も、この事業は過去、旧町村において行われていた事業であります。卑近な例ですけども、武

川の地域においては４０名の推進員が旧行政区ごとに２年間、すでに、その行政区の予算の中

で推進活動をしてきたというような現状もございます。プラン策定と同時に、同時進行で、こ

れまで行われていた推進事業の継続ができるか。そのへんの対策はどのように考えているか、

市長にお伺いいたします。 
 質問事項の４番。 
 市内に９カ所ある入浴施設の入浴料金について、伺います。 
 市内での入浴料金につきましては、このたび、どうも改定が準備されているようでございま

す。施設ごとの違いもあり、全部同じ料金でということには無理があるかというふうにも思い

ますが、この中で上がる施設もあれば、下がる施設もある。値上げになる施設については、合

併、まだ半年という中で、できればすぐにというのは避けたいなというふうに、私は思います。 
 ７０歳以上が２００円というような、お年寄りに大変喜ばれていますし、市外５００円とい

う料金も、北杜市のイメージアップには大変、貢献しているというふうに思います。できれば

行財政改革、アクションプランの中などで、十分議論を尽くした中で、新価格体系をつくるよ

う再考できないか、市長にお伺いいたします。 
 最後、防災無線の件でございます。 
 市内では、まだ５つの地域にＣＡＴＶが配備されておりません。そういう中で、防災無線は

簡便迅速な情報伝達手段として、大変利用されております。 
 公共性など、使用基準、大変問題は多いかと思いますが、各総合支所ごとに特色ある、でき
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得る限りの情報伝達が簡便に、簡素化してできるよう、使用基準の緩和ができないかというふ

うに思います。 
 私事で、私だけの感じ方かもしれません。最近は、ちょうど季節の変わり目もあって、大変、

ご不幸の報道ばかりで、元気が出ません。今度はこんなサークルがありますとか、元気になる

ような放送を、うるさいなというぐらいに、防災無線で言ってほしいというのが、私の偽らざ

る気持ちでございます。ぜひ、そのへんの使用基準につきまして、以上５点、市長にお伺いい

たします。よろしくお願いします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 小澤議員には、米どころ武川町の議員として、水田、米に大変ご熱心で敬意を表したいと思

います。 
 今年の４月９日に信玄公まつりがあるのでありますけども、北杜市もその一角を担って参加

する予定でありますけども、大八車で、山車で、武川米を俵でＰＲしてみたいとも思っている

わけであります。 
 ご質問にお答えいたします。 
 最初に中山間地域等、直接支払い制度についての質問ですが、中山間地域等直接支払い制度

につきましては、平成１２年度から５年間実施され、多面的機能の確保や集落の活性化等の効

果について、評価されてまいりました。北杜市の取り組み状況は、旧７町村すべてが取り組み

をされております。 
 平成１６年度の状況を見ますと、集落協定が１６９、戸別協定が８であり、参加農家数は６，

１４４戸、対象農家面積は２，３９１ヘクタールとなっており、平成１６年度の交付総額は３億

４，９００万円となり、農地保全、担い手育成等、大きな成果を挙げております。 
 次期対策も平成１７年度から５カ年間、継続実施されることは決定していますが、現行と同

様の取り組みでは、平成１６年度交付基準額の８割交付となります。また、４月上旬には重点

取り組みメニューが示され、これらの担い手集積や集落営農取り組み等を、集落協定に取り組

むことにより、平成１６年度と同額交付となります。 
 市といたしましては、国の詳細事業内容が示され次第、各地区の説明会を開催し、現行制度

での取り組み、集落協定を中心に、過去５年間の取り組み状況の反省点を生かし、集落協定範

囲の見直しや対象農地の拡大、新取り組みメニューへの対応等、積極的に事業推進を図り、支

援していく考えでありますので、ご理解をお願いいたします。 
 次に保育園における子育て支援事業について、お答えいたします。 
 子育て支援センターは、子育て支援の中核となる極めて重要な施設であります。本年８月に

開設される須玉統合保育園内に設置を考えております。 
 子育て家庭の育児支援としては、集いの広場事業がございます。本事業は大泉町内の大泉駅

前児童館と長坂町内の長坂協同福祉施設の２カ所において、実施をしております。 
 事業内容は子育て支援センター事業と、ほぼ同様でありますので、必要とされる地域は、こ

の事業で子育て支援の推進を図りたいと考えております。 
 今後とも、地域の実情に応じ、創意工夫の中で支援提供できるよう、努めてまいりたいと考
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えます。 
 次に、男女共同参画推進プラン策定と同時並行の推進活動継続の施策についての質問にお答

えします。 
 １１月１日の合併前までは旧町村ごとの男女共同参画推進プランに基づき、事業推進を図っ

てきましたが、合併後は北杜市としての新たな男女共同参画推進プランを策定し、計画の推進

を図ることとしております。 
 この策定にあたりましては、新年度早々にプラン策定員を委嘱し、平成１７年度後期には策

定を終えて、これに基づく、具体的な活動は推進員によって展開していく計画であります。 
 プラン策定期間と並行しての推進活動の継続でありますが、推進が停滞しないように、県か

ら委嘱されております北杜市内の７町の男女共同参画プラン推進員、また４月に設立される北

杜市女性団体連絡協議会の協力をいただき、講演会等を開催しますので、旧町村等のプラン推

進員にも周知し、参加をお願いしたいと考えております。 
 武川町では、合併前まで行政区ごとにプラン推進員を設け、計画を推進されていたようです

が、新市におきましては、プラン策定後、北杜市として推進員を選考し、計画を推進していき

ますので、旧７町村に推進組織の設置は考えておりません。 
 ボランティア等による自主的な活動推進については、大いに期待するところであります。 
 次に武川の湯、現行利用料の１年延長はできないかについて、お答えいたします。 
 市内の湯の入浴料金は、基本的に同一のサービスでなければならないと思います。よって、

合併前であっても、北杜市合併の調印から市内統一の料金となるよう、調整をしてまいりまし

た。ただ、各温泉施設とも利用者数が減少傾向であることは心配されます。そこで市内統一料

金として、市内の方３００円、市外の方７００円。ただし回数券として、市内の方３千円で１３枚

つづり。市外の方７千円で１３枚つづりとして、結果として格安になるよう、そして多くの市

民に親しみ、健康増進施設として交流の機会として、少しでも多くの方に利活用できることを

考えております。 
 これは条例の、本議会で追加提案もしたいところでありますので、ご理解をいただきたいと

思います。 
 次に防災無線の使用基準の緩和ができないかについてでありますが、この施設は電波法に規

定する地震、台風など、非常事態の発生やおそれがある場合や、災害に関する予報、もしくは

警報などについて、住民に伝達しなければならないこととされております。 
 議員ご指摘の使用基準が緩和できないかとのことですが、運用細目で定める地震、火災、台

風等の非常事態に関するもの、行政事項に関するもの、その他市長が特に必要と認める事項と

されておりますので、規制緩和と地方の権限の責任を拡大し、地方の自由度が高まる今、私と

しても、多利用を前提に対処してまいりたいと思います。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 ２９番議員、再質問はありませんか。 
 小澤宜夫君。 

〇２９番議員（小澤宜夫君） 
 大変、ありがとうございました。 
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 １つ、再質問でございますが、入浴料金の改定ですが、大変、市外から大勢の方が来ており

ます。周知期間をきちんととって、皆さんに周知し、徹底した理解の中で、きちんと説明をお

願いします。 
 質問を終わります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 先ほど、私が申し上げた入浴料金でありますけども、今回、追加案件で条例改正をお願いし

たいところであります。 
 そうしますと、周知期間ということでありますけども、高くなるでは周知期間も必要かも知

れませんが、サービスがよくなることでありますので、できれば４月１日からということで、

ご承知願いたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 以上で質問を打ち切ります。 
 これで２９番、小澤宜夫議員の一般質問を終わります。 
 次に１６番議員、小林元久君。 
 小林元久君。 

〇１６番議員（小林元久君） 
 １６番、小林元久です。 
 本支所の人員配置について、ご質問いたします。 
 合併後、５カ月が経過しようとしています。職員も職場、仕事にも慣れ、順調に進んできて

いることと思います。市民も合併してよかった点、悪かった点等、旧７町村それぞれだと思い

ますが、これから市一本化に向けていく上で、職員が何かと大変だと思います。全職員、知恵

を出し合って、新市のため、頑張ってもらいたいと思います。 
 さて、合併に当たり、対等合併ということで、合併委員の中で、支所の人員配置をされたか

に聞いていますが、その点については、分からないことではないが、新年度に向け、旧７町村

の人口比率ばかりにはいかないと思いますが、ある程度の人口比率を考えたり、また会社等で

日中の人口の変動等により、どこの支所でも窓口の扱いができ、便利である反面、合併より窓

口利用の人数も変動していることと思われる。 
 いくらかの問題点はあるかと思われるが、そのようなことも考慮した上で、支所の適正な人

員配置を考えているか。１２月、今回の定例会での市長の施政方針にも織り込まれた、市長と

してのカラーを出していただきたいと思います。 
 そこで１７年度の人事異動も目の前にきていますが、支所の人員配置についてですが、この

４月の人事を考えながら、組織の見直しを考えるとのことであるので、そこで具体的に市長の

考えを伺いたいと思います。 
 また本所、須玉支所との関係ですが、同じ町の中に本所、支所があり、本所、支所を分ける

ことはないと思うが、支所だけで済むことばかりではないはずだと思います。一緒になれば、

１つのところで、あらゆることが済み、住民サービスにもつながり、効果的であります。人員

削減、各種料金等の未納処理等々、市長は全職員が滞納整理にかかわるとの意気込みであるの

で、いろいろなことを考えると、本所、須玉支所、一緒になることが望ましいと思うが、市長

 １８１



の考えを伺います。 
 また、人事異動により職場も変わり、雰囲気に溶け込むことに、かなりな難色を示す方もあ

ろうかと思いますが、そこで人事管理、研修等により、資質の向上を図り、市民の信頼と期待

に応えられる人材育成に取り組んでいただきたいとともに、管理者の温かい配慮、ご指導をお

願いしたいと思います。 
 次に北杜市の農業振興の行方についてでありますが、先ほど３３番の渡邊議員とも、同じよ

うな質問になろうかと思いますが、よろしくお願いします。 
 合併して、北杜市となり、広大な面積を持ち、高低も海抜で４００から１０００メートルと、

約６００メートルとの高低差の中で、自然環境の保全、食の安全、安心、地産地消を求める農

業を柱に、これまで旧７町村において、地域の農業振興に取り組んできていると思います。合

併して、北杜市となり、市としての農業の行方をどう描いているのか。また、その目的達成の

ため、どのような施策を講じていくのか、具体的にお示しいただきたいと思います。 
 なお、旧７町村の施策を無視することは難しいと思いますが、今までの合作では、北杜市の

カラーを出していくとは言い難く、都市計画の中でも、農業の位置づけをどのように考えてい

るか。市としてのレールをどこに向けて敷いていくのか、市長の考えを伺いたいと思います。 
 また、農業振興法により、合併した場合には農業整備計画の総合見直しを、合併後、速やか

にする必要があるとのことで、そこで農業振興地域整備計画、農振の策定についてであります

が、進捗状況をお聞かせ願いたいと思います。 
 以上で質問を終わります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 小林元久議員のご質問にお答えします。 
 最初に本所、支所の人員配置についてのご質問でありますが、この件につきましては、渡邊

英子議員さんのご質問にお答えしたところでありますが、合併協議の中で、現在の住民サービ

スが低下しないよう配慮することを基本にして配置してまいりましたが、合併から５カ月が経

過いたしますので、各部署の状況をふまえて、本所、総合支所、相互の事務の効率が図れるよ

う、配置をしてまいりたいと思います。 
 基本的な考え方は証明業務とか、あるいはまた、管理維持部門は支所で、そして現業は本所

での考えで当たりたいと思います。また、そのための人事を行いたいと思います。 
 いずれにしても支所で市民の直接サービスが低下しないようには、努めてまいりたいと思い

ます。 
 また、須玉総合支所についてでありますが、市内には公共の類似施設もございますので、そ

れらの管理体制の見直しも課題であり、今後、総合的に見直しを検討してまいります。 
 次に、北杜市の農業振興についてであります。 
 農業を取り巻く環境は、農業者の高齢化、後継者や担い手の不足、農業生産物価格の低迷に

よる農業離れ等、多くの課題を抱え、年々厳しさを増している状況にあります。 
 一方で市民をはじめ、消費者は健康で豊かな生活の根幹となる安全、安心で高品質な食料の

安定供給や緑豊かな農村での自然や地域文化などとのふれあいを求めており、北杜市における
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農業農村の持つ役割に大きな期待が高まっております。 
 北杜市は県内有数の農業集積を有する地域であり、水と緑と太陽の恵みを生かして、米、野

菜、果樹、酪農等、多様な農畜産物が生産されております。こうした多様な農業集積を生かし

て、食の安全や優れた環境を地域内外に発信し、北杜市のブランド化を形成したいと考えます。 
 また、今後の農業の主体は担い手と集落営農の推進にあると考えることから、担い手の育成

のため、北杜市担い手育成条例の制定と所要の予算化もしたところであります。 
 集落営農の推進については、長坂町のファームグループのような組織が市内各地に組織化さ

れ、活動しておりますので、各組織間の連携を図りながら支援して、産業を興し、富める杜づ

くりの中の農業振興として、さらに推進していきたいと考えております。 
 次に農業振興地域整備計画の策定についての進捗状況でありますが、農振除外につきまして

は、昨年１０月までに旧町村において、それぞれ総合見直し、あるいは随時見直しにおいて除

外がなされたところであります。現在県では平成１６年度中を目途に、北杜市の農業振興地域

整備計画の地域指定を行う予定となっており、市においては旧７町村のそれぞれの計画を一本

にまとめる作業を行っております。 
 県により地域指定後、北杜市のマスタープランを作成し、県と協議を行い、知事の同意が得

られ次第、戸別除外案件の申請を受け付ける予定となっております。現時点では時期の明言は

できませんが、受け付け時期がまいりましたならば、広報等を通じ、市民に知らせる予定となっ

ておりますので、ご理解をお願いいたします。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 １６番議員、再質問はありませんか。 
 小林元久君。 

〇１６番議員（小林元久君） 
 先ほど、本所、支所の人員配置について、ちょっと、私の質問が悪かったのかどうか分かり

ませんが、ちょっと食い違った点もあろうかと思いますが、各支所の人数ですね、人の割合、

各支所によって、大体、平準化されていると思うんですが、少ないところ、多いところ、ある

かと思いますが、そんな点も含めて、市長の考えが聞けたらと、こんなふうに思ったわけでご

ざいますが、それから、あと農業振興の行方でございますが、ある程度の説明は分かったわけ

でございますが、これが北杜市の都市計画の中に農業の位置づけがされているかどうか。それ

をちょっと伺いたいと思います。 
 それから、先ほど、農振関係で、北杜市でマスタープランを作成して、知事の同意を得れば、

農振除外編入手続きができるようになっているようでございますが、いつごろか分かればお願

いしたいと思います。 
 今まで、市になって、農振の除外の受け付けができないというような方が２、３あります。

そういう方々が段々増えてくるではないかなと、こんなふうに思いますので、住民サービスの

低下とならないように、早急にお願いしたいと、こんなふうに思いますので、１年なのか半年

なのか。できればお聞かせ願いたいと、こんなふうに思いますので、よろしくお願いします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 総務部長。 
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〇総務部長（小林圭吾君） 
 それでは、小林議員のご質問にお答えをさせていただきたいと思います。 
 本所、支所の人員配置ということでございますが、合併当初、継続する事業、今市長がお話

しましたように、継続する事業、現業でございます。それにつきましては、年度中途というこ

とで、引き続いて支所で行うと、こういうことでやってまいりました。そんな中で、支所ごと

の人数、これは２８名から３８名というふうに、事業所の事業量ごとに若干、変化ありまして、

支所ごとに人事配置をしてきたところでございます。 
 そうした中で、平成１７年度４月からスタートするにあたりまして、現業の事業につきまし

ては、一部を除きまして、本庁で業務を行うということでございます。そうした中で、今回、

人事の配置をおおむね各支所、若干、その支所の大きさ等々も配慮する中で、２０名から２６名

くらいの範囲の中で、今回配置をしてまいりたいと、こんな考えでございます。よろしくお願

いします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 建設部長。 
〇建設部長（真壁一永君） 

 都市計画の中で農業振興の都市計画のマスタープランの中で、農業振興の見直しが位置づけ

されているかというふうなご質問でございますけども、都市計画につきましても、現在、今か

らいろんな地域分けをしておきますので、当然、関係部署と連絡を密にする中で、位置づけも

していかなければならないと考えております。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 産業観光部長。 

〇産業観光部長（浅川清朗君） 
 農振地域の整備計画の今後スケジュールということですが、先ほども説明させていただきま

したとおりの、山梨県において、旧７町村の北杜市地域の指定を、まず行うということで、こ

の指定が３月末を目途ということで、今、進められております。この指定がされますと、今度、

北杜市で整備計画のマスタープランをつくっていきまして、これを知事と協議して、知事の同

意を得ていくということで、おおむね、これが１年ぐらいかかるということで、今、想定して

おります。 
 このスケジュールでいきますと、早くて平成１８年度、頭から除外申請が受け付けられるで

はないかということで、今、考えております。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 １６番議員、まだ質問ございますか。 
 小林元久君。 

〇１６番議員（小林元久君） 
 今の農業除外の件でございますが、これから知事に挙げて、知事の同意というようなことで

ございますが、１８年の末というようなことでありますと、やはり市民の不満も出てくるでは

ないかなと思いますので、ぜひ、できるだけ早急にお願いしたいと、こんなふうに思いますの
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で、よろしくお願いします。 
 以上をもちまして、質問を終わります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで１６番、小林元久議員の一般質問を終わります。 
 お諮りいたします。 
 本日の会議時間は１時間延長し、午後６時までとしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本日の会議を午後６時まで延長いたします。 
 暫時休憩します。 
 ４時２０分より、再開いたします。 

休憩 午後 ４時１２分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ４時２０分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 一般質問を続けます。 
 ２５番議員、中村隆一君。 
 中村隆一君。 

〇２５番議員（中村隆一君） 
 ２５番、中村です。 
 一般質問の第１は市長の政治姿勢、ならびに市政運営方針についてです。４点、お伺いしま

す。 
 小泉内閣の新年度予算が国会で決定されましたが、定率減税の段階的廃止など不況の中での

大増税という、国民にとって、大変厳しいものです。また、介護保険制度や身障者への制度も

自立とは逆行する弱い者に、大変冷たい制度に変えられようとしております。 
 市長、こうした国の政治が押し付けられようとしている今こそ、地方自治体が、その本来の

役割である住民の安全、暮らし、福祉の増進を図るという役割を発揮しなければなりません。

私は新年度予算案にも同じ理由で反対しましたが、合併前にサービスは高く負担は低くと説明

されてきました各種事業、福祉サービスについて、廃止後退があることです。 
 具体的に例を挙げますと、敬老祝金の支給対象者の縮小、武川・白州町での電話を定期的に

行う安否確認、ふれあいコール事業の廃止、明野・須玉・大泉・白州町での配食サービスは年

４回に減らすなどの後退、７町村で実施していた紙おむつなど介護用品支給事業の後退、さら

に各町村が独自でやってきた優れた制度の廃止・後退には、須玉町のスポーツ少年団の指導者

支援、白州町の２４時間電話健康相談事業の廃止があります。 
 旧町村では数カ所で行われていた総合健診が１カ所になりました。合併前の住民説明会や合

併協議会の発行したパンフレットでも、サービスは高く負担は低くという説明、約束が繰り返

し行われたはずです。このようなサービスの後退を聞いた市民からは、話が違う、今までのサー

ビスを続けてほしいという声が上がっています。 
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 武川町では、地域委員会のやりくりで、市が廃止してしまう給食サービス事業に５０万円、

長坂町でも老人の障害者の機能訓練事業に７０万円を地域振興費から出して、復活させました。 
 このような福祉サービスの廃止・後退を合併初年度から断行すべきではありません。合併前

の約束と、話が違うという市民の声に対し、市長はどう答えるのか、答弁を求めます。 
 次に、行財政アクションプランについてです。 
 市長は今年度中に策定する行財政アクションプランについて、聖域なしの見直しを言い、具

体的には公共施設の統合、使用料の値上げ、指定管理者制度の導入などを挙げましたが、行政

改革の名の下で、市民の暮らし、福祉、教育などが後退させられることがあってはならないと

思います。結論先にありきのアクションプランでは、困ります。市長の見解を伺います。 
 次に、中小業者の仕事を増やす小規模工事登録制度についてです。 
 これは地方自治法２３４条にある１３０万円以下の随意契約の規定を活用して、３０万円と

か５０万円とかの一定額以下の工事を受注しようとする小規模の業者を登録し、地域性を配慮

して発注する制度で、甲府市をはじめ県内の自治体に広がっています。 
 地域の零細業者の仕事を増やし、元気を与えています。本庁、支所、学校、保育園など公共

機関の修理、補修などの仕事がその対象になります。北杜市でも中小業者のための、この制度

の創設を求めるものです。市長の見解を伺います。 
 次に、市の広報に戦争体験の募集を呼びかけることについてです。 
 今年は終戦６０周年、被爆６０周年の記念の年です。私は戦後６０年の今年が、戦争を体験

した者が戦争を知らない世代に、戦争の体験を語り、継承していく最後の機会になるのではな

いかと思っています。 
 市の広報に戦争体験記の募集を呼びかけ、集まり次第、広報で紹介することを提案します。

市長の見解を伺います。 
 一般質問の第２は、北杜市職員の労働環境改善についてです。 
 ２００１年４月６日に労働厚生省は、サービス残業、タダ働き、サービス残業をなくすこと、

労働時間は記録すること、監督指導を実施することなどを柱とする通達を出しました。その後、

日本最大の電力会社、東京電力では管理職を除く３万６千人の全社員に、パソコンの送受信記

録をもとに、サービス残業代、２年間分、総額で１００億円が支払われました。中部電力では

６５億円、大手安売り店舗のビックカメラが社員１１０人に残業代１億２，７００万円を期日

までに支払わなかったとして、労働基準法違反の疑いで東京地検に書類送検されました。これ

らは民間の企業のことですが、北杜市職員も自治体労働者であります。 
 私のところには、合併後、仕事が多く、残業につく残業なのに残業代が出ない、休日には仕

事に出ても休日出勤の手当がつかないなどの苦情が寄せられ、子育て中の職員からは夜遅くま

で仕事をしている、家族の団欒の時間がほしい、職員は疲れています。心も体もストレスがいっ

ぱいです。なんとかならないものでしょうかの声が寄せられています。 
 北杜市発展のためには、市職員が生き生き働くことが欠かせません。その意味でも職場に働

くルールを確立することが大事ではないでしょうか。残業代未払いの実態、休日出勤の代休措

置など、今後の方針と併せて、市長の答弁を求め、私の質問を終わります。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 市長。 
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〇市長（白倉政司君） 
 中村隆一議員のご質問にお答えいたします。 
 国・県の運営方針についてのご質問でありますが、国においては国庫補助負担金の改革、地

方交付税の改革、税源移譲を含む税源配分の見直しなどを柱とした三位一体の改革が進められ

ているところであります。 
 この三位一体の改革が今後、より具体的になってまいりますと、地方交付税に依存する割合

が高い北杜市にとって、来年度以降の財政運営はさらに厳しいものと予想されるところであり

ます。 
 したがいまして、今後も引き続き、全国市長会等を通じて、改革に際して、地方交付税制度

の機能を損なうことのないよう、地方の存在をしっかりアピール、位置づけてもらって、国に

対し要望してまいりたいと考えております。 
 改革をして、新しい時代を築こうという時局です。私の政治姿勢推進の基本政治姿勢は、市

民のためにあり、市民に忠実に奉仕することであります。市民の先頭に立って、頑張る決意で

あります。 
 中村隆一議員の２番目の各種事業の切り捨てについて、お答えいたします。 
 合併前に各町村で国・県補助、または単独で介護予防事業、高齢者福祉サービスに取り組ん

できました。その内容は多岐にわたっているため、平成１６年度からの実施については、多く

のものが合併後に判断を委ねられました。また、平成１８年度の介護保険制度改正を見据えて、

新たな事業、サービス体系を構築することが求められるときでもあります。 
 新年度においては、水中運動教室、ストレッチ体操、筋肉トレーニング教室等、既存の事業

を拡大し、高齢者の生きがいと健康づくりに努めることを重視しました。これらは事業量を増

加しております。補助の対象にならない事業については、できる限り、既存事業と代替し、で

きないものは見直しを行いました。 
 今後も、より厳しく事業の評価を努めて、最小の経費で最大の効果が挙げられるよう、心が

けてまいります。 
 財政再建団体が見え隠れしている昨今であります。中長期的に見て、この改革が市民のため

になると信じて、推進してまいります。 
 次に行政改革アクションプランについて、お尋ねをいただいております。 
 地方行政を取り巻く環境は国による地方分権や三位一体の改革が進められる中、社会の成熟

による生活様式の変化によるニーズの高度化、多様化、少子高齢化、地球規模で深刻化する環

境問題、国際化や情報通信技術の高度化などへの迅速適切な対応が求められております。 
 この状況下において、北杜市の発展を力強く推進するためには、行政システム全体の構造改

革を進め、管理型から経営型行政への転換に向けて、行政改革アクションプランを策定するも

のであります。この取り組みは改革の前段の取り組みであり、このプランをもとに行財政改革

大綱、ならびに実施計画を策定するものであります。 
 次に、北杜市職員の労働環境改善についてでありますが、時間外労働についてですが、労働

基準法では１日８時間、１週間で４０時間を越えて働く場合は割り増し賃金を支払うことと

なっております。 
 本市においては職員の理解と相互協力のもと、人件費の高騰を極力抑えるよう、職員一丸と

なって頑張っているところであります。 
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 緊急的な事態の発生や時間外の会議および部課長が命じた職務に対しては、支払いをしてお

ります。また休日出勤についても、職務を命じられた場合は基準により、代休を取ることとさ

れております。 
 次に子育て中の職員の勤務に配慮すべきであるとのご質問でありますが、これらについても、

子育てに限らず、介護に必要な家庭などがおられる場合もありますので、可能な範囲で対処し

てまいりたいと考えております。 
 いくつか、そのほかご提言をいただいたのでありますけども、参考にさせていただきます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 ２５番議員、再質問はありますか。 
 中村隆一君。 

〇２５番議員（中村隆一君） 
 今、労働環境の改善ということで、今、答弁があったわけですけれども、人件費の高騰を抑

えるという理由でお話がありましたけれども、私もう一度、市長の答弁を求めます。 
 全国の例でも、このサービス残業を根絶しようとしていないところでは、個人の能力とか手

際の悪さなどで仕事が長引いているんだよと、そういう理由とされています。最近では、全国

の郵便局で解決が図られましたが、郵便局によっては実態調査さえしないところが生まれてい

ました。 
 市長として、法律違反であるサービス残業、タダ働きはやむを得ないと思っているのか。本

当に根絶しようと思っているのか。答弁を求めます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 自席で失礼させていただきます。 
 基本的には労働基準法を尊重したいとは思っております。しかし、いろいろな意味で仕事の

時間が延長になることは、ある面で言うならば市民のために働く市役所職員の公僕たるゆえん

のところだとも思っておるわけであります。 
 ただし、業務上、上司が命令したものについては、先ほども説明しましたとおり、残業手当

等々は出しておる。そして、また同じように、日曜日に出勤したとか、なんかという問題につ

いては、代替休日も与えておるということでありまして、ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 ２５番議員、まだ質問ありますか。 
 中村隆一君。 

〇２５番議員（中村隆一君） 
 本当に、職員が夜遅くまで働いて、近所の方からは夜１１時ごろまで電気が付いていると。

そういうふうな状態なので、これらを改善するために、本当に市の職員の出すべきものを出し

て、そして、やる気を起こす。そういうことが必要ではないかと、このように思います。 
 もう１点、聖域なき見直しと。行財政アクションプランで聖域なき見直しと言いましたけれ

ども、私はぜひ暮らし、福祉、教育、こういうところは聖域にして、市民の暮らしを守ってい

ただきたいと、このように考えますが、市長の考えをお伺いします。 
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〇議長（清水壽昌君） 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 先ほど私も聖域なき改革について、ご説明もしたわけでありますけども、基本的には必要な

ものは必要として残す、さらにはニーズが高いものであるならば、メリハリをきいた予算をか

けていくということが大切だとは思っています。 
 ただ、いわゆるボリュームで言うならば、７つの段階で見た福祉と、あるいはまた予算と、

今北杜市というスパン、ものさしで見た福祉とスパンは、当然違うものであります。 
 そういう意味で、聖域なき見直しをしていかなければ、これから改革は進んでいかないと先

ほど、私が言いました財政再建団体になると、大変なことになるわけであります。専門家の話

を聞きますと、総務省あたりへいって聞きますと、５年くらい経つと、日本中でかなり財政再

建団体が出るではないかというふうな心配もお聞きしているのであります。 
 私が言うまでもありません。財政再建団体になると、会社で言うならば、会社更生法、民事

再生法を食らうということであります。 
 そのようなときに、地方自治の存在がどうなるか。北杜市の将来がどうなるかということを

考えたときには、私どもは今から、そうならないように最大の汗をかき、知恵をかいていかな

ければならない、それが聖域なき改革ということであります。 
 ただし、冒頭言いましたとおり、必要なものは残していく、いやメリハリをつけていくと、

この姿勢は変わりありません。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで２５番、中村隆一議員の一般質問を終わります。 
 次に３１番議員、秋山俊和君。 
 秋山俊和君。 

〇３１番議員（秋山俊和君） 
 私は４点ほど、伺わせていただきますので、よろしくお願いいたします。 
 北杜市も合併して市政執行５カ月目に入っているわけですが、財政的に厳しい実情は分かる

ものの、高齢者への福祉サービスの低下が否めない状況であります。市民の皆さまに建設計画

ダイジェスト版でお示ししてあるような福祉施策とはほど遠く、１７年度の当初予算書を見る

と、いくつかの事業サービスが計上されていないようですが、廃止予定事業、安否確認事業、

ヤクルト配達やふれあいコールなど訪問理美容サービス、寝具類など洗濯・乾燥サービス、軽

度生活支援事業など、特に明野町で行われていた高齢者向けのサービスが廃止され、また外出

支援事業や配食サービスも内容が見直されるようでありますが、これでは合併前に負担は低い

ところに合わせ、サービスは高いところに合わせるという約束が守られていなく、住民の不満

が募るばかりだと思いますが、何か代替サービスなどを考えて対応できないものですか。 
 高齢化率２８％近い北杜市の状況の中で、少しでも高齢者が安心して暮らせる施策の１つと

してほしいものです。なんといっても、北杜市の今があるのも、先人としての活躍いたしまし

た高齢者の方々がいたわけでございますので、よろしくお願いしたいところでございます。 
 ちなみに平成１６年度の明野村の実績を申し上げますと、安否確認事業のヤクルト配達やふ
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れあいコールなどは４５万８千円、訪問理美容サービスは２万１千円、寝具類などの洗濯・乾

燥サービスは１万５千円、軽度支援事業は３９万３千円、外出支援事業４５万円、配食サービ

ス５８万２千円と、金額的にはそれほどの金額負担ではないと思いますので、よろしくご配慮

をお願いしたいと思います。 
 次に２点目ですが、市長は茅ヶ岳山麓の畑地帯圃場整備を行い、農産物の生産を目的とする

工場誘致に努め、日照時間日本一の里を売り込むとともに、雇用の拡大を図ると申し上げてお

りますが、具体的な状況をお話していただきたいということと、財政力アップ、雇用振興策、

富める杜づくりのための企業誘致活動を推進していくのであると思いますが、企業が北杜市に

拠点を移した場合に、何か恩典施策があるのか。あれば、具体的な施策を教えていただきたい

と思います。 
 次に３点目ですが、市長は市政方針の中で日射時間、日照量日本一を活用しての太陽光発電

や農業用水路を生かしたミニ水力発電など、新エネルギーの導入に向け、調査・計画をしてい

きたいと申し述べておりますが、具体的にはどのような地域で、どんな方式、方法なのか。公

開できる範囲で教えていただけたらお願いしたいと思います。 
 最後になりますが、県の峡北地区最終処分場整備検討委員会も、新しい委員構成になり、よ

り一層、精力的に協議、推進されることが望まれるところでありますが、建設予定地を抱える

北杜市としましては、それ以外に早期解決を図るために、何か具体的な手立てをお考えになっ

ておりましたら、よろしくお願いしたいと思います。 
 以上４点、よろしくご回答くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 秋山議員の平成１７年度事業の見直しについて、お答えいたします。 
 合併前に各町村で国・県補助、または単独で介護予防事業、高齢者福祉サービスに取り組ん

できました。その内容は多岐にわたっているため、平成１７年度からの実施については、多く

のものが合併後に判断を委ねられました。乳酸菌飲料配付、ふれあいコールの安否確認事業は

長寿者クラブへ委託する友愛訪問事業および緊急通信システム、ふれあいペンダントのことで

すが、それを同様の趣旨で行いました。 
 訪問理美容サービス、寝具類等洗濯・乾燥サービスについては給付実績が少ないこと、平成

１７年度から国庫補助事業の対象外となることから、廃止いたしました。 
 軽度生活支援事業については、国庫補助対象外になるため、生活管理指導員派遣事業を活用

することといたしました。 
 また、外出支援サービス事業、配食サービスについては内容を変えて実施することといたし

ました。 
 量の拡大が望めない今、質の向上、心のこもった福祉行政を推進してまいりたいと思います。 
 次に産業を興し、富める杜づくりについての質問にお答えいたします。 
 県営畑地帯総合整備事業で進めております、永井原工区の計画面積は５５ヘクタールであり、

そのうち１５ヘクタールについては、カゴメ株式会社に生食用トマトの生産団地としての計画

があります。去る２月２２日に私も上京して、カゴメの関係者にお願いと調整をしてまいりま
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した。 
 この企業を誘致することにより、新たな農業への挑戦と農地の有効利用が図られるものと確

信しております。それには平成１７年度中に永井原工区を完成させることが急務であり、平成

１８年度にはガラスハウスが建設できるよう、現在関係機関と協議を進めておるところであり

ます。 
 また、明野町永井原工区につきましては、太陽いっぱいの里で新しい農業の転換による永井

原ロックウール養液栽培を取り入れる中、通年生産ができる点において企業にとっても大きな

宣伝の目玉でもあり、当地区への進出を強く希望しており、雇用にも大いに期待しているもの

であります。この企業誘致の実現に向け、全力で取り組んでまいりたいと思います。 
 次に、企業誘致についての具体的な政策についてお答えいたします。 
 企業が北杜市に誘致されますと、北杜市工場誘致条例により対処していくことになります。

この条例の奨励措置につきましては、工場資産に対して付加すべき固定資産税を市の税条例の

規定に関わらず、事業の開始により最初課税されるべき年度から３年間免税することでありま

す。 
 また、便宜供与については指定工場を新設しようとするものに対して、必要な調査および資

料を作成し、提供すること。敷地の取得、労務の充足、紛争解決、調定等について協力および

斡旋すること。その他、工場等の設置に必要な事項に対する協力など、市が積極的に支援する

ことができるものであります。 
 また、工場誘致を積極的に推進するために適用基準の中の常時使用する従業員数を３０人以

上から、おおむね２０人以上に条例改正し、今議会にお願いし、より多くの企業の受け入れを

図ってまいりたいと思います。 
 次に新エネルギーの導入について、お答えします。 
 北杜市の自然環境は地域の最大の資源であります。この自然環境を守り、利活用を図るため、

平成１７年度において北杜市新エネルギービジョンの策定を予定しており、環境に配慮したま

ちづくりを進める所存であります。 
 茅ヶ岳を中心とした地域の太陽光発電、農業用水路の落差を活用してのミニ水力発電は、こ

の時代に大変面白い事業であると考えております。 
 中でも、国は太陽光発電には熱いまなざしを向けているものと思慮しております。一方、環

境共生都市北杜市としては、京都議定書でも示されている地球温暖化を抑制するため、省エネ

ルギー施策も進めてまいります。地域性、方法などについては、今後、ビジョン策定の中で検

討してまいりたいと考えております。 
 最後に県の廃棄物最終処分場計画について、北杜市として具体的な手立てはとのご質問であ

りますが、新しい委員構成による整備検討委員会も去る３月１７日に開催され、精力的に協議

を重ねることも確認されたところであります。 
 このような現状の中で、北杜市としては過去の経緯をふまえ、地域住民の方々の理解を得る

努力を重ね、安全で安心な施設を建設するために、各界、各層のご意見を伺う中で、議会、行

政、一体となって県当局とは是々非々の議論を重ねながら、緊密な連携を図り、建設に向けて

取り組んでいくことが北杜市としての役割だと考えます。ぜひともご理解とご協力をお願いい

たします。 
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〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 ３１番議員、再質問はありますか。 
 秋山俊和君。 

〇３１番議員（秋山俊和君） 
 どうもありがとうございました。 
 ２点ほど、ちょっとお願いしたいんですが、１点目の福祉の高齢者へのサービスでございま

すが、明野にも地域委員会があるわけで、地域委員会のほうにちょっと、そのへんを委託して、

お願いしてもらえたらありがたいと思います。 
 それと、企業の企業誘致の関係ですが、今度の条例で、本議会の条例で工場誘致条例、十分

分かりましたので、本当によかったと思います。そういうことで、また企業誘致等努力してい

ただきたいと思います。 
 そういった要望を申し上げまして、私の質問を終わります。どうもありがとうございました。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで３１番、秋山俊和議員の一般質問を終わります。 
 次に７番議員、渡邊陽一君。 
 渡邊陽一君。 

〇７番議員（渡邊陽一君） 
 ７番、渡邊陽一です。 
 私は今回、２点についてお伺いいたします。 
 最初は乳幼児健診について、お伺いいたします。 
 合併後、５カ月が過ぎようとしています。市民は合併の成果について、今目を凝らして見つ

めています。合併は合併しました、すぐ、その効果が表れるというものではなく、５年、こと

によっては１０年ぐらいの時間をおいて、旧町村間の地ならしをし、その上で新しい施策を講

ずるものだと思っております。 
 そこで乳幼児健診についてですが、前、７カ町村で行われていたのが、北杜市になって、他

の市町村とは違い、広い範囲での合併であること、北杜全域での診察を２カ所にしたことで、

診察に行くのが、運転できない人がタクシーで行かなければならないという声を耳にします。

やがてはそうなることだとは思いますが、しばらくの間は４カ所ぐらいにまとめて行ってもら

えないか、お伺いいたします。 
 ２点目は公共施設の耐震工事の施工について、お伺いいたします。 
 公共施設、特に保育園、各集落の公民館および集会場、図書館等の耐震工事施工についてで

ありますが、今、地震災害の対策の必要性について論じられている現状はどうか、また昨年の

中越地方のような地震による災害を防ぐために、一般の民家など事前調査を本市によって、ま

た、その後の修繕等に対して、調査費も併せて助成金などについて、考慮する考えがあるか、

お伺いいたします。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
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 市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 渡邊陽一議員の乳幼児健診について、お答えいたします。 
 山梨県内で小児科医が少ない現状の中で、今までお願いしていた国立甲府病院からの医師の

派遣を受けられなくなりました。また、県立中央病院や山梨大学でも、旧７町村がお願いして

いた日数の派遣は難しく、小児科医に診察していただくには、健診日数を少なくせざるを得ま

せん。頭の痛い話であります。 
 昨年までの健診体制は保健師が中心でありましたが、栄養士、看護師、保育士、歯科衛生士、

心理相談員などの専門家を導入し、それぞれ専門家の目で、親子の関係、子どもの発達状況な

どを見て、異常の早期発見、早期治療などにつなげることができるように内容を充実しました。 
 なお、遠距離からの受診者にはご不便の点もあろうかと思いますが、同年齢、月齢の子ども

さんが集まることにより、親同士、同じような悩みを話し合える機会となります。 
 健診には人数などの関係から、広くて安全な場所が必要となります。その面では高根、須玉

の保健センターが充実していることから、健診会場に決めましたので、ご理解をいただきたい

と思います。 
 次に公共施設の耐震工事施工について、お答えいたします。 
 建築基準法の耐震基準が昭和５６年に改正され、それ以前に建築された建物については、新

耐震基準に適合していない建築物となります。そこで保育園施設の耐震工事の状況であります

が、現在の市立保育園１６カ所のうち９カ所については、耐震基準に適合しています。４カ所

については、統合保育園として新耐震基準に基づき、建築中であります。２カ所については、

建て替えと改修を計画しております。残り１カ所については、耐震診断を実施し、その結果で

今後の対応を考えていきたいと思います。 
 また、各地区の集会場等については、調査の上、検討してまいります。 
 次に中越地方のような地震による災害を防ぐために、一般の民家などの調査ができないか。

また、その後の修繕等について、助成金などは考えられないかについて、お答えいたします。 
 一般の民家につきましては、昭和５６年以前に建てられた木造の住宅につきましては、平成

３年度から県が実施している木造住宅耐震診断支援事業で、県の取り組みに応じ、補助制度を

設け、一部の町では耐震診断を行ってきており、北杜市としても、本年度予算で少ない数では

ありますけども、２０戸の予定で予算計上をいたしたところでもあります。 
 その後の改修等に対しての助成金につきましては、個人資産に対して公金を投入することの

賛否もありますが、助成制度の公共性に理解を求め、県において平成１７年度予算に補助金を

計上しておりますので、県と連携しながら進めてまいりたいと考えております。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 ７番議員、再質問はありますか。 
 渡邊陽一君。 

〇７番議員（渡邊陽一君） 
 先ほど、乳幼児の健診の件ですが、できれば、そういうふうな形で、２カ所でまとまった場

合は車の配備とか、何かできればお願いしたいと。車の運転ができない方がおいでのようです

ので、そのへんは把握していただいて、タクシーで行くようなことのないようにお願いしたい
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と思います。 
 それと、公共施設の耐震の工事のために、そのほかに一般住宅の問題でお願いをしたわけな

んですけども、去る３月２７日の山日の新聞に地震被害想定１０年で半減という新聞の見出し

が出ていますが、県でも一般住宅の耐震化をめぐって、山梨県は来年度予算に木造住宅耐震改

修事業の事業費補助金を盛り込むというふうに書いてございますので、できるだけ北杜市のほ

うも白州、武川の活断層もありますし、糸魚川線もあります。地震のために、だいぶ被害をこ

うむったではうまくないと思いますので、市長にもお願いして、できるだけ北杜市のほうに補

助金等を盛っていただいて、各家庭の一般住宅のほうも見ていただけるようお願いしておきま

す。要望です。 
〇議長（清水壽昌君） 

 以上で質問を打ち切ります。 
 これで７番、渡邊陽一議員の一般質問を終わります。 
 以上をもちまして、本日の日程は終了しました。 
 次の会議は３月２９日、午前１０時より再開いたしますので、全員定刻にご参集ください。 
 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変ご苦労さまでした。 

 
散会 午後 ５時０５分 

 
 
 

 １９４



 
 
 

 １９５



 
 
 
 
 
 

平成１７年 
 
 
 

第１回北杜市議会定例会会議録 
 
 
 

３月２９日 
 

 １９６



 
１．議事日程 

 
平成１７年第１回北杜市議会定例会（７日目） 

 
平成１７年３月２９日 
午前１０時００分開議 
於 議 場 

 
 

日程第１ 一般質問 
２２番 細田哲郎君 
２４番 坂本治年君 
１３番 風間利子君 
 ４番 千野秀一君 
２７番 岡野 淳君 
 ５番 五味良一君 
２８番 小林忠雄君 
２０番 内田俊彦君 
１１番 小尾直知君 
２６番 中村勝一君 
 ８番 鈴木今朝和君 
１９番 保坂多枝子君 
１８番 篠原珍彦君 
 ３番 篠原眞清君 
２１番 鈴木孝男君 
３５番 小林保壽君 

日程第２ 議案第６５号 平成１７年度北杜市病院事業会計予算 
追加日程第１ 議案第７２号 北杜市温泉事業複合施設条例及び北杜市明野ふるさと太陽

館条例の一部を改正する条例について 
追加日程第２ 同意第１号 北杜市助役の選任について議会の同意を求める件 
追加日程第３ 同意第２号 武川恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任について議

会の同意を求める件 
追加日程第４ 委員会の閉会中の継続審査の件 

 
 

 １９７



 
２．出席議員は、次のとおりである。（３７名） 

 
 １番 坂 本  ・  ２番 植 松 一 雄 
 ３番 篠 原 眞 清  ４番 千 野 秀 一 
 ５番 五 味 良 一  ６番 利 根 川 昇 
 ７番 渡 邊 陽 一  ８番 鈴木今朝和 
 ９番 浅 川 哲 男 １０番 秋 山 九 一 
１１番 小 尾 直 知 １２番 日 向 万 仁 
１３番 風 間 利 子 １４番 田 中 勝 海 
１５番 浅川富士夫 １６番 小 林 元 久 
１７番 小 澤  寛 １８番 篠 原 珍 彦 
１９番 保坂多枝子 ２０番 内 田 俊 彦 
２１番 鈴 木 孝 男 ２２番 細 田 哲 郎 
２３番 林  泰 ・ ２４番 坂 本 治 年 
２５番 中 村 隆 一 ２６番 中 村 勝 一 
２７番 岡 野  淳 ２８番 小 林 忠 雄 
２９番 小 澤 宜 夫 ３０番 内 藤  昭 
３１番 秋 山 俊 和 ３２番 小野喜一郎 
３３番 渡 邊 英 子 ３４番 中 嶋  新 
３５番 小 林 保 壽 ３６番 古 屋 富 藏 
３７番 清 水 壽 昌 

 
 

３．欠 席 議 員 （ な し ） 
 
 

 １９８



 
４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（１９名） 

 
市 長 白 倉 政 司 収 入 役 小 澤 壯 一 
企 画 部 長 坂 本  等 総 務 部 長 小 林 奎 吾 
保健福祉部長 古 屋 克 巳 生活環境部長 坂 本 伴 和 
産業観光部長 浅 川 清 朗 建 設 部 長 真 壁 一 永 
教 育 次 長 小 池 光 和 明野総合支所長 萩 原 武 一 
須玉総合支所長 小 澤 功 宜 高根総合支所長 植 松 好 義 
長坂総合支所長 小 沢 孝 文 大泉総合支所長 藤 原  宝 
白州総合支所長 植 松 治 雄 武川総合支所長 福 井 俊 克 
秘 書 室 参 事 藤 巻 正 一 教 育 長 小清水淳三 
塩川病院管理局長 村 田 圭 司 

 
 

５．職務のため議場に出席した者の職氏名（３名） 
 

議会事務局長 三 枝 基 治 
議 会 書 記 小 澤 永 和 
   〃    伊 藤 勝 美 

 
 
 

 １９９



 
 
 
 

 ２００



再開 午前１０時００分 
〇議長（清水壽昌君） 

 改めまして、おはようございます。 
 ３月の定例会も去る９日に開会され、議員各位には本日まで本会議、全員協議会等にご出席

いただき、慎重にご審議をいただきまして、誠にありがとうございました。 
 本日もスムーズな運営のうちに進行できますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 ただいまの出席議員は３７名です。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 本日の一般質問は１６人の議員が市政について、質問いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１ 一般質問でありますが、通告順に一般質問を許します。 

 なお、一般質問をする議員に申し上げます。 
 質問は再々質問まで、持ち時間が１５分でありますので申し添えます。 
 ２２番議員、細田哲郎君。 

〇２２番議員（細田哲郎君） 
 ２２番、細田でございます。 
 ２日目のトップバッターで質問させていただきます。よろしくお願いいたします。 
 白倉市長に財政環境など、３点について、お尋ねいたします。 
 はじめに地下水資源の保全・利用、採取の適正化についてお伺いいたします。 
 白州町において、過去５年間の地下水採取量は年間３８８万トン、そのうちミネラルウオー

ターを目的に事業をしている企業は３３６万トンで町全体の８７％の採取量であります。良質

な地下水を将来にわたって保全するため、継続的な大量採取による地下水および自然環境への

影響を考慮して、平成８年、地下水保全条例を制定し、平成１０年官民一体による地下水水位

を観測するための井戸の設置、地下水および河川の水質調査、水脈調査など地下水の保全・利

用の事業活動を推進するための対策協議会が設立されました。 
 平成１１年から観測井戸４カ所で地下水位の観測調査を実施し、その内容が昨年９月に報告

がありました。季節的な変化はあるものの、採取量に対する変動はあまりなく、経年的な水位

の低下傾向もないが、２年から５年の観測で短期間のため、今後も継続して調査することが重

要であるとの結果であります。 
 以上のように、採取量および保全・利用に関する経緯を簡潔に述べましたが、地下水位の変

動についての具体的な内容や調査委託を受けた専門業者の調査資料も公表されていないことも

あり、現状の観測調査のデータで将来の地下水の保全・利用に本当に問題が起きないのか、心

配する声が多くあります。現在の観測調査に関しての、市長の所見をお伺いしたいと思います。 
 また、昨年１１月１日、地下水の自然涵養と保全に努めるとともに、その適正な利用を図る

ことと併せて、大量採取による地盤沈下を未然防止することを目的に、北杜市地下水採取の適

正化に関する条例が専決処分により制定されました。 
 条例の内容は井戸の設置、ならびに許可に関する事項で、地下水資源の保全・利用および採

取の適正化に関する規制もなく、責務も明確ではありません。したがって、採取者の自主性に

委ねられているのが現状であります。 
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 今後、規制地域外でミネラルウオーター事業を目的とする企業進出に対して、井戸設置許可

と採取量をどのような方法で許可をするのか。また、既存企業に対する採取量の対応について

も併せてお伺いいたします。 
 次に市長も所信で述べられたように、白州町から出荷されるミネラルウオーターは、我が国

市場の３０％を占めております。有限である地下水を将来にわたり、保全利用するために採取

地域周辺の自然環境の整備、特に森林整備事業は重要であります。農水省も農林水産施設にお

いて、自然と共生、環境と調和に配慮した施策等を積極的に推進し、自然環境の保全、再生に

貢献すべく、新たな事業の展開を推進しております。 
 良質の水の確保、水源の涵養、地球温暖化の防止など、森林が本来有している環境創造機能

を最大限に活用すべく、里山林等の整備、保全、荒廃した森林等に関わる植林、下刈り、間伐

などの事業を積極的に推進して、地下水資源の保全を図るべきであります。 
 そのためには相当の財源が必要であり、その財源として、市長もミネラルウオーターに対し、

当該企業に応分の負担を求めることを提唱され、水清き里を守ると表明されました。たまたま、

この質問に関する記事が去る３月２５日の新聞一面トップで、県のミネラルウオーター税の導

入についての報道がありました。 
 市場３０％の生産地である北杜市として、どのような判断をしているのか。市長の見解を求

めます。 
 次に次世代育成支援行動計画について、お伺いいたします。 
 夫婦の出生力の低下という新たな現象の把握と、急速な少子化の進行をふまえ、次代の社会

を担う子どもたちが心身ともにすこやかに生まれ育ち、育成される環境の整備を図り、少子化

の流れを変えるため、従来の取り組みに加え、一段の対策を推進するために、平成１５年７月、

次世代育成支援対策推進法および少子化社会対策基本法が成立しました。この推進法の成立に

よって、すべての自治体に子育ての支援のための施策を対外的に行うための次世代育成支援行

動計画を、平成１７年３月までに策定することで、本市においても合併直後の短期間でありま

すが、各界の代表による協議会を設置して、数多くの議論を重ねてきたことと思います。 
 そこで、何点かについてお聞きいたします。 
 はじめに国の示す行動計画策定指針において、サービス利用者の意向および生活実態の把握

とサービスの量的および質的なニーズ調査のため、サービス対象者に対する調査を実施された

と思いますが、１つ、調査対象者と件数および調査結果はどのようであったのか。１つ、最も

支援を求めていた事項の内容はいかがであったのか。１つ、行動計画策定に反映できた支援、

この３点について、お伺いいたします。 
 次に計画期間は平成１７年から平成２６年間の１０年間で、前後期各５年間の基本的な施策

として、働きながら、子どもを育てている人の支援、子育てしているすべての家庭の支援、次

世代を育む親となるための支援を自治体、企業、地域等が一体となって、子育て機能の再生を

図り、理想の子どもを生み育てる社会の実現等を目指すことになっております。 
 本市も従来の少子化対策の進捗状況をふまえつつ、次世代育成支援として、小児医療体制の

充実、仕事、子育ての両立支援、ひとり親家庭への支援、地域における子育て支援の充実など、

計画されていると思いますが、実施する前期５年間の重点支援について、具体的にどう推進す

るのか、お伺いいたします。 
 また、次世代育成支援計画に盛り込まれていると考えますが、小児医療費助成制度について

 ２０２



伺います。 
 昨年９月現在、山梨県内１１市の医療費助成制度の状況は市によって異なりますが、対象年

齢は通院医療費の場合は４歳児から小学生６年生まで、また入院医療費の場合は未就学児から

小学６年生までであります。 
 本市においては通院は５歳児、入院は未就学児までで、月７００円の自己負担については、

北杜市以外はすべてないようでございます。また、窓口医療の償還払いは笛吹市と北杜市の２市

だけで、ちなみに一例ですが、全国の市のレベルで最高水準の支援体制は、埼玉県鴻巣市で中

学生以下の医療費を２００６年から完全無料化する、現在は入院医療費の自己負担は１５歳以

下の中学生を対象に助成しているが、通院・医療費も同水準まで拡大しております。 
 また、受診者に医療機関で自己負担額を支払ってもらい、領収書と引き換えに市が現金を払

い戻す方式にすることを検討していて、高額医療費も同様の助成をするようであります。 
 本年度予算に現行助成制度の経費１億５千万円を計上し、完全無料化後は２倍の負担を見込

んで、子育て環境のより一層の充実を図っております。 
 北杜市も財政の厳しい状況でありますが、他の予算を削減しても医療費助成制度の充実は負

担する保護者の経済的な支援となり、今後の少子化にとって実施すべき重要な対策と考えます

が、市長はどのような見解を持っておられるのか、答弁を求めます。 
 また、窓口医療費の償還払いについては、市長は社会保険との不平等と開業医の賛同が得ら

れないとの理由で、実施できないと答弁しておりますが、不平等と言えば不平等かもしれませ

んが、本質的な不平等とは異なると考えますし、県内の市がほとんど実施しております。 
 保護者からも病弱な子どもを持つ家庭にあって、高額の医療費の負担も大きく、償還払いを

受けるのに時間がかかると同時に、何回も役所、医療機関へ手続きのために出向くなど、職場

を休んだり、手元に金がないと、子どもに適切な医療を受けさせることができないなどの声が

ございます。 
 少なくとも市立の医療機関だけでも、乳幼児医療費の窓口無料を実施すべきと考えますが、

市長の答弁を求めます。 
 ３．最後に各公共施設の使用料について、お尋ねいたします。 
 平成１６年１１月１日に施設条例の専決処分により、制定された各旧町村の公共施設、屋内

外の体育施設、温泉事業複合施設、総合会館など使用料が旧町村時に制定した料金のため、使

用料金や利用時間帯などが異なり、格差の是正と時間の統一など全面的な見直しを求める意見

が多くの市民から寄せられております。 
 使用料について改善すべき、いくつかの問題点がございます。 
 １．時間単位や半日単位の料金設定。 
 ２．証明代が別途徴収と含んだ料金による使用料の格差。 
 ３．市内者料金と市外者料金が２倍から１６倍と格差が大きいこと。 
 ４．使用時間や類似施設等の料金の格差。 
 ５．現在、条例に制定していない施設の使用料など、施設全般にあたる新たな使用料の算定

の見直しと時間制に統一するなど、適正な料金で市民が公平に、また気軽に喜んで利用できる

施設のために早急な見直しを図るべきだと思いますが、答弁をお願いいたします。 
 以上３点、よろしくお願いいたします。 
 以上でございます。 
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〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 細田議員の質問にお答えいたします。 
 地下水資源の保全と採取の適正化について、いくつかお尋ねをいただいております。 
 はじめに、白州町において設置をしている地下水観測井戸の観測調査についての所見をとい

うことであります。 
 白州町では地下水を将来にわたり、安定した利用ができるように、その適正かつ合理的な利

用と涵養等の保全の取り組みを維持するために、平成１０年より現在４基の観測井戸を設置し

て、地下水の観測を行っております。 
 議員ご指摘のように、現状の観測調査等のデータのみで将来の地下水の保全・利用に、本当

に問題が起きないのか、心配する多くの声があります。 
 また、峡北漁業組合の方、農業用水利関係者から釜無川の水量が減っていると聞き及んでお

ります。大変、心配をいたしております。 
 北杜市民をはじめ、県民の尊い資源でありますので、今後も観測を続ける中で、結果を注意

深く見ながら、適切な取り組みをしてまいりたいと思っております。 
 次に規制区域外の井戸設置の許可についてのお尋ねですが、規制区域外では１立方メートル

以上の地下水を採取する場合には、市長の許可が必要で、なおかつ半径２５０メートル以内に

隣接する関係行政区長および既設井戸設置者の同意を得ることが必要となります。 
 今後、規制地域外に新規参入を目指す業者が出てくることが予想されますが、ご指摘のとお

り、水資源はある特定の既存企業、法人のものでないことは確かであります。地下水の大量採

取については、土地利用審議会に諮った上で、慎重に対応していきます。 
 また、地下水の大量採取をしている企業について、観測井戸のデータによっては立ち入り調

査を実施したいと思います。 
 次にミネラルウオーターにかかる税関係についてのお尋ねですが、日本のミネラルウオー

ターの北杜市内での生産量は、国内生産量の約３０％のシェアで、名実ともにミネラルウオー

ターの里日本一であります。 
 私は１２月定例会、そして本定例会の所信でも述べましたが、環境日本一の潤いの杜づくり

を推進し、ミネラルウオーター日本一の里を１００年、２００年、末永く守っていきたいと強

調してまいりました。 
 それには先人が守り育てた自然環境整備、特に森林整備事業は重要であります。この事業を

積極的に推進して、地下水資源の保全を図るべく、これからも全力であたる決意であります。 
 地下水資源は、ある特定の法人や個人のものではありませんが、法人とも共同して、必要な

協力を求めながら、ご指摘の法定外目的税、ミネラルウオーター税を含めて、応分の負担をし

ていただくことも検討中であります。 
 国も三位一体改革の中で、自主財源をつくり、地方の税源の確保を強調しております。県に

おいてもミネラルウオーター税に対する動きがあり、協議してまいりたいと考えます。 
 いずれにしましても、このかけがえのないふるさと、環境日本一の潤いの杜を子々孫々に伝

えることが、我々北杜市民の課せられた使命であると認識しております。 
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 次に少子化対策について、いくつかお尋ねをいただいております。 
 最初に次世代育成支援行動計画について、お答えいたします。 
 平成１６年２月に小学校就学児および未就学児を持つ保護者全世帯を対象に、ニーズ調査を

実施したところであります。 
 内訳といたしまして、小学校就学児を持つ世帯、配布数１，６６５枚、回収数は１，５４１枚、

回収率９２．４％。未就学児を持つ世帯、配布数１，５１１枚、回収数１，１３２枚、回収率

７４．８％でした。 
 調査結果といたしまして、現行のサービスについては、おおむね満足をいただいております

が、さらなるサービスの向上を求めております。 
 今後は計画に取り入れた基本的な視点として、次世代の親づくり、社会全体による支援、す

べての子どもと家庭への支援に重点を置き、市民組織としての次世代育成支援対策推進協議会

および市役所内に次世代育成支援対策推進本部を設置し、事業を進めてまいります。 
 次に小児医療助成制度の充実について、お答えいたします。 
 １２月の定例会の一般質問で、秋山俊和議員から同様のご質問をいただき、次のようにお答

えをいたしました。 
 まず７００円の自己負担ですが、財政が許せば負担は軽く、サービスは高いほうがよいわけ

ですが、財政が逼迫しており、私としては、月７００円はご負担をいただきたいと考えていま

すので、現行の制度を維持していく考えであります。 
 また県内には窓口無料化を実施している市町村がありますが、対象者は国保加入者に限定し

ています。ただし、その場合であっても市外の医療機関で受診した場合は償還払いとなってお

ります。 
 北杜市においても市内の医療機関の協力が得られれば、国保加入者のみ実施することは可能

ですが、開業医の医療費請求事務が煩雑になることや社会保険加入者は償還払いであるため、

公平性に欠けることとなるなど、課題がありますので、当面は現行制度により実施してまいり

たいと考えておりますので、ご理解くださいとお答えいたしたのであります。今も、その考え

は変わらないでおりますので、ご理解ください。 
 どちらかといえば、市と県が助成している乳幼児医療費の助成を含め、重度心身障害児者お

よびひとり親家庭の医療についても、国の制度として現物支給による公費負担制度を確立する

よう働きかけていくとともに、県単位での窓口無料化をお願いしていきたいと考えております。 
 次に各施設使用料について、お答えいたします。 
 各施設とも合併前に各町村で施設を整備した理由、ならびに運営管理のあり方はさまざまで、

その実態には尊重しなければならない点もありますが、今後さらに精査して、類似施設の使用

料見直しを検討してみたいと考えております。 
 時間制料金の導入につきましても、同様に同施設の統一を考えております。 
 申すまでもなく、７つの町村が一緒になりまして、公共施設もたくさんある。使用料等々も

いろいろ複雑でありますけども、行革調整室等々の中で１年間精査して、しっかり統一を図っ

ていきたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長の答弁が終わりました。 
 ２２番議員、再質問はありませんか。 
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 細田哲郎君。 
〇２２番議員（細田哲郎君） 

 何点か再質問をさせていただきます。 
 まず地下水の関係でございますが、市長は適切な取り組みをするということで、保全の対策

をやっていただけるということでございますが、現状の観測調査を継続するために、何点かお

聞きしたいんですが、現実に地下水利用対策協議会が設置されておりますが、地下水資源の保

全利用の活動を推進している年間の総事業費および各企業の負担額と事業活動、ならびに過年

度の事業による効果と、その結果に対する対策について、具体的にちょっとお知らせいただき

たいと思います。 
 その具体的というのは、例えば水源の調査の場合はどういう状況で、いつ、どこの場所で、

どんな方法でやられたのかという、要するに具体性をもって、ちょっと説明をお願いします。 
 次に採取量に対する総量規制についての考え、それからあと１つは各市町村の今日、起債残

高と１人の借金が本日の新聞に掲載されております。本市としても、非常に財政が厳しい中で

ありますので、ミネラルウオーター税については、北杜市が県に先駆けて、また県の理解も得

なくてはいけないとは思うんですが、企業との協力と合意形成に向けて、推進することが大事

かなと思いますので、この点、市長の考えをお願いいたします。 
 あと１点。窓口の償還払いについてですが、これは市長、どうですか。市立の医療機関だけ

でも、国民保険の方だけでも、ぜひ実施していただきたいと思うんですが、その点、再度、見

解を求めます。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 まず、ミネラルウオーターの話でありますけども、私がいまさら申し上げるまでもないわけ

ですけども、出すもの、取るもの、立場の違いはありまして、合意形成という意味からすれば、

相当詰めていかなければならない問題が多々あると思います。 
 併せて、県と市町村と１つの目的税に対してダブル課税ということはあり得ないことであり

ます。県が今、課税研究中でありますで、私どもも共闘といいましょうか、協議し合いながら、

なんとか私たちの、この自然環境を守るために、素晴らしい森林環境を守るために法人の協力

を求めたり、企業の負担も求めていきたいと、そんな思いで頑張りたいと思います。 
 先ほどもご説明しましたとおり、国も三位一体の改革の中で、交付税は削減していくよ、補

助金は見直ししていくよ、見直しした分のなんとなく８割くらいは税源移譲しましょう、２割

は自主財源を考えろと、こういったご時世であります。 
 私ども北杜市としてみれば、その２割分を一つの術として、ミネラルウオーター税は考えら

れるという思いでやっているわけであります。県はまた県としてもミネラルウオーター税を考

えているようでありますので、お話しましたように、ダブル課税はあり得ないから、一緒に協

議してまいりたいと、こんなふうに思っております。 
 それから、先ほど小児科医療費の助成の月７００円の問題でありますけども、この月７００円

が本当に保護者、父兄の負担になるかという問題も、本音としてはありますけども、やはり月
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７００円の負担は受益者負担の原則があるし、こういった財政状況の中で、なんとかご理解を

していただきたいと、変わらない思いであります。 
 あと、ミネラルウオーターのデータ等々についてのお話でありますけども、今、ちょっと失

礼ながら、データを持っていないものですから、後日にさせていただければありがたく思いま

す。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 白州支所長。 

〇白州総合支所長（植松治雄君） 
 白州総合支所の植松でございます。 
 私からは、白州町の地下水保全利用対策協議会の組織の関係、それから予算面、事業をどの

ようなことをやっているかというふうなことで、お答えをさせていただきたいと思います。 
 地下水保全利用対策協議会でございますが、会員の構成につきましては、年間１０万トン以

上の地下水を採取している企業、これは町内に５社ございます。それに白州町として、行政も

加わりまして、６つの関係機関で構成をさせていただいております。 
 年間に、この会でどのような事業をしているかというふうなことでございますが、地下水の

対策に必要な調査等を行うこと、それから地下水の保全に関する関係、それから地下水質の保

全に関すること、地下水の涵養に関することというふうなことで協議を、年間定期的に行って

おります。 
 協議会の会員につきましては、年間１社２０万円の負担金をいただきまして、会の運営を行っ

ております。 
 平成１６年度の状況を見ますと、予算額について約２０５万円ほどございます。これらにつ

きましては、現在、地下水の観測井戸が１号から４号井戸までございます。それらの井戸のモ

ニタリング等を専門の業者さんに委託をして、調査をしていただいております。そのような経

費にも使ったり、あるいは白州町では名水まつり等が開催されておりますので、それらの時点

でのＰＲ、あるいは広告、宣伝等にも一部支出をされております。 
 ご質問については以上でございますが、よろしくお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 ２２番議員、残り時間はあと４１秒になっております。 
 まだ質問はございますか。 
 細田哲郎君。 

〇２２番議員（細田哲郎君） 
 ちょっと誤解があるようで、とりあえず７００円の受益者負担については、市長のおっしゃ

るとおりで結構だと思うんですが、高額医療となりますと窓口でどうしても７００円、プラス

アルファの負担をしていかなくてはいけないわけですよ。そこをなんとか、その部分だけでも、

とりあえずは、市立の医療機関だけでもやっていただきたいという、一歩前進の、とにかくス

タートをさせていただければということで、その１点だけ、よろしくお願いいたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長。 
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〇市長（白倉政司君） 
 尊いご指摘と承知しながら、応えていきたいと思います。 
 ありがとうございました。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで２２番、細田哲郎議員の一般質問を終わります。 
 次に２４番議員、坂本治年君。 
 坂本治年君。 

〇２４番議員（坂本治年君） 
 ２４番、坂本治年。 
 議長のお許しを得ましたので、２項目について質問します。 
 まず、家畜排泄物処理施設について、市長に伺います。 
 ３月１１日、山梨日日新聞に北杜市高根町に計画しています、家畜排泄物処理施設の用地交

渉が難航し、年度内の用地確保ができるめどがないとして、県の一般会計補正予算に計画した

７億７千万円の減額をするという報道がされました。市でも１億３３１万７千円を減額しまし

た。私は１２月議会で、この件で質問をし、市長はこの事業は単に畜産農家のためばかりでな

く、人々の生活環境の保全を図る地域環境の政策と畜産を営むのに必要不可欠な施設として、

用地確保に努力すると答弁をいただきました。 
 しかし、３カ月経過しました。この施設は断念するということですか。畜産農家の意思統一

ができない。地元および周辺住民の理解が得られない、施設のランニングコストが高くつくと、

非常に厳しい条件が整っていることは承知しています。しかし、１１月１日より法律が施行さ

れています。畜産農家と住民との間に悪臭、環境の改善整備等の訴訟が仮に起きた場合、畜産

農家の責任だけというわけにはいかないと思います。市にも管理基準の順守、すべき勧告の責

任の一端があると考えますが、市長のお考えを伺います。 
 次に北杜市市役所建設について、市長に伺います。 
 ７町村が合併し、６カ月余りが経過しようとしています。１７年度白倉市長初めての予算、

２５９億５千万円が動き出そうとしています。小淵沢町との合併も決まりました。三位一体改

革による交付税の減額という、厳しい財政の中で市政運営を進めなければならないわけであり

ます。しかし、市民に対するサービスの低下は避けなければなりません。 
 市民が本庁舎に来庁したとき、各部課はバラバラであり、非常に使いづらく不便を感じてい

ます。また市長も、職員も横の連絡もスムーズに運ばないではありませんか。市庁舎の建設を

進めるべきと思いますが、市長の考えを伺います。 
 ２点について、質問をいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 坂本治年議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に家畜排泄物処理施設についての質問でありますが、畜産酪農経営を取り巻く環境につ

きましては、近年、環境意識の高まり、生活環境の向上により、畜産農家と住民の間で悪臭等
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による問題が発生するとともに、ＢＳＥ問題、また昨年１１月、家畜排泄物の管理の適正化及

び利用促進に関する法律の施行等、一段と厳しい状況下にあります。 
 このため、旧高根町では国の推進するバイオマス日本総合戦略による地球温暖化の防止、循

環型社会の形成、農山漁村の活性化を柱に、バイオマスの利活用を積極的に推進するため、バ

イオマス施設の建設を計画してまいりました。 
 しかし、現時点では残念ながら、周辺住民の理解が得られる用地確保が困難なため、会計年

度の現実的対応として、県においても２月議会で北杜市においては、３月定例市議会において、

それぞれ関連予算を減額補正したところであります。 
 今後、畜産農家と周辺住民との間で環境に対する理解が得られるよう、引き続き畜産農家等

と連携を図りながら、適地の模索を検討してまいります。 
 その暁には県、国も私どもの、このバイオマス事業に対しては理解をマル特で位置づけてい

ただけると信じております。 
 なお、当面の措置として、現存の有機センターを最大限、有効利用活用するとともに、簡易

たい肥被覆シート設備補助金を交付して、各農家の環境対策に取り組んでまいります。 
 また、地域住民の理解が得られ、用地の決定ができれば、国、県に対し計画の要望を強く働

きかけてまいりたいと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。 
 次に、北杜市役所建設をとのご質問でありますが、合併協議におきまして、新市の事務所の

位置については、新市建設計画期間内に交通の事情、他の官公舎との関係など、市民の利便性

を考慮し、市民の意見をふまえて検討するとしているところであります。 
 来年度、予定しております北杜市総合計画や行財政改革アクションプランの策定において、

本庁、総合支所における機能のあり方も含め、総合的に検討してまいりたいと考えております。 
 また、厳しい財政運営の中ではありますが、庁舎建設の財源確保のため、今後、計画的に基

金の積み立てをしてまいりたいと考えております。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 ２４番議員、再質問はありませんか。 
 坂本治年君。 

〇２４番議員（坂本治年君） 
 例えば、補助金を返した場合において、国、県がいったん予算をつけたものを、市、町が返

した場合においては、ほとんど復活予算はできないと、私は聞いております。 
 なんとか三位一体計画で、補助金、助成金を減らしているときにおきまして、いったん補助

金を返したとした場合には、ほとんど不可能ではないかと、私は思います。それで、できたら、

この予算は繰越明許にして、もう１年、努力していただけたらと、私は思っていました。 
 また、この法律のことを、ちょっと申し上げまして、酪農家の皆さん、市の皆さんにちょっ

と注意を喚起したいと思います。 
 この法律の４条に畜産業を営む者に対し、管理基準に従った家畜排泄物管理が行われるよう、

必要な指導および助言をすることができる。 
 また５条におきまして、管理基準に違反していると認めるときは、畜産業を営む者に対し、

期限を定めて管理基準を順守すべき旨の勧告をすることができる。 
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 それと５条の２項に勧告を受けた者が、その勧告に従わなかったとき、期限を定めて勧告に

かかる措置をとるべきことができるということがあります。 
 また、１５条には第５条第２項の規定による命令に違反した者は５０万円以下の罰金に処す

る。 
 また、１６条には６条第１項の規定による検査のほかに、妨げ、もしくは放棄した者には

２０万円以下の罰金に処すると、法律に規定されております。 
 私がなぜ、このような質問をするかということは市、町、畜産業の皆さんが置かれている立

場を真剣に考えていたならば、このような予算を返すこともできなく、自分たちのとられてい

る立場ということが、本当に真剣に考えているかということを、私は疑問に思っているわけで

ございます。 
 誰かがなんとかしてくれる。このような考えは通用しないと、改めて自覚すべきだと思いま

すが、市長にこの件について、答弁をお願いします。 
 また、北杜市の市庁の市役所建設の件でございますが、私がここでなぜ、北杜市の市役所を

ということを出したかというと、平成１６年１１月に７町村が合併し、来年３月１５日には、

小淵沢町との合併があります。それ以後でなければ、場所の選定等については動いていきませ

ん。しかし、この庁舎を造るには莫大な資金が必要であります。 
 今、市長は基金を積み立てるということを、ちょっと申したんですが、私がまだ、本庁舎を

建設する時期は、まだ早いと思います。しかしながら、このＰＦＩという問題があるわけです

が、プライベート・ファイナンス・イニシアティブということがございまして、この問題は公

共施設の建設、維持管理、運営等に民間の資金、経営能力および技術的能力を活用して行うと

いう手法であります。民間の資金、経営能力、技術的能力等を活用することにより、国や地方

公共団体等が直接実施するというものでございます。 
 なぜ、このようなことを言うかというと、例えば合併特例債が２９５億円という金を使わな

くても、民間の資金を使って、民間のノウハウを使って、市庁舎を造った場合に、それは公共

的な金を使わなくてできるわけであります。それで、昨日も市長が言いましたが、財政再建団

体に陥らないように努力しなくてはならないというときにおいて、やはり民間の資金を使って、

こういう、例えば廃棄物処理施設、医療施設、庁舎、公営住宅、文化施設、新エネルギー施設

というものを民間のノウハウを使って、民間の金を使って、それを市で運営して、例えば２０年、

３０年で返還するという、そういうことを、私は提案したいわけでありまして、すぐ、ここで

市庁舎を造るということになって、例えば北杜市市役所の中で、そういう検討委員会をつくっ

て立ち上げて検討していったならば、１年、２年間の検討をして、このＰＦＩを使って、例え

ばそういうものを造っていったら、私はいいんではないかと思うわけであります。 
 例えば韮崎の市役所におきましては、例えば全庁舎の部課長以上の方たちが、このＰＦＩの

問題を検討して、実際国の指導を受けながら立ち上げております。私も、そこへいきまして、

ちょっと資料や何かをお借りしてきたわけですが、これはなるほどいいと、そういうことで私

は、この提案を申し上げて、市長にどういうお考えで、今後やっていくかと。 
 例えば、合併特例債を使わなくてできるということは、これは非常に条例とか、いろいろ難

しい問題がありますので、１年、２年の研究をしながらやっていったらということをお願いし

て、市長のお考えを伺いたいと思います。 
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〇議長（清水壽昌君） 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 まず最初の家畜排泄物処理施設についてのご質問でありますけども、なかなか残念ながら造

れなかったことは事実でありますけども、明許にする必要があったではないかというようなお

話もありましたけども、法律で家畜排泄物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律もあり

まして、全国的には大変促進されたことは確かであります。だから、高根町で造れなかったの

は、言ってみれば、他の県へ流れてしまったことは事実であります。 
 なんとか、これから酪畜農家の熱意と目的とされる地域が定まったならば、周辺住民の理解

を得ながら、この事業の復活には努力してみたいと思っております。 
 そのときに、県のほうからは再び、北杜で造るときにはという、ありがたい支援の言葉はい

ただいているところでありますので、ご理解をいただきたいと思います。 
 それから北杜市役所に絡んで、ＰＦＩのお話があったわけでありますけども、ＰＦＩは公共

的施設の建設から管理運営までを一体的に民間が事業を起こすということであります。そして

また、市はその対価を支払っていくと。おおむね大体１０年ぐらいが通り相場であります。 
 対象施設としては、公共施設として庁舎も含まれるわけでありますので、仮に庁舎を建設す

るときがあるとすれば、ＰＦＩ方式の事業も考えられるということは確かであります。でも、

北杜市も去年１１月１日スタートで今日でありますので、今、すぐ明日から財政事情厳しい中

で、庁舎問題をうんぬんというものも、まだでき得ないのが本音であります。いずれにしまし

ても、ご指摘のとおり、ＰＦＩの効果は比較的低廉で良質な公共サービスの提供ができるとか、

財政負担が標準化できる、１０年計画で返済するというようなことでありますので、財政厳し

いときにはよく地方自治体でとられる方法であります。 
 参考まででありますけども、山梨県も県立病院の駐車場とか、あるいはまた今後予想される

甲府駅北口に使われる図書館等々はＰＦＩ方式でやるとは聞いております。北杜市としても市

役所の問題がきましたならば、それを含めて検討してみたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 ２４番議員、まだ質問はありますか。 
 坂本治年君。 

〇２４番議員（坂本治年君） 
 今、市長に答弁を伺ったわけでありますが、やはり北杜市のＰＦＩは、やはり庁舎の中で部

課長皆さんが検討して、条例のことから考えていかなければできないわけでありまして、１年、

２年はかかると思います。やっぱり、そういうことを検討していっていただければと、私は思

います。 
 また、排泄物の問題ですが、やはりこれからもご努力していただいて、実際の畜産農家と住

民の皆さんの争いが起きないような考えを指導していっていただければと思いまして、私の質

問を終わります。 
〇議長（清水壽昌君） 

 以上で質問を打ち切ります。 
 これで２４番、坂本治年議員の一般質問を終わります。 
 次に１３番議員、風間利子君。 
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 風間利子君。 
〇１３番議員（風間利子君） 

 １３番、風間利子です。 
 初めてで、ずいぶん緊張しておりますけど、２点質問させていただきますので、よろしくお

願いいたします。 
 昨日から、先ほども細田議員からありまして、子育て支援につきましては、いろいろ質問が

ありました。 
 私は、はじめに子育て支援ファミリーサポートセンターの設置についてお伺いいたします。 
 ファミリーサポートセンターは、育児や介護の援助を受けたい人と行いたい人が会員となり、

育児や介護について助け合う事業で働く人々の仕事と子育ての両立を支援する目的から、当時

の労働省が構成、平成９年に設立が始まりました。現在は、サポートの対象の子どもを持つす

べての家庭に広がっております。私も母親たちが大変利用している甲府市と富士吉田市を訪問

し、調査をしてまいりました。 
 甲府市では対象児童は生後３カ月から小学校６年までで、協力会員、依頼会員、両方会員か

ら構成されておりまして、いつでも時間に関係なく、みてもらえるという組織です。 
 平成１１年度に開設され、年々利用者も増加し、今ではなくてはならない事業となっており

ます。開所時の１１年度は会員１３９名、利用者は２９１件でしたが、１５年度には会員も

４３３名となり、２，４５２件の利用があり、このうち５７４件は病気や急用などの突発的出

来事による依頼であります。 
 このセンターが開設されることにより、育児による疲れ、悩みなどのストレスの解消や、い

つでも支援が受けられる安心感など、精神面でも成果が挙げられております。 
 最近の山梨県が乳児の母親を対象にしたアンケート調査でも、不安や悩みを抱えている人は

７割を超え、具体的には自分の時間がないが３３．７％。疲れるが１９．１％。仕事との両立

が困難が１２％。虐待については、していると思うが１．２％。なんともいえないが１４．６％

と合わせると１６％を占めております。 
 このような結果からもファミリーサポートセンターの設置推進は、市長の施政方針に掲げた

少子化対策を着実に一歩前進する事業だと思います。そして現在、社会問題になっている子ど

もへの虐待などの事件が減少するのではないかと実感しております。 
 設立につきまして、県の労働雇用課でお聞きしましたところ、次世代育成支援対策の行動計

画に取り込んでおりますと、交付金の対象になるとのことです。また、平成１７年度、国家予

算も次世代育成支援対策交付金として、３４５億６，８００万円が計上されております。労働

雇用課では３月９日に各町村に、このセンターを含め、伝達講習も行われていると聞きました。 
 軌道に乗るまでには時間はかかると思いますが、早期の設立に向けて、実現するよう取り組

んでいただきたいと思います。 
 次にゴミ減量対策として、リユース、再利用ですね、食器の利用についてお伺いいたします。 
 ２１世紀初めての環境問題をテーマにした、愛・地球博も開催されました。北杜市建設計画

の基本方針の中にも、北杜市最大の財源である自然と環境を保全し、地域内循環社会を構築さ

れるための、４Ｒ運動の推進を市長も約束しております。 
 以前、明野処分場が問題になったとき、１５歳の少年が新聞の投書欄で大人の人たちは、ど

うして処分のことばかり考えて、ゴミの減量化のことを考えないんだろうという記事が掲載さ
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れました。 
 私は、増穂町にあるＮＰＯ法人 スペースふうという事業所を訪ねました。イベントなどで

ゴミを出さないために食器などのレンタルを進めている事業所です。使い捨て食器からリユー

ス、再利用できる食器への転換を目的として、イベントなどで、ゴミを出さないために食器な

どのレンタルを推進している事業です。増穂町では、この事業を利用するよう指導して、補助

金も支出しております。 
 また、昨年２月、第１回全国リユース食器フォーラムが増穂町で開催され、３００名の方が

参加されております。ＮＰＯ法人 スペースふうは２００２年９月より活動を開始。今は全国

２４カ所より、インターネットにより申し込みがあり、県内での１年間の利用回数は１５８件

で、小瀬のイベントでも利用され、年々輪が広がっていることを伺ってまいりました。 
 山梨県では、平成１６年度にエコイベント開催要綱を作成し、冬季国体、青年会議所などの

イベントには、すべて利用されております。 
 北杜市におきましても、長坂町のオオムラサキセンター、高根町のふるさとまつりのイベン

トにも使用されたということです。 
 本市も、さまざまなイベントがあります。公共のイベントはもちろんですが、リユース食器

の利用に積極的に取り組んでいただき、環境問題への意識を高めていただきたいと思います。 
 京都議定書も２月１６日発効され、政府では生活様式の見直しを求め、国民運動を展開され

ます。地球温暖化、環境破壊問題も深刻です。子どもたちが安心して住める、安全な持続性可

能な社会の構築を目指し、今の私たちの生活様式を変えていくことが、一番重要ではないかと

思います。 
 リユースカップへの実現に本市といたしましても、取り組んでほしいと思いますが、以上２点

につきまして、市長のお考えをお願いいたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 風間利子議員の、子育てファミリーサポートセンター設置についてのご質問にお答えいたし

ます。 
 子育てファミリーサポートセンターは、働いている保護者に代わって、子育ての手助けをし、

また突発的に子どもをみることができない場合にお預かりするところです。設置運営につきま

しては、県内では甲府市および富士吉田市で実施しております。 
 本市においても設置することが必要であると認識していますが、北杜市の保育園では、これ

と同様な事業を実施しております。 
 武川町をはじめ、長坂、大泉地区、母子健康づくりの支援を中心とした地域の健康づくりに

努力している団体に愛育会があります。人と人とのつながり、輪を大切にして頑張っており、

大変ありがたく感じているところであります。 
 今後、必要な生じた場合には事前に十分な準備を行い、利用しやすく、そして運営が図られ

るよう検討してまいりたいと思います。 
 次にゴミ減量対策の一環として、リユース食器の活用についてとのご質問ですが、ご指摘の

とおり、地球温暖化は地球規模で取り組むべき深刻な問題であり、京都議定書の発効を機に、
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国を挙げて今後急速に、その対応を迫られるものと思われます。 
 リユース食器は、旧町村でも導入した経緯もあり、地球温暖化防止に向けて、北杜市が市民

に対し、率先して、その姿勢を示すことは重要なことであり、焼却ゴミの減量化も図られると

ころであります。 
 ただいま、子どもさんのゴミより減量というご指摘、大変うん蓄のある言葉、教えだと思い

ます。熱くなる思いであります。北杜市でも、リサイクル推進調査費の中でも検討してみたい

と思います。 
 また、平成１７年度当初予算の中には、さまざまなイベント開催のための関連予算を計上さ

せていただいておるところであり、イベント等の担当部局にはリユース食器の積極的な導入を

検討させていただきたいと考えます。 
 ありがとうございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 １３番議員、再質問はありませんか。 
 風間利子君。 

〇１３番議員（風間利子君） 
 先ほど、市長の答弁ですと、北杜市にはいろいろな施設があるということは、私も承知して

おります。でも時間外保育、学童保育につきましては、時間に制限がございまして、日曜日に

は高根かどこかではできるということなんですが、ほかの地域ではほとんどできないのが実情

です。 
 甲府市でも、突発的な出来事はもちろんですが、朝の保育園なんかの送り、帰ってきてから

の迎えと預かり等が、やっぱり４００件以上あるということですので、ぜひ、この件につきま

しては、また夜中でも利用できるということですので、ぜひ、この件につきましては、検討委

員会などを設けて、もし北杜市として、たぶん、合併したばかりで忙しいと思います。できま

したら、私もボランティアで参加させていただきますので、ぜひ実行に移していただきたいと

思います。よろしくお願いいたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（古屋克巳君） 

 ファミリーサポートセンターについてのお尋ねでございます。 
 基本的には、私どもとしましては自助、共助、公助と。まず一義的には家族の対応、次に地

域の支援、そして公的支援と、こういう段階になっております。 
 我々としましては、基本的には例えば学校行っている場合は、親御さんでも、家庭に親御さ

んもいますから、そういう方にお願いをするとか、あるいは市長が先ほど言いましたけれども、

愛育会というのがございます。 
 それらを、まず利用をしていただいて、そして、なおかつできない場合ということになりま

すと、我々としましても、子どもが預けたい方、あるいは預かっていい方と、こういう方を募

集しまして、そしてサポートセンターの設置を検討していきたいと、こういうふうに考えてお

りますので、よろしくお願いしたいと思います。 
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〇議長（清水壽昌君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 １３番議員、まだ質問ありますか。 
 風間利子君。 

〇１３番議員（風間利子君） 
 １つなんですけど、乳児健診が今まで各町村で行われておったんですけど、昨年は本庁でと

いうことで、今年は何か、須玉と高根ということで、昨年利用された方が、子どもが１人の場

合はいいんですけど、２人とか３人になりますと、本当に大変だったので、なんとかというこ

とを、私のほうへ声をかけられましたので、そんなこともありますので、ぜひ前向きに検討し

ていただきたいと思いまして、私の質問を終わらせていただきます。 
 どうもありがとうございました。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで１３番、風間利子議員の一般質問を終わります。 
 暫時休憩します。 
 １１時１５分に再開いたします。 

休憩 午前１１時０５分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１１時１５分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 一般質問を続けます。 
 ４番議員、千野秀一君。 
 千野秀一君。 

〇４番議員（千野秀一君） 
 ４番、千野秀一です。 
 この３月定例議会開会に先立ちまして、各議員に配布されました今回の資料の重さは、なん

と１４キロもありました。旧７町村の最後の決算書は、まるでむくろのように感じられ、その

重さは、そのまま北杜市民の借金、今朝の山日で報じられましたけども、４００億円。１人当

たり９１万円。ほかの市の約２倍。甲府市の約３倍に近いものでありました。 
 この１年を振り返ってみますと、すでにこの状況は旧町村の執行者には予想できたことであ

り、そんな中で新市長に美しい未来予想図と建設計画が託されたものだと考えられます。 
 市長はもとより、この大きな決意のもと、この任についたとは思いますが、この状況が公表

され、多くの市民は驚いていることだと思います。 
 ３年ほど前、合併はバラ色であったはずです。しかし、これほど重い足かせをされてのスター

ト、おいしいはずの特例債も、今では諸刃の剣となっております。まずは市民に実情を訴えな

ければなりません。 
 この市が本当に輝く可能性を持っていることは、事実でありましょう。市長には市民との協

働で進んだ先にある日本一、いや世界に誇れる市を目指し、リーダーシップを発揮していただ

きたいと、強く願っております。 
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 スタートのときですので、市民に理解を得るための４つの質問をいたします。 
 まず１つ目の質問。 
 平成１７年度一般会計当初予算についてであります。 
 峡北地域合併協のまちづくり計画ダイジェスト版には、１０年計画の初年度、１７年度の予

算額は２８９億円とあり、以後４年間は３００億円を超える計画となっていますが、先ほどの

当初予算で見ますと、２５９億円と３０億円もの相違があるのはなぜでしょうか。平成１４年、

平成１５年度との比較はどのようになっていますか。 
 先ほどの小淵沢町との合併説明会の資料にも、このダイジェスト版が使われました。これを

見て、納得をした小淵沢町町民、あるいは北杜の市民は、この違いを見て、疑念を覚えると思

います。説明をよろしくお願いいたします。 
 ２つ目の質問です。 
 その中の総合計画の策定にあたりまして、人と自然が躍動する環境創造都市づくりの基本理

念を遂行していけば、この地は名実ともに日本一、世界一の住みやすい地となるはずです。７つ

の杜づくりのすべての計画において、エコロジーを目指したエコノミーを大前提とし、北杜市

はエコひいきの市を宣言したらいいのではないかと思います。提案をいたします。 
 現在、エコは割高感はありますが、先行することにより、やがて統一性がとれ、統一感が生

まれ、それが差別化となると思います。このための調査予算付けについては承知しております

が、取り組みについては、ぜひともお決まりのコンサルタント会社に委託とかではなく、この

地域のＮＰＯ、多くの民間の力も借りた中での方策をお願いしたいものです。クリーンエネル

ギーは当然であります。 
 市内である企業、誘致をする企業、市が委託、工事委託をする業者、物品の購入等、とにか

くエコを大前提にして、施策を進めていただきたいと思います。そのための助成措置も考えて

いただきたいと思います。 
 ３番目の質問です。地域づくりのためであります。 
 本市は旧町村に核となる支所を置き、特筆すべき地域委員会を設け、住民の個々の、あるい

は小さなコミュニティーの自立した力を結集し、活性した地域個性をつくり、それを７つの個

性として集合させたのが北杜市ということが、ほかの市に類を見ない形だと思います。新しい

形の市であろうと思います。 
 多くの市民は、それを理解し、期待もしているはずです。しかし、現業が本所、支所は証明

業務というふうな、今回の流れでは、サービスの向上、スピード化は望めません。せっかく地

域委員会の権限の中の諮問を待ってからでなく、自主的に意見表明ができるという建議の機能

があるにも関わらず、その意欲はそがれてしまうのではないでしょうか。 
 よくある中央集権的組織ではない、支所を活用できる組織であるべきだと思うのですが、よ

ろしくお考えをお聞かせください。 
 そこで、お願いをいたします。３つ申し上げます。 
 地域振興費の算定根拠について、個性づくりの支所の裁量権と予算付けは十分とお考えです

か。 
 もう１つ。７つの地域委員会の間の情報交換の機会があっていいと思います。互いに協力で

きることも多いはずです。 
 ３番目に、行政区の規模の適正化と地区未加入者の対策に積極的に取り組んでいただきたい
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と思います。行政とともに働きたいというふうに考えている方も大勢います。地域力の向上の

ためであります。 
 最後の質問です。 
 子育て支援事業についてであります。 
 新しい予算の中に、出産祝金の支給があります。産みやすい支援となるように、第１子１万

円、第２子５万円、第３子３０万円、第４子５０万円の支援をするということであります。 
 しかし、第１子から一律２０万円にできないものでしょうか。第１子出生時期の抱える経済

問題は重大であります。貯えの問題、そして給食による減収、育児にかかる費用、それらを考

えたとき、第１子を産むのに躊躇する。それは当然のことであります。このことが第２子、第

３子出生にまで影響が及んでいます。 
 平成１６年度北杜市の出生数は２５０人。出生率は１．４４人。少子化はどんどん進んでい

ます。それを打開するための秘策として、これくらいは必要と思いますが、いかがでしょうか。

市としても、それほど負担とはならないのではないでしょうか。お考えをお聞かせください。 
 もう１つ、これに関連しまして、保育料の軽減も同様です。第２子からではなく、第１子か

ら、その施策をお願いしたいものです。 
 以上４点の質問です。 
 大変苦しいと思いますが、北杜市の発展のために、ほかの市と違った施策をお願いしたいも

のです。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 千野議員のご質問にお答えします。 
 予算書、決算書も重かったという話でありますけども、提出案件が１６７件、私も長い議会

活動をしていた経験がありますけども、初めてであります。それだけに使命と責任の大きさを

感じ、頑張ってまいりますので、議員の皆さんをはじめ、市民の皆さんのご理解、ご協力を賜

りたいと思います。 
 はじめに、平成１７年度一般会計当初予算についてのご質問でありますが、新市建設計画に

おける財政計画は、それぞれの旧町村の財政規模をもとに各年度の決算見込み額を推計したも

のであります。 
 また、この間、国においては平成１８年度までを改革と展望の期間と位置づけた三位一体の

改革が進められております。このような財政状況の中で、平成１７年度北杜市一般会計予算の

編成を進めたところ、議員ご指摘のとおり、財政計画と比較いたしますと、約３０億円程度下

回った予算編成となったところであります。 
 平成１７年度は総合計画をはじめ、各種の計画策定に取り組んでまいりますので、これらの

計画において、緊急性の高い事業や地域の特性を生かした事業などを検討し、効率的に事業の

展開をしてまいりたいと考えております。 
 また、北杜市当初予算と旧７町村における当初予算額の合計額についての比較ですが、平成

１７年度が２５３億１千万円で、６億４千万円の比較して増。平成１５年度は２８５億８，
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６００万円でしたので、２６億３，６００万円減であります。 
 続きまして、総合計画策定事業について、申し上げます。 
 北杜市第１次長期総合計画につきましては、平成１７年度に作成を行い、１８年度から平成

２７年度までの１０年間の計画を策定するものであります。すでに作成されている新市建設計

画におきましても、環境問題に配慮した循環型社会の確立が基本理念となっています。 
 北杜市の自然の素晴らしさは、自他共に認めるところであり、この良好な自然環境の保全、

回復に努め、人と自然が共生する潤いのあるまちづくりを目指すため、将来都市像を人と自然

が躍動する環境創造都市と掲げています。 
 もちろん総合計画の中でも、人と自然にやさしい環境に配慮したまちづくりは、計画の柱と

なるよう考えております。 
 エコひいき、ユニークな提案であり、参考にさせていただきます。 
 また、平成１６年度に北杜市、まちづくり市民アンケートを実施しており、それらを反映し

ながら、総合計画策定の準備を進めているところであります。 
 次に地域づくりについての質問にお答えいたします。 
 １点目の地域振興費の算定根拠はについてでありますが、合併により旧町村において、これ

まで培われてきました、地域の個性や特色の核を発展させるための具体的手法として、また地

域のことは地域の中で決める地方分権の趣旨の実現のために、地域委員会運営要綱により、市

長の定める予算の範囲内において予算使途案を決定することになっております。 
 この予算使途額は北杜市の財政状況等を勘案する中で、平成１７年度は平均を２千万円と定

め、総額１億３，６００万円の執行経費について、議決をいただいたところであります。 
 ７町村対等合併の趣旨により、差異を極力少なくするために、均等割額を１，５００万円と

し、残る部分については人口割、面積割といたしました。 
 今後、事業の実施状況等を見ながら、以降の予算使途額については、検討をしていきたいと

考えております。 
 次に２点目の７つの地域委員会の間にも、情報交換の期間をについてでありますが、合併後

に委員を委嘱し、地域委員会を設置する中で、平成１７年度当初予算に予算使途案を反映させ

るために、短い期間でありましたが、精力的に各地区の委員会を開催していただき、必要とす

る特色や個性ある事業の方向づけがなされました。 
 今後、各地域委員会にも諮る中で、情報交換の機会等も検討し、さらなる地域づくりに向け

てのご協力をお願いするところであります。 
 次に、行政区の規模適正化と地区未加入者対策についてのご質問にお答えいたします。 
 地域を形成し、住みよい地域をつくるのも地域の皆さんであると考えます。お互いにボラン

ティア精神を持ち、地域力を高めることが望まれるわけでありますが、現実的には別荘地など、

広範囲に点在している住宅が多く、難しい点もあります。 
 自治会組織は行政区を補完する形として位置づけ、行政連絡をとってまいりたいと考えてお

ります。 
 次に子育て支援について、いくつかお尋ねをいただいております。 
 少子化は大変な課題でありますが、また国の存亡にも関わる重要な問題であり、国も地方も

頭を悩ましているところであります。 
 関連がありますので、一括してお答えいたします。 
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 まず、出産祝金および保育料につきましては、合併協議会運営調整会議で協議し、決定した

ものであります。合併して、まだ５カ月、成果、効果を問うには、また、見直しをするには、

時期尚早と考えます。現行制度で今しばらく様子を見たいと思います。 
 いずれにしても、少子化対策は他の町村との、あるいは県との絡みも見ながら、臨機応変と

いいましょうか、弾力的に予算を考えていきたいと思います。 
 次に予算３，３８４万円の算出の内訳ですが、第１子の１万円については１１４人、第２子

の５万円については１２０人、第３子３０万円については６８人、第４子以降５０万円につい

ては１２人と予想しました。 
 なお、昨年の出生数２５０人が第何子かの内訳でありますが、合併前は出産祝金を給付して

いない町もありましたが、実績につきましては２５２人であり、その内訳は第１子は１０８人、

第２子は９３人、第３子は４４人、第４子は７人でありました。なんとか少子化に歯止めをか

けたい、みんなで考えて頑張りたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 ４番議員、再質問はありませんか。 
 千野秀一君。 

〇４番議員（千野秀一君） 
 地域づくりのための部分なんですけども、地域振興費の算定根拠は先ほどの説明でよく分か

りました。しかし、中央集権的な市をつくるというのであれば、この広大な面積を持った北杜

市では、地域間格差が生じることは明らかです。そういう意味で支所をしっかり自立させるた

めには、支所に対する予算立てを、他の市とは違った形で考えていかなければならないという

ふうなことを感じますし、市民は要望しているはずです。 
 そういう意味で、地域振興費、あるいは地域委員会に対する市民の期待は大変大きいものが

ありますので、そのことについてのお考えが、ここで予算づけとして配慮されたかどうか。あ

るいは、これから配慮していく必要性があるかどうかをお聞かせ願いたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 地域委員会なるものは、合併した数ある日本の自治体の中にあって、誇れる結果であったと、

制度であると思っております。 
 そういう意味からすれば、文字どおり地方分権、地方主権の時代にふさわしいものをつくっ

ていただいたと。当時の町村長等々の皆さんにも、私は敬意を表したいと思っております。 
 そういう意味からすれば、今回は地域委員会の予算７町村の総額として、１億３，６００万

円を予算計上したわけであります。 
 この１年間の、１７年の実績を見ながら、さらに１８年度は厚くしたほうがいいのかと、見

直していくのがいいのかという問題は考えたいと思いますけども、配分方法についても、先ほ

どいいましたとおり、対等合併であったわけでありますので、極めてバランス感は執行として

も考えて、予算計上したつもりであります。ご理解をいただきたいと思います。 
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〇議長（清水壽昌君） 
 ４番議員、まだ質問はありますか。 
 （ な し ） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで４番、千野秀一議員の一般質問を終わります。 
 次に２７番、岡野淳君。 
 岡野淳君。 

〇２７番議員（岡野淳君） 
 ２７番、岡野淳でございます。 
 私は本日、この一般質問において、将来、この北杜市、ひいては我々の、この国を背負って

立つ子どもたちのことについて、市長のお考えを伺いたいと思います。 
 まず、子どもたちを育てていくためのことに関わることについて、お尋ねします。 
 国の三位一体の財政改革がいよいよ現実味を増してきて、地方自治体の財政運営はますます

厳しい判断を迫られることになります。 
 限られた財源の中での緊縮運営が避けられないのは当然のこととして、その影響が各方面に

実際にどのような形で出てくるのか。これは、１７年度予算が動き出してからでないと見えて

こないことも多いのではないかと思います。 
 そうした中にあっても、保育園、あるいは幼稚園、小学校、中学校など、子どもたちの育成、

教育の場にかかる予算については、極力配慮すべきだと考えております。 
 三位一体の改革によって地方財政が厳しくなるからといって、単純に予算を削減することが

北杜市、ひいては我が国を担うべき子どもたちをどう育てようかという場において、予算がな

いから必要な先生に来ていただけないとか、給料が安くて非常勤の先生の生活が成り立たず、

先生、あるいは保育士という仕事を辞めざるを得ないということが、起きてくるんではないか

と懸念されます。 
 現実にご主人を病気で亡くし、２人のお子さんを抱えて働いた臨時職員の方が、生活を維持

できなくなり、後ろ髪を引かれながらお辞めになったという事例もあります。 
 今の給与体系の考え方というのは、給料はこれしか出せないが、それでよければどうぞとい

うものと言わざるを得ません。伴侶の収入があれば、それでもいいかもしれませんが、資格を

持った人が仕事として、その職に就くことが、例えば生活を支えられないために、できなくな

るとしたら、これから先、子どもたちを取り巻く現場に、本当に必要な人材が確保できるとは

限らないということが考えられます。そういうことがないよう、子どもたちを育てる現場には

しっかりと予算をつけなくてはならないと思っております。 
 市長は昨年末の施政方針の中で、真に支援を必要としている人に対しては、より重点的にサー

ビスの提供を行うと答弁なさいました。 
 市長が聖域を設けないということは十分理解しますが、将来、この国を背負う子どもたちの

教育の場は、あえて聖域として手をつけないというくらいの、手厚い予算措置を講ずるべきだ

と思いますが、その点について市長のお考えを伺いたいと思います。 
 次に少子化対策の考え方について、伺います。 
 前の千野議員さんの質問にもありましたが、本定例会の施政方針の中で市長は少子化対策の

一環として、結婚祝金、ならびに出産金の支給、第２子以降の保育料軽減、また保育園の建設、
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学童保育の充実ということを挙げられております。これは大変結構なことであり、大いに賛同

するものであります。しかし、これが本当に少子化対策の根本的解決策となり得るものなので

しょうか。 
 結婚したから金一封、初めての子どもが生まれたから金一封、若い夫婦が、それではもっと

子どもをつくりましょうということになるんでしょうか。この時代、子育てには長い間、経済

的な負担がのしかかります。祝金は一時的に家計の助けにはなるでしょうが、そのことによっ

て、２人、３人と子どもをつくるという根本的な問題解決になるとは、私は思えないものであ

ります。 
 もし、経済的援助をすることが少子化対策になるのであれば、子どもの教育にかかる長期間

にわたる経済負担を軽減するために、２人目以降の保育料軽減に留まらず、より経済負担が大

きい高等学校、あるいは大学、大学といっても、これは国公立でしょうけども、そういったも

のの授業料に対する補助など、長期にわたる学費援助も視野に入れるべきではないかと考えて

おります。 
 子どもが小さく、比較的お金がかからないうちに金一封をもらって、２人、３人と子どもが

できて、最もお金がかかるころになって何もないということでは、若い夫婦の経済的な負担は

大変なことになるのではないかと懸念いたします。 
 また、保育園建設は、これももちろん大変結構なんでございますが、子どもを預かる体制を、

どこまで充実できるか、これがもっと重要なことだと思います。 
 より高度な専門知識を持ったスタッフが十分に確保でき、ただ、子どもを預かるだけではな

く、預かっている時間は親の代わりに育てることができるような保育園でなくてはならないと

思います。つまり、スタッフをより充実させるための予算が必要だということになります。 
 保育園の器の良し悪し、それはともかく、そこにいるスタッフがより充実していることのほ

うが、子どもたちにとって大切なことだと思っております。 
 こうした人的財産の確保に対しては、先も申し述べたように、あえて聖域として、予算を措

置することが必要だと思いますが、市長はこの点いかが、お考えでしょうか、ご答弁をお願い

いたします。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 岡野議員の子どもたちに関わる予算措置について、お答えいたします。 
 安全、安心で明るい社会は健康が宝であり、少子化はふるさと存続の危機である。医療と少

子化対策に取り組みたい、私の基本的な考え方であります。子どもの保護、育成、教育にあたっ

ては十分な支援を考えていきたいと思います。 
 したがいまして、予算措置については適正な判断のもと、行政が支援する部分、住民、保護

者が負担する部分の見極めをしっかり行い、対処してまいります。 
 将来の北杜市を担う子どもたちの健全な育成は、北杜市に課せられた重大な使命であります。

厳しい予算の中ではありますけども、米百俵の精神で子どもたちの育成に努めていきたいと思

います。 
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 次に少子化対策の一環で、長期にわたる支援の方策として、高校生、大学生への学資援助を

考えたらとの質問ですが、現在、経済的理由による就学困難な高校生、大学生等に対しては、

日本学生支援機構の学資金貸与、母子及び寡婦福祉法による母子寡婦福祉資金の就学資金貸与、

生活福祉資金の就学資金貸与等の制度があります。 
 その他、税政面においても、この時期の子どもの養育にあたっては、特別の扱いがされ、保

護者の負担軽減を図っています。このような中で、高校、大学の就学にあたっては現行の貸与

制度を十分活用していただきたいと考えます。 
 また、児童施設の体制整備についてですが、職員の資質の向上については指導官が中心となっ

て研修、研究課題を設定し、ともに研鑽しながら保育士の資質の向上に努めています。 
 また、県が主催する乳児研修、障害児研修、音楽リズム研修、園長研修等には積極的に参加

し、研修を受けた者が講師となり、研修会を開き、情報を共有し、保育の向上に日々、努力し

ているところであります。 
 先ほど、また岡野議員がいろいろな意味で子育ての話をしていただきました。物を与えるだ

け、金品を与えるだけではうんぬんというようなお話もあったわけでありますけども、私も質

問を聞きながら、率直に思ったのでありますけども、昔の親は、考えてみましょう。私事で恐

縮ですが、私も６人兄弟でありますけども、やっぱりそんなに家に所得があったわけではない。

どこの家庭もみんな共通したところがあろうと思います。でも、その厳しい家計の中であって

も、やっぱり昔は子育て教育が、まず最初に主たる支出の枠だったと思います。そして、その

次に衣食住を考えた。そして、最後といいましょうか、こちらのほうに、世間並みの生活とい

いましょうか、その他の家計のウエイトがあったと。今の時代はなんとなく情報化が進んで、

こっちからスタートしているような気がする。家計の一番のウエイトが、世間並みの生活をし

たい。そして衣食住を考える。そうして、子育て教育の家計のウエイトのような気がする。だ

から、どうしても子育てに費用がまわらない、金がない。こんなような感じがするわけであり

ます。 
 福祉で言うならば、自助、共助、公助という言葉がありますけども、なんとなく自助よりも

公助のほうにウエイトがいってしまっているというのが、今共通の、私たち北杜市民ばかりで

はありません。全国共通の日本の姿だとも思います。だから、なんとか少子化対策にしてもそ

う、福祉行政にしてもそうだと思います。 
 まず人づくり、教育のためにという意識改革を地域住民が考えていかなければ、金品を与え

るだけで、少子化対策にはならないと思っているところであります。等しく市民、ご理解をい

ただく中で、少子化対策に歯止めをかけたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 ２７番議員、再質問はありませんか。 
 岡野淳君。 

〇２７番議員（岡野淳君） 
 今の市長のご答弁の中で、最後に出てきた昔と今とでは、少し考え方が変わってきたんでは

ないかということが、実は私も一番、頭の奥のほうにありまして、まさに、そのとおりだと思っ

ております。そういう意味で、ちょっと安心をしましたけれども、ちょっとたまたまなんです
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が、昨日の厚生労働省の女性労働白書というのが発表されておりまして、新聞に出ていたんで

すけども、これは都市部の話です。すぐには当市と直結する問題ではないかもしれませんが、

幼い子どもを持つお母さんたちの就労が、非常に困難であるという報告が出ています。 
 いろいろ理由はあるんでしょうけども、保育所不足や勤務時間の長さなどが影響し、仕事と

育児の両立が難しいのではないかという分析が出されていますね。 
 すぐに当市がそのことが、まったく同じように起こるということではないにしても、都市間

で起きているのは、北杜市にもやってくるわけです。 
 それから、もう１つは生活環境が活発化してきて、おじいさん、おばあさんと一緒に暮らせ

ないというような生活様式になってきている家庭が多くなってくるわけです。 
 したがいまして、先ほど来、いろいろな方が質問出しているように、子どもたちをいろんな

形で預かってもらう施設の充実というのは、これは非常に市長がおっしゃるように大事だとい

うことだと思います。学童保育しかり、保育園しかり、いろいろな形があるとは思いますけど

も、市長がそこらへんを充実させるんだとおっしゃっていることについて、何か具体的にこう

いうことがすぐ、手がつけられることがもしあれば、ちょっとお聞かせいただきたいと思いま

す。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 非常に枠の広がった質問でもあるような気がしますけども、言うまでもなく男女共生社会と

か、女性の雇用機会均等だとかという中であって、生活様式もいろいろな意味で変わってきて

いることは確かであります。そんな中で、女性の就労が困難であるという報道がされたという

ことであります。 
 だんだん露骨な表現になりますけども、私は個人的には、基本的には女性は家庭をしっかり

守ってもらいたいとは思っておりますが、その議論は別としまして、女性の社会参加、男女共

生雇用機会均等、極めて自然の流れだと思います。 
 そういう意味からすれば、ご指摘のとおり、北杜市としても児童館といわず、保育園の朝、

夕の延長保育をはじめとして、女性の社会参加には、雇用機会には極めて前向きに、今までも

対処してきました。これからも、そのニーズに応えていきたいと思っていますので、ご理解を

いただきたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 ２７番議員、まだ質問はありますか。 
 （ な し ） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで２７番、岡野淳議員の一般質問を終わります。 
 暫時休憩します。 
 午後は１時より再開いたします。 

休憩 午前１１時５４分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 １時００分 
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〇議長（清水壽昌君） 
 再開いたします。 
 一般質問を続けます。 
 ５番、五味良一君。 
 五味良一君。 

〇５番議員（五味良一君） 
 ５番、五味良一。 
 白倉市政誕生以来、早４カ月が過ぎようとしております。７つのカラー、７つのブレンドを

キャッチフレーズに人と自然が躍動する環境創造都市づくりという、素晴らしい構想の中、ス

タートし、私も議員の一人として、一生懸命まい進する覚悟でございます。よろしくお願いを

いたします。 
 さて私、今回３点、市長に伺います。 
 まず最初に市長の施政方針の中で、本市には先人が守り続けてきた緑豊かな里山があります。

近年地主の山離れや高齢化、後継者不足などにより、管理が行き届かない状況が見られ、誠に

残念です。間伐による里山の整備を進めるため、里山環境整備調査を実施し、そしてふるさと

の山々の育林にあたってまいりますと述べられました。 
 前回、里地里山について、一般質問いたしましたが、再度、里山の保護について伺います。 
 前回、市長の私に対するお答えの中で、指定エリアが必要との回答をいただきました。私も

一度に、この５７０平方キロメートルという広い北杜市の中で、多くの指定エリアが一度に認

可されるとは思っておりません。可能なところから、何年かかってもよいと思っております。 
 農林業に従事する者の高齢化、所得の減少、若い担い手の減少などにより、生産活動が低下

し、耕作放棄地や間伐が行われない森林が増加するなど、里山の荒廃が進行しているところで

す。 
 昨日、林議員の中にもありましたが、ＮＰＯ、第三セクターの質問がありました。したがっ

て、どうしても公共機関、あるいは法的機関に対応していただかなければなりません。里山の

復活をテーマに、里山の魅力を最大限アピールしていく必要があると思います。そのために、

ボランティアネットワークを設立し、都市住民に農業体験や森林体験を通して、里山の魅力を

肌で感じてもらい、都市と農村がともに活力ある北杜市の未来を創造していくことを目指すべ

きだと考えます。 
 未来ある子どもたちのために、昔のように、素足で歩ける美しい里山の復活を願うものです。

市長の考えを伺います。 
 次に、富める杜づくりについて伺います。 
 市長の施政方針の中に茅ヶ岳山麓の畑地帯圃場整備を行い、農産物の生産を目的とする工場

誘致に努め、太陽日本一を売り込むとともに、雇用の拡大を図っていきたいと考えますと述べ

られました。 
 都市で生活するサラリーマンや高齢化の都市生活におけるストレスの高まりなどから、田舎

生活、スローライフといったライフスタイルを求める動きが、近年、特に目立っています。北

杜市においても、このようなライフスタイルをもって、都市から移住する人が年々増加してい

るのです。都市から移住してくる生きがい農業者、自給的農業を目指す農業者なども増えてく

るかもしれません。このような多様な価値観のある、活気ある都市住民を積極的に受け入れ、
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地域社会の活性化を図ることが大事だと思います。 
 現在、茅ヶ岳の畑地圃場事業は浅尾工区が終了し、梅ノ木工区が一部停止状態でしたが、再

開し、完成を目指しております。永井工区、約２年にわたってストップしております。工場誘

致もカゴメの生食トマトの生産に向け、動いておりますが、いまだ、先が見えない状況下にあ

ります。 
 昨日、秋山議員と重複いたしますが、一部省略しても結構でございますが、状況をお教え願

うとともに、一刻も早期完成に向け、ご尽力をいただきたいと思います。市長の考えをお聞か

せください。 
 次に３点目、少子化対策の子育てについて伺います。 
 現在、全国的に出生数が激減しております。市長の施政方針で、仕事と子育ての両立、子育

ての負担感の増大等があると言われている、次の世代を担う子どもたちを安心して生み育てる

ことができる環境をつくることは、社会全体で取り組むべき重要な課題でありますと述べられ

ました。 
 今回、私は学童保育について、質問いたします。 
 ７つの町村が合併し、それぞれの旧町村で、児童館、学童保育の活動をしておりますが、各

施設で、いろいろな問題を抱えております。 
 １つ目として、施設。北杜市の中でも児童館と学童館が同敷地内にあるところ、また距離を

置いてあるところ、児童館が全然ないところ、まちまちであり、児童館と学童保育を同敷地内

で望む声が多く、また児童館と学童保育の違いを知ってほしい、理解してもらいたい等の声も

多く、事実、白州と清里においては施設の広さ、１人当たり１．９８平方メートルという基準

を下回っているように思います。 
 また、各施設管理面においても、雪かきをしたり、大雨のとき排水路詰まりを直したりと、

すべて指導員まかせといったところが多く、対応するのに苦労しているようであります。 
 ２つ目として、受け入れの児童数ですが、長坂町の場合、４カ所にあるということかもしれ

ませんが、すべて定員に達していない場合もあり、須玉、大泉のように定員オーバーのところ

あり、入所基準表をもとに、きちんと定員確保をしているところあり、まちまち。また、基準

でふるい落とされた人の中にも、あの家庭が入れて、なんで私の家庭が駄目なんだという苦情

も多々あるようでございます。 
 ３つ目として、指導員の確保。児童館と併設の場合、館長ないし職員がいて、事務等の対応

をし、子どもの世話は指導員が行っているケースが多いが学童保育単独の場合、すべて指導員

の人たちで管理している場合が多く、また補充員にしても確保している施設はいいんですが、

いないところは有事の際に、人のやりくりに苦慮している。 
 長坂の場合は４カ所の施設で、お互い連絡し合い調整して、今のところ、うまく運営してい

るようですが、明野のようにそれがままならない施設においては、毎日遅くまで事務処理をし、

なおかつ家に書類を持ち帰り、残業をしているところもあります。 
 ４つ目として、給与体制、今年度４月１日より時間給８００円ということですが、先ほど岡

野議員が質問していただいたこと、一部割愛いたします。 
 見直しをできないものか。高根のように減給、時間給７９０円で１０円上がるが、実際は時

間規制になるため、事実下がる。すべて、職員が実際には下がることになる。現場の多くの声

が人の子どもを預かる現況を把握して、資格者とそうでない人の差があってもよいのではない
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か。 
 中には、私は子どもが好きで資格を取り、この職業を選んだのに時間を規制され、給料が下

がるんでは、先が思いやられる。また、夫がいない状況で子どもを育てながら、この給料でど

うやって今後生活をしていったらよいのか。子どもたちが好きで、この職業を選択した以上、

いまさら別の職に就くのも考えものだという人もございます。 
 この点をふまえた中で、見直しができないものか、持ち時間があんまりないので、現場の人

たちの声をまとめてお伺いをいたします。 
 ４月１日より、土曜日も全施設で受け入れをするようですが、学童保育の土曜開設について

は、現在実施しているところは、それなりの理由があり、実施していると思いますが、どうし

て、どのような理由で土曜日を開設するのか。開設する場合、もし子どもに事故が、あるいは

緊急を要することが起きた場合、学校、支所、本庁が休みなのにどこへ連絡し、誰が来てくれ

るのか。パートの指導員に、そこまで責任を持たせるのか。指導員が１人のときはどうするの

か。希望が少ない場合も開けるのか。児童館を利用したほうが、人件費的に節約できるんでは

ないか。市の執行側から現場の状況を見て、聞き、確認しないで、一律にしてしまってよいも

のなのか。長期休みが、午前８時から午後７時までになるということですが、１日１１時間を

少ない指導員で、どのような体制で始めるのか。現実、昼休みはない状態で、補充員を各施設

で探せとのこと。少ない人員で、子どもたちの面倒をみている中では無理なこと。市のほうで

募集してあげたらどうでしょうか。まだまだ、各施設ごとに要望はありますが、時間の関係で

割愛させていただきます。 
 現場で働く指導員の人たちが、よりよい環境の中で仕事をしてもらうことによって、学童保

育の子育てにも影響があると思います。子どもを預ける親のモラルもあると思いますが、もう

少し、市の関係者も現場へ行き、現場の指導員の人たちの意見を大いに取り入れ、働きやすい

環境を考えてあげてやってもよいのではないでしょうか。北杜市の中で、保育にかかる人たち

全員を対象とした話し合いの場、自由に意見交換のできる機会をもっとつくってもらいたいと

思います。 
 以上、市長に３点、お伺いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 五味議員のご質問にお答えします。 
 最初に、緑豊かな里を守ることについてであります。 
 五味議員には、緑の大切さを強調されながら、１２月にもご質問をいただいたところでもあ

ります。ご理解をいただき、大変心強く思います。 
 森林林業をとりまく環境は、近年生活様式の変革、木材価格の低迷、過疎化、高齢化による

担い手の減少等により、先人が守り続けてきた緑豊かな里山の管理が行き届かないために、荒

廃が危惧されております。 
 これら先人、先輩が育てた緑資源を守るため、間伐等の促進を積極的に推進し、５０年、

１００年後を見据えた事業展開をしたいと考えます。 
 現在、北杜市には私有林、市有林、民有林を合わせ、１万４千ヘクタールの山林があります。
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この半分ぐらいを、せめて目標に実施してまいりたいと考えています。 
 この事業の実施にあたっては、所有者の理解を得、負担を極力軽減する中で、国・県の補助

事業を取り入れながら、森林組合等の協力をいただく中で、整備を進めたいと思います。 
 エリア設定の話等々が先ほどあったわけでありますけども、この基本的に国、県の補助事業

を取り入れるには、森林整備計画を立てなければならないということであります。ご承知のと

おり、事業の性格上、例えて言えば、もう１７年度事業は当初予算で、これで終わりでありま

すけども、仮に１８年度事業の国、県の補助金へのっていくとするならば、森林整備計画を北

杜市としては５月か６月にまとめなければならないわけであります。そうして、やっと県を経

由して、国へいって、もう国は１０月ごろは１８年度予算の丁半数字をそろえなければならな

いということであります。 
 だから、これから全力でやったとしても、１８年度事業に森林整備の国、県の補助事業にの

るには難しい。なんとか１９年度事業には、これをスタート切りたいという思いで頑張りたい

と思います。いずれにしましても、里山を守り、育てるために全力で頑張っていきたいと思い

ます。 
 次に産業を興し、富める杜づくりについての質問にお答えいたします。 
 秋山俊和議員の質問にもお答えしたところでありますが、平成１７年度永井原工区へ着手い

たします。しかし、すでに着手しております梅ノ木工区につきまして、一部未整備個所が残り

ますので、流用といいましょうか、永井工区のほう、梅ノ木のほうへまわしての整備を進める

ことになります。 
 なお、永井原工区につきましては、計画面積５５ヘクタールのうち農地の有効利用と農業の

活性化を図るため、約１５ヘクタールを第１工区とし整備し、カゴメ株式会社より話のありま

した生食用トマト生産施設を誘致したい考えであります。 
 平成１７年度には団地が完成できるよう、現在、関係機関と細部にわたっての協議を進めて

おります。 
 なお、団地が完成次第、業者が施設の建設に入っていくと思われます。これに向け、全力で

取り組んでまいります。この企業誘致実現により、日照時間日本一を全国にアピールできると

ともに、農業振興や雇用においても、大きな期待ができるものであります。 
 次に少子化対策の子育てについて、お答えいたします。 
 北杜市においては、合併以前から旧７町村で学童保育の事業を実施してまいりました。現在、

１１カ所の学童保育施設があります。 
 なお、平成１７年度には高根町に１カ所の建設を計画しております。平成１７年度における

入所希望児童数は定員３７３名に対しまして、４０１名となっております。指導員につきまし

ては２８名です。平成１７年度より、土曜日におきましても開設を行い、最長午後７時までの

延長保育の実施をいたします。 
 そして、現状の指導員に緊急的な指導員を確保し、事業の充実を図ってまいります。指導員

の給与体制は旧町村により格差がありましたので、すべて時給により支給することで統一いた

しました。 
 学童保育は比較的新しい事業でもあり、いくつか問題点も指摘いただきましたが、現場の状

況をみながら、また、見直しの必要があれば検討してまいりたいと思います。 
 対象児童につきましては、条例にありますように、基本的には小学校１年から３年生までと
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なっており、それ以外については、市長が特に必要と認めた場合となっております。ご理解を

いただきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 ５番議員、再質問はありませんか。 
 五味良一君。 

〇５番議員（五味良一君） 
 先ほど、市長のお答え、里山の件はまた、今後ともよろしくお願いをいたします。 
 ２番目の永井原の件ですけども、昨日も今日も聞くところによると、カゴメが中心のような

ご答弁をいただきましたけど、大半が要は公社および地元の人たちの畑の関係でございます。

先ほど市長の関係で１７年度には、すべて完了するとお答えがありましたけども、１７年度は

もう今年で終わるわけですので、たぶん１９年度ではないかなという感じはいたします。その

へんもふまえた中で、早期完成を目指してお願いしたいと思います。 
 それで、３つ目の学童保育ですけども、私が聞きたかったのは、その現場で先ほど時給

８００円という話がありますけど、要は資格を持っている人、持っていない人の格差および今、

時給８００円ということで、非常に皆さんが、みんな減給ということで困っておりますので、

そのへんの早期見直しを再度、お願いしたいと思います。 
 それと、その学童保育もですけども、とにかく現場の状況を、現場の人たちの意見を多数取

り入れる中で、なんとか現場の人たちの意向に報いられるよう、よろしくお願いをしたいと思

います。 
 以上、よろしくお願いをいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 私の答弁が舌足らずで、申し訳なく思います。 
 永井原工区については、計画は５５ヘクタールであります。そのうち、一言で言えばカゴメ

を早く誘致したいということの中で、１５ヘクタールだけは、１７年度中になんとか整備をし

たいと。そして１８年度からカゴメが、業者でハウス等々を考えてくれるだろうという思いで

あります。残りの４０ヘクタールについては、引き続いて１８年度から、１７年度から事業の

継続の中で考えて、トータル、梅ノ木工区は５５ヘクタールをやりたいということであります。

そうすると、明野の茅ヶ岳地域の畑の圃場整備、畑総なるものはトータル的に見事な圃場にな

るはずであります。願わくは、他の地域においても、このような畑の圃場整備を今、しっかり

することが大切ではないかと。田んぼの圃場整備をして、これだけ喜ばれると、やらなかった

らうんぬんだという思いが、きっと畑にも出てくると思うわけでありまして、茅ヶ岳の、永井

原工区については、そういう意味で、おかげさまで、５５ヘクタールが１７年度から１５ヘク

タールをスタートにできるということでありますので、ご理解をいただきたいと思います。 
 それから、学童保育の指導員の給与体制の問題でありますけども、先ほどご説明しましたと

おり、基本的には７カ町村がそれぞれでやってきましたから、いろいろな意味で、格差という
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ことでなくて、差があったことは確かであります。でも、いろいろな意味で、現場の状況を見

ながら見直しを含め、公平な給与になりますよう、時間給であります。見直すことは見直して

まいりたいと思います。ご理解ください。 
〇議長（清水壽昌君） 

 ５番議員、まだ質問はありますか。 
 五味良一君。 

〇５番議員（五味良一君） 
 私が質問した中で、まだまだお答えの足らないところが多々あると思いますけど、時間がき

たために、私、機会がありましたら、次回も、この件について質問をしたいと思います。 
 要は土曜開設する場合の、いろいろな補償の面で、ちょっとまだ市長のお考えを聞いており

ませんので、また機会がありましたら、よろしくお願いします。 
 ありがとうございました。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで５番、五味良一議員の一般質問を終わります。 
 次に２８番、小林忠雄君。 
 小林忠雄君。 

〇２８番議員（小林忠雄君） 
 ２８番、小林忠雄です。 
 ３点について、お伺いいたします。 
 第１は保育園児の送迎について、支援策はないか。お尋ねいたします。 
 須玉統合保育所は７月１５日の竣工に向けて、ただいま本体、付属施設、道路工事等、急ピッ

チで８月の開園に向けて進んでおりまして、通るたびに素晴らしい施設になるんだなというふ

うな状況を感じることができるわけでございます。 
 この施設におきましては、当初、いろいろ建設にあたり、複数園にするのかというような議

論があったと思いますが、その中で最終的には施設を統合して、当初は園児の送迎をいたしま

すよと。大変遠くなりましたから、しますよというようなお話があったわけですが、その後、

送迎は行いませんというような方向に変更されました。 
 このたび津金、多麻、若神子の３保育所はすでに廃園になるわけでございます。すでに増富

保育所は休園中で、もう４年も経っているわけでございますので、４つの保育園は廃止される

ということになります。 
 統合保育所に通うには、遠距離通園児がございまして、最長で２０キロぐらい距離がござい

ますので、送迎には相当の時間がかかるわけでございます。この時間について、お母さん方よ

り送迎バスの運行を望む声が複数寄せられているわけでございます。 
 通園にあたっては、それぞれ家庭の事情の中で条例にあるとおり、大変厳しい状況をクリア

した者だけが通園許可されるわけでありますが、今の状況からいきますと、就学前の１年、あ

るいは２年間の集団生活は、次のステップに進む小学校教育の前提ともなるもので、必要不可

欠の過程と考えるものであります。 
 少子高齢化社会への現状の中で、今議会の冒頭、市長は市政方針の中で出生率が１．４４、

大変減少していますよと。人数も１０年前と比較しますと、１８０人も減少していますよとい
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うようなお話がございまして、これがこのまま推移するとは分かりませんが、近い将来、出生

率の低下により、各地で園の統廃合は避けて通れない現象が発生するものと考える次第であり

ます。 
 統合いたしますと、市の財政にとっては大変なメリットがあります。ライニングコストが少

なくなるわけですから、大変メリットあると思います。ただ、反対に先ほど申したように、保

護者にとっては送迎によるデメリットが発生します。 
 この統合による大きなメリットの部分を子育て支援策として、統合が行われます、この地区

から通園する園児に対して、通園、送迎バスの運行を含めた支援をすべきと思うが、考えを伺

うものであります。 
 それから、第２点でございます。 
 道路改良について、要望と取り組みについての考えを伺います。 
 増富温泉は一昨年末ころより観光、あるいはガンの血管障害の療養目的で訪れる観光客が、

特に多くなっておりまして、ホテル、旅館は満員の状況が続いております。 
 また、同地にあります市営の増富の湯も、１６年度は１０万人を超える予想の入浴客で賑わっ

ているわけでございます。 
 ただ、ここにいくまでのライフラインが大変急坂であり、あるいは狭隘な場所があって、住

民の交通安全の確保、あるいは観光振興のためにも、特に次の個所の改良が必要であります。 
 改良を必要とする個所は３カ所と、私は見ておるんですが、申し上げますと、市道の日向と

いう地区の入り口でございますが、塩川トンネルの上部約１５０メートル。それから日向と日

陰にまたがる、通称ソリガミといわれる地名の場所でございますが、おのおの１５０メートル

にスノーシェード、覆いですね、この新設を、あるいは若干、手前のほうも不足しております

ので、増設を望むものであります。昨年の末から、大変降雪の日が多くて、道路が積雪と凍結

によってスリップ事故も発生しておりまして、大変危険な個所と、私は思っております。 
 この道が唯一の通勤、通学の生活幹線道路でありまして、マイカーで通う地元住民、また公

共の機関であります山梨交通バスも、特に山梨交通バスについては、手前で折り返し運転がた

びたび行われるような状況でございますので、ぜひ、この対策を願うものであります。 
 それから、引き続きまして、温泉のすぐ近くでございますが、大変、このところは道路が狭

隘でありまして、すれ違いにも、大変難渋するところでございます。それから、すでにありま

す道路ですが、補修で穴が空けば、すぐアスファルトで埋めるというようなことの中で、大変

道路が波打っておりまして、これも道路の改良が必要であると、こんなふうに思うわけでござ

います。 
 もう１点は、現在は通行止めとなっております旧県道の早期整備でございますが、聞くとこ

ろによりますと、あと１年半ぐらいで完了するというように言われておりますが、ここは通常

は交通止めで、紅葉シーズンのみ、１１月の２週間ぐらいの一定期間しか通行できないと、徒

歩通行のみできるというような状況になっております。 
 以上３点につきまして、大変地域では改修を強く要望しておりますし、観光振興の面からも

関係当局と協議の上、早急に改良されるようお願いするものでございます。 
 第３点でございますが、介護予防についての考えを伺います。 
 高齢化の一層の進展に伴い、北杜市としては１７年度には各種介護予防の事業を実施する予

定になっておりまして、機能の回復、あるいは維持、介護の予防に力点を置いた高齢者対策を
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とっておることも存じております。また、こういう過疎化が進んでいる当市、あるいは地域に

よれば３人に２人は高齢者と言われるような、私どもの地域については、やはり高齢者の方に

日常生活が楽しく送れるような施策が必要ではないかと思います。 
 そこで、日常的な介護予防運動は筋力の低下を予防して、足腰を強くなるような、継続すれ

ば、大変効果のあることも事実であります。これが市全体で広範に、かつ多くの対象者で取り

組めば、一層の効果が期待できて、社会福祉費の負担減になるものと思われます。 
 この１７年度の計画の中では、市の施設利用、あるいは保健師等の指導が中心となっており

ますが、やはり実際に手足を動かす運動が必要ではないかと、かように思うわけでございます。

そうした中では高齢社会とか、高齢者の会だとか、あるいは公民館などの社会教育機関、ある

いは社会体育の体育指導員等の援助もできれば、非常に効果があるんではないかと思われるわ

けであります。 
 こういったことは最小の費用で、最大の効果が発揮できると思われますので、市全体で取り

組むことが必要ではないか、かように思いますので、この介護予防について、具体的な方針が

ありましたら、お聞かせ願いたい、かように思うわけでございます。 
 以上３点、申し上げまして、私の質問といたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 小林忠雄議員のご質問にお答えいたします。 
 保育園の送迎バスについて、お尋ねいただいております。 
 送迎バスの取り扱いについては、建設時に保護者へのアンケート調査では、８５％が送迎バ

スは不要、またはどちらでもよいとの回答をいただいております。当面、その結果を尊重し、

従いたいと思います。ただ今後、市内の路線バスの利用もできるよう、検討してまいりたいと

思います。 
 将来、市内での統廃合が考えられますので、その都度、関係者と協議して通園対策を考え、

検討していきます。ご理解をいただきたいと思います。 
 次に道路改良について、いくつかお尋ねをいただいております。 
 質問の道路については、議員ご承知のとおり、増富の観光施設へのアクセスはもちろん、生

活ライフラインとしても、重要な路線であると思います。あの地域は全国植樹祭もありました。

先輩たちの大変な努力もありました。だいぶ、道路改良は進んだことは事実だと思います。 
 最初に市道塩川東小尾線にスノーシェードの新設につきまして、お答えいたします。 
 県道韮崎増富線で塩川トンネルから日陰地内までの間、延長２，１５６メートルは県道の廃

道処分計画を受けて、市道認定を行い、それに伴い、市道塩川東小尾線を県が県道認定を行い、

県の管理となる予定でありますので、スノーシェードの新設について、強く県に要望していき

たいと思っております。 
 次に東小尾地区から増富温泉までの県道拡幅と舗装改良につきまして、お答えいたします。 
 現在、県では防災工事を行っております。また平成１７年度から下水道管布設工事が始まり

ますので、その工事が完了後に舗装復旧を行う予定です。 
 県道拡幅につきましては、地元の土地の協力が得られるならば、県に要望していきたいと思っ
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ております。 
 次に、旧県道の早期整備による通行促進についてお答えいたします。 
 旧県道につきましては落石防護ネット、舗装復旧、ガードレール等の整備も終わり、近々市

道認定を行う予定であります。現在の市道塩川東小尾線につきましては、県道認定となります

ので、車の通行はこの県道を利用していただき、旧県道につきましては、増富観光協会とも協

議しながら、市としては歩きながら散策できるような使い方を考えております。 
 次に介護予防について、お答えいたします。 
 介護予防事業の実施にあたっては、長寿者クラブや教育委員会の公民館事業との連携を図っ

たらいかがとのことですが、平成１７年度における介護予防事業は介護予防拠点施設を活用し

た筋肉トレーニング事業、水中運動教室、出前介護予防教室、家族介護支援事業、高齢者等生

活支援事業をはじめ、多くの事業を計画しています。 
 介護予防の推進は、１つのセクションだけでできるものではありません。新年度においても、

北杜市長寿者クラブ連合会、北杜市社会福祉協議会、体育指導員というご指摘もありました。

ＪＡ梨北および新設する保健福祉士推進員との連携で事業を進める予定であります。今後はさ

らに各種組織との連携を深め、事業を実施していきたいと思います。 
 ご指摘のように治療より予防が大切だとの思いで頑張ります。ありがとうございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 ２８番議員、再質問はありませんか。 
 小林忠雄君。 

〇２８番議員（小林忠雄君） 
 先ほどの園児の送迎について、お答えをいただきました。 
 今後、一層、そういう方向でお願いしたいということと、併せてそういうふうになるだろう

と、私は予想しているんですが、そうなったときにも、対応できるような考え方でお願いした

いなと、かように思うところでございます。 
 また、道路改良につきましては、ぜひとも、それを推進していただきたいと、切に願う次第

でございます。 
 それから介護予防については、ただいまのお答えで十分、私のほうも理解できました。 
 なお、非常に介護予防ということは、これから非常に大切だろうと思います。私事で恐縮で

すが、私も水中パワーリハビリに行っておりまして、これからずっと継続していく予定なんで

すが、大変、自分でやってみて、自分自身も効果があると、かように思っている次第でござい

ます。 
 以上で終わります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで２８番、小林忠雄議員の一般質問を終わります。 
 次に２０番議員、内田俊彦君。 
 内田俊彦君。 

〇２０番議員（内田俊彦君） 
 ただいま、本定例会におきまして、一般質問の機会を議長に与えられましたので、通告に従
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いまして、私は４項目について質問いたします。 
 まず第１項目ですが、発達障害者支援法が本年４月からスタートいたします。市長は福祉事

業について、高齢者や障害者をはじめとする、すべての市民が安全で安心で暮らせる生活環境

の整備を望んでおりますと、所信表明で述べられました。 
 本支援法は自閉症、学習障害、注意欠陥、多動性障害、アスペルガー症候群などの発達障害

者の早期発見、ならびに支援することが目的であります。俗に言いますと、登校拒否の児童生

徒もかなり、この中に含まれるものと思います。 
 都道府県、また政令都市単位での対応が基本ではありますが、発達障害者にとって、初めて

光の当てられた事業になることと思います。 
 自閉症、発達障害と呼ばれる方には、極めてＩＱの高い人がいることは事実で、個人的には

名前を述べることはできませんが、数々の発明をしたり、ノーベル賞を受賞された方もいらっ

しゃいます。 
 発達障害者は低年齢で表れることが多く、文部科学省の調査では小中学校生徒の全体の６％

に上る可能性があるとされ、山梨県でも５％以上、大体５．９％ぐらいと聞いております。 
 発達障害者に対しては、幼児期から学歴、就労まで一貫した支援策が必要になります。それ

には教育、福祉、健康、就労などの関係機関が連携し、一人ひとりの状況に応じた個別指導を

行うなどの対応が欠かせません。栄える家、集落、町、国は障害者とともに、今まで歩んでき

たことと思っております。北杜市としても無関心でいられないことと思います。同事業にどの

ように、今後取り組んでいくか伺います。 
 ２項目めでありますが、現在、建設中の須玉統合保育所、先ほども小林忠雄議員が質問され

ましたが、本年７月１５日に完成予定であります。平成１６年、１７年にわたり、６億６，

１４１万３千円を事業費とし、２１０名の定員。屋内プールも設置し、近くには日本サッカー

協会が認定いたしましたキッズプログラムの芝生のグラウンドもあります。 
 建設にあたりまして、立派な施設を造るとともに、安心して預けられ、保育時間の延長や働

くお父さん、お母さん、父兄の要望に応えていくために、アンケート調査も行い、統合を行う

ために地域の理解を得てまいりました。近くには市立病院もあり、医療の充実も期待されます。

また、市立病院で働く若い看護婦さんも、我が子を安心して預けられることと期待しておると

ころであります。 
 県内でも規模、施設、その運営が注目されるところであります。市内、県内外のモデルとな

るよう、北杜市立須玉保育園がその目的を達成するための具体的な運営、細則をお伺いいたし

ます。 
 ３項目めとして、北杜市における小中学校のスポーツ少年団、また部活動の状況は少子化や

指導者不足のため、活動の内容の低下、また休部も考えられる種目もある状況であります。韮

崎市には、総合型のスポーツクラブがあり、ＮＰＯが運営している部分もあります。 
 私は実は昔からサッカーをしてきたわけですが、サッカーに関して言えば、現在、八ヶ岳ス

ポーツクラブが、八ヶ岳北杜グランデフットボールクラブと称し、ＮＰＯの設立準備中でもあ

ります。 
 本市の状況は現在、中学校入学と同時に甲斐市、竜王のフォルトナや韮崎スポーツクラブ、

八ヶ岳スポーツクラブに属する選手も何人かいます。これらの選手は中体連の主催の大会には、

参加できないこととなっております。また、こういったクラブの所属の生徒の中には、本市の
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生徒になりますが、ナショナルトレ選にも招集されている選手もいます。 
 小学校から中学校へと心身ともに向上する時期に、スポーツに親しむことは、その後の人間

形成において、計り知れないプラスになる影響があることと思います。学校体育の時代から、

地域スポーツ型に現在、変わりつつありますが、北杜市としても、その見極めは極めて難しい

ことと思います。 
 北杜市として未来ある子どもたちのために、なんらかの対応をしていかなければならないと

思いますが、いかがお考えか伺います。 
 ４項目めですが、１２月定例会において、地域を結び、１つの市として一体的な都市づくり

を進めるため、地域交通ネットワークの整備計画を進めていきたいと所信表明で述べられまし

た。 
 交通手段の確保は市民にとって重要な問題であり、即合併してよかったとか悪かったとかと

いうような評価につながる問題でもあると思います。市営バス再編計画の作成と実施計画への

内容、実施目標年月日を伺います。 
 これは通告の時点では、計画表も出ていなかったようですが、その対応は時刻表として、各

家庭に今、配られているさなかだと思いますが、詳しい状況をよろしくお願いいたします。 
 以上４項目について、質問いたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 内田議員の発達障害者支援について、お答えいたします。 
 発達障害児の早期発見のため、４カ月、７カ月、１２カ月児、また１歳６カ月、３歳児の健

診を実施します。この中には小児科医、保育士、心理相談員などの専門家をお願いし、それぞ

れの専門の目で親子の観察を行い、障害者や虐待、保育不安などの発見を早期に行うよう、考

えています。また、保育士が定期的に保育園と連携をとり、障害が懸念される園児の早期発見

に努めます。 
 障害が予想される場合は、２次機能として発達相談事業を実施し、定期的に経過を見ていく

とともに、保健所で行われる子ども療育発達相談事業を紹介し、より専門的な支援を行いたい

と思います。 
 次に須玉統合保育園の運営について、お答えします。 
 現在、建設中の須玉統合保育園は本年７月１５日に完成予定になっております。保育時間は

８時３０分から４時３０分、また土曜日は８時３０分から１２時３０分までとなっております。

働く保護者のために、朝７時半から夕方は６時３０分までの延長保育を実施します。また一時

保育、障害児保育、休日保育、相談業務も実施していきます。 
 施設が新しくなり、乳幼児および障害児をより積極的に受け入れることができるようになり

ます。園児たちも、新しい保育園で伸び伸び、たくましく育ってほしいものであります。 
 次に全国的な少子化になっている現在、小中学生の体力低下、スポーツ離れが進んでいます。

スポーツ少年団活動につきましては、各単位団の団員数は減少傾向にあります。小中学校と、

さらなる連携を図り、スポーツの必要性、重要性の啓蒙を進めます。 
 中学校の部活動は、子どもたちが減った今後、中学校単位から学校間での連合クラブを考え
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ないと、存続が危惧されるところであります。 
 ただ、内田議員も一緒に参加したのでありますけども、先日の須玉小学校の卒業式で、卒業

する子どもたちが誓いの言葉を述べていました。サッカー選手になります。中学校へ行ったら、

勉強にスポーツに頑張りますと、そんな卒業生の決意が多く述べられたのが、原っぱ教育を推

進する私としては、大変印象的に聞かせてもらったのであります。 
 スポーツ少年団には、指導員が大切です。指導者につきましては、県および市体育協会の各

種専門部と連携協議しながら、指導者の確保、育成に取り組んでいきます。 
 最後に市営バス再編計画の策定と実施について、お答えします。 
 市内には現在、高根、長坂、大泉の市営バスや福祉目的の公共循環バスのほか、山交が運行

する民間バス路線など、さまざまなスタイルの公共交通機関が混在しております。 
 この現状において、市営バスの運行にあたっては住民の移動ニーズを的確に把握し、公共交

通手段の目的を明確にした上で、地域の特性に合った運行体系を再構築する必要があります。

このため、平成１７年度において、北杜市地域公共交通再編計画を策定するものであります。 
 具体的な取り組みとしましては、地域公共交通に対するニーズや料金負担の考え方を把握し、

既存路線の見直しや路線新設など再編計画に反映させていきたいと考えております。 
 安全性、利便性、効率性をふまえ、運行開始に向けての準備事項や調整事項の整理が完了し

たところで、早期実現を目指す所存であります。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 ２０番議員、再質問はありませんか。 
 内田俊彦君。 

〇２０番議員（内田俊彦君） 
 再質問を行います。 
 まずはじめに、統合保育所の問題でありますが、時間体系が８時半から４時半、土曜日が８時

半から１２時半、延長保育として朝７時半から６時半までというような時間体系ということで

ありますが、私ども須玉の時代は、この時間体系について、統合すると。当然、職員も現在、

津金、多麻、若神子、そして現在の穂足という４カ所の保育所の、職員がいると。その職員は

統合所に皆さん、来られるということもありまして、交代制もとりながら、朝早くから夜遅く

まで、時間を延長しようという形で進めてまいったと思います。 
 その中で出た案なんですが、朝７時から、そしてまた９時くらいまでやろうではないかとい

うような話も出たわけであります。 
 あまり夜中というのも子どもにとって影響がありますので、それはどうかという問題もあり

ますが、現実として、朝お勤めに行くお父さん、お母さんは、この地域ですといいんですが、

７時半の時間ですとか、会社に間に合わないというような状況も生まれますし、また、午後、

夕方６時半ですと、子どもが帰るのにちょっと厳しいかなというような時間でもあると思いま

す。 
 このへんについて、ぜひとも、私はもう一度、検討していただきたいと思いますが、いかが

お考えか。それを１点、伺います。 
 続きまして、スポ少の関係、クラブの関係なんですが、小学校の時代は、意外と対象者が３年、
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４年、５年、６年ということで、なんとか存続しているような地域がほとんどであると思いま

す。泉については、ちょっと厳しいかなというのが、今、サッカーにおいては現状であるなと

思っておりますが、しかし、中学生においては竜王にも行ってしまう、韮崎にも行ってしまう、

そしてまた北杜市にも、今八ヶ岳スポーツクラブというクラブがありまして、そこにも行って

しまうと。かなり主力選手が分散してしまいます。これについては考え方によっては、より上

を目指すという意味では、１つの選択として、それはそれでいいんではないかと思いますが、

残された、実は生徒もいます。残された生徒については、当然クラブに入る。経済的な余裕や

送り迎えができないというような理由で、クラブに入れないという生徒が、大半を占めている

んではないかなと思っております。 
 そういった子どもたちの対応も、先ほど統合、連合というような話がありましたが、そこら

へんについても、なるべく早いうちに、結論を出すということが、今後、子どもたちにとって、

いいことではないかと思いますので、質問させていただきます。 
 ３つ目ですが、市営バスの件ですが、こういった時刻表が今、各家庭に配られているところ

であります。これをちょっと見させていただきましたら、高根バスというところで、朝６時

３０分に百観音を出発いたしまして、最終的に北杜高校、長坂駅、そしてまた韮崎工業という

のが、どうもこの１路線になっているようでございます。 
 細かいことはまたあとで検討していただきたいんですが、これを見る限り、これはあくまで

も現場で対応したのでなくて、机上の上で、おそらく職員が一生懸命になって、これをつくっ

たと思います。 
 私が考えるに、こういったものを今後つくるのにあたっては、当然、交通機関の各民間の会

社が北杜市に何社かあると思います。そういった会社の現場の声を聞けるような検討委員会で

すとか、会議ですとか、そういうものを開きながら、こういったものは進めていくほうが、今

後いい結果になるかなと、そう思います。そしてまた、こういった業者の人たちというのは、

当然、おそらく、この路線を今も実は運行をしていたんではないかなというようにも考えられ

ます。 
 できれば、その人たちに１つの集団化というか、組合化というか、そういう形をとりながら、

担当がそこと話し合いをしたりして、担当者がつくるのではなくて、その人たちがつくっても

らうと、俗に言うアウトソーシング的な考え方が、今後バス路線に限らず、必要になってくる

んではないかなと思います。 
 北杜市の職員は、正直、夜遅くまで、こうこうと電気をつけて、市民を守るために、使命を

感じて仕事をしていると思います。しかし、それだけでは、もう限界が、私はきていると思い

ます。ぜひとも、民間活力を大いに利用して、こういったことはつくっていただきたいと思い

ますが、この３点について質問いたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 内田議員のご質問を聞きながら、政治は生きているなと。悩みは尽きないなと、率直に思い

ます。 
 いずれにしましても、家庭環境がだいぶ変わってきまして、核家族化も進みました。そして、
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またいろいろな意味で社会環境も変わってきたし、女性の社会参加をはじめとして、経済活動

も拡大してきていることは確かであります。 
 そういった中で、子育てをどうするかという問題でありますので、当然、保育園の延長保育

も弾力的に考えていきたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 
 それから、スポーツクラブに関連して、またご質問をいただいたのでありますけども、中学

生に限らず、小学生とて１つの学校単位では、スポーツクラブがつくれなくなっているという

実際であります。 
 したがいまして、なんとかスポーツクラブといわず、スポーツ人口を若い子どもたちに芽生

えさせたいと、さっきそういう思いで、須玉小学校の卒業の例を挙げたわけでありますけども、

いずれにしましても、例えて言えば、各小学校で順に児童館議論が、この市議会の議場でも、

かなりなされておりますけども、児童館のあり方も考えなければならないと思います。 
 児童館へ入って、その児童館の中でいいのかと。その子どもたちを、できれば学校のグラウ

ンドで飛び歩かせたいということも考えていかないと、このような問題は解決していかないと

思うわけでありまして、私の主張していることを、大変くどくど申し上げるわけでもありませ

んけども、そういった意味での原っぱ教育といいましょうか、野外といいましょうか、今どき、

子どもたちが私たちのふるさとでも、野外で飛び歩いているのを見かけなくなっているような

気もするわけであります。 
 そういう意味で、内田議員もスポーツクラブの必要性を強調したんだと思いますけども、併

せて児童館の運営のあり方についても考えていかなければならないなというふうに思ったとこ

ろであります。 
 それから３つ目に、バス路線の今回、１７年度の運行計画やら路線について、あるいはまた

時間について、いささかご指摘をいただいておるわけでありますけども、私どもとしても、い

ろいろの人たちの意見も聞き、経験も生かし、いろんな人たちの意見も聞いて、１７年度は、

このような路線と時刻表を限られたバスの中で計画したわけであります。 
 １年間といわず、当面、これで運行させていただきまして、不便な点やら問題がありました

ならば、素直に見直しをしていきたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 ２０番議員の残り時間は３６秒です。 
 まだ、質問はございますか。 
 内田俊彦君。 

〇２０番議員（内田俊彦君） 
 ３６秒、フルに使わせていただきますが、バス路線の件についてですが、これは担当の方に

聞きたいんですが、今後、決めていくときに、先ほど私が言ったように民間の力を使うという

ことで、検討できるかどうか。よろしくお願いいたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 企画部長。 
〇企画部長（坂本等君） 

 お答えします。 
 本年、平成１７年度につきましては、バスの再編計画、これをきっちり持ちながら、この複
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雑な市内を飛び交っているバスの再編を考えていくことになっております。 
 そのときに、やはり我々職員の部内的な事務方だけでの計画では、現場の運行状況に合致し

ないわけで当然でございます。そのために、北杜市の中で旅客輸送業に関わりますような、業

者の皆さんには組合といいましょうか、１つの組織づくりをお願いして、主たる業者が皆さん

のところに、ちょっとその話もお願いをしてございます。 
 近々のうちには、またそのような結成のような話し合いも検討してまいりたいという返事も

いただいた部分もありますので、これから早急に、そういうプロというような、業者の皆さん

の意見、ノウハウを聞きながら、実態に即して、最も効率よく、市民の皆さまに親しんでいた

だけるバスの運行計画について、いろいろ検討して、本年は一応、計画をもつ１年というよう

に、新年度を捉えておりますので、よろしくお願いいたします。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで２０番、内田俊彦議員の一般質問を終わります。 
 暫時休憩します。 
 ２時２０分に再開いたします。 

休憩 午後 ２時０９分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ２時２０分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 一般質問を続けます。 
 １１番議員、小尾直知君。 
 小尾直知君。 

〇１１番議員（小尾直知君） 
 それでは、一般質問をさせていただきます。１１番、小尾直知でございます。 
 私は今回、１点でお願いしたいと思います。 
 指定管理者制度について、地方公共団体の設置する公の施設の管理を民間事業者にも行わせ

ることができることとされた、この制度は平成１５年９月から施行されています。施行の日か

ら３年後、平成１８年９月までに、旧制度の管理委託制度から指定管理者制度へ移行すること

とされています。 
 公的施設の管理運営については、これまで一部の公共的団体などにしか委託することができ

ませんでした。しかし、この制度の導入により、今後は民間の事業者、ＮＰＯ法人、ボランティ

ア団体なども含めて、広く公募し、費用、企画などの提案内容から判断し、よりふさわしい施

設の管理者を決めることができるようになりました。 
 近年では体育施設、福祉施設などの運営において、民間事業者により十分なサービスの提供

が行われており、効果的、効率的な手法を公の施設にも活用することが有効と考えられ、経費

削減や利用者に対するサービスの向上などが期待できます。 
 現在の公の施設の管理運営を委託している施設について、今後、その施設がどうあるべきか

を検討するとともに、地方自治法に基づいて、３年以内に指定管理者制度を導入する必要があ
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ると考え、以下の点について、質問をいたします。 
 まず１つ目は、市内の公の施設の数と財政の負担状況をお知らせいただきたいと思います。 
 ２つ目は、今後これらの施設、市内の施設がどうあるべきかを検討するとともに、どのよう

な対応を考えているか、お答えいただきたいと思います。 
 以上、よろしくお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 小尾議員の質問にお答えいたします。 
 公共施設の指定管理者制度につきましては、地方財政の悪化を背景に、民間にできるものは

民間にまかせるという考え方から導入されたものであり、多様化する住民ニーズに、より効果

的、かつ効率的に対応するため、公の施設の管理に民間の能力やノウハウを幅広く活用しつつ、

住民サービスの向上を図るとともに、経費の節減等を図ることを目的とするものであります。 
 このため、地方自治法が一部改正され、現在、管理を委託している施設は平成１８年９月１日

までに、自治体は新制度のもとで指定管理者を選ぶか、直営かを決めることとなります。 
 質問の市内における公の施設数につきましては、ちょっと言いにくいんですけど、約２７３施

設であります。また、財政負担状況につきましては、管理委託料だけで管理している施設、管

理委託料以外に、電気料などの必要経費を市が負担している施設、使用料を徴収している施設

など、さまざまな形態で管理がなされていることから、今後、指定管理者制度を導入するかど

うかも含め、各施設ごとに検討を行い、行財政改革の中で検討してまいります。 
 利用しやすく地域や住民に密着した施設であるとともに、経費を節約し、財政負担の軽減を

図ってまいりたいと考えております。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 １１番議員、再質問はありませんか。 
 小尾直知君。 

〇１１番議員（小尾直知君） 
 今の財政負担の状況ですけれども、いろいろの種類があるということですけども、大雑把に、

おおよそ、どのくらいかということを、ちょっとお願いしたいと思いますが。 
〇議長（清水壽昌君） 

 企画部長。 
〇企画部長（坂本等君） 

 小尾議員さんの、財政負担の状況でございます。 
 市長の答弁にもございましたように、相当数の施設がございまして、管理運営形態も大変複

雑になっております。その中で、平成１６年度、本年度がもうしばらくで終了いたしますので、

１年間の経費の状況等のとりまとめもいたしているところでございます。 
 その中で、１つご参考と申しましょうか、１つの例をとりますと、手元の資料、取り寄せて

ありますが、例えば須玉のふれあい館、図書館を含めた施設でございますが、そのふれあい館
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を１年間維持管理、運営をするために、人件費、それから光熱水費、そういう必要経費等を含

めますと、３，３５０万円ほどの経費を要しております。１つの館を運営するのに、年間でこ

のような経費が、財政投入をするわけでございますが、その中には施設を管理する業務員２名

おるんですが、そういう方たちの賃金関係、それからあと、複雑な機械設備を用意しておりま

すので、その機械設備の保守、メンテナンス料金、そのようなもの。それから、先ほど申しま

した水道料、電気料、そういうものを合わせまして、かなりの金額になったわけでございます。 
 大なり小なり、２７３という施設を有しておる本市の公共施設の状況でございます。市長の

答弁にもございますように、これから行財政改革等の中で、施設の管理運営の、最も効率よい

方面を模索してまいりたいと思っております。 
 また、全体の集約等につきましては、集計ができたときに、お知らせをしたいと思っており

ます。 
 以上です。よろしくお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 １１番議員、まだ質問はありますか。 
 小尾直知君。 

〇１１番議員（小尾直知君） 
 最後ですけども、１つ聞いただけでも、これだけですから、相当な金額がかかっているとい

うふうに、この明細については、またあとで、はっきりした段階で出していただきたいと思い

ますが、これには人も含めて出していただきたいと思いますので、ぜひよろしくお願いします。 
 以上で終わります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります 
 これで１１番、小尾直知議員の一般質問を終わります。 
 次に２６番議員、中村勝一君。 
 中村勝一君。 

〇２６番議員（中村勝一君） 
 ２６番、中村勝一です。 
 大きく２点について、質問いたします。 
 まずはじめに原っぱ教育の取り組みについて、いくつかお伺いしたいと思います。 
 現在、家庭教育の重要性、それから児童生徒の安全管理、山梨県の高等学校教育についての

入学者選抜制度に関わって、学区制、総合選抜制度の見直し、また国においてはゆとり教育の

見直し等、教育の在りようが問題視されております。 
 このような中にあって、市長は所信表明で文化に輝く地域には人が集まり、地域が発展する

との信念で、教育力の大切さを７つの杜の第１に掲げました。その取り組み姿勢には敬意を表

します。 
 その中で思いやりを持ち、人に迷惑をかけない温かい心の育成、汗をかくことの尊さや協調

性を育み、心身ともにたくましい子どもたちに育てることが重要であるとの考えに立ち、原っ

ぱ教育の必要性を強調しておりますが、特に家庭教育、学校教育のそれぞれにおいて、具体的

にどのような教育内容を考えているのか、市長にお伺いいたします。 
 また、市内には小学校１４校、中学校８校と多くの学校があります。本来、学校の教育活動
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は地域の特色を生かして、地域との連携の中で校長をはじめとする教職員にまかせるべきであ

ります。 
 しかし、北杜市としての学校教育において、原っぱ教育の根本理念を生かした共通教育活動

ができるための取り組みは大切であります。また、そのことが北杜市の教育の特色ともなるは

ずです。 
 市内２２校が原っぱ教育についての共通理解を持ち、教育活動を実践するためには県の教育

委員会の指導に重点を置く教育事務所の指導主事のように、市の教育内容を各学校に実践して

いただくための、市独自で指導主事を設置すべきと考えます。 
 また、原っぱ教育実践のための実践校を設けたり、教員が同一の目標に向かって取り組むた

めの教育研究活動ができるように、予算づけを考えるべきと思うが、市としてどのように考え

ているのか。 
 なお、市の教育委員会として、原っぱ教育の実現のため、学校現場に対して、どのような取

り組みを行っているのか。また、行おうとしているのか、お伺いいたします。 
 次に災害時の避難場所となる市内小中学校の耐震状況について、お伺いいたします。 
 平成１４年、本市全域が震度６弱以上の地震度が予想される地域防災対策強化地域となりま

した。安全、安心で明るい杜づくりの中で、地域防災計画の策定、災害物資の各総合支所への

備蓄と、１７年度予算でいち早く計上したことは、市民が安心して暮らせる施策への取り組み

の第一歩と考えます。 
 地震災害が起きたときは、市民はまず居住地の第１次避難場所に集合し、その後、区長、ま

たは班長の指示で近隣の小中学校、または公共施設に避難することとなります。 
 先般、大規模地震対策の１つとして、文部科学省は建築の専門家でつくる協力者会議で、公

立小中学校の校舎や体育館などの耐震化について、協議を依頼したと聞いています。 
 その結果、施設の建て替えのみでなく、壁などの補強による耐震化を５年以内で、重点的に

進めるよう報告されております。 
 北杜市内の小中学校で、耐震基準をクリアしている施設が各町ごとに最低１つは必要と考え

ます。そこで、避難場所である市内小中学校は２２校あるわけですが、現在、耐震基準設計に

なっていない学校の数、また、それらの小中学校の耐震診断、耐震工事への取り組みと計画に

ついて、どのようになっているかをお伺いし、私の質問を終わります。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 中村議員のご質問にお答えします。 
 最初に原っぱ教育への取り組みについてでありますが、原っぱ教育の目的は思いやりの心、

人に迷惑をかけない温かい心の育成、汗をかくことの尊さ、人との輪を大切にする協調性の育

成など、心身ともにたくましく、健全な心の育成を目的としています。 
 そのためには家庭教育、学校教育を問わず、全国に誇れる北杜市の恵まれた大自然との関わ

りを日常の生活習慣の中で定着させることが大切だと思います。特に健全な心の育成には三つ

子の魂百までと、幼少期の家庭教育が大切だと言われております。 
 普通の生活習慣の中で、親子が一緒に自然を体験するよう、何気なく親が心がけることが大
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切だと思います。社会教育としては生涯学習と連携をとり、地域公民館活動や社会体育活動と

の連携のもと、子どもたちに自然とのかかわりを持たせ、自然の中で生活体験をさせることが

原っぱ教育であると思います。家庭教育だけにこだわらず、地域教育とも結び付けたいと思い

ます。 
 また、学校教育については組合立を含めて、２２の学校の個性を尊重しながら、総合学習や

地域との連携の中で、工夫をしてプログラムをつくれるよう、支援と指導をしたいと思います。 
 特に、これからの学校教育においては北杜市の特色、自然との関わりの中で精神的に強く、

健全な心を養い、道徳観の備わった子どもの教育をしたいと思います。 
 市独自でセンター校に指導主事の設置には無理があると思いますが、実践校を設けることは

可能だと思います。 
 いずれにしても、自然と関わりを持つ体験をする教育こそが原っぱ教育であり、学校の工夫

を凝らしたプログラムを積極的に支援していきたいと思います。 
 次に小中学校の耐震工事について、お答えいたします。 
 市内小中学校２１校のうち、明野小学校屋内運動場だけが未診断のため、１７年度で予算計

上させていただき、実施する予定であります。この耐震工事施工が必要な建物は、昭和５６年

以前の建築で、未改修の建物であり、昭和５７年度以後の建築については耐震性があると推定

されております。 
 診断がすでに実施されていて、耐震工事を施工していかなければならない学校は８校であり

ます。 
 ただ、私たちの、このふるさとはこの間、新聞にも載っていましたが、フォッサマグナが、

構造線が走っている武川、白州地域を中心に心配はありますけども、変にあおる必要はないと

思います。歴史的に見ても、私たちの、この北杜市の地は地震も少なかったと思いますし、地

盤的にも強い地域だと思います。ただ、備えあれば憂いなしであります。備えていきたいとは

思っています。主要事業計画に基づき、耐震補強工事を実施し、地域の防災拠点となること、

および児童生徒の安全を確保していきたいと考えております。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 ２６番議員、再質問はありませんか。 
 中村勝一君。 

〇２６番議員（中村勝一君） 
 ２点ですが、１点目がただいまの答弁の中で指導主事を置くことは不可能。そのことについ

て、ぜひ、平成１７年度は不可能ですね。ですが、１８年度以降に考えてほしいなと思います。

すでに本市においては、市単独で雇用している教員がいらっしゃるわけです。６名ですか、７名

でしょうか。そんな形になっているわけですから、ぜひ、割愛人事という、あの方法で、来年

度指導主事を置くことを検討していただけたら、大変ありがたいなと、そんなふうに思ってお

ります。 
 それから、その次ですが、そのことについてですが、これは教育長に答弁していただきたい

わけですが、原っぱ教育について、昨年度末から、この４月、またスタートするわけですが、

各学校に対して教育委員会として、例えば校長を集めて指導をしたとか、または予算づけのた
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めに、こういうことを気を使ったとか、そんなことがあったら出していただきたいし、そのこ

とこそが、先ほど、答弁の中で市長の言う、北杜市の教育の特徴になるんだろうと、そんなふ

うに思います。 
 その２点について、再質問をさせていただきます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 指導主事の設置については、私が答弁すると厳しくなると思いますので、教育長のほうから

答弁させます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 教育長。 
〇教育長（小清水淳三君） 

 中村議員の再質問にお答えをさせていただきます。 
 市長がお答えされました最初の答弁、指導主事の設置という部分でございますけども、この

質問の中から、私どもが解釈した部分で、市独自でセンター校に指導主事をという理解をいた

しましたから、センター校に指導主事の設置というのは、ちょっと無理があるかなという答弁

でございます。そんなことで、センター校への単独指導主事の設置というのは、無理があると。 
 将来については、先ほど市長が答弁したとおり、センター校以外のところについては、いろ

いろな協議の中から原っぱ教育を十分推進していくということで、教育委員会が果たす役割は

大きいと思っております。学校指導をしていく必要があると思います。 
 それから、そんなことで、指導主事の設置については、センター校という理解であったから、

ご理解をいただきたいと思います。置くことは無理だという答弁でございます。 
 それから、各学校への原っぱ教育の徹底でございますけども、私ども今、教育委員会が強く

求めて、学校教育に求めている部分につきましては、すでに毎日のように報道されております

青少年を取り巻く事件、事故、そうしたものが取りざたされておるわけなんですが、幸いにも、

この自然豊かな北杜市の中で体験をさせるということが、まず一番大事ではないかと。それと

併せて学校教育だけにとらわれることが、果たしていかがなものかなと。先ほどの答弁にもご

ざいました、三つ子の魂百まで。そうした家庭教育があってこそ、また学校教育の原っぱ教育、

あるいは体験教育、そうしたものが、子どもの人間形成の上で、非常に大切だと、こういう考

え方を持っております。 
 今回、ご案内ように、１１月、北杜市が誕生したわけでございます。まだまだ、２２校の横

の連携をとるには、十分な期間を、まだ要しておりません。しかし、一日も早くということで、

新年度スタートと同時に校長会を招集して、各学校へ北杜市の教育の方針を伝達、指導してい

く予定でございます。ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 ２６番議員、まだ質問はありますか。 
 中村勝一君。 

〇２６番議員（中村勝一君） 
 では希望を混ぜながら、再々質問をさせていただきますが、ぜひ平成１８年度、センター校

へ指導主事をというではなくて、市として原っぱ教育を２２校に広げるために、ぜひ、その指

 ２４３



導をする指導主事的な役割をする方を考えていただきたいなと、そんなお願いをしまして、私

の質問を終わります。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで２６番、中村勝一議員の一般質問を終わります。 
 次に８番議員、鈴木今朝和君。 
 鈴木今朝和君。 

〇８番議員（鈴木今朝和君） 
 ８番、鈴木今朝和です。よろしくお願いします。 
 北杜市も誕生して、５カ月を過ぎようとしています。小淵沢町の合併調印も終え、新北杜丸

として、いよいよ三位一体改革の厳しい大海に出航することになり、これから荒波を越えてい

くわけですけど、市長には大いにキャプテンとして、期待をするところであります。また、私

も議員として、そのこぎ手の一人として責任を感じる一人でございます。よろしくお願いしま

す。 
 私は教育体制の整備のほか、３件について質問するわけですけど、今中村議員の質問と、か

なりダブっておりますので、教育の現状を話しながら、さらにお願いをするということで、話

を進めていきたいと思います。 
 今、教育の現状はゆとり教育という中で、学力低下、それから不登校の問題、それから学校

内での殺傷事件、山梨においては指導力不足の教員の認定、それから高校学区の撤廃など、大

いに荒い波が非常に教育現場へ押し寄せております。 
 そういうときに、我が北杜市は合併をして、小学校１４校、中学校８校、計２２校、児童生

徒数３，８００人。職員、学校職員も含めて約４００人という大世帯になりました。 
 皆さんはご存じのように、北巨摩は元来教育熱心でございます。何がなくても子どもには教

育をという気風が旺盛で、先人たちは常に山梨教育の中心として引っ張ってきました。 
 そういう中で、市長は施政方針演説の中で、先ほど原っぱ教育について提唱いたしましたが、

私もまったく賛同する一人でございます。将来の夢のある躍動する北杜市の基礎となるのは教

育であり、人づくりであると確信しています。 
 このたび、平成１７年度の教育施策では明野中学校、須玉中学の屋内体育施設などを含め、

総予算の１４％が教育関係予算でありますが、ソフト面でいまいち、何をするかがはっきり見

えないのが残念でした。 
 私は今、北巨摩のよき伝統の上に市長が提唱する教育力を高めるには、まずもって、先ほど

市長ならびに教育長がおっしゃったように、教育体制、教育整備がまずはじめだと思うわけで

す。その１つに、今中村議員がお願いをした指導主事の派遣をと。市独自で指導主事の派遣を

ということが、一つあろうかと思います。山積する教育課題に、教育委員会がリーダーシップ

を発揮し、北杜市２２校の教育現場に即した支援体制を整え、きめの細かい指導助言が必要だ

からです。 
 また、先ほどちょっと出ましたけども、指導力不足の教員の研修、あるいは北杜市教職員、

ならびに学校職員４００人になりましたが、その職員のメンタルヘルス、人事など、現在の教

育委員会の体制では大変です。そこで、指導主事も含め、人事管理担当の主事もぜひ配置して
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ほしいと思うわけです。 
 この主事の配置については、先ほど出ましたけど、甲斐市、南アルプス市、笛吹市、甲府市、

吉田など、もうすでに実施、あるいは１７年度から置く予定になっているそうでございます。 
 第２に、先ほど出ました北杜市２２校の教職員全員が参加して組織する研究協議会みたいな

ものを立ち上げてほしいということは、先ほど中村議員がおっしゃいましたけど、このように、

非常に難しい教育現場において、教職員の能力とか資質の向上が求められております。もちろ

ん、教師自身の自らの研修はもちろんですが、お互いに切磋琢磨しながら、それぞれの教員の

力量を高めていかなければなりません。 
 不登校、学力低下など、山積する教育課題に対して、北杜市２２校が情報交換をし、学習指

導、生徒指導などの研究を進め、教師一人ひとりの力量を高め、学校間格差をなくし、全体の

レベルを上げるために、ぜひ、この研究協議会の組織化は必要だと思います。 
 教育こそが活力ある北杜市の基盤であり、そのために大胆な教育施策を展開し、予算計上を

ぜひお願いしたいと思うものであります。 
 次に児童虐待につきましては、昨日、小澤議員の質問で大体、答えをいただきましたが、し

かし、今の実態をまだ、きちっと捉えていないのが、一般に現状でございます。 
 私も北杜市の主任児童委員というような関係もありまして、こういうことで、かなり会議も

出ましたけど、平成１５年度の統計によると、山梨で約１９１件ぐらい、それから北杜市関係

の北巨摩ですか、旧北巨摩では約１１件ぐらい起きているという統計が出ております。 
 具体的に相談は甲府の児相、それから都留の児相で行っているわけでございますけど、もう

収容する施設がいっぱい。それから、指導する指導員が不足していると。そういう緊迫した中

で、今度、法律の改正によって、一時的に各市町村に窓口を置くということになりました。そ

れに対して、昨日も答えがありましたけど、それから虐待を受けた児童等に支援を行う市町村

ネットワーク、地域の連絡会議みたいなものですけど、構築をするということが法定化されて

いるわけですけど、これについても、昨日、お答えをいただきましたので、よろしく緊急のう

ちに体制を整えていただきたいと、こう思います。 
 次に防災体制について、お伺いします。 
 ただいま市長がちょっと安全だと、このへんは安全だというような発言がありましたけど、

これはちょっと、おかしいことで、中越にしてもスマトラ、福岡、今日もスマトラで、今朝方、

地震がありましたけど、いつ、どういうときに起きるか分からないのが、大きな被害でありま

して、震度７以上の東海沖地震、あるいは直下型の首都、直下型の地震は約７０年から１００年

の間隔で起きるといわれています。その間隔は、もう過ぎていると。いつ、どういうときに起

きても、不思議でないと言われる今の現状でございます。 
 北杜市は全域が地震強化地域に指定されており、できる限り万全の体制をしていくことが急

務であると、私は思うものであります。 
 防災について、次の３つの点について質問いたします。 
 まず役所の職員の中に、あるいは係に防災専任職員を配置して、災害発生時のときに緊急に

対応でき、あるいは地域防災計画の作成、修正、防災体制の中心として取り組みをやるように、

ぜひしていただきたいと思います。 
 今までは、どの市町村も総務課の一役員としてやっていたわけですけど、もう、そういう時

代ではないような気がいたします。 
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 それから、次ですけど、地域防災計画の作成については、もう今年度、予定に入っていて、

計画をするわけですけど、内容や、あるいは予定のあれはどうかということも質問させていた

だきます。 
 同時に防災マニュアルとか防災マップの作成については、どうだろうかと。防災マップにつ

いては、地域委員会の中にも作成する地域もあるようですので、ダブって行わないように、ぜ

ひ指導をお願いしてもらいたいと思います。 
 第３に老人の一人暮らしですけど、災害弱者と言われる老人の一人暮らし、障害者などの扱

いについてでございますけど、災害時の対応についてどうするか、お伺いをしたいと思います。 
 防災については以上です。 
 それから、４つ目の問題ですけど、これは私の地元の長坂町中丸にあります清春四季の道と

いうのが、平成１３年度あたりから工事を進めているわけですけど、田園空間整備事業の一環

で、県の事業で長坂でやっていると思いますけど、まだ、未完成だということで、その進捗状

況や、今後の予定についてお伺いしたいと思いますけど、完成しないうちに、もう一部が崩壊

して、そのままになっていると。非常に地元としても、なんか切なく、大変な補助事業だなと。

補助事業は分かるけど、なんかと責任を持ってやってもらいたいというようなことを思って、

四季の道ですけど、まわりを見ているようで、下を見ると、大変穴が崩れているというような

ことがありますので、ぜひ、この点もよろしくお願いしたいと思います。 
 以上、いろいろ質問しましたけど、最初の質問ですので、ちょっと緊張しましたけど、よろ

しくお願いしたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 鈴木議員のご質問にお答えします。 
 最初に教職員の資質向上と研修についてであります。 
 先人たちが築いてきた峡北の地の教育力は継承して、また育てていかなければならないと思

います。 
 政策の柱の第１であります教育文化に輝く杜づくりについては、常に心して頑張りたいと思

います。特に北杜市内２２の学校の教職員が共通の理解のもと、人づくり、教育に熱心である。

ただいまも指摘がありましたが、何はなくとも子どものためにという峡北の伝統は、さらに磨

きをかけてほしいと思います。そのためには、教職員の能力、資質向上が求められます。それ

ぞれが自主的研修に励み、切磋琢磨して、教師としての力量を高め、２２校、約３，８００人

の児童生徒の教育に力を注いでほしいと思います。 
 そのためには４００人の教職員が共通認識を持つための研究協議会の組織化は、必要と考え

ます。この研究協議会において、教職員の能力、資質の向上が図られ、児童生徒の教育に還元

されるなら、研究協議会に必要な助成も考えたいと思います。 
 次に市負担による指導主事、教育主事の設置についてですが、学校現場は不登校、学力低下、

引きこもり等々、教育課題が山積していることは承知しております。特に多様化している社会

の中で、学校を取り巻く環境は非常に厳しいことも認識しております。 
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 すでに甲府市をはじめ、他の多くの市で市負担での指導主事および、教育主事の設置方針は

承知しております。北杜市においても、将来の市を担う人間育成のために、２２校３，８００人

の児童生徒の支援体制を整えるために、厳しい財政状況の中ではありますが、地域の教育力を

高めるために、１８年度より設置できるよう努力したいと思います。 
 次に児童虐待防止地域ネットワークの構築についてでありますが、先に１７番の小澤議員の

質問にもお答えしたところですが、児童家庭相談員業務は虐待を受けた子どものみでなく、障

害時や非行児童に関する相談など、子どもに関するあらゆる種類の相談が含まれることになり

ます。このため医師、保健師、福祉事務所の各課、他の部局等および県の児童相談所など、連

携を図っていかなければならないと考えます。 
 また学校、警察、病院など、虐待防止に関するさまざまな機関との情報交換も虐待防止につ

ながると考えますので、地域を挙げて、子育て支援に取り組んでまいります。 
 次に防災体制の確立についてでありますが、議員ご指摘のように突発的な災害の発生が懸念

されておりますが、北杜市は広い区域を有しておりますので、災害発生時における初動体制や

災害情報の収集体制の確立が大事であることは承知しているところであります。 
 先ほど、中村議員の質問で、私の答弁で誤解があってもいけないと思いますが、基本的には

八ヶ岳山麓とか茅ヶ岳山麓等々は、地盤が強い地域であり、そしてまた基本的には歴史的にそ

ういう災害が少なかった。忘れたことくるということは承知しています。だから、さっき私も

言いましたとおり、備えあれば憂いなしで備えていきたいということで、ご理解をいただきた

いと思います。 
 このことからも、防災専任職員の配置については、今後検討してまいりたいと考えます。 
 次に地域防災計画の作成についてでありますが、平成１７年度に地域防災計画を策定するこ

ととしており、県をはじめ、関係機関との調整を図りながら進めてまいりたいと考えておりま

す。 
 また、防災マニュアル、防災マップについては、地域防災計画の中には入りませんが、市民

の意識高揚を図ることからも、災害に備えて防災の心得を確認するため、自主防災組織等を通

じて啓蒙をしてまいります。 
 次に災害弱者に対する対応についてでありますが、最近の災害を見ると、高齢者や障害者な

ど、いわゆる災害弱者が犠牲になる傾向にあります。県では弱者を支援する市町村の役割をま

とめたマニュアルづくりを進めておりますので、それらも参考にしたいと考えております。 
 いずれにしましても、どこに災害弱者が居住しているか。行政区長をはじめ、民生児童委員、

消防団、交通安全協会といった地域の諸団体との連携を取り、対応をしてまいりたいと考えて

おります。 
 次に清春四季の道、事業的には田園空間整備事業と申しますけども、その進捗状況について

の質問にお答えいたします。 
 県営田園空間整備事業につきましては、平成１３年度から平成１８年度までの６年間の事業

であり、全体事業費は６億７，６００万円。事業エリアは長坂町、大泉町、それに小淵沢町と

なっています。 
 事業内容は農村公園２カ所、コミュニティー施設２カ所、排水路２路線、遊歩道３路線と景

観整備、看板設置等であります。 
 平成１６年度までの事業費は４億６，５００万円で、進捗率は６８．８％であります。うち
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清春四季の道については３千万円、進捗率２０％となっています。 
 議員ご指摘の遊歩道につきましては、長坂町地内の大深沢川に沿って、清春地区を１周する

全長３千メートルの周遊歩道の整備であり、当事業では２千メートルが計画されています。 
 平成１４年度までに１千メートルの整備が実施され、平成１５年度には橋を設置するための

測量設計を行い、現在、県の河川課と協議中であります。 
 大変遅いということでありますけども、平成１７年度の国の個所づけ予算によりますと、厳

しい中にもちょうど１億円、認められておりますので、ありがたい予算だと思います。 
 したがいまして、平成１７年度、５００メートル、平成１８年度で残りの５００メートルの

整備を行い、完成する予定であります。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 ８番議員、再質問はありませんか。 
 鈴木今朝和君。 

〇８番議員（鈴木今朝和君） 
 ただいまの市長の答弁、大変具体的な答弁でありがとうございました。 
 平成１８年から指導主事とか、そういう予算づけをして設置するということで、大変、よかっ

たと思います。 
 それから虐待ネットワークにつきましては、もし組織して、役所に、市のあれに窓口が一応

設けられるわけですけど、その周知徹底をやはり広報とか、一般的によく知っていただいて、

いつでも対応できるという体制をぜひ、周知徹底のことをお願いしたいと思います。 
 それから、清春四季の道につきましては、今具体的な数字は出ましたので、これで私も一安

心をして、地域へ帰っても「お前、何をしているんだ」と言われないで、よかったと思います。 
 ありがとうございました。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで８番、鈴木今朝和議員の一般質問を終わります。 
 暫時休憩します。 
 ３時２０分に再開いたします。 

休憩 午後 ３時０７分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ３時２０分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 一般質問を続けます。 
 １９番議員、保坂多枝子君。 
 保坂多枝子君。 

〇１９番議員（保坂多枝子君） 
 １９番、保坂多枝子です。 
 ３点について、質問いたします。 
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 昨年は１年を象徴する言葉が、悲しいことに災いでありました。頻発する地震、台風、津波、

温暖化による海水面の上昇など、私たちを取り巻く自然環境は大きく変化し、自然の驚異にさ

らされている昨今、危機管理は重要な課題だと思われます。 
 先ほどの鈴木議員と一部重なる部分がございますが、まず第１点目といたしまして、北杜市

の安心で安全な杜づくりの基本計画について、お尋ねいたします。 
 ここ数年間に発生した自然災害の現場では、阪神や新潟の地震を例に挙げてみても、残念な

がら、いつも被害が起きてからボランティアと行政が共同するシステムをつくってから対応し

ているのが現状です。災害対策には、いつ、自分の身のまわりで起きるかもしれないというこ

とを想定していなればなりません。 
 現在、行政や社会福祉協議会、ボランティア協会など各種団体がそれぞれの組織の中で防災

活動、被災時の役割分担、連絡網の整備、組織の運営、支援体制の整備、防災マニュアルの作

成等を行っていますが、緊急時には１カ所で、すべての対応ができるようなシステムをつくる

ことが大切だと思います。 
 県内各地でも、防災組織のネットワークづくりの動きもあり、専任職員を配置して、官民一

体となった確固たるシステムの構築について、検討していただけるのか、お伺いいたします。 
 また、先ほども言われておりましたが、去る２月の京都議定書により世界的にも大幅な環境

対策が重要課題となっています。ゴミの減量化やリサイクル、新エネルギーの利活用は本市、

北杜市においても大きな目標として掲げられております。 
 そこで環境循環型新エネルギーの利活用について、質問いたします。 
 家庭から出るゴミの１つに、天ぷら油などの廃油からＢＤＦ、バイオディーゼルフューエル

というディーゼルオイルが精製されます。これは一般の農機具やディーゼル車の燃料として利

用できるものであります。 
 油は廃棄すれば地下汚染、水質汚染につながり、一般ゴミとして出す場合には凝固剤を使用

しなければならず、その購入費と処理費用が多分にかかるわけでございます。 
 現在、高根町におきましては給食センター、各保育園、特養のみのる荘、北甲斐亭、クライ

ンガルテンなど町内主要施設や食生活改善推進員をはじめ、多くの方々の協力を得て、回収を

行っております。 
 北杜市内の他町や韮崎市、小淵沢町においても改修が始められており、今後、広がる可能性

があります。 
 このＢＤＦはアトピーや喘息を引き起こすとされる有害物質を含んでおらず、私も実際にト

ラクターの燃料として使用してみたところ、天ぷら油の臭気のする白煙が排出されております。

保管や販売に課題もありますが、市内を走る循環バスや公用車等の燃料としても価値のあるも

のと思われます。 
 また、先日の質問でも取り上げられましたが、合併前の高根町におきましても、各イベント

時にリユース食器のシステムを導入できないかとの、議会での私の一般質問に対しまして、町

主催の生き生きふるさとまつりや、かかしまつりなどにも実施していただきました。 
 私の住んでいる地区でも、各イベントには使っていただき、ゴミの減量化、リサイクルに対

して、大いに関心が深まったことを実感しております。 
 積極的な導入をしていただけるという答弁を、昨日伺いまして、うれしく思っておりますが、

一刻も早い導入を重ねてお願いしたいと思っております。 
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 こうした、今まで培ってきたノウハウ、取り組みを視野に入れた環境循環型新エネルギーの

検討を考えていただけるのか、お尋ねいたします。 
 続きまして、３点目でございます。 
 男女共同参画の進捗状況について、お尋ねいたします。 
 雇用の拡大、経済の安定、少子化対策などを含め、女性が偉くなるとか、女性のくせにといっ

たようなことではなく、真の意味での理解を深めていく上で、男女共同参画の実現は今後の社

会発展のために必要不可欠なものだと考えております。 
 合併以前の高根町では条例も制定されておりましたが、各町村においても、それぞれのプラ

ンや活動がなされておりました。合併して、５カ月ほど経過しておりますが、現在の進捗状況

と今後の進め方について、お尋ねいたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 保坂議員のご質問にお答えします。 
 最初に安心で安全な杜づくりの基本計画の災害対策についてでありますが、福岡県西方沖地

震のように突発的な災害に対応するため、議員ご指摘のように官民一体となった防災組織の

ネットワークづくりが必要であります。平成１７年度策定する地域防災計画の中に、組織、支

援体制、避難誘導など役割分担を盛り込み、地域の諸団体との連携をとりながら、万全な体制

を整えてまいります。 
 次にリユース食器を導入して、ゴミの減量化を図る計画はとのご質問ですが、確かに環境問

題への意識の高まりは、住民の皆さんから寄せられるご意見や要望の中に強く感じております。 
 リユース食器およびデポジット方式の採用につきましては、地域住民への啓蒙、啓発といっ

た意味合いからも北杜市が主催するイベント等においては、積極的に取り組む方向で検討した

いと考えています。 
 次にＢＤＦを公用車等に利活用できるかとのご質問ですが、北杜市では循環型社会の構築に

向けての取り組みの一貫として、新エネルギーの活用について、早急に検討すべきとの観点か

ら当初予算に、新エネルギー計画の策定のための経費を計上させていただいたところでもあり

ます。 
 県内でも一部公用車、公共機関、あるいは民間の中で、いろいろなエンジンやら車に利用さ

れつつあるとは聞いております。この中でＢＤＦの利活用も含め、市の具体的な考え方を、そ

の計画の中に示したいと考えています。 
 次に男女共同参画の進捗状況についての質問にお答えいたします。 
 合併前、旧７町村において、おのおののプランが策定されておりますが、今後は北杜市の男

女共同参画推進プランを策定し、推進していくことになります。合併後、北杜市においては県

で実施する男女共同参画推進事業に、旧町村の推進委員等の参加をお願いし、推進していると

ころです。また、男女共同参画に関する機関誌、広報誌等により、周知を図っております。 
 この計画推進にあたりましては、行政、地域、企業等が連携を深め、社会全体で推進してい

くことが必要であります。男女がお互いの人権を尊重し、社会の対等のパートナーとして、そ

の能力を発揮することができる社会の実現が必要と考えておりますので、これからも頑張りた
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いと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 １９番議員、再質問はありませんか。 
 保坂多枝子君。 

〇１９番議員（保坂多枝子君） 
 第１点目の防災の件でございますが、民間一体となった、またボランティアを含めたという

部分におきましては、時間とかお金とか、かかる部分もございます。それで、ぜひ専門の職員

を置いていただけるかどうかという、希望もかねまして、答弁していただきたいと思います。 
 それから、新エネルギーの部分ですが、ちょっと公用車に実際使う前の、試乗というか、１回

使ってみるようなお考えがあるかどうかということで、お願いしたいと思います。 
 それから、男女共同参画の点につきましてですが、昨日、策定委員会の組織のお話をちょっ

とされたようですが、その細かい内容について、少しお聞きしたいと思います。 
 構成員が人選方法、それから人選の基準、男女別だとか年齢層とか職業とか、現場の声を聞

くという意味では、ちょっとその部分をお聞きしたいと思います。それで、どのような考慮を

なさって、その人選をしたのかということをお聞きしたいと思います。 
 それから市の担当は、どこになるのかということですが、県と連携というお話がありました

が、市の担当はどこになって、職員が何人。そして、男女共同参画を語る場面で、各町に女連

協というのを立ち上げてあるようなんですが、そことの関連性をちょっとお聞きしたいと思い

ます。 
 それから、予算化されていますが、主要な事業はどんなものなのかということ。そして、何

事にも反省とか、見直しとかということは非常に大事なんですが、たぶん数字目標とか、そう

いうものを設けると思いますが、それを見直しする、評価という部分が盛り込まれているのか、

盛り込む予定があるのかということでお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 マイクの施設が悪くて、ちょっと聞きにくいところもありましたから、ことによるとすれ違

いというか、間違っているのかもしれませんけども、まず防災の問題に関係しまして、専門職

員の配置の問題でありますけども、鈴木議員の質問のときでしたか、お答えしましたとおり、

この問題については前向きに次の機会に考えて位置づけたいと思います。 
 今ちょっとご質問の中で、文言で出ましたけども、やっぱり基本的には非常時はボランティ

アといいましょうか、地域住民の団結と助け合いが必要だと思います。そういう意味からすれ

ば、そのような啓蒙についても、市民に理解を求めていくつもりであります。 
 それから、燃料のお話で、試運転とか試乗してみないかというお話でありますけども、私は

１回、正直、車を見させてもらったことはあります。さほど違和感なく、走っているのは、車

では承知をいたしたところでありますけども、そうはいっても、食料、廃油をはじめとして、

一生懸命、そういう時代づくりをしていく民間のボランティアに対しては、大変敬意を表した
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いと思っております。 
 あと３番目と４番目が正直、失礼ですけども、ちょっとマイクの具合が悪くて、よく聞き取

れなかったんですけども、担当部長の中で分かっていたら、答弁させます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 企画部長。 
〇企画部長（坂本等君） 

 お答えをいたします。 
 ４点ほど、男女共同参画社会づくりに向けてのご質問でございました。 
 最初でございますが、この計画プランでございますが、平成１７年度にプランの作成を完了

いたしまして、直ちに、今度は推進活動とか、そういうことに入っていく。推進的な行動に移っ

ていくと、前座でプランを作成したいと、このようなところでございまして、４月の早々には

プランの策定委員さんの、市長からの委嘱というんでしょうか。そんなお願いをすることになっ

ております。 
 その人数につきましては、北杜市全体で一部職員も、関係する職員は一部参画させていただ

くことと思っておりますが、一般の方からは２１人くらいの人数で北杜市全体の中から世代を

超えて、各層から男女を問わず、広くお願いをしようということで、今、現在、準備を進めて

おります。 
 当然、その中には男女の比率等もありますから、そんなところも加味させていただきながら、

進めていきたいと、こんなように思っております。 
 それから、次には市の担当部局でございますが、企画部の地域創造課の中に担当、リーダー

を含めて職員２人で、女性の皆さん方におかれます、いろんな関係する分野、男女共同参画に

関わらず、いろんなところをとりまとめたものを担当者２人で、事務処理にあたっているとい

う状況でございます。 
 これから、４月からは機構の改革によりまして、この地域創造課は総務部というような所管

替えになろうかというふうに考えておりますので、企画部から総務部のほうに所管が変更にな

ります。 
 それから３点目でございますが、女性団体連絡協議会との関連というんでしょうか、そんな

ところをお尋ねいただきました。 
 北杜市においても女連協は各地域にそれぞれ７つの支部というんでしょうか、そういう出先

的な部署を置きまして、北杜市においても、基の事務を行っていきます。当然、女性の皆さん、

たくさん関わっていただく女連協でございますので、男女共同参画の推進ともども、連携をもっ

て協力をいただける部分については、大いにご協力をいただきながら、今後に進めていきたい

と、こんなように思っているところでございますが、結果的には各７つの総合支所のほうに男

女共同参画の組織が残るということではございません。本庁のほうで、基の事務を担当いたし

ます。そういう中で、進めていきたいと、こんなように思っておるところでございます。 
 それから最後ですが、予算化されているような大きな主要事業等につきまして、本年、新年

度の予算につきましては、計画のプランの策定時、それから策定に要する経費と、ダイジェス

ト版というような計画の内容をもったものを各家庭の皆さん方に配布をしたいということで、

それが５２５万円ほどの予算が、主な予算でございます。そんな計画で、新年度を予算執行し

ていきたいと思っております。 
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 それから、その計画の中には、最後でございますが、希望するような数値目標というんでしょ

うか、計画すべき、目標に到達すべき目標というものも、非常に、この男女共同参画推進は形

が、実を結ぶのは大変困難な、実態が表れてこない部分もあろうかと思いますが、いろんな分

野で可能な限り、到達すべき目標的な考え方、中には計数で示すべきところにつきましては、

そんなものを表すようなプランの策定を今現在、考えております。 
 以上でございますが、よろしくお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 １９番議員、まだ質問はありますか。 
 保坂多枝子君。 

〇１９番議員（保坂多枝子君） 
 すみません、マイクの使い方がちょっと、申し訳ございません。よく聞こえなかったようで、

ありがとうございました。 
 先ほどプランの策定に、かなりの予算ということですが、プランをつくっても、推進がなか

なか進まないという部分がございまして、市の当局でもいろいろ考えてはくださっているとは

思うんですが、その推進という部分にもちょっと力を入れていただきたいということで、ちょっ

と予算という部分で、要望になりますが、そんな形でよろしくお願いしたいと思います。 
 ありがとうございました。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで１９番、保坂多枝子議員の一般質問を終わります。 
 次に１８番議員、篠原珍彦君。 
 篠原珍彦君。 

〇１８番議員（篠原珍彦君） 
 １８番、篠原でございます。 
 私は２点、市長にお伺いいたします。よろしくお願いいたします。 
 地域安全対策について。 
 韮崎署、ならびに長坂警察署と連帯して、地域の交通安全や防犯対策を強化し、安心して暮

らせるまちづくりを考えているとのことですが、小淵沢町と合併後、北杜市として警察の管轄

はどのように変わるのか。またどのように今後、施策をとるのか。それをお伺いいたします。 
 それから２点目として、水路の改修についてご質問させていただきます。 
 百観音地区の水路は茶屋堰を中心に高砂堰、大蔵堰の末流が集結して、県道を横断する場所

で変則的になっているために、水の流れが悪く溢れてしまう、また何カ所かに構造的な無理が

あり、たびたびの集中豪雨時には水が溢れて、民家に流れ込み、消防団等による応急措置が行

われている状況であり、今後さらに統合保育所の建設により、保育所の敷地内、７，６４２．

１６平方メートルから出る雨水で氾濫することが想定されるために、早急に対策が望まれるが、

具体的なお考えをお伺いいたします。 
 以上２点でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 
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〇市長（白倉政司君） 
 篠原議員のご質問にお答えします。 
 最初に地域安全対策についてでありますが、近ごろでは凶悪的な事件が頻繁に起きておりま

す。これらの対策として警察署、消防団員をはじめ、市民の皆さんが連携し、対処していくこ

とが重要であります。その中で北杜市においては、警察関係者と一緒になりまして、公用車等

に防犯ステッカーを貼る。また防犯意識の高揚を図り、安心して暮らせるまちづくりを考えて

おります。 
 議員ご指摘のように、現在では長坂警察署と韮崎警察署の２つの警察署でありますが、今、

県下には警察署が１５警察署ありまして、７市８郡におおむね位置づけられております。原則

的に公安関係者に聞きますと、市には１つ警察署があるということであります。でも今度、合

併によりまして、１２市が誕生するわけでありますので、市へ全部置けるかどうか。私どもは、

これを答える立場ではありませんが、微妙なところだとは思います。 
 北杜市としては、１つの警察署が望ましいと考えておりますので、今後、関係機関に働きか

けてまいりたいと思います。 
 次に、水路改修についての質問にお答えいたします。 
 議員ご指摘の百観音地区の県道須玉中田線路肩で、茶屋堰、高砂堰、大蔵堰の末流が合流後、

県道をななめに横断しており、水量が多いときには流れが悪くなるかと思います。どのくらい

の改修が必要なのか。現地を調査し、横断個所については道路管理者である県に抜本的改良を

要望してまいりたいと考えております。 
 なお、合流する前後の水路改修につきましては用排水路であり、施工にあたっては地元負担

金の関係も生じてまいりますので、地元関係者と協議し、また県に補助要望をしてまいり、直

していきたいと思います。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 １８番議員、再質問はありませんか。 
 篠原珍彦君。 

〇１８番議員（篠原珍彦君） 
 明快なご答弁をありがとうございました。 
 今、市長の答弁のお話を聞いて、私ども、この件に対しましては、旧須玉町において統合保

育所建設にあたり、当時、水問題で地元で強い要望があって、保育所の建設と並行して水路改

修を進めるとのことであり、県土木事務所にも相談している経緯がございまして、それの計画

を新市に引き継ぎ、事業を進めるということにも伺っているわけでございますけども、今、市

長の答弁を聞いて、それが引き継がれていないようにも聞こえるわけでございますけども、当

時、保育所建設にあたるについて、あそこは造成をした際に、地元からの強い、いろいろな要

望等ございまして、あそこを造る前にも、あそこには総合体育館がございまして、あの広い面

積から流出する汚水等が、たびたび、台風の際とかそういうときには出て、非常に住民が床上

浸水ということであったり、商売している方の店に流れ込んだり、非常に被害を受けてやって

いる現状でありまして、その流量計算、水量といいますか、その計算ならびに、当時、そうい

うことができているということで聞いており、それをまた市のほうへ受け継いだというふうな
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ことも伺っているわけでございますけども、そのへんについては、市のほうへは、今の市長の

答弁で、ちょっと分かっていないみたいな話をしたんですけど、ちょっとお聞きしたいと思い

ます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 私も土地勘はあるわけでありまして、確かにあそこには須玉町の総合体育館もあります。統

合保育園を造るにつけ、約束事であるならば調査をして、約束に応えていきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 １８番議員、まだ質問ありますか。 
 篠原珍彦君。 

〇１８番議員（篠原珍彦君） 
 もう１点、市長の今の答弁の中で、建設にあたって水路を造るとなれば、地元の負担がある

というふうなことでございますけども、地元負担金の関係も生じますが、公共施設の建設によ

り、弊害が発生したというふうなことであれば、地元の負担については、なかなか地元の理解

が得られにくいと思うのでございますけども、市長、そのへんはどのようにお考えでしょうか。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 基本的にはどういう水路であるか、私も恥ずかしながら承知していませんが、農業用水路等々

であるならば、当然受益者が負担するということはかかってこようかと思います。単純に公共

排水路であるならば、そのような形で対応したいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで１８番、篠原珍彦議員の一般質問を終わります。 
 次に３番議員、篠原眞清君。 
 篠原眞清君。 

〇３番議員（篠原眞清君） 
 ３番、篠原眞清でございます。 
 一般質問を行います。 
 北杜市が誕生し、５カ月が経過しようとしております。この短い時間の中で、市長は新市の

基盤づくりの方向を示すとともに、新たに小淵沢町との合併を実現すべく、合併協定調印式を

終え、さらに山梨県知事に対し、廃置分合等の申請を行うなど、まさに駆け足での行政運営が

なされております。 
 さて、本定例会におきまして、私は大きく２つの質問を行い、市長のご所見を伺います。 
 １つ目は北杜市をどのような市として、運営するのか。改めて市長の見解を問うものであり

ます。 
 また、２つ目は廃棄物最終処分場問題についてであります。 
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 まず、１点目の新市の運営についてであります。 
 市長は７つの杜づくりを政策の柱として、市民に示し、１７年度当初予算において、その一

つひとつの実現に向けて、予算編成を行ったとの見解を示されております。 
 厳しい財政事情をふまえ、さらに市民に約束した合併協定項目の実現等の課題を抱えての財

政運営であり、予算編成上、大変苦心をされたであろうことは言うまでもないことであり、理

解をいたすところであります。 
 さて、もう一方で、市民が願う住民サービスの維持の観点で、予算を見たとき、所信の中に

あるように聖域なき財政の見直し理念をふまえてとの市長の思いは理解できるものの、特に福

祉関連を中心に廃止した事業についての、説明が十分になされただろうかと。一抹の不安を覚

えるのは、私一人ではないでしょう。 
 限られた財源の中で、市民のニーズ、あるいは行政需要に応えるためには、市長は常に市政

運営上の理念を市民に分かりやすく伝えることが必要であり、個別の政策の優先度の説明責任

を果たすことが求められます。その観点で、予算を見ると、説明不足と思われる点が浮かび上

がってまいります。 
 １つの具体的事例で申し上げます。 
 市長は政策の柱として、少子化対策を掲げております。私も北杜市の特色を生かす重要政策

として推進することには、大いに共感をするものであります。しかしながら、この政策の実現

を図る上で、欠かすことのできない北杜市次世代育成支援行動計画が、まったく示されており

ません。 
 この計画は国が少子化の流れを変えるため、平成１５年７月に次世代育成支援対策推進法を

制定し、平成１７年度から１０年間においての取り組みを推進するための行動計画をすべての

自治体において、１６年度末までに策定することを義務付けていると理解しております。 
 さらに詳しく申し上げると、近年核家族化、晩婚化などの進行、就労環境の変化などを背景

として、少子化が進み、社会活力の低下などの影響が懸念されており、国は昭和１４年９月、

子育てと仕事の両立支援が中心であった、それまでの取り組みに加え、男性を含めた働き方の

見直し、地域における子育て支援、社会保障における次世代支援、子どもの社会性の向上や自

立の促進の４つを柱とした少子化対策プラスワンを策定しました。 
 そして、この施策の実効性を高めるため、次世代育成支援対策推進法をつくり、すべての自

治体に子育て支援の行動計画策定を義務付けています。この計画が策定されると北杜市におけ

る、あらゆる子育て支援の目標と実施年度が計画に明記され、少子化対策の説明責任が十分果

たされるものであります。 
 あくまでも一例でありますが、この計画が策定されたのか。先ほど細田議員の同様の質問の

中で確たる回答をいただけなかったように思っております。策定されたのか、あるいは策定さ

れたのであれば、なぜ、説明がされないのか。このことは、これからいろいろな面で行政運営

を市長が実現していく中で、大変重要なことだというふうに考えておりますので、ご見解をい

ただきたいと思います。 
 さて、次に廃棄物最終処分場問題についてであります。 
 この１０年有余にわたり、明野町の住民を苦しめてまいりました廃棄物最終処分場問題の解

決に向けて、私は旧明野村の村長として、山梨県に対し廃棄物行政の見直しを求める提言を行

い、解決の糸口とすべく努力を重ねてまいりました。 
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 この提言の骨子は廃棄物の減量化を実効性のあるものとすべく、発生抑制を全面に打ち出し

た政策の実施と、処理施設の用地選定を行うにあたり、あらゆる情報公開に基づいたルールづ

くりを目指した条例策定でありました。 
 山梨県が提言の主要部分の条例化を明確に示されたので、昨年１０月２８日に開催された峡

北地域最終処分場整備検討委員会において、旧明野村の意向として、設置許可の下りている浅

尾地区での計画の受け入れ拒否と、次の３つの条件を山梨県が守ることを前提に、現予定地以

外の村内適地調査の受け入れを表明いたしました。 
 その条件の１つは、施設の設置場所の安全性、施設の安全性。２つ目は将来にわたっての地

域の安全性の確保。３つ目は情報公開に基づく透明性のある候補地選定と住民合意であります。

この認識の中で１０月２８日に検討委員会の確認が行われました。 
 ところで白倉市長は、検討委員会の確認事項について、明野地内に建設が確約されたと受け

止められ、事業が推進する山梨県と同一見解を捉えているように見受けられますが、旧明野村

の意向は適地調査を行い、適地があれば地域住民の同意を得て建設していくとの意思であり、

言い替えれば、適地がなければ進めないとの可能性を含んだ意向でありました。 
 この点の違いについて、北杜市の市長、明野町を含む北杜市の市長としてのご見解を求めま

す。 
 次に、この問題を明野町内で解決するためには、地域の同意が必要であります。今日まで事

態が進まなかった問題点をふまえて解決にあたることが欠かすことのできない、重要な事項で

あると考えております。 
 去る２月１７日の山梨日日新聞の社説に、峡北処分場適地の再選定、同じ轍踏まない仕組み

をとの論説が掲載されました。一説を引用します。 
 浅尾地区への整備が難航したのは、選定の経過が不透明で、周辺の住民が不信感を募らせた

のが原因だった。今回も行政が中心となって判断し、候補地を先に選んでしまったのでは、同

じ轍を踏むおそれがある。 
 専門家が水源や地層などとの関係をしっかり調べて、情報をすべて公開し、適地選定には各

地域の利害を代表する市民が加わる仕組みが必要だと論じております。まさしく実態をふまえ

た提言と受け止めております。 
 そこで明野廃棄物処分場で、何が問題となり、今日まで事業が進まなかったのか、市長とし

ての見解を求めます。 
 以上３点の答弁を求めまして、私の質問を終わります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 篠原眞清議員の一般質問にお答えいたします。 
 まず北杜市をどのような市として運営するのか、基本的な理念を問うというご質問でありま

した。今、新の地方自治の確立に向け、三位一体の改革が進められております。このことが、

全国の地方自治体に大きな影響を与え、平成１７年度予算編成に苦慮したことはご承知のとお

りであります。 
 この改革は地方の裁量度を高め、自主性を拡大するものであり、今後ますます地方の責任は
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重大となりますので、限られた財源を有効に活用する中で、自ら知恵と工夫を出して、よりよ

い地域づくりを進めるため、行財政改革の基本方針と自主計画の策定をすることが急務だと考

えております。 
 これからは、自分たちのふるさとは自分たちの力でつくる時代です。私は地域間競争が激し

くなる、だから地域力を高めようと市政の推進の柱にしております。これら地域間競争に打ち

勝っていける地域づくりを進めるためには、行政機能の強化や社会基盤の充実を図るとともに、

地域間の多様な交流、連携を促進し、地域特性を生かした魅力ある市の構築を図っていくこと

が重要です。 
 政策であります７つの杜づくりを積極的に進めるとともに、厳しい財政状況に対応するため、

行財政改革を強力に進め、市民の皆さんの期待に応えてまいりたいと考えております。 
 具体的に少子化だとか、福祉の見直しとか等々について、説明不足の点も多々ありますとい

う指摘を受けました。これから地域委員会をはじめ、市民と機会あるごとに説明をし、ご理解

を求めていくつもりであります。 
 また我が北杜市は豊かな大地や水と太陽、歴史ある伝統文化、温かく実直な市民性など数多

くの貴重な財産を有しております。これらの財産も最大限に活用する中で、目指すべき郷土像、

人と自然が躍動する環境創造都市の実現に向けて、全力で取り組んでまいる考え方であります。 
 次に廃棄物最終処分場について、ご質問をいただきました。 
 まず最初に、昨年１０月２８日の委員会の確認事項の考え方についてのご質問ですが、昨年

１０月２８日の整備検討委員会では、地域の理解を得て、浅尾地区への処分場の早期設置を切

望する。なお、浅尾地区以外の同村内の地区を新たな建設候補地とする場合、県は隣接する韮

崎市と事前協議を行うことが決議されました。 
 こうした状況を踏まえて、県、環境整備事業団による、旧明野村内における適地調査が実施

されることとなりました。１０年間の経過は事実として承知しながら、これにあたりたいと思

います。 
 次に、明野処分場問題で、何が問題となり今日まで事業が進まなかったのかとのご質問です

が、廃棄物処分施設などのいわゆる迷惑施設の整備については、地域住民の理解と協力が必要

不可欠であることは、私も承知しています。 
 しかし、浅尾地区を候補地とした選定経緯への不信感や、最終処分場に対する安全性への懸

念などから、地元の理解が得られなかったと考えられます。 
 この間、約１０年、地域に大きな課題をつくってしまったことは、誠に残念であります。 
 明野村から北杜市となり、北杜市の喉ぼとけに大きなとげが刺さっている状態だとの思いで

あります。１日も早い解決を目指したいと考えます。 
 こうした状況を踏まえ、篠原議員も、私も、委員である検討委員会においても、明野処分場

問題の解決に向け、協議を重ねているところであります。 
 最終処分場の整備につきましては、地域住民の方々に、公開、開示のうちにどれだけ安全性、

安心感を担保させられるのかが重要だと考えます。 
 いずれにいたしましても、廃棄物の処分量の推移や、廃棄物の処理技術等も検証し、計画の

規模の縮小をはじめ、住民が安心して受け入れられる施設となるよう要望していく考えですの

で、ご理解とご協力をお願いいたします。 
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〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 ３番議員、再質問はありませんか。 
 篠原眞清君。 

〇３番議員（篠原眞清君） 
 再質問をさせていただきます。 
 まず、再質問の前に、答弁漏れがありますのでお願いしたいと思います。 
 北杜市の次世代育成支援行動計画、これがどうなっているのか。それから、それが作られて

いるとするならば、なぜ議会をはじめ、市民に説明がないのか。その点のご答弁をまずお願い

します。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 先ほど私も、一括で答えたのかもしれませんが、次世代育成事業等々の説明につきましても、

基本的に地域委員会やら市民との接する機会があるごとに、そういった説明を求めていきたい

と思いますけれども、この機会に説明しなければまずいのでしたならば、担当部長に説明させ

ます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 担当部長。 
 保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（古谷克巳君） 
 次世代育成支援行動計画でございますけれども、議員さんご承知のとおり、今月の３月３１日、

今年度に作成するということの中で、原案は仕上がっております。 
 最終的なチェックをして、印刷をし、そして議会にもご説明をしたり、あるいはダイジェス

ト版をつくりまして、４月の末には各家庭へ届けたいなと、こうに思っております。 
 内容につきましては、基本理念としまして、最近、会議へ行っても赤ちゃんの声が聞こえな

いと、こういうことを聞いたことが少なくなったということがございますので、子どもの声が

響く町北杜と、こういうことの中で基本的な内容としましては、子育て家庭ではなくて、地域

の環境とか、あるいは次の親世代になる方に対しての内容等もこの計画の中に入っております。 
 そして、具体的には例えば出産に関する相談に対しての充実、つまり安全、安心して、安全

に妊娠出産ができる内容とか、あるいは乳幼児の管理と育児の情報の提供ということのなかで、

子育て不安に対する情報を提供するとか、あるいは小児医療体制の中では、市長が前に申し上

げましたとおり、甲陽病院、あるいは塩川病院に小児科医、常設の小児科の科を設けたいとか、

こういうふうな計画が１９項目にわたって書いてございます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 ３番議員、再々質問となりますが、まだ質問はありますか。 
〇３番議員（篠原眞清君） 

 再質問です。 
 最初は答弁漏れですから。 
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〇議長（清水壽昌君） 
 申し訳ありません。 
 答弁漏れについての答弁でございました。 
 再質問を受け付けます。 
 篠原眞清君。 

〇３番議員（篠原眞清君） 
 再質問を行います。 
 今の答弁、私も何も細かいものをここで示せなどということは言うつもりはまったくありま

せん。 
 というのは、この計画はすでに各町村とももちろん作られています。そして、素案を作られ

て、もう決定をされています。 
 いろいろ私が調べる範囲の中では、この計画の中を作るにつけて、いろいろな委員会を設け

て、各種団体の代表、あるいは関係団体の代表、いろいろな方の意見を集約する。さらに議会

の意見もそこへ反映させるほうも作られているわけです。 
 私が申し上げたのは、そこが説明責任と同時に、市民の参画を求める政策づくりにおける市

民の参画を求めるということで非常に大事なんだと、そのことをしっかりと言葉ではなくて、

具体的な行動で示していかなければ、それは本当に言葉だけの話になってしまうではないかと

いうことで、お尋ねをしているわけでございますから、ぜひ、それがもう素案として仕上がっ

てしまっているということであれば、仕方のないことですが、今後の総合計画、いろいろと立

案をされるとは思いますが、ぜひ市民の声を、その新たな計画の中へ、少なくとも反映できる

ような対応というのは最低限必要なことだと、私は思います。 
 今回の話の大事な重要課題の、次世代育成支行動造計画に、事務方で作られたということで

すよね。ではないですか。 
 であれば、市民の声も入っていますか。 

〇議長（清水壽昌君） 
 保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（古谷克巳君） 
 この計画の策定にあたりましては、次世代育成支援対策地域行動計画協議会を作りまして、

民生委員さんとか、主任児童委員とか、小学校の校長先生とか、あるいは母親クラブの代表と

か、それぞれＰＴＡの会長さんとか、そういう方に加わっていただきまして、素案作りから作っ

たものであります。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 まだ質問ございますか。 
 篠原眞清君。 

〇３番議員（篠原眞清君） 
 今の件につきましては、ぜひ議会の声も聞いていただく場面があったらよかったかなという

ふうに思っていることだけお伝えして終わらせていただきます。 
 それから、処分場問題についてでございますが、処分場問題で、市長お言葉の中で、現在の

計画について、地域へ大きな課題を作ってしまったのが残念であるというご発言をいただきま
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した。市長のお言葉で、そういう認識をいただいているということが分かりました。 
 もう一方で、昨年の１０月２８日の峡北の検討委員会での見解の相違というのはなかなか埋

まらないんですが、あの検討委員会の進めは、明野村が平成１６年の３月３１日に県へ、先ほ

ども説明しました提言、それに基づいて、峡北の検討委員会の話は進んできております。 
 その提言を県が主要な部分で条例化をするということの結果を経て、その時に私が先ほど申

し上げているような、そういう明野の中で適地調査を進める上での条件をしっかりつけさせて

みた、それはなぜかと言えば、同じ過ちを繰り返したくないからなんです。 
 候補地が選定されても、その部分がしっかりと担保されていなければ、同じことの繰り返し

になる危険性が高いから、そういう話をさせていただいています。それに則って適地調査なん

です。１００％明野の中で作るということであれば、適地基準なんて作る必要はないと私は思

います。 
 適地基準を作るということは、公明正大に、決定経過に透明感を持たせたいがために、適地

基準を作って進めていくということだと思います。 
 ですから、私が申し上げるように、可能性として適地がなければできないという認識は、こ

れは当然のことだというふうに、私は考えておりますが、その点のご見解をいただきたいと思

います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 いささか篠原議員とも、検討委員会の結論に対する、決議に際する認識の違いはあるのかも

しれませんけれども、改めて読み上げませんけれども、１０月２８日の検討委員会の決議は、

重く私はいい続けたいと思っているわけであります。 
 そして、北杜市が誕生してから、検討委員会も韮崎と、北杜と、小淵沢町になってしまいま

したから、新たな委員会構成をして、各町村３人ずつ９名で再スタートを切った、その検討委

員会においても、いってみれば適地基準が１つの前進のすべだということで、県は適地基準を

出してくれました。 
 しかし、その適地基準に対する客観性が見えないということの中で、委員の中からそういう

指摘もありまして、そうして世に言う、公共関与の最終処分場に対する先進地といわれる地域

の参考資料を県は用意して、そして適地基準が、明野村の山梨方式の適地基準はどうかという

ことでスタートを切ったはずであります。 
 ある面でいうならば、この適地基準の客観性ということは非常に難しいのでありますけれど

も、いわば、主観や、自己主義を離れて、一般論、不変的な考え方、そういう意味からするな

らば、先進地なるものは大変モデルであり、客観性に近いはずであります。 
 そういう中で県が適地基準を１つ定めたわけでありますけれども、検討委員会の結論として

は、もう少し有識者の意見も聞いたり、公述の機会も聞いて、そしてさらに適地を探そうと、

それにはいってみれば机上の適地基準だけではなくて、現地を見ながら、また適地基準を見よ

うと、机上も検討しなおそうと、また机上を見ながら現地にも立ってみようというようなこと

が、平均的な集約した意見だというふうに、私は承知をいたしているわけであります。 
 そういう意味からすれば、さっき私が言いましたとおり、明野村の課題から、北杜市の課題
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になった中にあって、私はできるだけ早くこのとげを取るように、全力でがんばりたいと思っ

ております。 
〇議長（清水壽昌君） 

 ３番議員の質問時間、先ほど１分のロスタイムがございましたので、残り時間は１分４２秒

となっております。 
 篠原眞清君。 

〇３番議員（篠原眞清君） 
 再々質問、最終の質問をさせていただきます。 
 検討委員会の議論につきまして、今、るる市長からお話がございました。 
 検討委員会の議論の、この適地基準の取扱いについての議論は、今、いみじくも市長がおっ

しゃったように、おおよその適地基準を設けて、場所を見て、また適地基準を見てというお話、

そういう表現を今されましたが、この前の検討委員会の状況の中では、大まかな適地基準をま

ず決めて、そしていくつかの候補地を絞り込む段階で、またその適地基準を見直しを加えて、

変更してというお話で、あの時は決定したというふうに私は理解をしております。 
 こんなことで、適地基準を作る意味があるんでしょうか。 
 適地基準というものは、確たるものがあって、その基準に基づいて候補地を最終の１カ所を

選んでいくということが、普通の進めだと思います。 
 そういう、今おっしゃるようなこの間の検討委員会のような進めをするから、私は、再び明

野の人たちが当時の、平成６年９月の時点の検討委員会の協議をまた想定をして、不信感を呼

んでしまうと、ですから、私は適地基準を作ることに反対もしておりません。適地基準調査受

け入れを表明した人間ですから、適地基準をしっかり作りましょうと、公正な形で県が示した

適地基準は、事業をやろうとする事業団が独自に自分たちで作った基準です。 
 今市長がおっしゃいました、長野県、あるいは和歌山県の適地基準は専門家の、大学の先生

方、あるいは民間の専門家の方たちが入って、２年も３年も協議をして作ってきた基準です。 
 山梨県の事業団は、それをある意味ではそのまま採用しているだけなんです。 
 しかし、そういうことで私はいいのかと、明野には明野でやろうとするあるいは山梨でやろ

うとするのには、当然山梨の別の条件も入ってくるかもしれない。そこへ客観的な意見を聞い

て決めること、そこへかかる時間が何でそんなに惜しまれるのか、私にはその点がよく分かり

ません。 
 そこを惜しんで、最終の段階でまた混乱をつくることにならない、そのことを願うからこそ、

私は重ねて、そのことを申し上げさせていただいておりますので、ご理解を賜りたいと思いま

す。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 その基本的に、この明野の最終処分場については、１０年間余の経過があるということだけ

を忘れてはいけない現実だと思います。 
 そしてまた、もう１つは、北杜市がこれを建設するわけではないということも事実だと思い

ます。 
 そういう中で、過去の１０年間の経過を考えたときには、私が言ったような段取りが考えら
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れると、先ほどから言っているとおりであります。 
 ただ、今、適地基準の話が先に盛んに言われていますけれども、全くこれが丸新話であった

ならば、まさに適地基準オンリーでいいと思います。 
 しかし、さっき私が言いましたとおり、この明野の最終処分場については、篠原議員も村長

の時代、約２年を含めて、１０年間のプロセスがあることだけは忘れてはならない現実だと思

います。 
 そういう中で、私どもが適地基準を作るときに、長野県といい、和歌山県といい、鹿児島と

いい、他の先進地を、１つの客観的なデータとして、今お話の２年、３年の専門家が入れた事

実のデータだということを尊重して、この山梨県の（明野の）最終処分場の適地基準をいいと

ころを最大公約数として、作った明野最終処分場の適地基準だというふうに思うにつけ、相当

の客観的な適地基準であると象徴いたしているわけであります。 
 ただ、山梨も有識者意見を聞くべきだという検討委員会の委員の意見もあって、私もそのと

きはそのとおりだと賛成して、そして現場を見ながら、適地基準を見ながら専門家の有識者の

意見を聞きながら、これを前進させていこうということが、先の検討委員会の結論であったと

いうふうに、私は承知をいたしているわけであります。 
 重ねてお話させてもらいますけれども、この事業主体は、あくまでも県の環境整備事業団で

あり、これからその検討委員会の結果を踏まえて、県の環境整備事業団も、時に県当局も動い

ていくと思いますけれども、私はどういう結論であるのかは分かりませんけれども、１つの使

命感を感じながら、これを位置付けていきたいと思っております。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります 
 これで３番、篠原眞清議員の一般質問を終わります。 
 お諮りいたします。 
 本日の会議時間は追加案件の都合によってあらかじめ延長をいたしたいと思います。 
 ご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、時間延長をいたします。 
 暫時休憩します。 
 ４時３５分より再開します。 

休憩 午後 ４時２５分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ４時３５分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 一般質問を続けます。 
 ２１番議員、鈴木孝男君。 
 鈴木孝男君。 
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〇２１番議員（鈴木孝男君） 
 ２１番、鈴木孝男でございます。 
 まず、お疲れのようでございますので、要点のみ言いますので、明快なる答弁をお願いいた

します。 
 まず、北杜市にある市営団地についてお尋ねいたします。 
 現在、武川町には巾下団地、上団地、武川団地とありますが、今回、市営武川団地について

お伺いいたします。 
 武川団地には、平屋でございますが、戸数は４４戸であります。入居者数は４０世帯が入居

しております。この、４０世帯の、ということは４４戸あるわけでございますが、この世帯に

水洗トイレは１カ所もないわけでございます。 
 市長は、人と自然が躍動する環境創造都市という言葉を使いますが、言葉の響きからいたし

まして、市営住宅が水洗でないということは、若者には住まないでくれと言っているのと同じ

に聞こえます。 
 しかも、次年度にはこの団地の前を公共の下水道管が通って行くわけでございます。 
 市の考えでは、建て直したほうがいいのか、計画されているのかもしれませんが、住んでい

る人に聞きますと、低家賃であるということ、あるいは階段がないとも言っていました。ある

いは学校に近いとも言っていました。非常に利便性の高いところに住んでいるわけでございま

して、まして、今後、下水道が平成２２年までに２２０億円かかるという、この現実を前にし

たときに、これはトイレの水洗の改修のほうが安いのではないかなという気がいたしておりま

す。 
 その点についていかがかお答えいただきたいと思います。 
 次に、北杜市の観光についてお伺いいたします。 
 この北杜市は、日本を代表する幾つもの山々を有し、自然の観光資源は極めて豊富でありま

す。四季折々の美しい自然を求め、老若男女を問わず、多くの人が訪れる観光地でもあります。 
 今、世界は環境保護が叫ばれ、土に根付いた田舎暮らしを希望する人が多く見られます。北

杜市のフラワーパークを代表とする各種施設は、使い方や、あるいは宣伝の仕方によっては、

現在のエコツーリズムやグリーンツーリズムといった旅行形態にマッチするものと思われます。 
 ほかにもスキー場、あるいはゴルフ場、キャンプ場などのアウトドアの施設など、また、美

術館などの文化施設をも充実しており、それ相応の集客力も備えていると思われます。 
 このような各種施設や、自然条件に恵まれた本市において、観光振興を推し進めるにはといっ

た施策を取るべきか、あとでコンセプトの中でお答えいただければというふうに思っておりま

す。 
 国も県も、観光立国、それから観光立県、本市でも本格的な観光を盛り立てようとするなら

ば、変更や改善を施す必要があると思われます。 
 あくまでもこれは私の個人的な意見ですが、例えばＪＲでいうならば長坂駅、これは長坂町

のみなさん方には申し訳ないんですが、これは八ヶ岳駅というふうに改名したらどうであろう

か、あるいは日野春駅を甲斐駒駅に変更するような考えもいいのではないかなというふうに

思ったりいたしました。 
 あるいは、甲府止まりのかいじ号を小淵沢駅まで延長していただく、これは午前２本、午後

２本くらいのことを言っているわけでございますが、また、中央道にいたしましては、長坂イ
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ンターを南清里インターにしたらいかがかと、須玉インターを瑞牆山インターにというふうな、

一工夫したことが必要だというふうに思います。 
 観光立市を心掛ける、わが北杜市が、これからどのようなコンセプトと方向性を施策してい

くのか、市長にお聞きいたします。 
 次に、農業振興地域の整備に関する法律についてをお伺いいたします。 
 通告では、農振の除外は一般管理だと思っていましたので、農業委員会といたしましたが、

これは農林課のほうにお願いいたします。 
 昨年の、１０月から農振の除外案件の申請を受け付けてはおりません。 
 法令によれば、合併後は速やかにという文言があるわけですが、速やかにはいかない。なぜ

ならば旧７町村のそれぞれの計画をまとめ上げる。そしてそれに北杜市の事業計画を起こして

いくという作業ですから、大変な作業ということは理解できます。 
 しかし、昨日、同僚の小林議員の質問の中で、こう答えておりましたが、県は１６年度中を

めどに、農業振興地域整備計画の指定を行うと答えておりましたが、後、今日を入れて３日し

かないんですが、これは間違えなくあとで答えていただきたいと思っております。 
 一番、これによって、特定管理になって困っているのは、除外案件を提出しようとする人た

ちでございますので、１日も早く一般管理への移行をお願いする次第でございますが、昨日も

お答えはなっておりませんが、大体の目安で結構でございますので、いつになったら申請がで

きるのか、お答えいただきたいと思います。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 鈴木議員の市営住宅のトイレの水洗化をについてお答えいたします。 
 北杜市では、市営住宅を３８団地、９２５戸の管理を行っています。現在、汲み取り式トイ

レの住宅は地区３０年以上が過ぎている古い住宅で、武川町にある市営住宅４４戸も含め、

５５５戸近くあります。 
 最低限の修繕はやむを得ませんが、トイレを水洗化するとなると、１戸当たり３０万円以上

の改善費が必要であり、順次行っていったとしても、相当な費用となるわけであります。 
 １７年度予算において、公営住宅取得計画策定費を計上しております。その計画に基づいて、

ご指摘の武川町市営住宅４４戸を含めて、建て替え等の住宅整備を順次行っていくほうが、得

策と考えておりますので、よろしくご理解をお願いします。 
 次に、観光についての質問にお答えいたします。 
 本市の観光振興につきましては、利根川議員にお答えしたとおり、まず、しっかりした観光

基本計画策定が大切だと考えます。 
 合併前には町村の限られた範囲の中で、それぞれの方法で観光振興を図ってまいりましたが、

観光資源は無限大であり、自然環境には境界がありません。今後は、各地域で展開してきた観

光振興にかかわりを持った多くの人たちの意見を聞きながら、点から線へ、線から面へ結びつ

けた振興策が重要であると考えております。 
 それには民間パワーの投入、地域リーダーの育成、ボランテイア観光ガイドの創設等も取り
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入れながら、活力ある観光作りを推進してまいりたいと考えております。 
 なお、国も国際競争力のある、観光立国の実現のため、観光立国推進戦略会議を設置し、そ

の推進に取り組んでいるところであります。 
 また、県も同様に、観光立県を打ち出しており、それぞれ観光振興戦略と連携を図り、観光

振興に取り組んでまいります。 
 次に、農業委員会についてのご質問でありますが、お尋ねの毎年４月、１０月の現地調査に

ついては、農業振興地域整備計画の変更、これは通常農振除外と呼ばれておりますが、これに

かかる現地調査と思われます。 
 市町村が農業振興地域整備計画の策定、または変更を行う場合、市町村長は農業委員会の意

見を聞くものと法律で定められており、これにより各農業委員会は、図面による調査、あるい

は必要に応じて現地調査等を行い、総合的に判断し、市町村長に答申しております。 
 また、市町村によっては、農振協議会を設け、個別申請案件の審査をしておりますが、協議

会委員の中にも農業委員会からの代表委員も含まれ、必要に応じて現地調査も実施しておりま

す。 
 北杜市における農振除外案件につきましては、小林元久議員の質問にもお答えしたとおり、

現段階では個別除外案件の申請を受け付ける状況にありませんので、今後、北杜市のマスター

プランが県と協議済みになり次第、広報等を通じて、市民にお知らせいたしますので、しばら

くの間、ご理解をお願いいたします。 
 あちらこちらというと語弊がありますけれども、多くの農地所有者から、農振の見直しにつ

いては機会あるごとに私も聞いているのでありますけれども、基本的には読んで字のごとく、

農業振興地域として、農地を守っていくというのが農振法の原点であるわけであります。 
 現実の地主の声は、地域の声はいささか転用を図ってという声があることも承知しているわ

けでございますけれども、長いスパンで見れば、農振法を尊重し、農業振興地域を図っていく

農地については、守っていきたいというのが本音でもあるわけであります。 
 さっき、農振地域の見直しについて多くの議員からもご指摘があるわけでありますけれども、

見直しをしなければならないところは尊重しますけれども、基本的には農業振興地域農地は

しっかり守りたいと思います。 
 法律で定めている次の機会までについては、また、議員の皆さんと協議しながら、農業委員

会の考え方を尊重しながら進めたいと思いますので、ご理解を賜りたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 ２１番議員、再質問はありませんか。 
 鈴木孝男君。 

〇２１番議員（鈴木孝男君） 
 これは答弁漏れなんですが、昨日、小林議員の答えにあったんですが、１６年度中をめどに

というのは間違えでしょうか。違うんですか。 
 それともう１点いいますが、聞いてください。では、マスタープランはいつ仕上がりますか。 
 以上です。 
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〇議長（清水壽昌君） 
 産業観光部長。 

〇産業観光部長（浅川清朗君） 
 昨日も申しましたように、県からの地域指定につきましては３月末を目途ということで、昨

日現在確認したところ、今、作業を進めているということでありますので、３月末、あるいは

４月へ若干ずれ込む可能性があります。ご了解をいただきたいと思います。 
 その指定が済みましたら、平成１７年度に農業振興地域整備計画、通称マスタープランと言っ

ていますが、それを策定していきまして、知事と協議をして同意を得ていくと、おおむねそれ

が１年ということで、１７年度中にマスタープラン、そして同意まで得ていくということです。 
 したがいまして、早くて農振除外の受付ができるのが、１８年の４月ということになります。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 鈴木孝男君。 

〇２１番議員（鈴木孝男君） 
 ということは１年猶予、１０月からですから、除外ができないということになってくるわけ

でございますが、今まで、では旧町村の除外の申請受付はどのくらいあったんでしょうか。件

数でお知らせいただければ。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 産業観光部長。 

〇産業観光部長（浅川清朗君） 
 今、手元にその資料がありませんので、後でその数値をお示ししたいと思います。 
 よろしくお願いします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 ２１番議員、まだ質問はありますか。 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで２１番、鈴木孝男議員の一般質問を終わります。 
 次に３５番議員、小林保壽君。 
 小林保壽君。 

〇３５番議員（小林保壽君） 
 難しい質問が続きますが、私の質問は気を安んじて聞いていただければよいかと思います。 
 新エネルギーの活用調査事業で、特に小水力発電について質問と提案をいたしたいと思いま

す。 
 今年２月１６日京都議定書が発効され、いよいよ地球温暖化の防止に向け、国や地方公共団

体としても取り組みが求められているが、北杜市としてはどのような具体的施策を考えている

のか、市長は本定例会の施政方針説明の中で、国においては目標達成計画を５月をめどに策定

することにしているが、地方では何をどのようにするのかなどは、具体的目標を明確に示し、

分かりやすくすることが重要であると説いておりました。 
 その具体的目標の中に、ゴミのリサイクル化、焼却ゴミの減少は当然の課題でありますが、

日照量日本一を活用しての太陽光発電や、農業用水路を生かした、ミニ水力発電など、新エネ
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ルギーの導入に向け、調査計画をしていきたいと画期的な取り組みに向けて説明がありました。 
 私も、以前より小水力発電ということに関心があり、専門家などの話を総合すると、八ヶ岳、

茅ヶ岳、駒ヶ岳の傾斜地にある北杜市には、最適な取り組み事業であると説明をしてくれまし

た。 
 水力発電にはＣＯ２の削減だけではなく、地元に直結した大きな経済効果が期待できると認

識をいたしております。 
 緊縮財政が強いられる北杜市の施策としては、費用対効果の面から見ても、その話題性、採

算性のあることが、市民にも受け入れられるところだと信じております。 
 １日も早い計画の実行を願い、施政方針に賛同し、自ら提案するところであります。 
 そこで市長に、現時点の所見をお伺いいたします。 
 水力発電についての計画、将来構想はどのように考えているか。水力発電所の建設資金、運

営資金はどうするのか。また、発電された電力はどう使うのか。小水力発電のＣＯ２削減効果

はどのくらいか、導入した自治体などの反応と採算性はいかに。 
 以上をもって、一般質問とし、再質問では提案する中で取り組みについて質問をいたしたい

と思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 小林保壽議員の質問にお答えします。 
 水力エネルギーは、わが国電力供給量の約１割を占め、エネルギー源として重要な役割を果

たしています。 
 特にＣＯ２を排出しないクリーンな再生化のエネルギーであり、次世代に向けた環境にやさ

しい持続可能な循環型エネルギーシステムと位置付けられております。 
 ご質問の項目について、順次申し上げますと、まず、分類は、出力の規模によって、大水力

からマイクロ水力の５分類となっており、建設資金については規模の大きさや、設置場所によ

り異なることから特定できませんが、資本費関係が大部分であるため、インフレや燃料コスト

の変動の影響は少なく、他の電源に比べ、発電コストは長期的に安定しております。 
 また、発電した電気の利用については、次のような利用が考えられます。 
 日常生活分野につきましては、地域集会施設などの照明、冷暖房、給湯、街灯、地域内の集

落排水施設処理装置などであります。 
 観光レクリエーション分野ではスポーツ施設、各種イベント施設などが考えられます。また、

農林水産分野においては、育苗施設、ライスセンター、低温貯蔵施設、施設園芸などが想定で

きます。 
 余剰電力については、電力会社に売電することなどが考えられます。 
 続いて、実例についてでありますが、自治体の拠点施設に電力を供給する目的で設置したも

のが、ほとんどでありました。しかしながら、拠点施設までの送電線設置費用が膨大となり、

すべて充電とした施設もございました。また、クリーンエネルギー普及啓発、環境教育のため

の出力の小さい施設もあり、目的も多種多様であります。 
 本市においては高低差のある農業用水路が多くありますので、これを活用したミニ水力発電
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は、十分可能であると考えております。 
 このクリーンエネルギーを北杜市として、いかに活用していくか。新年度に策定する新エネ

ルギービジョンと併せて調査、研究を重ねていきたいと思います。 
 実は、参考まででありますけども、２月２２日に東京の首相官邸へ行って、小泉総理の秘書

官とお会いする機会がありました。そのときに大変、２人の秘書官が我が北杜市として、大変

縁のある人でした。このＣＯ２、京都議定書の問題をお話しながら、我が北杜市は太陽日本一、

日射量、日照時間を含めてというお話をしましたならば、大変興味を示していただきまして、

小泉総理も、この議定書絡みの中で太陽光発電には大変耳高くしているというお話も聞きまし

た。併せて、この議定書絡みの中で、ミニ水力発電所もうんぬんというお話をさせてきてもらっ

たわけであります。 
 そんな中で、新エネルギービジョン調査、研究を北杜市も予算化したわけであります。議員

のご意見等々も尊重しながら頑張ってまいりたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 市長の答弁が終わりました。 
 ３５番議員、再質問はありませんか。 
 小林保壽君。 

〇３５番議員（小林保壽君） 
 まだ、調査の事業段階ということでの答弁でございましたので、詳しい位置は分かりません

が、北杜市にとっては非常に将来性がある、画期的な取り組みだと思っているわけでございま

す。 
 市長もすでにお読みになったと思いますが、もと衆議院議員で農林水産大臣などの経験者で

ある大原一三先生の著書で「２０５０年の日本」という本がございます。その本の中で大原先

生は冒頭に環境破壊は人類の思い上がりだと述べています。そして今、我々が人類３０万年の

歴史の生存を賭けた文明の試練の前に立たされていると書かれています。 
 石油の備蓄はあと４１年、天然ガス、ウランは６１年と言われています。長寿社会の現在な

ら、この３７名の議員の中でも石油の終末期をリアルタイムで見る人がいるかもしれません。

そんな急速なスパンでエネルギー問題は、今私たちに問いかけています。 
 昨年１１月、新生北杜市が誕生し、また来年３月には小淵沢町を加え、６０２平方キロとい

う、県下はもとより近県に類を見ない広大な市が誕生するわけです。 
 白倉市長が常に提唱する大自然のパノラマ、水と太陽日本一の理念に基づき、北杜市の合併

時に市政に携わるものとして、後世にこのことを守り、残していかなければならないと考えて

います。 
 市長が発案いたしますところの小水力発電事業は、まさに水を絡めた北杜市の事業計画とし

ては最適であると思います。 
 新エネルギービジョン、ＮＥＤＯの報告によれば北杜市全体の小水力発電のポテンシャルが

非常に大きいとされています。 
 高根町内の、ある河川の例を挙げても、５００キロワット程度の発電が可能だとされていま

す。先般、河川法が改正され、一般河川でも発電が可能になりました。１級河川でも発電が可

能になりました。北杜市には釜無川、大武川、塩川、須玉川などクリーンエネルギーの源とし
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ての水があることは確かです。 
 これは市民感情の一例ですが、北杜市内の公共施設、例えば道の駅白州の評判がいいとか、

武川の湯の集客状況が盛況であると。また金田一図書館の入場者がすごいと。そういうことを

聞きますと、我々北杜市民としても非常にうれしい思いがあります。それと同じように、北杜

市で手がけた水力発電の電気で、先ほど市長の答弁の中にございましたように、公共施設の電

気が賄えると聞くと、なんとなく活性と自給がうかがえ、心強い感がいたします。 
 事業としてはメンテナンスを含め、１０年で改修できるというスパンでございます。一般的

に水力発電設備の耐用年数は４０、５０年といわれています。 
 私からの提案理由としては、緊縮財政が強いられる北杜市としては、採算性のある事業への

取り組みが最も望まれるものでございます。そして、時代的にもタイムリーだと考えます。 
 子子孫孫という言葉がございますが、そんな長い、先のことは望みませんが、私たちの子ど

もに孫に、初代北杜市の行政に携わるものとして何が残せるか。白倉市長の判断を仰ぐところ

でございます。 
 今、種をまき、５年後に花が咲き、１０年後に大きな実がなる可能性を秘めた事業です。人

と自然がというフレーズではじまる環境創造都市の構築に、私もこの事業を提案させていただ

きます。 
 市長の所感をお尋ねいたしまして、質問を終わりたいと思います。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 お詫びして訂正しますけども、首相官邸に行ったのは２月２２日でなくて、これはカゴメに

行った日でして、３月１４日が正しい日程でありました。お許しいただきたいと思います。 
 先ほど、元衆議院議員の大原一三先生のお話が出ましたけども、もう、あの先生も引退して

何年経ちますか、あの先生は現役のころから、産業革命によって世界は化石燃料を使うように

なってきたから、環境破壊された。これは多くの人が承知するところでありますけども、そん

なこんなを大変憂えた先生でありました。いろんな意味で、国民の精神的な荒廃も憂えている

先生でもありましたけども、何はともあれ、そんなこんなで、くどいようですけども、世界は

環境サミットを開いて、京都議定書なるものをやって、お互いに批准をして、そしてＣＯ２減

らしをしようとしているのでありますけども、現実の数字はあのときよりもさらに８％増えて

しまって、１４％ＣＯ２を減らさなければならないぞという、賦課されているわけでありまし

て、さっき、総理も大変耳を高くしているというのは、そんな背景があろうかと思うわけであ

ります。 
 何はともあれ、太陽光の話はともかく、ミニ水力については土地改良関係者、農業用水路の

水利権者等々とも協議を重ねなければならないのでありますけども、私もある関係者に聞きま

したならば、昔と違って性能がよくなったから、５メートルと言わず、４メートルくらいの落

差があれば、ミニ水力発電は可能だということであります。そうすると、私どものこの地域は、

茅ヶ岳といわず八ヶ岳といわず、ちょっと南アルプスは厳しいと思うんでありますけども、農

業用水路がたくさんあって、落差がかせげるわけであります。だから、単純に塩ビで、３００メー

トル、塩ビで水を引っ張ってきても、３％の勾配があれば、９メートルの落差がかせげるわけ
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でありますので、ミニ水力発電なるものは十分考えられるということであります。 
 いずれにしましても、これから１７年度にクリーンエネルギーの調査費も計上させてもらい

ましたので、太陽光とミニ水力発電、併せて、これを推進するには土地改良、農業用水路地権

者との同意も得なければならないことでありますが、積極的に考えていきたいとも思っており

ます。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 ３５番議員、まだ質問はありますか。 
 （ な し ） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで３５番、小林保壽議員の一般質問を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第２ 議案第６５号 平成１７年度北杜市病院事業会計予算を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第６５号の平成１７年度北杜市病院事業会計予算について、ご説明申し上げます。 
 収益的収入１９億１，３７７万４千円、収益的支出２１億９，８６７万５千円に定め、資本

的収入２億６７４万６千円。資本的支出２億１，９８１万１千円と定めました。 
 内容につきましては、村田管理局長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決の

ほどをお願い申し上げます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 管理局長。 
〇塩川病院管理局長（村田圭司君） 

 ご説明いたします。 
 予算書の２ページをお開きください。 
 収益的収入および支出でございますが、収益合計が１９億１，３７７万４千円です。費用合

計が２１億９，８６７万５千円。内訳につきまして、病院事業、収入が１５億５，３５７万５千

円。医業外収益が１億１８３万４千円。支出ですが、１８億３，６９７万６千円です。内訳に

つきましては、医業費用が１７億３，３１２万２千円。医業外費用が１億３８５万４千円でご

ざいます。 
 病院事業につきましては人件費、医薬品、診療代、医療費の購入費、また医療機器につきま

しては、人工透析の装置５台、リハビリ機器購入費等が主なものでございます。 
 続きまして、介護老人保健事業でございますが、収入が３億４，１１３万８千円。内訳とし

ては、事業収益が３億１，０６２万７千円。医業外収益が３，０５１万１千円。支出ですが、

３億４．０６３万８千円。内訳としては、事業費用が３億６４万３，４００円。医業外費用が

３，４２０万４千円でございます。 
 介護老人保健事業につきましては、人件費、また給食材料費、委託料、工事請負費といたし

まして、避難用の滑り台を計上いたしました。 
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 続きまして、訪問看護事業。収入が１，９０６万１千円。内訳ですが、事業収益が１，９０４万

９千円。事業外収益が１万２千円。 
 ３ページをお願いいたします。 
 支出ですが、１，８９６万１千円。内訳でございますが、事業費用１，８８８万９千円。事

業外費用が７万２千円でございまして、訪問看護事業につきましては、人件費が主なものでご

ざいました。予備費２１０万円。 
 以上でございます。 
 よろしくお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 ただいまから質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 日程第２ 議案第６５号 平成１７年度北杜市病院事業会計予算を採決いたします。 
 本案は、原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第２ 議案第６５号 平成１７年度北杜市病院事業会計予算は原案どおり可決

することに決しました。 
 暫時休憩します。 

休憩 午後 ５時１４分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ５時２０分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 お諮りいたします。 
 市長から、 
 議案第７２号 北杜市温泉事業複合施設条例及び北杜市明野ふるさと太陽館条例の一部を改

正する条例について 
 同意第１号 北杜市助役の選任について議会の同意を求める件 
 同意第２号 武川恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任について議会の同意を求める件 
 各委員長から委員会の閉会中の継続審査の件について 
が提出されました。 
 お諮りします。 
 これを日程に追加し、追加日程第１から追加日程第４として、議題にしたいと思いますが、

ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
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 異議なしと認めます。 
 よって、 
 議案第７２号 北杜市温泉事業複合施設条例及び北杜市明野ふるさと太陽館条例の一部を改

正する条例について 
 同意第１号 北杜市助役の選任について議会の同意を求める件 
 同意第２号 武川恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任について議会の同意を求める件 
 委員会の閉会中の継続審査の件 
を日程に追加し、追加日程第１から追加日程第４とし、議題とすることに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   追加日程第１ 議案第７２号 北杜市温泉事業複合施設条例及び北杜市明野ふるさと太陽館条例

の一部を改正する条例についてを議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第７２号の北杜市温泉事業複合施設条例及び北杜市明野ふるさと太陽館条例の一部改正

について、ご説明申し上げます。 
 温泉施設利用回数券および入浴回数券を１２枚つづりから１３枚つづりに改めるため、所要

の改正を行うものであります。 
 よろしくご審議の上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 質疑を許します。 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 要望しておきます。 
 北杜市の温泉複合の関係は、この例規集でいきますと、老人福祉第１章の社会福祉に入って

おります。そして太陽館のほうは、第４章の観光へ入っております。そして、その別にまた大

泉の甲斐温泉というのがありますが、それはそれで別に条例があるわけです。 
 というようなことで、予算のときにも申し上げましたが、温泉は温泉のところはまとめてやっ

たらどうかなと、自分は考えます。条例のほうにしても予算にしても。そういうあれで要望し

ておきますから、今ここで直せでなくて、次回からはそのように一つ、お願いしたいと思うん

ですが、市長の考えなり、総務部長の考えをお聞きします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 要望とおっしゃったから、軽い気持ちで聞いていたら、市長答えろということでありますけ

ども、ご指摘のことはよく分かります。ややもすると、設立の趣旨からすればうんぬんという

議論も分からないばかりではありませんけども、市民の目から見れば温泉事業だというふうに

も見えますので、そのへんは前向きに検討していきたいと思います。 
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 ありがとうございました。 
〇議長（清水壽昌君） 

 質疑を終結します。 
 討論を行います。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 追加日程第１ 議案第７２号 北杜市温泉事業複合施設条例及び北杜市明野ふるさと太陽館

条例の一部を改正する条例についてを採決します。 
 本案は、原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、追加日程第１ 議案第７２号 北杜市温泉事業複合施設条例及び北杜市明野ふるさ

と太陽館条例の一部を改正する条例については、原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   追加日程第２ 同意第１号 北杜市助役の選任について議会の同意を求める件を議題といたしま

す。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 同意第１号、提案理由を申し上げます。 
 北杜市助役の選任について議会の同意を求める件について 
 地方自治法第１６２条の規定により、議会の同意をお願いするものであります。 
 住所 甲府市山宮町９７１番地、氏名 曽雌源興、生年月日 昭和２３年１月１３日生まれ

について、議会の同意を求めるものであります。 
 ご審議の上、ご同意いただきますようお願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 質疑を許します。 
 中村隆一君。 

〇２５番議員（中村隆一君） 
 人事のことで、ちょっと言いにくいことですけれども、３点ほどお聞きしたいと思います。 
 第１点としまして、この前、北杜市の収入役選任のときには、議員全員協議会で選考の過程

とか、そういうことの説明があったわけですけれども、今回、助役の選任については説明がな

かったのは、なぜでしょうか。 
 第２点としまして、北杜市内でも、いろいろな優秀な人材がたくさんいるわけですけれども、

今度の人材登用では市内からの人材を考えなかったのは、なぜなのかと。 
 ３番目としまして、先日、笛吹市では１人助役がいるのにも関わらず、県からもう１人、出

向の助役をと。市に要請があって、それを認めて２人、助役になったと。そんなことがあった

ようですけれども、本市においては、今度の助役選任にあたっては、本市のほうから県に要請

をしたものなのか。県のほうから、ぜひともということで要請があったのか、どちらなのか、
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そのへんを教えていただきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 人事案件ですので、ぜひ同意をよろしくお願いします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 お諮りいたします。 
 本件は討論を省略し、採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって討論を省略し、採決いたします。 
 本案は原案どおり同意することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、追加日程第２ 同意第１号 北杜市助役の選任について議会の同意を求める件につ

いては原案どおり同意することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   追加日程第３ 同意第２号 武川恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任について議会の同意

を求める件を議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 同意第２号の武川恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任について議会の同意を求める件

については、北杜市財産区管理会条例第３条第１項の規定により、定数に欠員が生じたため、

その後任に住所 北杜市武川町宮脇９５０番地、氏名 小澤貢二、生年月日 昭和５年１月

２６日生まれについて、議会の同意を求めるものであります。 
 ご審議の上、ご同意いただきますようお願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りします。 
 本件は質疑・討論を省略し、採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって質疑・討論を省略し、採決いたします。 
 本案は原案どおり同意することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
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 よって、追加日程第３ 同意第２号 武川恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任につい

て議会の同意を求める件は、原案どおり同意することに決しました。 
 暫時休憩します。 

休憩 午後 ５時３４分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ５時３５分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 議場において、就任のあいさつをいただきます。 
 曽雌源興助役をご紹介いたします。 
 あいさつをお願いいたします。 

〇助役（曽雌源興君） 
 ただいま、ご紹介いただきました曽雌源興でございます。 
 白倉市長さんのご推薦をいただき、ただいまは市議会の皆さま方のご同意をいただきまして、

誠にありがとうございます。 
 浅学非才の身でありますが、白倉市長さんのご指示、ご指導のもと、人と自然が躍動する環

境創造都市の実現に向けまして、誠心誠意努力してまいる所存でございます。 
 ふつつか者でございますので、よろしくご指導、ご鞭撻のほどをお願い申し上げます。 
 簡単でございますが、ごあいさつとさせていただきます。 
 どうぞ、よろしくお願いいたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   追加日程第４ 委員会の閉会中の継続審査の件を議題といたします。 

 議会運営委員会、総務常任委員会、建設経済常任委員会の各委員長から、また、今定例会に

おいて受理した議案第１号の件について、文教厚生常任委員長から会議規則第１０１条の規定

により、お手元に配布いたしました申出書のとおり、所管事項の審査につき、閉会中の継続審

査の申し出がありました。 
 お諮りします。 
 各委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、追加日程第４ 委員会の閉会中の継続審査の件は各委員長の申し出のとおり、閉会

中の継続審査とすることに決しました。 
 以上をもちまして、本定例会の日程はすべて終了いたしました。 
 よって、本日をもちまして、平成１７年第１回北杜市議会定例会を閉会といたします。 
 長期間にわたり、大変ご苦労さまでした。 

 
閉会  午後 ５時４０分 
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